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一般注意事項
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１２：４０

１０：２０～
１１：５０

８：４０～
１０：１０時間

月～土曜日

○チャペルは、火曜日、水曜日、木曜日の１２：００～１２：３０に実施。

授業担当者が公務等で授業ができない場合、そのつど「IC-UNIPA」に掲示する。始業時

より３０分以上経過しても何らの通知もない場合は学務部に問い合わせること。

また、休講等により授業が実施されなかった場合には補講を実施する。日程が決まり次第

「IC-UNIPA」に掲示する。

平 日 午前８時４５分～午後４時４５分

土曜日 午前８時４５分～午前１１時５０分

ただし、平日の午後０時から午後２時は、職員が交代で業務を取り扱うため、

通常の対応ができない場合がある。

（注）日曜日、祝日、その他大学が定める休業日には事務取扱はしない。なお休業期

間その他特別な場合については、そのつど掲示により伝達する。

休講・補講情報は、「IC-UNIPA」から確認できます。

大学公式サイト ：https://www.icc.ac.jp/

携帯電話用ポータルサイト：http://up.icc.ac.jp/

（１）授業時間

（２）休講・補講

（３）事務取扱案内

この履修要覧は卒業するまで大切に扱ってください。
（年度毎には配付しません。）

学生の皆さんへの通知や連絡はすべて

「IC-UNIPA」および掲示により行います。

毎日、必ず、掲示情報を確認してください。

掲示情報を確認しなかったために、思いもか

けない不利益を被る場合もありますので、見落

とさないよう十分注意してください。

掲示情報を必ず見ること

学籍番号 氏名20

学籍番号は入学時に各学生に与えられ、原則として卒業時まで変わりません。

それぞれの数字には下記のような意味があります。

この番号をもとに学内の全ての事務処理が行われますので、覚えておいてくだ

さい。

２０２０（令和２）年度入学生の場合

■学籍番号

２ ０ １ ５ ０ ０ １
鍵検険検顕 鍵検険検顕 鍵検検検検検険検顕

入学年度の
西暦下２桁

学部学科番号
１５…文学部現代英語学科
１３１…文学部児童教育学科児童教育専攻
１３３…文学部児童教育学科幼児保育専攻
１４…文学部文化交流学科
２３…生活科学部心理福祉学科
２２…生活科学部食物健康科学科
３１…看護学部看護学科
４１…経営学部経営学科

五十音順の個人番号
（Ｅ科）
（Pe科）
（Pc科）
（Ｃ科）
（Ｗ科）
（Ｆ科）
（Ｎ科）
（Ｍ科）

（専攻番号）



【この冊子は】
・この冊子には、あなたの大学生活における学修に必要な情報が満載されています。卒業す
るまで大切に使いましょう。

・この冊子は、入学年度毎に変更されています。先輩や後輩が持っている冊子では、あなた
の卒業に必要な情報は得られません。

・この冊子の内容が訂正される場合があります。その時には様々な手段でみなさんに周知徹
底しますが、みなさんも掲示などによく注意してください。

【この冊子の利用の仕方】
１．まず、「履修について」に目を通しましょう。
２．次に「履修要項Ⅰ～Ⅳ」を読み自分の学科の卒業要件をしっかりと理解しましょう。
３．表の注やただし書きには、十分留意しましょう。
４．取得したい資格について、理解しましょう。
５．年度毎に配付される「履修登録の手引き」やIC-UNIPAで配信される各種情報と照らし

合わせて、履修計画を立てましょう。
６．自分の責任において、目標に合った履修計画を立てましょう。
７．あいまいな情報を鵜呑みにしないようにしましょう。
８．わからないことがあったら、所属する学科の教務委員の先生、学務部窓口に相談しまし

ょう。

【履修に関する相談窓口】
学務部：１１号館１階

履修ガイダンスについて
履修ガイダンスは、毎年、学年・学科ごとに実施されます。重要な説明会なので、必

ず出席してください。なお、履修ガイダンス出席に際し、事前に配付された履修要覧を
熟読しておくことが大切です。
※ガイダンス等の日時は、掲示、履修登録の手引き等で確認すること。
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第１章 目的および使命

第１条 本学は茨城キリスト教学園に属する認定こども園、中学校、高等学校と連携し、一貫した教育体

系の最高機関として、キリスト教の精神による人格教育に基づき豊かな教養を培うと共に、深く

学術を研究教授し、知的応用能力をもって地域社会はもとより広く国際社会に奉仕する人物を養

成することを目的とする。

第２章 大学院、学部および附属認定こども園

第２条 本学に次の大学院、学部、学科、専攻および附属認定こども園を置く。

大学院 文学研究科 英語英米文学専攻

生活科学研究科 食物健康科学専攻

心理学専攻

看護学研究科 看護学専攻

文学部 現代英語学科

児童教育学科 児童教育専攻

幼児保育専攻

文化交流学科

生活科学部 心理福祉学科

食物健康科学科

看護学部 看護学科

経営学部 経営学科

附属認定こども園 せいじ園

みらい園

２ 文学部は、幅広く豊かな教養を身につけ、教育、保育、国際交流など、多様な分野において地域

社会ならびに国際社会に貢献する人材の養成を目指す。

１）現代英語学科は、国際交流語としての英語の基本的かつ高度な運用能力を有し、国際化する

現代社会で活躍する人材を養成する。

２）児童教育学科児童教育専攻は、初等教育に関する専門知識を有し、未来を担う子どもの健や

かな成長支援と学校教育等に携わる有為な人材を養成する。

３）児童教育学科幼児保育専攻は、初等教育および保育に関する専門知識を有し、就学前の子ど

もの教育、保育ならびに子育て支援に関わる人材を養成する。

４）文化交流学科は、国内外の歴史、社会および文化に関する専門知識を有し、実践的な交流を

通して世界に奉仕する人材を養成する。

３ 生活科学部は、心と生命を持ち、共同体の中で自然と共生しながら生きる、傷つきやすく精妙な

人間を癒し、その良き生を守る人材の養成を目指す。

１）心理福祉学科は、心理と福祉、二つの専門領域が相互にその専門性を高めあいながら学生を

育み、地域の社会福祉に貢献する人材を養成する。

２）食物健康科学科は、人間の基本的な営みである食を科学と文化の視点から教授研究して地域
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茨城キリスト教大学学則



２

社会の発展に寄与するとともに、食べ物と健康の関わりを管理、教育する人材を養成する。

４ 看護学部看護学科は、生命の尊厳への深い畏敬の念と、人間に対する深い洞察力と温かい感受性

を有し、地域の保健医療福祉に貢献する人材の養成を目指す。

５ 経営学部経営学科は、幅広い教養と倫理観を備え、経営の専門的知識を持った職業人の養成を目

指す。

６ 大学院の学則については、別にこれを定める。

７ 附属認定こども園の園則および必要な規程については、別にこれを定める。

第３章 学生定員

第３条 本学の学生入学定員および収容定員は次のとおりとする。

入学定員 編入学定員 収容定員

２年次 ３年次

文学部 現代英語学科 ７０名 ５名 ５名 ３０５名

児童教育学科

児童教育専攻 ７０名 ５名 ５名 ３０５名

幼児保育専攻 ７０名 ― １０名 ３００名

文化交流学科 ６０名 ― ５名 ２５０名

生活科学部 心理福祉学科 ６０名 ― ５名 ２５０名

食物健康科学科 ８０名 ― ― ３２０名

看護学部 看護学科 ８０名 ― ― ３２０名

経営学部 経営学科 ６０名 ― ５名 ２５０名

第４章 修業年限・学年・学期および休業日

第４条 本学の修業年限を４年とし、在学年限は８年を超えることができない。

２ ２年次編・転入学生の修業年限は３年とし、在学年限は６年を超えることができない。

３ ３年次編・転入学生の修業年限は２年とし、在学年限は４年を超えることができない。

第５条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。

第６条 学年は前期、後期の２期にわけ、その期間については、毎年度の学事暦によって定める。

第７条 学年の定期休業日は次のとおりとする。

日曜および国民の祝日に関する法律に規定する休日

夏期休業

冬期休業

春期休業

２ 前項の定期休業日のうち夏期休業、冬期休業、春期休業の期間については、毎年度の学事暦によ

って定める。

３ 夏期休業、冬期休業、春期休業の期間中に、補講、集中講義、実習等の授業を行う場合がある。

第８条 臨時休業日については、そのつど学長がこれを定める。

第９条 必要がある場合には、学長は休業日を変更することがある。

第５章 教育課程

第１０条 本学の教育課程は、全学教養課程、学科専門課程、および資格課程によって構成する。
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２ 全学教養課程は、第１条に掲げる本学の使命を全学的かつ中心的に担う課程として、全学教養科

目と称する授業科目群をもって運用し、キリスト教精神にもとづくリテラシー教育を通じて高い

見識をそなえた自律的市民の育成を目指す。

３ 学科専門課程は、第２条に掲げる各学科の設置目的を実現する課程として、学科科目と称する授

業科目群をもって運用する。

４ 資格課程は、前二項の課程の補完・深化を目的とする複数の資格・免許課程をもって構成し、そ

の取得要件となる授業科目群をもって運用する。

第１１条 授業科目およびその単位数と授業時数は、別表Ⅰのとおりとする。

２ 別表Ⅰの改定を含む教育課程の編成・運用・改善に関わる事項は、『茨城キリスト教大学教育課

程の編成・運用・改善に関する規程』において別に定める。

第１２条 各学年の授業実施期間は定期試験等の日数も含めて３５週を標準とする。

第６章 履修方法および単位算定基準

第１３条 履修方法は『履修規程』において別に定める。

第１４条 各授業科目の単位数は、次の基準によって算定する。

１）講義については、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必要とするものとし、

１５時間の授業をもって１単位とする。

２）演習については、１時間の授業に対して２時間の準備のための学修を必要とし、１５時間の授

業をもって１単位とする科目、または、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必

要とし、３０時間の授業をもって１単位とする科目のいずれかとする。

３）実験および実技については、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必要とし、

３０時間の授業をもって１単位とする。

４）実習については、２時間の授業に対して１時間の準備のための学修を必要とし、３０時間の授

業をもって１単位とする科目、または、４５時間の授業をもって１単位とする科目のいずれかと

する。

５）卒業研究については、これらに必要な学修等を勘案して単位数を定める。

第７章 学修の評価および試験

第１５条 単位を得るためには、その授業科目の授業に出席し、試験に合格しなければならない。ただし、

出席時数が前条に定める全授業時数の３分の２に満たない場合には、受験資格を与えない。

２ 法定学校感染症の罹患、罹患の疑い、罹患のおそれがある場合の授業欠席は公欠とし、原則とし

て受験資格に関わる前項の算定に含めない。ただし、評価に際して支障のあるときは、当該科目

の担当教員と学務部との協議においてその対応を決するものとする。

第１６条 学生が履修した授業科目の成績は、当該科目の担当教員がこれを定める。

２ 各授業科目の成績は、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆをもって表わし、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。

第１７条 病気その他やむを得ない事情によって、第１５条に定める試験に欠席した者は、所定の手続きを経

て追試験を受け、単位の認定を受けることができる。

２ 卒業見込み者で、一定の条件を満たしている者は再試験を受け、単位の認定を受けることができ

る。

３ 追試験および再試験に関しては、『試験規程』に定める。
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第８章 卒業の認定および学位の授与

第１８条 本学学則第４条に定める期間本学に在学し、以下に定める授業科目を履修し、文学部各学科・専

攻においては１２４単位以上、生活科学部心理福祉学科においては１２４単位以上、生活科学部食物健

康科学科においては１２８単位以上、看護学部看護学科においては１２４単位以上、経営学部経営学科

においては１２４単位以上を修得した者について、当該学生が所属する学部の教授会の議を経て、

学長が卒業を認定し、文学部各学科・専攻を卒業した者には学士（文学）、生活科学部各学科を

卒業した者には学士（生活科学）、看護学部看護学科を卒業した者には学士（看護学）、経営学部

経営学科を卒業した者には学士（経営学）を授与する。

１）文学部現代英語学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について６単位、「基

礎演習」について２単位、「外国語」について英語以外の外国語（ドイツ語、フランス語、中

国語、コリアン、外国語としての日本語、その他の外国語）のうち同一言語６単位、「健康ス

ポーツ」について２単位、「人文」「社会」「自然」について１４単位、「情報」について２単位、

合計３２単位以上を修得しなければならない。また、学科科目については、「英語技能科目」に

ついて２０単位、「演習」について１２単位を含み、合計７６単位以上を修得しなければならない。

２）文学部児童教育学科児童教育専攻においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」につい

て６単位、「基礎演習」について２単位、「外国語」について「英語」４単位、英語以外の外国

語（ドイツ語、フランス語、中国語、コリアン、外国語としての日本語、その他の外国語）の

うち同一言語６単位、「健康スポーツ」について２単位、「人文」「社会」「自然」について１４単

位、「情報」について２単位、合計３６単位以上を修得しなければならない。また、学科科目に

ついては、「基幹科目」について２０単位、「専門科目」について５４単位、合計７４単位以上を修得

しなければならない。

３）文学部児童教育学科幼児保育専攻においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」につい

て４単位、「基礎演習」について２単位、「外国語」について「英語」２単位と英語以外の外国

語（ドイツ語、フランス語、中国語、コリアン、外国語としての日本語、その他の外国語）２

単位を含み合計６単位（ただし「英語以外の外国語」は同一言語２単位または同一言語４単位

とする）、「健康スポーツ」について２単位、「人文」「社会」「自然」について１４単位、「情報」

について２単位、合計３０単位以上を修得しなければならない。また、学科科目については、「基

幹科目」について２０単位、「専門科目」について６０単位、合計８０単位以上を修得しなければな

らない。

４）文学部文化交流学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について６単位、「基

礎演習」について２単位、「外国語」について「英語」８単位、英語以外の外国語（ドイツ語、

フランス語、中国語、コリアン、外国語としての日本語、その他の外国語）のうち同一言語６

単位、「健康スポーツ」について２単位、「人文」「社会」「自然」について１４単位、「情報」に

ついて２単位、合計４０単位以上を修得しなければならない。また、学科科目については、「基

幹科目」について３０単位、「文化交流を実践する」について「国際共生」「観光」「地域貢献」「日

本語教育」のいずれか１区分から４単位、を含み合計７０単位以上を修得しなければならない。

５）生活科学部心理福祉学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について４単位、

「基礎演習」について２単位、「外国語」について「英語」４単位、「健康スポーツ」について

１単位、「人文」「社会」「自然」について１４単位、「情報」について２単位、合計２７単位以上を

修得しなければならない。また、学科科目については、「基幹科目」について１８単位、「専門基

礎科目」について１０単位以上、「心理カウンセリング系科目」について４単位以上、「福祉系科



５

目」について４単位以上、「心理福祉教育系科目」について４単位以上、合計９２単位以上を修得

しなければならない。

６）生活科学部食物健康科学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について４単

位、「基礎演習」について２単位、「外国語」について「英語」４単位、「健康スポーツ」につい

て１単位、「人文」「社会」「自然」について１２単位、「情報」について２単位、合計２５単位以上

を修得しなければならない。また、学科科目については、「基幹科目」について１４単位、「専門

基礎分野」について３５単位、「専門分野」について４７単位、「人間生活領域」について２単位、

「応用専門分野」について５単位、合計１０３単位以上を修得しなければならない。ただし生活科

学部食物健康科学科における３年次への進級要件については別に定める。

７）看護学部看護学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について４単位、「基礎

演習」について２単位、「外国語」について「英語」４単位、「健康スポーツ」について１単位、

「人文」「社会」「自然」について１２単位、「情報」について２単位、合計２５単位以上を修得しな

ければならない。また、学科科目については、「専門基礎科目」について２７単位、「専門科目」

について７２単位、合計９９単位以上を修得しなければならない。

８）経営学部経営学科においては、全学教養科目のうちの「建学の精神」について４単位、「基礎

演習」について２単位、「外国語」について「英語」４単位以上を含み８単位（ただし「英語以

外の外国語」を含める場合は同一言語２単位または同一言語４単位とする）、「健康スポーツ」

について１単位、「人文」「社会」「自然」について１６単位、「情報」について４単位、合計３５単

位以上を修得しなければならない。また、学科科目については、「基幹科目」について１８単位、

「専門科目」について５２単位以上、「専門基礎科目」について６単位以上を含み、合計７８単位以

上を修得しなければならない。

９）生活科学部食物健康科学科および看護学部看護学科を除く各学科・専攻においては、上記合

計最低単位数の他に、全学教養科目、自学科科目、他学科科目、他学部科目の中から、文学部

現代英語学科においては１６単位以上、文学部児童教育学科児童教育専攻においては１４単位以上、

文学部児童教育学科幼児保育専攻においては１４単位以上、文学部文化交流学科においては１４単

位以上、生活科学部心理福祉学科においては５単位以上、経営学部経営学科においては１１単位

以上を修得しなければならない。

１０）教育上有益と認めるときは、他の大学または短期大学（外国の大学・短期大学を含む）を卒

業または中途退学のうえ、本学１年次に入学した者の、他の大学または短期大学における既修

得単位を、３０単位を超えない範囲で、本学において修得したものとして単位を認定することが

ある。

１１）本学則第２２条および第２３条により転入学または編入学を許可された者の、入学前の既修得単

位の認定、卒業の認定および学位の授与に関しては、『編転入学生の入学前の既修得単位の認定、

卒業の認定および学位の授与に関する規程』に定める。なお、デュアル・ディグリー制度を利

用して本学に留学する学生（以下デュアル・ディグリー生という）の学位の授与に関しては、

『編転入学生の入学前の既修得単位の認定、卒業の認定および学位の授与に関する規程』を準用

する。

第９章 入学、退学、転学および休学

第１９条 入学の時期は学年の初めを原則とする。

第２０条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。



６

１）高等学校または中等教育学校を卒業した者。

２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者。

３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者。またはこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定した者。

４）文部科学大臣の指定した者。

５）高等学校卒業程度認定試験または大学入学資格検定に合格した者。

６）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者。

７）その他、相当の年齢に達し、本学において、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認められた者。

第２１条 出願手続き、および選抜の方法は、そのつどこれを公示する。

第２２条 他の大学の学生で、当該大学の学長の承認を受けて本学に転入学を志願する者は、選考のうえ２

年次または３年次への転入学を許可することがある。

第２３条 次の各号の一に該当する者は、各学部教授会の認定により２年次または３年次への編入学を許可

することがある。

１）学士の称号を有する者で、編入学を志願する者。

２）短期大学、高等専門学校、工業教員養成所、養護教諭養成所を卒業した者で、編入学を志願

する者。

３）学校教育法施行規則第９２条の３に定める従前の規定による高等学校、専門学校または教員養

成諸学校等の課程を修了し、または卒業した者で、編入学を志願する者。

４）本学との間にあらかじめデュアル・ディグリーに関する協定を締結している外国の大学から

のデュアル・ディグリー生。

第２４条 入学を許可された者は、所定の手続きを、決められた期間内に終了させなければならない。

２ 前項の手続きをしない者については、入学許可を取り消す。

第２５条 退学を希望する者は、保証人連署のうえ、その理由書を提出し、許可を受けなければならない。

第２６条 願いにより退学した者および本学則第４４条により除籍となった者が再入学を希望するときは、そ

の理由書を提出し、許可を受けなければならない。

２ 再入学に関しては、『茨城キリスト教大学再入学に関する規程』に定める。

第２７条 他の大学へ転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。

第２８条 学内における転科・転部は、試験を行ったうえ、これを認めることがある。

第２９条 病気その他、やむを得ない事情により休学を希望する者は、保証人連署のうえ、医師の診断書ま

たは詳細な理由書を提出し、許可を受けなければならない。

第３０条 休学の期間は通算２年を超えることができない。

２ 休学期間は、原則として第６条に定める学年の学期（半期）ごとに設定するものとする。

３ 前項の休学期間は在学期間には算入しない。

４ 休学期間は、第１項に定める通算２年を限度として、新たな届出により学期ごとに延長できる。

第３１条 休学期間中にその事情が変化したときは、願いにより復学を許可することがある。ただし、学期

の途中で復学した場合は、当該学期の学納金の全額を納入するものとし、当該学期の休学在籍料

は返金する。
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第１０章 外国において中等教育を受けた学生

第３２条 外国において相当の期間、中等教育（中学校および高等学校に相当する学校における教育）を受

けた者で、本学に入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより、特別選考を行った

うえ、入学を許可することがある。

第３３条 前条に基づいて入学した者については、外国語科目の履修について特例を認めることがある。

第１１章 留学

第３４条 次の各号の一に該当する者は、各学部教授会の認定により留学を許可することがある。

１）本学との間にあらかじめ学生の相互交流を目的とする協定または本学からの留学に関する協

議が成立している外国の大学・短期大学またはこれに相当する高等教育機関等の授業科目を履

修することを希望する者。

２）本学との間にあらかじめデュアル・ディグリーに関する協定を締結している外国の大学にお

いて、デュアル・ディグリー制度を利用することを希望する者。

２ 前項による留学は、本学における学籍上の扱いを在学のままとする留学（以下在学留学という）

とする。

第３５条 在学留学の許可を受けた者については、その許可を受けた期間を本学における在学年数に算入す

る。

第３６条 在学留学の許可を受けた者が留学した大学等において修得した単位のうち、当該学生の所属する

学部教授会が適当と認めたものは、本学の卒業に必要な単位として認定することがある。ただし、

認定しうる単位数は、３０単位を限度とする。なお、デュアル・ディグリー制度を利用して在学留

学する学生の単位認定については、別に定める。

第１２章 資格

第３７条 本学が開設する各種資格取得のための科目を履修し、単位を修得したものは、次の各項に掲げる

資格を取得することができる。

２ 教育職員免許法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、

単位を修得した者は、次の免許状を取得することができる。

１）文学部現代英語学科

高等学校教諭一種免許状（英語）

中学校教諭一種免許状（英語）

２）文学部児童教育学科児童教育専攻

小学校教諭一種免許状

幼稚園教諭一種免許状

特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者）

特別支援学校教諭一種免許状（肢体不自由者）

特別支援学校教諭一種免許状（病弱者）

３）文学部児童教育学科幼児保育専攻

幼稚園教諭一種免許状

４）文学部文化交流学科

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

中学校教諭一種免許状（社会）
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５）生活科学部心理福祉学科

高等学校教諭一種免許状（福祉）

高等学校教諭一種免許状（公民）

中学校教諭一種免許状（社会）

６）生活科学部食物健康科学科

高等学校教諭一種免許状（家庭）

中学校教諭一種免許状（家庭）

栄養教諭一種免許状

７）看護学部看護学科

養護教諭一種免許状

８）経営学部経営学科

高等学校教諭一種免許状（公民）

中学校教諭一種免許状（社会）

３ 学校図書館法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単

位を修得した者に、学校図書館司書教諭となる資格を与える。

４ 社会教育法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得した者に、社会教育主事となる資格を与える。

５ 博物館法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位を

修得した者に、学芸員となる資格を与える。

６ 児童福祉法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得した者に、保育士となる資格を与える。

７ 社会福祉法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得した者に、社会福祉主事となる資格を与える。

８ 社会福祉士及び介護福祉士法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科

目を履修し、単位を修得して生活科学部心理福祉学科を卒業する者に、社会福祉士試験受験資格

を与える。

９ 栄養士法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位を

修得して生活科学部食物健康科学科を卒業する者に、管理栄養士国家試験受験資格および栄養士

資格を与える。

１０ 食品衛生法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履修し、単位

を修得して生活科学部食物健康科学科を卒業する者に、食品衛生管理者および食品衛生監視員と

なる資格を与える。

１１ 保健師助産師看護師法の定めるところにより、本学が開設する授業科目のうち、所定の科目を履

修し、単位を修得して看護学部看護学科を卒業する者に、看護師国家試験受験資格を与える。さ

らに、所定の科目を履修し単位を修得した者には、保健師国家試験受験資格を与える。

１２ その他の資格について、取得に必要な要件は別に定める。

第１３章 授業料等学納金

第３８条 入学金、授業料、設備拡充費、その他学納金、および入学検定料等手数料の金額、および納入方

法については、別表Ⅱのとおりとする。

第３９条 授業料等学納金は、それぞれ所定の期日までに納入しなければならない。
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２ 特別の理由がある場合には、授業料等学納金の月割分納、延納、減免を認めることがある。

第４０条 前条第２項の規定により分納、延納、減免の取扱いを希望する者は、願書に詳細な理由書をつけ

て、保証人連署のうえ、学長に提出し、許可を受けなければならない。

第４１条 当該学期履修登録期間の最終日までに休学を届出た者は、所定の休学在籍料を納入するものとし、

当該学期分の学納金を納入済の場合は返金するものとする。

２ 前項の届出を行った者が当該学期分の学納金延納願を提出済の場合は、当該延納願を無効とする。

３ 当該学期履修登録期間の最終日を超えて休学を届出た者に対しては、納入済の当該学期分学納金

は原則として返金せず、休学在籍料は徴収しない。

４ 延納願を提出した者が前項の届出を行う場合、原則として当該学期分の学納金を延納期限までに

納入しなければならない。またこの場合、休学在籍料は徴収しない。

第４２条 在学留学生は、在学留学期間中、授業料を除いた学納金の納入を免除する。ただし、在学留学生

のうち特に優れた者に対しては、在学留学期間中の授業料の納入も免除することがある。

２ 授業料を含む学納金の納入を全額免除される在学留学生を「特別在学留学生」という。特別在学

留学生は、手続き料５万円を納入するものとする。

第４３条 既納の授業料等学納金は、原則としてこれを返さない。

２ 入学前に納入した学納金の取扱いについては、別に定める。

第４４条 授業料等学納金を理由なく所定の期日までに納入しない者には催告を行い、なお納入しないとき

には除籍することがある。

第１４章 賞罰

第４５条 他の学生の模範となる行為のあった者は、これを表彰することがある。

第４６条 学則に違反し、または学生としての本分にもとる行為のあった者は、学長が当該学生の所属する

学部教授会の意見を徴し、これを懲戒することがある。懲戒は、退学、停学および訓告とする。

２ 退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。

１）性行不良で改善の見込がないと認められる者。

２）学力劣等で成業の見込がないと認められる者。

３）正当の理由がなくて出席常でない者。

４）大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者。

第１５章 職員組織

第４７条 本学に次の職員を置く。ただし、必要に応じて非常勤の職員を置くことができる。

学長

学部長

教授、准教授、講師、助教、助手

事務部長、次長、事務職員、その他

２ 学長は、指名により副学長を置くことができる。

３ 学長、副学長、学部長の選出に関しては、『茨城キリスト教大学学長候補者選出規程』、『茨城キリ

スト教大学副学長選出規程』、『茨城キリスト教大学学部長選出規程』に定める。

第４８条 本学の事務組織は、別にこれを定める。
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第１６章 教授会

第４９条 学長が学校教育法の規定に則り校務をつかさどり、かつ所属職員を統督するにあたり、必要な事

項を決定するために参酌すべき意見を表明する組織として、本学に各学部教授会および合同教授

会を置く。

２ 各学部に学部教授会を置き、当該学部の学部長、教授、准教授、講師および助教をもって組織す

る。ただし、学長、副学長、年度毎に雇用契約を結ぶ教育職員を除く。

３ 各学部教授会は、当該学部長が主催・招集する。

４ 各学部教授会は、学長に対し意見として表明する次の事項を審議決定する。

１）当該学部学生の入学および転科に関する事項。

２）当該学部学生の試験および卒業に関する事項。

３）当該学部学生の指導、厚生、賞罰に関する事項。

４）他学部からの転部に関する事項。

５）当該学部の教育課程に関する事項。

６）当該学部の諸規程に関する事項。

７）当該学部の教員の採用または昇任に関し、学園理事長に推薦する事項。

８）その他当該学部の運営に必要な事項のうち、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学

長が定めるもの。

５ 合同教授会は、各学部教授会の構成員をもってこれを組織する。

６ 合同教授会は、学長が主催・招集する。

７ 合同教授会は、学長に対し意見として表明する次の事項を審議決定する。

１）本学学則・諸規程の改正に関する事項。

２）その他全学の運営に関する事項のうち、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が

定めるもの。

第５０条 学長は、前条に定める各学部教授会および合同教授会の決議を尊重し、原則としてその決議に即

して校務をつかさどる。

２ 学長は、その法的権能により教授会決議事項と異なる校務の執行を決定するとき、または教授会

決議事項を執行しないことを決定するときは、当該教授会に対し速やかにその理由を説明する義

務を負う。

第５１条 教授会主催者は、必要に応じて事務部長その他事務職員を教授会に出席させることができる。た

だし、事務職員は、議決には参加しない。

第５２条 その他各学部教授会および合同教授会の運営については、『茨城キリスト教大学教授会運営規則』

に定める。

第１７章 大学運営会議

第５３条 学長が学校教育法の規定に則り校務をつかさどり、かつ所属職員を統督するにあたり、学長の命

に基づいて本学の教育研究方針策定と管理運営を担い、またそのために必要な事項を調整する組

織として、学長のもとに茨城キリスト教大学運営会議を置く。その構成と具体的職務については、

『茨城キリスト教大学運営会議規程』に定める。

第１８章 図書館

第５４条 本学に附属図書館を置き、茨城キリスト教大学図書館と称し、その利用と運営については、『茨
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城キリスト教大学図書館利用規程』に定める。

第１９章 センター

第５５条 本学に学術研究センター、情報センター、地域・国際交流センター、キャリア支援センター、全

学教養課程センター、カウンセリング子育て支援センターを置き、それらの運営については、そ

れぞれ『茨城キリスト教大学学術研究センター規程』、『茨城キリスト教大学情報センター規程』、

『茨城キリスト教大学地域・国際交流センター規程』、『茨城キリスト教大学キャリア支援センター

規程』、『茨城キリスト教大学全学教養課程の編成と運用に関する規程』、『茨城キリスト教大学カ

ウンセリング子育て支援センター規程』に定める。

第２０章 派遣学生および特別聴講学生

第５６条 本学学生で、本学卒業要件中の科目を他大学または短期大学において履修することを希望する者

があるときは、派遣学生として、当該学生の所属する学部教授会の議を経てこれを許可すること

がある。

第５７条 他大学または短期大学の学生で、当該大学の卒業要件中の科目を本学において履修することを希

望する者があるときは、本学の教育研究に支障がない限り、特別聴講学生として、各学部教授会

または合同教授会の議を経てこれを許可することがある。

第５８条 特別聴講学生には本学学則を準用する。ただし、第８章および第１４章の各条は適用しない。

第５９条 派遣学生および特別聴講学生の授業料その他については、『派遣学生および特別聴講学生に関する

規程』に定める。

第２１章 聴講生および科目等履修生

第６０条 本学学生以外の者で、本学の授業科目中、１または数科目の受講を希望する者があるときは、教

育研究に支障がない限り、聴講生および科目等履修生として、これを許可することがある。ただ

し、科目等履修生の場合は、各学部教授会または合同教授会の議を経るものとする。

第６１条 聴講生および科目等履修生の区分は、次の各号による。

１）聴講生：単位の修得を目的としない者。

２）科目等履修生：単位の修得を目的とする者。

３）特別科目等履修生：本学入学前に本学の授業科目を履修する者。

第６２条 聴講生および科目等履修生には本学学則を準用する。ただし、第８章および第１４章の各条は適用

しない。

第６３条 聴講生および科目等履修生の受講料その他については、『聴講生に関する規程』、『科目等履修生に

関する規程』、『特別科目等履修生に関する規程』に定める。

第２２章 公開講座

第６４条 本学は適時に公開講座を開設することがある。

第２３章 厚生保健施設

第６５条 本学に保健室を設ける。

２ 保健室の業務を円滑に実施し、学生の健康管理に資することを目的として、本学に学校医を置く。

第６６条 本学に学生寮を設け、その利用と運営については、『茨城キリスト教大学学生寮規程』に定める。
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第２４章 自己点検・評価および授業改善

第６７条 本学の教育研究水準の向上を図り、本学創設の目的および社会的使命を達成するため、教育研究

活動の状況について本学は自ら点検および評価に努める。

２ 前項の点検・評価を行うための組織等については、『茨城キリスト教大学自己点検・評価の規程』

に定める。

第６８条 本学は、授業内容およびその方法の改善を図るため、組織的な研修ならびに研究を実施する。

２ 前項の研修および研究を行うための組織等については、『茨城キリスト教大学授業改善委員会規

程』に定める。

附 則

１ 本学則は所轄官庁の認可の日をもって実施する。

附則２から９まで記載省略

１０ 本学則は昭和５１年４月１日から施行する。

１１ 本学則は昭和５３年４月１日から施行する。

附則１２から２４まで記載省略

２５ 本学則は平成４年４月１日から施行する。

ただし、学則第３章第３条の規定にかかわらず、平成４年度から平成１１年度までの入学定員は次のと

おりとする。

キリスト教学科 ７０名

英語英米文学科 １００名

児童教育学科 ８０名

第８章第１８条については平成４年３月３日から施行する。

２６ 本学則は平成５年４月１日から施行する。

２７ 本学則は平成６年４月１日から施行する。

２８ 本学則は平成７年４月１日から施行する。

２９ 本学則は平成８年４月１日から施行する。

３０ 本学則は平成９年４月１日から施行する。

３１ 本学則は平成１０年４月１日から施行する。

ただし、学則第３章第３条の規定にかかわらず、平成１０年度から平成１１年度までの入学定員は次のと

おりとする。

文化交流学科 ６０名

３２ 本学則は平成１１年４月１日から施行する。

ただし、学則第２章第２条の規定にかかわらず、平成１２年度入学生から文学部キリスト教学科の募集

を停止し、在学生の卒業を待って同学科を廃止する。

学則第３章第３条の規定にかかわらず、文学部キリスト教学科の編入学定員のうち２年次編入学につ

いては平成１３年度から、３年次編入学については平成１４年度からそれぞれ募集停止とする。

３３ 本学則は平成１２年４月１日から施行する。

ただし、学則第３章第３条の規定にかかわらず、平成１２年度の入学定員は次のとおりとする。

英語英米文学科 ９５名

３４ 本学則は平成１３年４月１日から施行する。

３５ 本学則は平成１４年４月１日から施行する。
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３６ 本学則は平成１５年４月１日から施行する。

３７ 本学則は平成１６年４月１日から施行する。

ただし、文学部英語英米文学科に所属する平成１５年度以前入学生については、従前の学則が適用され

る。また、編入学生の受け入れについては次のとおりとする。

生活科学部食物健康科学科の３年次編入学については、平成１６年度および平成１７年度は従前の学則を

適用して募集し、平成１８年度から募集停止とする。

３８ 本学則は平成１７年４月１日から施行する。

３９ 本学則は平成１８年４月１日から施行する。

４０ 本学則は平成１９年４月１日から施行する。

４１ 本学則は平成２０年４月１日から施行する。

４２ 本学則は平成２１年４月１日から施行する。

４３ 本学則は平成２２年４月１日から施行する。

４４ 本学則は平成２３年４月１日から施行する。

４５ 本学則は平成２４年４月１日から施行する。

４６ 本学則は平成２５年４月１日から施行する。

ただし、生活科学部人間福祉学科に所属する平成２４年度以前入学生については、従前の学則が適用さ

れる。また、編入学生の受け入れについては次のとおりとする。

４７ 本学則は平成２６年４月１日から施行する。

４８ 本学則は２０１５（平成２７）年４月１日から施行する。

４９ 本学則は２０１６（平成２８）年４月１日から施行する。

５０ 本学則は２０１７（平成２９）年４月１日から施行する。

ただし、第１５条の規定は、２０１７（平成２９）年度に在籍する全学生に適用する。

５１ 本学則は２０１８（平成３０）年４月１日から施行する。

５２ 本学則は２０１９（平成３１）年４月１日から施行する。

５３ 本学則は２０２０（令和２）年４月１日から施行する。

平成１８年度平成１７年度平成１６年度
２年次・３年次編入学２年次編入学３年次編入学２年次・３年次編入学

現代英語学科現代英語学科英語英米文学科英語英米文学科

平成２７年度平成２６年度平成２５年度
３年次編入学３年次編入学３年次編入学
心理福祉学科人間福祉学科人間福祉学科
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別表Ⅰは省略する。別表Ⅰの内容は履修要項Ⅰ～Ⅳで確認できる。

別表Ⅱ
学納金

備考
納入方法

年額
後期前期

入学時のみ２５０，０００円入 学 金

文学部、生活科学部、経営学部３７０，０００円３７０，０００円７４０，０００円授 業 料

看護学部５００，０００円５００，０００円１，０００，０００円〃

文学部、生活科学部、経営学部１５０，０００円１５０，０００円３００，０００円設 備 拡 充 費

看護学部１６０，０００円１６０，０００円３２０，０００円〃

届出方法等については別に定める６０，０００円６０，０００円１２０，０００円休 学 在 籍 料

学則別表Ⅰ・Ⅱ

実験実習費

備考
納入方法

年額
後期前期

入学時のみ、全学科。２０，０００円２０，０００円情報教育費

毎年度、
生活科学部食物健康科学科。

１００，０００円１００，０００円２００，０００円
管理栄養士養成・
実験実習費

毎年度、
看護学部看護学科。

１５０，０００円１５０，０００円３００，０００円看護学科実験実習費

毎年度、
文学部児童教育学科。

２０，０００円２０，０００円
児童教育学科
実験実習費

納入年度金額

文学部児童教育学科履修者のみ。
実習期間により実習費が異なる。

履修登録年度
の５月下旬

４０，０００円
２０，０００円

保育実習費

履修者のみ２０，０００円社会教育実習費

履修者のみ２０，０００円博物館実習費

生活科学部心理福祉学科
履修者のみ

２０，０００円心理福祉実習費

生活科学部心理福祉学科
履修者のみ

４０，０００円
２０，０００円

社会福祉援助技術現場実習費

生活科学部心理福祉学科「心理
学実験Ⅰ」履修者のみ

１０，０００円心理実験費

生活科学部心理福祉学科
履修者のみ

３０，０００円心理実習費
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資格課程費

備考納入年度金額取得する資格の種類

履修者のみ。中学校教諭一種
免許状、高等学校教諭一種免
許状については、取得する免
許教科の種類ごとに教職課程
費を納入する。
所定の時期に教職課程費を納
入しない場合、それ以降の教
職課程科目を履修できないの
で注意する。

２年次の

５月下旬

５，０００円幼稚園教諭一種免許状（幼児保育専攻）

１０，０００円小学校教諭一種免許状

５，０００円中学校教諭一種免許状

５，０００円高等学校教諭一種免許状

５，０００円栄養教諭一種免許状

５，０００円養護教諭一種免許状

３年次の

５月下旬

５，０００円幼稚園教諭一種免許状（児童教育専攻）

５，０００円特別支援学校教諭一種免許状

保健師国家試験受験資格取得
希望者のみ。

４年次の

５月下旬
５０，０００円保健師国家試験受験資格

手数料

備考納期金額種類

全学部共通

出願時

３２，０００円入学検定料

１学科（専攻）１６，０００円

大学入学共通テスト利用入試検定料 ２学科併願２５，０００円

３学科併願３０，０００円

１科目につき１，０００円追試験料

１科目につき５，０００円再試験料

１０，０００円転科・転部審査料
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茨城キリスト教大学は、建学の精神である「隣人愛」に基づいた共生の精神を土台として、学問の探求

の基盤となる教養と知識、技術を修得し、地域社会はもとより広く国際社会に貢献できる人材を育成する

ことを教育目標としています。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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１．教育目標
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２．学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

茨城キリスト教大学は、キリスト教精神に基づき、さまざまな分野で人と社会に進んで奉仕し、人類の

福祉と世界の平和に貢献できる「隣人愛」をもった人の育成を目的としています。そのため、謙虚に真理

を追究して豊かな教養を身につけるとともに、各学部・研究科の専門課程における学修を通じ、以下の諸

能力を備えたと認められる人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボランタリズム

キリスト教精神に基づき、社会的倫理にもとる偏見、臆見、欺瞞、誤謬、差別意識等から「自由」であ

り続けようとする公正性

＜学力の３要素＞

（学部）基礎的・基本的な知識・技能

（大学院）専門的かつ深遠な知識・技能

それらの知識・技能を活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力

学修に主体的に取り組む態度

文学部では、現代社会に対する独創的で堅実な視点から、「英語」「教育」「保育」「異文化交流」など多

様な分野において地域と国際社会に奉仕できる人財の育成を目的として、全学教養課程の学修を通じ幅広

く豊かな教養を身につけるとともに、各学科の専門課程において以下の専門的諸能力を備えたと認められ

る人に学士（文学）の学位を授与します。

文 学 部

現代英語学科では、豊かな教養を身につけるとともに、現代英語に関わる以下の専門的諸能力を備えた

人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、英語を用いて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボラン

タリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

国際交流語としての英語に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して他者と英語でコミュニケーションを図りながら、社会的・国際的な諸課

題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

英語を用いたコミュニケーションや諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

現代英語学科
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児童教育学科では、豊かな教養を身につけるとともに、幼児・児童の教育・保育・福祉全般に関わる以

下の専門的諸能力を備えた人に学位を授与します。

児童教育専攻

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、児童教育・福祉を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実

践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

児童の心身の発達・成長や教育、保護者に対する支援についての基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して児童教育・福祉全般の社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表

現力

児童教育・福祉全般の社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

幼児保育専攻

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、幼児保育・福祉を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実

践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

幼児の心身の発達・成長や幼児に対する教育・保育、保護者支援に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して幼児教育・福祉全般の社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表

現力

幼児教育・福祉全般の社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

文化交流学科では、豊かな教養を身につけるとともに、文化交流に関わる以下の専門的諸能力を備えた

人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、異文化間交流を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践

的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

アジア・欧米など諸地域の文化とその歴史的背景に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して国際的・地域的な諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

国際的・地域的な諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

児童教育学科

文化交流学科
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生活科学部では、心と生命を持ち、共同体の中で自然と共生しながら生きる傷つきやすく精妙な人間を

癒し、その良き生を守る「心理」「福祉」「食物」などの分野における人財の育成を目的として、全学教養

課程の学修を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、各学科の専門課程において以下の専門的諸能

力を備えたと認められる人に学士（生活科学）の学位を授与します。

心理福祉学科では、豊かな教養を身につけるとともに、心理と福祉に関わる以下の専門的諸能力を備え

た人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、心理的ケアと福祉を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする

実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

人間の心理および現代社会における福祉のあり方やその歴史的・理念的背景に関する基礎的・基本的な

知識・技能

それらの知識・技能を活用して日常生活で直面する心理や福祉の個人的・社会的諸課題を解決してゆく

思考力・判断力・表現力

心理や福祉の個人的・社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

食物健康科学科では、豊かな教養を身につけるとともに、食物と健康に関わる以下の専門的諸能力を備

えた人に学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、食と健康の専門職として諸人生のいとなみに奉仕しようとする実

践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

食と健康に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して食と健康に関わる課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

食と健康に関わる課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

看 護 学 部

看護学部では、人々の「よき生」を支え育むことに寄与する「知恵」を持った看護人財の育成を目的と

して、全学教養課程の学修を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、看護学科の専門課程において

以下の専門的諸能力を備えたと認められる人に学士（看護学）の学位を授与します。

生活科学部

心理福祉学科

食物健康科学科
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経 営 学 部

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、看護における人間愛を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとす

る実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

看護全般の科学性やその歴史的・理念的背景に関する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して看護に関わる個人的・社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表

現力

看護に関わる個人的・社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

経営学部では、経営学の専門知識、経営に関する倫理観と行動力（社会人基礎力）を持ち、それによっ

て現実社会に適切に対応し、将来を見据える能力を備えた人財の育成を目的として、全学教養課程の学修

を通じ幅広く豊かな教養を身につけるとともに、経営学科の専門課程において以下の専門的諸能力を備え

たと認められる人に学士（経営学）の学位を授与します。

＜建学理念＞

キリスト教精神（隣人愛）に基づき、経営におけるリーダーシップ、コミュニケーション能力、状況判

断能力等の行動力を通じて諸人生のいとなみに奉仕しようとする実践的ボランタリズム

キリスト教精神と専門的・職業的倫理に基づく公正性

＜学力の３要素＞

マネジメント、会計・ファイナンス、地域イノベーション分野のあり方やその歴史的・理念的背景に関

する基礎的・基本的な知識・技能

それらの知識・技能を活用して経営に関わる社会的諸課題を解決してゆく思考力・判断力・表現力

経営に関わる社会的諸課題解決のための学修に主体的に取り組む態度

看 護 学 科

経 営 学 科
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３．教育課程方針（カリキュラム・ポリシー）

茨城キリスト教大学は、別に定める学位授与方針に基づき、全学教養課程、各学科・専攻における専門

課程、ならびに大学院修士課程を次の方針により編成します。

全学教養課程

本学は、各学科・専攻において別に定める学位授与方針をふまえ、全学部学生が共通して学ぶ全学教養

課程を次の方針に従って編成します。

＜方法と理念＞

すべての学生の人間的成長を促し、もって次代の創造に参画するよき市民の育成をめざします。

キリスト教の精神に基づいた全人格的教育の展開を通して、現代社会において自立した個人として、ま

たよき隣人として、自他を尊び「共に生きる」精神を育みます。

自然ならびに人間社会に対する畏敬をもって調和と共生を図るために自ら行動することができる人物の

育成をめざします。あわせて、心身の健康に関心を持ち、その促進のために科学的視点をもって行動する

ことができる人物の育成をめざします。

充実したリテラシー教育の展開とともに、自然、歴史、地域社会、先人の知恵とあわせて現代科学にお

けるさまざまな知見に学ぶ機会を提供することにより、高度情報社会をしなやかに生きるバランス感覚と

行動力に優れた人物を育みます。

世界の多様性の認識と異文化への理解を深めるとともに、自身の言語と文化を尊び継承し発展させるこ

とができる人物の育成をめざします。

言語や文化の異なる人々とのさまざまな交流や共同体験を通して、たがいの文化を尊重しつつ人類社会

の成員として共生していくための開かれた精神と幅広い視野を備えた人物を育みます。

教養ある専門職従事者の育成に積極的に貢献します。教養ある人格こそがその専門性を高めるとの観点

にたち、それぞれの学部・学科・専攻においてめざされている専門性を支え、それを広げ、活かすために

不可欠なものとして教養教育を位置づけます。また優れた専門性は、教養ある人物から紡ぎだされるもの

であるとの観点にたち、すべての年次において教養教育と専門教育を有機的に配置し、相互の関連性と統

合性を重視したカリキュラム展開を図ります。

全学に学ぶ学生同士の積極的な交流を通して、自らの専門性を相対化して捉える視点を養うとともに、

将来、他分野との協働を通して人類福祉のために積極的に貢献することができる人物を育みます。

＜分野＞

建学の精神、基礎演習、人文、社会、自然、外国語、健康スポーツ、留学、情報の計９分野（科目区分）

で構成します。

＜年次＞

多様な興味・関心や履修希望時期の個人差、進度・編成の異なる各学科専門科目との適切な連携等に対

応するため、大半の科目については１年次から履修可能となるよう編成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準
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に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

現代英語学科

現代英語学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

＜方法と理念＞

習熟度別クラス編成により、実践的な英語の技能を身につけることのできるスキル科目群を編成し、履

修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習科目や実技・実習

科目では、グループ・ディスカッションやプレゼンテーション等のアクティブ・ラーニングをふんだんに

取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、同世代の英語母語話者（インターン生）等の異なる文化背

景を有する人々と英語を使って積極的に関わり、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表

現力の育成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につける

ための活動として、地域・国際交流センターのバディとして留学生を支援したり、日本語を教えたりする

ボランティア等を各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

英語を専攻する者として必要な知識を学び、国際社会における英語の役割を理解し、英語圏以外の文化

に対しても広い視野と公平さを身につけることを目的とした「現代英語基礎演習Ⅰ」「現代英語基礎演習Ⅱ」

を設置します。

＜年次＞

１、２年次には、英語の「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技能および非言語コミュニケーション技能

の伸長をめざし、実用的なレベルの英語運用能力を身につけるための必修科目を配置します。３、４年次

には、グローバル化社会を生き抜く職業人に必要なスキルと教養を身につけるための選択科目を「グロー

バル・コミュニケーション」「ホスピタリティ」「言語教育」「言語と文化」「演習」「アクティブ・ラーニン

グ」の各分野に幅広く設置します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

英語圏の文学・歴史・文化について研究し、「生きる意味とは」「幸福とは」など、人のもつ根本的な問

いについての答えを探求し、その過程で人間としての成長を図ります。

児童教育学科

児童教育学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

児童教育専攻

＜方法と理念＞

わかり易い資料に基づく解説等により基本的な知識・技能を身につけることのできる講義群を編成し、
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履修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習科目や実技・実

習科目では、グループ・ディスカッションやプレゼンテーション、模擬授業や場面指導等のアクティブ・

ラーニングをふんだんに取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度

や思考力・判断力・表現力の育成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズム

や公正性を身につけるための活動として、こども達に実際に関わる教育ボランティア等を各授業を通じて

推奨します。

＜分野＞

教育学・教育心理学・児童学に関わる科目群を知識修得の基礎分野として設定し、その周囲に学術的関

連科目群や特別支援教育、音楽・美術・体育・労作体験などの実技科目群をふんだんに配置することで、

知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図りま

す。特に３年次の初等教育実習や、３・４年次の児童教育演習（ゼミ）では、上記諸能力の総体を確認し

ながら更なる深化に務め、もって「頭と心と身体」をバランスよく鍛える教育課程を展開します。

＜年次＞

学科専門科目は教養科目との融合を図りつつ、１年次は基幹及び関連科目課程、２年次は初等教育（小

学校）課程、３年次は初等教育（幼稚園）及び特別支援教育課程、４年次は専門領域研究・実践課程を置

くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

４年間を通して「IC教職履修カルテ」の各評価シートに基づき、具体的・効果的且つ実践的に学修成果

を把握し、教職をめざして学修を重ねていくことで、何を学んだのかを振り返り、今後の課題を明らかに

して行動化するための手がかりを得ることを支援します。

幼児保育専攻

＜方法と理念＞

わかり易い資料に基づく解説等により基本的な知識・技能を身につけることのできる講義群を編成し、

履修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習科目や実技・実

習科目では、グループディスカッションやロールプレイ、保育教材を用いたプレゼンテーション、指導案

に基づく場面指導等のアクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、

こども理解を深め、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表現力の育成を図ります。また、

そうした学修を補完しながら実践の中で学ぶ力や公正性を身につけるため、こども達に関わる保育ボラン

ティアや学園内附属こども園での研修等を推奨します。

＜分野＞

保育学・保育心理学・子育て支援に関わる科目群を知識修得の基礎分野として設定し、その周囲に学術

的関連科目群や、音楽・美術・体育・労作体験などの実技科目群をふんだんに配置することで、知識・技

能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図ります。特に

２年次の初等教育実習（幼稚園）や３、４年で行う保育実習（保育所・施設）では、実習後の大学での振

り返りを行いPDCAサイクルの中で上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務めると同時に、自ら

のこども観を問い直し「頭と心と身体」をバランスよく鍛える教育課程を展開します。
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＜年次＞

学科専門科目は教養科目との融合を図りつつ、１年次は基幹及び関連科目、２年次は保育内容研究科目、

３年次は障害児保育や子育て支援科目、４年次は専門領域研究・実践科目を置くことを基本として構成し

ます。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

４年間を通して「IC教職履修カルテ」の各評価シートに基づき、具体的・効果的且つ実践的に学修成果

を把握し、教職や保育職をめざして学修を重ねていくことで、何を学んだのかを振り返り、自らの子ども

観を構築し、人間理解を深め、今後の課題を明らかにして行動化するための手がかりを得ることを支援し

ます。

文化交流学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程

を編成します。

＜方法と理念＞

文化交流に関する基本知識やスキルを身につけることのできる講義群を編成し、履修者自身が予習や復

習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また、演習科目や実技・実習科目では、「文化交流体

験」「海外ボランティア」「ジャーナリズム研究」「情報社会論」などのアクティブ・ラーニングをふんだん

に取り入れて知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表

現力の育成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につける

ための活動として、地域貢献や異文化交流等を各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

文化交流を学習するために必要な基礎科目群を設定したうえで、応用科目として国際共生、観光、地域

貢献、日本語教育に関する一連の講義や演習科目を配置し、知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・

表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図ります。特に３～４年次の文化論演習（ゼミ）で

は、上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務め、もって「頭と心と身体」をバランスよく鍛える

教育課程を展開します。

＜年次＞

学科専門科目は教養科目との融合を図りつつ、１～２年次では文化交流に関する基礎的科目、３～４年

次は専門領域研究・実践課程を置くことを基本として構成します。また、４年間を通して、アジア・欧米

などの諸地域の文化に関する一連の知識・技能を習得します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

学修成果の評価は、各科目のシラバスにおける授業の到達目標に照らし合わせ、成績評価の方法・基準

文化交流学科
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に合わせて適切に行います。また、国内外でのフィールドワークやアクティブ・ラーニングに関する評価

は、当該活動で課している報告書等で評価し、学科独自のニューズ・レターでその成果を学内外に発表し

ていきます。

心理福祉学科

＜方法と理念＞

わかり易い資料に基づく解説等により基本的な知識・技能を身につけることのできる講義群を編成し、

履修者自身が予習や復習をもってその深化を図ることを同時に支援します。また特に演習や実習科目では、

グループ・ディスカッションやロールプレイ、プレゼンテーション等のアクティブ・ラーニングを取り入

れて知識・技能の習熟を図るとともに、課題解決に主体的に向き合う態度や思考力・判断力・表現力の育

成を図ります。また、そうした学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につけるための活

動として、心理・福祉に関わるフィールドワークやボランティアなどを各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

心理学・社会福祉学に関わる科目群を知識修得の基礎分野として設定し、演習・実習・実験などの実技

科目群を配置することで、知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、学修に主体的に取

り組む態度の育成を図ります。特に３年次の心理実習・心理学実験や相談援助実習、３・４年次の心理福

祉演習（ゼミ）では、上記諸能力の総体を確認しながら更なる深化に務め、もって「頭と心と身体」をバ

ランスよく鍛える教育課程を展開します。

＜年次＞

１年次は教養科目・基幹科目を中心とした基礎課程、２年次は心理カウンセリング系科目・福祉系科目

の専門科目の中でも基礎的な科目を中心とした専門基礎課程、３年次はより専門的科目や実習・実験を中

心とした専門応用課程、４年次は専門領域研究・実践課程を置くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

心理学系については、学部において公認心理師国家資格の取得に必要とされる講義・演習・実習科目を

４年間にバランス良く配置し、心理学に関する専門的知識及び技術の習得を支援します。

社会福祉学系については、社会福祉士国家資格の取得に必要とされる講義・演習・実習科目を４年間に

バランス良く配置し、少人数による指導によって社会福祉士として求められるソーシャルワークの知識・

技術・価値観の修得を支援します。

食物健康科学科

食物健康科学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課

程を編成します。

＜方法と理念＞

食物健康科学に関連する幅広い知識と専門性ならびに管理栄養士、栄養士、食品衛生監視員、栄養教諭、

家庭科教諭等の専門職業人に必要な適性や知識・技能を身につけるための課程を講義、実験・実習、演習
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看 護 学 科

により編成します。特に、講義科目においては、学生参加型学習、グループ学習など双方向型の教育方法

を通して、主体的・能動的な学修態度を育みます。実験・実習科目においては、多様な形態のグループ学

習を通して、コミュニケーション能力ならびに思考力・判断力・表現力の育成を図ります。また、そうし

た学修を補完しながら実践的ボランタリズムや公正性を身につけるための活動として、人々の健康づくり

や食育に関わるボランティア等を各授業を通じて推奨します。

＜分野＞

食物健康科学への興味・関心の醸成ならびに専門性の土台となる食と健康にかかわる基礎知識修得のた

めの科目群を専門基礎分野として設定します。専門基礎科目の学修をふまえ、さらに人々の健康づくりを

担う専門職に必要な知識・技能の拡大と深化、思考力・判断力・表現力の醸成、主体的に学修に取り組む

態度の育成を図るための科目群を専門分野として設定します。

また、科学的・論理的な思考および総合力を養うために、卒業研究を設定します。

＜年次＞

学科専門科目は初年次教育科目、教養科目との融合を図りつつ、１、２年次は専門基礎分野の関連科目

課程、２～４年次は専門分野の関連科目課程、４年次は専門領域研究、管理栄養士国家試験対策の課程を

置くことを基本として構成します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

個人毎に履修系統図に基く学修計画を作成し、アセスメントテスト、学修ポートフォリオの結果等を踏

まえて自己評価を行ない、課題の明確化や行動目標の設定・実施が円滑に進むよう支援します。

看護学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程を編

成します。

＜方法と理念＞

看護専門職として社会に貢献できる看護実践者の育成をめざし、幅広い職業選択を可能にするために、

看護師国家試験受験資格に加えて、選択履修により保健師国家試験受験資格や養護教諭一種免許状を取得

できるカリキュラムを編成しています。

地域の特性を活かし、放射線利用や災害と看護に関する専門的知識を学ぶ科目を設置しています。

看護展開において必要な科学的思考と判断力を養うための演習科目を、１～４年次を通し展開するとと

もに、シミュレーションモデルを用いた教育を実施し、看護技術の実践能力を強化します。

＜分野＞

豊かな人間性を育むために、建学の精神であるキリスト教の基礎知識や、人文・社会・自然のすべての

側面から全学教養課程を学ぶ構成とし、また倫理的態度を身につけていくための科目を段階的に配置して

います。

＜年次＞

学科専門科目は、教養科目との融合を図りつつ、科学的知識・技術、問題解決能力、コミュニケーショ

ン能力を含む専門職人としての確かな実践力を体系的に養うため、１年次では専門基礎科目、２年次では
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看護学の基本と看護展開の基礎、３年次では実習を基本とする看護展開の応用、４年次では看護学の発展

に関する科目を配置しプロフェッショナルへの学びを積み重ねていく構成としています。

さらに、看護展開において必要な科学的思考と判断力を養うための演習科目を、１～４年次を通し展開

するとともに、シミュレーションモデルを用いた教育を実施し、看護技術の実践能力を強化します。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

自らの関心を深め自律的・能動的に学習する態度を育成するとともに、生涯学習の動機づけを図るた

め、４年次に選択科目を配置しています。教育目標に基づく各教科の目的達成を確認しつつ、科学的思考

基礎演習科目において実践能力確認試験の合格及び、最終学年に計画されている科学的思考基礎演習科目

Ⅶの客観的臨床能力試験、研究方法論演習、総合実習の学修過程と成果を持って、教育目標の達成を確認

します。

経営学科は、別に定める学位授与方針に基づき、学科専門科目について次の方針に従って教育課程を編

成します。

＜方法と理念＞

経営学科では「豊かな教養と専門性を備えた人材の育成」を念頭に、学問的素養を高め、経営学の各々

の専門分野での知識や技能を育む一方、広く社会のニーズに合致するため、対人能力や問題解決能力に優

れた資質を持つ人材の育成を重視しています。そのため講義形式の授業に加えて、グループワークを多く

取り入れた演習授業を初年度から行い、リーダーシップ力を養う参加型の実践教育を活用します。卒業後

は民間企業や公的機関等で活躍し、将来、国際社会や地域社会に広く貢献できる質の高い人材の育成を目

指しています。

社会で必要な知識・能力においては、

①一般教養と倫理性（基礎学力・社会常識、倫理観と豊かな人間性の醸成）

②専門的知識・スキル・分析能力

③意思決定、リーダーシップに関わる総合的能力（コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、

問題解決能力）

が重要であると考え、それらをバランスよく修得できる履修科目の編成を施しています。

＜分野＞

経営学における基幹科目のうち、経営学入門およびリーダーシップ演習を基本的な知識および社会人基

礎力養成のための基礎分野として設定し、専門基礎科目における科目群を配置することで、知識・技能の

拡大と深化、公正な判断力・豊かな表現力の醸成、学修に主体的に取り組む態度の育成を図ります。同時

に、マネジメント、会計・ファイナンス、地域イノベーションの３分野の専門科目群が、専門知識と問題

解決能力、行動力を備えた優れた専門性を備えた社会人としての能力を育成します。特に３・４年次から

の必修科目である経営演習（ゼミ）では、上記諸能力を高めながら統合できる力を発揮できるように体験

的学習にも努め、社会のビジネスリーダーとしてふさわしい能力を養う教育課程を展開します。

経 営 学 科
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＜年次＞

１～２年次においては、基礎的な能力を高めるために、入門科目とともに演習科目を必修とし、上記②、

③の能力を育成するとともに、専門科目では、マネジメント、会計・ファイナンス、地域イノベーション

の３分野を中心に、学生の将来の進路に応じた必要科目を年度別、段階的に選択できるように配置してい

ます。３、４年次には経営演習ゼミナールによって、指導教員の下で更に自らの専門性を磨く密度の高い

教育を行います。評価においてはGPA制度による公正かつ客観的な運用に努め、「学生が何を身に付けた

か」を重視して学生の進級判定、卒業認定、学修支援を行います。

また、今日求められている地域社会に貢献する人材とグローバル社会で活躍する人材の育成を主眼とし

て、専門科目に両系統（グローバルと地域）に関する充実した選択科目群（プログラム）を設置し、履修

条件を満たした学生には修了認定を与えるグローバルビジネス・プログラムと地域マネジメント・プログ

ラムを取り入れています。

＜評価＞

学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体

的に取り組む態度、実践的ボランタリズム、公正性）をふまえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準

に基づき適正に行います。その詳細については各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

＜その他＞

経営学科では、将来、地域社会や国際社会で活躍できる質の高い人材育成を目指しており、単なる知識

や技能習得だけでなく、地域の連携の中で活動し、実践的ボランティアリズムをはじめとして学生が主体

的かつ実践的に取り組めるような外部との交流、意見交換、実施体験のできる機会を授業に取り入れるよ

うに努める。
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本学では、１年を前期と後期の２期に分け、学期毎にどの曜日も１５回（週１回の場合）を基準として授

業を実施できるよう学事暦が定められている。

１日の授業時間は６つの時間帯に分けられ、それぞれ１時限～６時限と呼ばれる。１つの時限は単位計

算上１コマ２時間と換算されるが、実際の時間は９０分である（但し、授業形式が実習のものは除く）。

学期中の平日に限らず、土曜や休業期間を含めて、集中的に授業を行うものを集中講義と呼ぶ。

授業科目ごとに単位が定められている。履修登録をし、試験に合格することで単位を修得することがで

きる。ただし、出席時数が当該授業の全授業時数の３分の２に満たない場合は単位を修得することはでき

ない。

各学科、入学年度で卒業や免許・資格に必要な修得単位が定められており、その条件を満たさないと卒

業や免許・資格の取得ができないので注意してほしい。
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４．授業、単位と卒業要件

学位学部

学士（文学）文 学 部

学士（生活科学）生活科学部

学士（看護学）看 護 学 部

学士（経営学）経 営 学 部

本学に４年以上在学し、所定の単位を修得した者には、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、次の学

位が授与される。

（４）卒業認定と学位

（３）単位の基準

（２）単位

（１）授業、学期と時間割

半期コマ数と単位授業時間と単位数授業種類

半期１コマ２単位１５時間（毎週１時間の１５週）の授業をもって１単位とする。講義科目

半期１コマ２単位または
１単位

１５時間または３０時間（毎週１時間または２時間の１５週）の
授業をもって１単位とする。演習科目

半期１コマ１単位または
半期１．５コマ１単位

３０時間または４５時間（毎週２時間または３時間の１５週）の
授業をもって１単位とする。

実験・実習・
実技科目

※「卒業研究」については、学修の成果を評価して単位を与える。

１単位の授業時間は、原則として次の基準による。
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１）本学１年次入学生

本学入学以前に他大学または短期大学等で修得した単位および特別科目等履修生として修得した単位が

ある場合、本学において修得した単位として認定することがある。単位認定希望者は、できるだけ授業開

始前（履修相談日）に学務部まで相談すること。

２）編転入学生

編転入学を許可された者が入学前に修得した単位のうち、２年次編入生は３０単位、３年次編入生は６０単

位を越えない範囲で、本学において修得したものとして単位を認定する。

基本的に、２年次編入生については１年次開講科目、３年次編入生については１～２年次開講科目の範

囲で、科目の内容が共通と認められた場合、単位を認定する。学生本人が認定を希望しない科目について

は、認定しない。

資格関連科目に関しては３年次以上の配置科目についても認定する場合がある。

教職課程の科目に関して、本学に入学する前の大学が短期大学である場合は、二種免許状に係る科目の

単位数が上限となる。また、道徳教育に関する科目は再履修しなければならない。（教育職員免許法施行規

則第３条表備考４および１０条の２）

（５）本学入学前に修得した単位の認定
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５．履修登録

履修登録とは、授業を受け単位を修得するために、年度毎にその年度の受講計画を立て、履修科目をあ

らかじめ登録する手続きのことである。登録は各年次に配置された必修科目を第一にし、つぎに選択科目、

資格科目を考慮し、その年度の登録科目を決定する。その際、この冊子内容をよく参照すること。正当な

理由なしに期間内に登録を終えない者、登録手続きに不備のある者は、授業の受講や単位も認められない

ので注意すること。

① 文学部、生活科学部、看護学部各学科の１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０

単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

経営学部経営学科の１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が４７単位未満で、総単

位数は５６単位以内とする。ただし、前学年度のGPAが３．０以上の学生は、卒業要件科目については

５０単位未満、総単位数は６０単位まで履修することができる。

② 該当年次より上位年次配置科目は履修できないが、下位年次配置科目は履修できる。

③ 他学科・他学部科目で履修可能科目があり、卒業要件となる場合がある。但し、履修できない科目

や制限がある科目もあるので、この冊子をよく読み担当教員に確認すること。

④ 履修制限（指定クラス等）については、履修登録の手引きで確認し、登録すること。

⑤ 履修登録確定後、登録した科目の変更は認めないので、十分注意すること。

⑥ 後期開講科目も原則として４月に登録すること。なお、後期開始時に別の科目を追加して登録する

こともできる。詳細は学務部の窓口で確認すること。

履修登録した学生は、下記の指定期間内に履修科目の取消ができる。

履修科目の取消をする場合は、必ず自己の責任において、単位数の確認計算を行った後に、履修科目取

消届を、決められた期間内に学務部に提出すること。

取消をした科目は、評価の対象から除外される。履修科目の取消をする場合は、科目の重要性（必修科

目、卒業要件単位等）を考えて慎重に行うこと。

① 「履修科目取消届」受付期間

前期・通年科目 ５月下旬

前期試験前

後期・通年科目 １０月下旬

後期試験前

※具体的な取消届受付期日については「履修登録の手引き」で確認すること。

※学外実習科目、集中講義科目、前期または後期の途中で終了する科目、卒業研究については、別に取

（１）履修登録について

（２）履修登録の注意

（３）履修科目の取消
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消締切日を設ける。

② 追加登録については、（２）履修登録の注意の⑥（３２ページ）を参照のこと。

履修登録は、WEBサービスシステムである「IC-UNIPA」のWEB履修の機能を使って行う。詳細につ

いては別途配付の「履修登録の手引き」等を参照すること。

履修登録は、定められた期間に必ず済ませ、登録漏れがないように注意すること。万一履修エラーがあ

る場合はそのまま放置しないようにすること。

なお、履修登録した科目は、「IC-UNIPA」上で確認できる。

（４）履修登録の方法および注意事項

履修ガイダンスから履修登録の完了まで

港
高
高

ガイダンスで履修登録に必要な書類・資料の配付を受ける。

港
高
高

「IC-UNIPA」にログインし、WEB上で履修登録をする。
履修エラーがある場合にはエラーが消えるまで修正する。
実際に授業に出て履修希望申告票を担当者に提出する。
上記の作業を履修登録期間内に終了させる。
※履修エラーを放置しないこと。

履修登録完了 〈４月下旬〉



３４

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

６．授業の履修

授業を受ける際には受講マナーを守り、他の学生の迷惑にならないよう注意すること。ごく当たり前の

ことを一人一人が気を付けることが大切である。

① 私語

周りの学生の迷惑になるので、質問以外は発言しないようにすること。

② 授業中の入退室

遅刻をして入室することのないよう注意すること。万一、体調不良等止むを得ない事情で途中入退

室する場合は、挙手をして授業担当者の許可を得ること。

③ 携帯電話（スマートフォンを含む）

授業中は電源を切るか、マナーモードにし、かばんの中にしまうこと。ただし、授業担当者の指示

で授業中に使用する場合がある。その際は授業担当者の指示に従うこと。

④ その他、授業中に控えるべき事項

「居眠りをする」「ガムや飴を食べる」「飲食物を持ち込む」「化粧をする」「筆記用具やノートを持っ

てこない」「サングラスをかけたまま」「帽子をかぶったまま」等。

学校保健安全法施行規則第１９条に規定されている感染症に感染したり、感染の疑いがある場合は「公欠」

となるので、事由が判明した段階で速やかに学務部に連絡し、「公欠届」を提出すること。なお公欠となっ

た場合の取り扱いは次のとおりとする。

① 当該欠席時数は「失格」（出席時数が全授業時数の３分の２に満たない場合）を決する算定に含まれ

ない。

② 評価に際して減点材料とされない。ただし、授業担当者が評価上支障があると判断する場合は、別

途レポート課題を課す等、評価のための追加措置を指示されることがある。

③ 定期試験が公欠となる場合は追試験を実施する。

なお、公欠とならないその他の事由による授業欠席は、いかなる事由であってもすべて「失格」判定に

おける欠席回数に数えられるので注意すること。学外実習、忌引き、病欠、ケガ等についてもすべてその

対象となる。

また、授業時数３分の１以下の欠席を認める本学学則条項は、忌引きや病欠等の止むを得ない欠席を想

定したものである。止むを得ず欠席しなければならない事態に備えるため、これに該当しない欠席は厳に

慎むこと。

（１）授業を受ける際のマナー

（２）公欠制度
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７．試験規程

第１条 本規程は、本学学則第１５条から第１７条に基づき、本学において実施される定期試験等に関し、必

要な事項を定めるものである。

第１章 定期試験

（定期試験）

第２条 定期試験とは、あらかじめ定められている期間に実施される試験で、前期末試験、後期末試験お

よびそれに準ずる試験を基本とする。

（受験資格）

第３条 出席時数が当該授業の全授業時数の３分の２に満たない者、および当該学期の学納金が未納の者

は、受験資格を失う。仮に、これらの事実を確認せずに受験してしまった場合においても、その

受験は無効となり、評価は「失格」となる。

（受験心得）

第４条 試験室においては、すべて担当教員の指示に従わなければならない。

２ 受験に際しては、有効な学生証（仮学生証を含む）を机上に呈示しておかなければならない。

３ 試験室への携帯品はカバンに入れるか、担当教員の指示する所定の位置に置くものとする。なお、

携帯電話等の機器類の電源は必ず切っておかなければならない。

４ 試験開始時刻に遅刻した場合は、担当教員の指示に従うこと。

５ 試験途中での退室を認められた場合を含み、試験室を退出する場合は、必ず答案用紙を提出して

からでなければならない。

６ 試験室内においては、不正行為および不正行為を助ける行為をしてはならない。

７ 不正行為および不正行為を助ける行為を行った者の答案は無効とし、その科目の評価は「失格」

とする。それ以外の処置については、当該学生の所属する学部教授会において決定する。

８ 前項によって「失格」の評価を受けた学生が再び不正行為を行った場合には、当該学期において

登録している全科目の評価を「失格」とし、それ以外の処置については、当該学生の所属する学

部教授会において決定する。

（不正行為）

第５条 不正行為とは、次のような行為を言う。

① 他人（自分以外の人）に代理受験を依頼して行わせた場合、および代理受験をした場合

② 他人のために答案、メモを書いたり、他人に答案、メモ等を書いてもらったりしている場合

③ 持ち込みを許可されていない教科書、参考書、ノート、メモ等を見ている場合

（１）試験規程

本学においては、年間２回の定期試験を実施している。即ち、前期終了時の前期試験と年度末の後期試

験である。その他、授業によっては、随時試験が行われることがある。

いずれの場合も、学生の本分に従い厳正に受験しなければならない。もし不正行為があれば、学則第４６

条に基づいて懲戒の対象とする。
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④ 他人の答案を見たと認められる場合

⑤ 他人に自己の答案を見せたと認められる場合

⑥ 口頭あるいは動作によって、試験の内容について互いに連絡している場合

⑦ 持ち込みを許可されている教科書、参考書、ノート等を互いに貸借している場合

⑧ その他監督者が不正行為と判断する場合

２ 不正行為は試験室内で指摘された場合に限らず、採点の際に発見された場合も同様の扱いを受け

る。

第２章 追試験

（追試験）

第６条 以下に挙げる正当な理由により定期試験を受けることができなかった者は、学則第１７条に基づき、

本人の願い出により追試験を受けることができる。

① 天災地変のため試験を欠席した者

② 近親者（三親等以内）の死亡によって試験を欠席した者

③ 交通事故のため試験を欠席した者

④ 病気のため試験を欠席した者

⑤ 公欠となる事由により試験を欠席した者

⑥ 家庭の止むを得ない事情で試験を欠席した者

⑦ 就職試験のため試験を欠席した者

⑧ 派遣学生として他の大学等の科目を履修している学生のうち、定期試験日が本学で履修して

いる科目の定期試験日と重なり、本学で定期試験を受けられなかった者

⑨ その他本人の責めに帰さない事情により試験を欠席した者で、学長から特別認められた者

（追試験の手続き）

第７条 追試験を希望する者は、試験欠席後速やかに学務部学務課に連絡して指示を受け、試験期間最終

日から３日以内に正式な追試験の手続きをしなければならない。

２ 追試験を希望する者は、１科目あたり１，０００円の追試験料を納入しなければならない。ただし、

前条⑤、⑧の理由によって定期試験を欠席し、追試験を希望する場合は、追試験料を徴収しない。

３ 前条②に該当する場合は、会葬御礼等を提出しなければならない。

４ 前条③に該当する場合は、証明書を提出しなければならない。

５ 前条④に該当する場合は、病院の発行する診断書、領収書、処方箋等を提出しなければならない。

医療機関での受診がない場合は、原則として追試験を受けることはできない。

６ 前条⑤に該当する場合は、公欠届を提出しなければならない。

７ 前条⑥に該当する場合は、保証人による理由書を提出しなければならない。

８ 前条⑦に該当する場合は、当該企業等の発行する証明書を提出しなければならない。

９ 前条⑧に該当する場合は、証明書を提出しなければならない。

１０ 前条⑨に該当する場合は、相当する理由書または証明書を提出しなければならない。

第８条 定期試験の日程に組み込まれていない科目については、原則として追試験は行われない。

（追試験の評価）

第９条 追試験の成績は、採点の８０％とする。ただし、公欠となる理由に基づく追試験の成績については、

通常の定期試験受験者と同等に扱う。
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第３章 レポート

（レポート）

第１０条 定期試験に代わるもの、あるいは補うものとしてレポートの提出が求められる場合、そのレポー

トも成績評価の根拠となるものとして、定期試験に準じて扱われる。

第１１条 レポートの提出先は原則として担当教員とする。

第１２条 レポート提出に際しては、担当教員の指示に従い、授業科目名、担当教員名、レポート題、学籍

番号、氏名等を明記するものとする。

第１３条 レポートの作成に際しては、黒のペンまたはボールペンを使用することを原則とし、上部２個所

を綴じて提出するものとする。

２ パソコン等を使用して作成する場合等については、担当者の指示に従うものとする。

第１４条 レポートは必ず本人が直接提出しなければならない。

第１５条 レポート作成および提出に関する不正行為については、定期試験における不正行為に準じて取り

扱われる。

第４章 再試験

（再試験）

第１６条 当該年度の卒業見込者で、以下の条件を満たしている場合は、学則第１７条に基づき、再試験を受

けることができる。

① 定期試験および追試験の結果、不合格科目のうち２科目以内の単位を修得できれば卒業要件

を満たすことができる場合。

② 前号の不合格科目の成績評価が「F」である場合。その成績評価が「失格」または「欠試」

である場合は、再試験の対象とはならない。

③ 前期末卒業に関しては、再試験は実施しない。

第１７条 再試験の対象科目は、学務部より掲示される。

２ 「基礎演習および学科のゼミに相当する演習」、「卒業研究」、「実験・実習・実技にかかわる科目」、「外

国語科目のうちのCIS」、「単位互換による科目」、「卒業要件外の科目」は再試験の対象とはならない。

３ 前項に挙げる科目のほか、再試験の対象とはならない科目を各学科が指定する場合がある。

（再試験の手続き）

第１８条 再試験を希望する者は、指定された期日に学務部において正式な再試験の手続きをしなければな

らない。

２ 再試験を希望する者は、１科目あたり５，０００円の再試験料を納入しなければならない。

（再試験の評価および卒業）

第１９条 再試験の結果、合格した科目の評価は「C」とする。

２ 再試験を受験して卒業要件単位を満たした者の卒業期日は、一般卒業者と同一期日とする。

（規程の改定）

第２０条 本規程の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て、学長がこれを行う。

附 則

１ 本規程は２０１７年４月１日より施行する。

２ 本規程は２０１８年４月１日より施行する。

３ 本規程は２０１９年４月１日より施行する。



３８

第１条 本内規は、学則第７章に基づき、成績評価に関する事項を定めるものとする。

（成績評価）

第２条 学業成績は、定期試験および臨時試験（筆記・口述・実技等の試験を含む）、レポート等の成績を

総合して評価され、合格と判定された場合は所定の単位が与えられる。

２ 成績評価の基準は、以下の通りとし、AA、A、B、Cを合格とし、Fを不合格とする。

AA ９０点以上

A ８０点～８９点

B ７０点～７９点

C ６０点～６９点

F ５９点以下

３ 定期試験に欠席し、追試験の手続きをしない場合の評価は「欠試」となり、単位は認定されない。

４ 以下のいずれかに該当する場合の評価は「失格」となり、単位は認定されない。

① 出席時数が当該授業科目の全授業時数の３分の２に満たない場合

② 当該年度・学期の授業料等が未納の場合

③ 定期試験またはレポート作成に際し、不正行為があったと認められたとき

④ その他、担当教員が十分な根拠をもって評価に値しないと判断したとき

（評定平均値）

第３条 評定平均値（GPA：GradePointAverage）は下記の数式によって算出される。

２ 評定平均値はIC-UNIPA上の個人成績画面、成績通知票、成績証明書に掲載され、優等賞、学業

優秀賞、各種奨学金事業、教育実習履修要件等、学内の関連諸施策の運用に共通して使用される。

（成績通知）

第４条 成績評価の結果は、IC-UNIPAを通して、翌学期開始時に通知される。ただし、通年科目に関し

ては翌年度開始時に通知される。

（２）成績評価に関する内規

※１ 「総履修登録単位数」には、次に該当する科目の単位は含まれない。

①本学で修得したものとして単位が認定されたもの（記号「認」※のもの）

②履修登録後、正規の手続きを経て取り消しを行ったもの

※２ 「科目の成績点」は、各々の科目の評定を次の通りに点数化して計算式にあてはめる。

【合 格】 AA＝４．０ A＝３．０ B＝２．０ C＝１．０

【不合格】 F＝０ 欠（欠試）＝０ 失（失格）＝０

※３ 不合格の評定を受けた科目を再履修して合格点を得た場合も、不合格評定と合格評定の

双方が計算式に反映される。

※４ 科目履修中に自身の判断で取り消しを決意した場合は、正規の手続きを経て取り消しを

行うことができる。履修の取り消しは、学外実習等の一部科目を除き、定められた「履

修登録取消期間」で行うことができる。取消手続きを行わない場合は失格もしくは欠試

となり、評定平均値を下げることとなる。

評定平均値（GPA）＝
（科目の単位数×科目の成績点）の合計

総履修登録単位数
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２ 前項の規定にも関わらず、卒業年次の成績通知に関しては、卒業生氏名発表と同時に行う。

（成績評価の変更）

第５条 科目担当者により、正式なものとして登録された成績は、原則として変更されない。

（成績評価に対する疑義）

第６条 成績評価に関して疑義が生じた場合は、学務部を通して調査等を依頼することができる。

２ 前項の調査等の受付期間は、成績通知後１週間以内とし、期間が過ぎた場合は受け付けられない。

ただし、実習等により成績調査依頼票を受付期間内に提出することができない場合については、

別途指示する。

（保証人への成績通知）

第７条 成績通知は、原則として保証人のIC-UNIPAアカウントへ開示する。

２ 前項の規定にもかかわらず、学生本人が保証人への成績開示を希望しない場合には、所定の期日

までに申し出るものとする。

３ 前項の申し出があった場合には、成績開示を本人が希望していない旨、保証人に通知する。

（内規の改定）

第８条 本内規の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て、学長がこれを行う。

附 則

１ 本内規は２０１７年４月１日より施行する。

２ 本内規は２０２０年４月１日より施行する。

※「認」とは、本学入学以前に他大学または短期大学等で、また入学後に海外研修（留学を含む）等で修

得した単位を表す記号である。

第１条 本内規は、学則第４条および第８章に基づき、前期末卒業に関して、必要な事項を定める

第２条 ４年以上の在籍者のうち、前期完結科目の単位を修得することによって卒業要件単位数が満たさ

れる場合、本人の願い出によって前期末卒業が認められることがある。

第３条 前条の該当者は、４月の履修登録締切日までに「前期末卒業申請書」を学務部に提出しなければ

ならない。

第４条 前期末卒業に関しては、再試験は実施しない。

第５条 前期末卒業を申請し、卒業要件を満たした場合、年度末卒業への変更はできない。

第６条 前期末卒業に関わる学納金については、別に定める。

第７条 本内規の改定は、教務委員会、合同教授会の議を経て、学長がこれを行う。

附 則

１ 本内規は２０１７年４月１日より施行する。

（３）前期末卒業に関する内規



４０

第１条 本規程は、学則第２８条に基づき、転科・転部に関して必要な事項を定める。

（転科・転部試験）

第２条 転科・転部を希望する場合は、事前に学務部、アドヴァイザー教員、および受け入れ学科教務委

員に申し出て、十分な指導を受けることとする。

第３条 転科・転部の受け入れ可能学科は、該当年次在籍者数等により年度毎に決定し、１月中旬に掲示

される。

２ 前項の規定にもかかわらず、文学部児童教育学科幼児保育専攻、生活科学部食物健康科学科、お

よび看護学部看護学科においては転科・転部試験を実施しない。

（年次）

第４条 転科・転部を受け入れる年次は、原則として２年次とする。

２ 前項の規定にもかかわらず、３年次への転科・転部を認める場合がある。

第５条 転科・転部を許可された者の年次は、原則として転科・転部する以前に在籍していた年次の翌年

次とする。

（在籍期間）

第６条 転科・転部をした場合の在籍年限は、学則第４条に定められる期間を超えないものとする。

（出願および審査料）

第７条 転科・転部試験の受験を希望する者は、所定の願書により、指定された期日までに、審査料１０，０００

円を納入し、出願しなければならない。

（選考方法）

第８条 転科・転部試験の選考方法は、受け入れ予定学科の指定する試験・面接等による。

（合否判定および結果通知）

第９条 転科・転部試験の合否判定は、教務委員会の議を経て、受け入れ予定学科の所属する学部教授会

において審議・決定する。

２ 転科・転部の合否については、前項の学部教授会の決定を受けて、学務部より通知する。

（規程の改定）

第１０条 本規程の改定は、教務委員会および合同教授会の議を経て、学長がこれを行う。

附 則

１ 本規程は２０１７年４月１日より施行する。ただし、２０１７年度に転科・転部を希望する者については、

本規程を準用する。

（４）転科・転部試験規程



４１

① アルファベット２文字：学科・専攻等を表す。

LA：全学教養科目

EN：文学部 現代英語学科 学科科目

PE：文学部 児童教育学科 児童教育専攻 学科科目

PC：文学部 児童教育学科 幼児保育専攻 学科科目

CC：文学部 文化交流学科 学科科目

WP：生活科学部 心理福祉学科 学科科目

FS：生活科学部 食物健康科学科 学科科目

NU：看護学部 看護学科 学科科目

MA：経営学部 経営学科 学科科目

EX：卒業要件外科目

GE：大学院 文学研究科 英語英米文学専攻 学科科目

GP：大学院 生活科学研究科 心理学専攻 学科科目

GF：大学院 生活科学研究科 食物健康科学専攻 学科科目

GN：大学院 看護学研究科 看護学専攻 学科科目

② ２桁の数字の十の位：年次レベルを表す。

１：学部 １年次レベル（１年次生から履修可能）の科目

２：学部 ２年次レベル（２年次生から履修可能）の科目

３：学部 ３年次レベル（３年次生から履修可能）の科目

４：学部 ４年次レベル（４年次生が履修可能）の科目

５：大学院 １年次レベル（１年次生から履修可能）の科目

６：大学院 ２年次レベル（２年次生から履修可能）の科目

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

８．科目ナンバリング

本学では、２０１７（平成２９）年度から、全ての学部・大学院において「科目ナンバリング」の制度を導入

しました。

科目ナンバリングは、教育課程の体系が理解しやすくなるように、各授業科目に記号・番号を付し、各

科目の配置、相互関係、位置づけ、授業形式などを明示する仕組みです。

例）EnglishCommunicationI（現代英語学科 学科科目）

EN11A01E
① ②③ ④ ⑤ ⑥

（１）科目ナンバリングとは

（２）科目ナンバリングの構成
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③ ２桁の数字の一の位：科目（内容）の順位性を表す。

０ ：特に順位性が設けられていない科目

１～：科目名のローマ数字（Ⅰ～Ⅶ）に対応し、順位性が示される科目

④ アルファベット１文字：必修・選択必修・選択の別を表す。

Ａ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「必修」となる科目

Ｂ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「選択必修」となる科目

Ｃ：当該科目が適用される全学生にとって卒業要件上「選択」となる科目

⑤ ２桁の数字：上記①～④の記号・数字が同一である科目グループの中の順番（カリキュラム表に現れ

る順番）を表す。

０１～

⑥ アルファベット１文字：授業形式を表す。

Ｋ：講義科目

Ｅ：演習科目

Ｊ：実験科目、実習科目、実技科目

Ｓ：その他（卒業研究等）



１．卒業に必要な最低修得単位 ……………………………………………４３

２．授業科目、単位数および履修規程
現代英語学科
（１）全学教養科目 ……………………………………………………４６
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児童教育学科 児童教育専攻
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児童教育学科 幼児保育専攻
（１）全学教養科目 ……………………………………………………５８
（２）学科科目 …………………………………………………………６２
文化交流学科
（１）全学教養科目 ……………………………………………………６４
（２）学科科目 …………………………………………………………６８

履修要項Ⅰ 文学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．卒業に必要な最低修得単位
文学部

＜２０２０（令和２）年度入学生＞

〔現代英語学科〕

※全学教養科目、学科科目、他学科科目、他学部科目の中から履修。

２０１９年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３２単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
（英語）

外国語
６単位（英語以外）

体育実技２単位健康スポーツ
留学

１４単位
人文
社会
自然

２単位情報

合計
７６単位

２０単位英語技能科目

学
科
科
目

グローバル・コミュニケーション

専門科目

ホスピタリティ
言語教育
言語と文化

１２単位演習
アクティブ・ラーニング

資格サポート科目
４４単位学科科目から

１６単位自由選択※
１２４単位以上合計

〔児童教育学科 児童教育専攻〕 ２０１９年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３６単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
４単位（英語）

外国語
６単位（英語以外）

体育実技２単位健康スポーツ
留学

１４単位
人文
社会
自然

２単位情報
合計
７４単位

２０単位基幹科目
学
科
科
目

５４単位専門科目
資格科目Ⅰ
資格科目Ⅱ
資格科目Ⅲ

１４単位自由選択※
１２４単位以上合計

※全学教養科目、学科科目（基幹科目・専門科目）、他学科科目、他学部科目の中から履修。
※学科科目の資格科目Ⅰ・資格科目Ⅱ・資格科目Ⅲは卒業に必要な単位に含まれない。
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〔児童教育学科 幼児保育専攻〕 ２０１９年度～

※全学教養科目、学科科目（基幹科目・専門科目）、他学科科目、他学部科目の中から履修。
※学科科目の資格科目は卒業に必要な単位に含まれない。

最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３０単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習

２単位
２単位（英語）

外国語
２単位（英語以外）
体育実技２単位健康スポーツ

留学

１４単位
人文
社会
自然

２単位情報
合計
８０単位

２０単位基幹科目学
科
科
目

６０単位専門科目
資格科目

１４単位自由選択※
１２４単位以上合計

〔文化交流学科〕 ２０１９年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
４０単位

６単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
８単位（英語）

外国語
６単位（英語以外）

体育実技２単位健康スポーツ
留学

１４単位
人文
社会
自然

２単位情報

合計
７０単位

３０単位基幹科目

学
科
科
目

体験する

文化交流を
実践する

表現する

４単位
（いずれか
１区分から）

国際共生

応用する
観光
地域貢献
日本語教育

文化を学ぶ
特別研究
キャリア教育

１４単位自由選択※
１２４単位以上合計

※全学教養科目、学科科目、他学科科目、他学部科目の中から履修。
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１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位はどの学科も合計１２４単位となっているが、全学教養科目と学科科目の最低修

得単位数を合計しても１２４単位にはならず、文学部各学科とも不足（現代英語学科１６単位、児童教育学科１４

単位、文化交流学科１４単位）が生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分が所属する学科の学

科科目・他学科及び他学部の学科科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる科目群である）の中から自

由に履修し、単位を修得して充足させることができる。ただし、他学科及び他学部の学科科目の履修に際

しては、受講制限をする科目もあるので注意すること。

２．科目の重複履修について

全学教養科目及び学科科目の一部について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による

同一内容の場合、或いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複し

て履修することができないので注意すること。

留意事項

重複履修回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技Ａ ４

体育実技Ｂ ４

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ２

ドイツ語ⅣＢ ２

フランス語ⅢＢ ２

フランス語ⅣＢ ２

中国語ⅢＢ ２

中国語ⅣＢ ２

重複履修回数

コリアンⅢＢ ２

コリアンⅣＢ ２

外国語としての日本語ⅢＢ ２

外国語としての日本語ⅣＢ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

その他の外国語Ｃ ３

その他の外国語Ｄ ３

文化交流体験 ２

海外ボランティア ２

＜この規程は２０１７（平成２９）年度入学生から適用される。＞
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履修に関しては次のことに注意すること。

１．○印は必修科目を示す。

２．□印は選択必修科目を示す。

３．〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

４．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

５．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔文学部〕

（１）全学教養科目

＜現代英語学科＞

２０１５年度～

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習
３１３０演習総合英語ⅤLA３１C０１E１１００６２

外国語

３１３０演習総合英語ⅥLA３２C０１E１１００６３

同一言語
６単位必修

１１３０演習多言語に触れるLA１０B０１E１１００６４
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５
１～２課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１～２課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９
２～３課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３B０２E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４B０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１～２課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１～２課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
２～３課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３B０４E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４B０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１～２課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１～２課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２～３課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３B０６E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４B０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１～２課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１～２課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２～３課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３B０８E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４B０８E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０C０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０C０５E１１０１００
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１B０９E１１０１０１

外国語

１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２B０９E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１B１０E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２B１０E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３B０９E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４B０９E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３B１０E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４B１０E１１０１０８

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ALA１０A０２J２１００２８
健康

スポーツ
１～４①３０実技体育実技BLA１０A０３J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０C０６K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０７K１１００３０
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１２K１１００４９

必修６単位を含
め１４単位以上選
択

１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０４K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C１３K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C１４K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１５K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１６K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１９K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C２０K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C２１K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C２２K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C２４K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２５K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０５K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２７K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２８K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２９K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C３０K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C３１K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C３３K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C３４K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３８K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３９K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C４０K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C４４K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０６K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４５K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４７K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４９K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C５０K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C５３K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C５４K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５５K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１１E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６



４８

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育専攻の学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語
を引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は２０２０（令和２）年度入学生から適用される。＞



４９



５０

２０１９年度～

「英語技能科目」２０単位以上と専門科目「演習」１２単位以上を含み、学科科目合計７６単位以上

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPcPe

×××××××１①３０演習EnglishCommunicationIEN１１A０１E１１２１４４

英
語
技
能
科
目

×××××××１①３０演習EnglishCommunicationIIEN１２A０１E１１２１４５

××××××△２①３０演習EnglishCommunicationIIIEN２１A０１E１１２１４６

××××××△２①３０演習EnglishCommunicationIVEN２２A０１E１１２１４７

×××××××１①３０演習AudioVisualEnglishIEN１１A０２E１１２１０５

×××××××１①３０演習AudioVisualEnglishIIEN１２A０２E１１２１０６

○○○○○○○２～４１３０演習AudioVisualEnglishIIIEN２１C０１E１１２１０７

○○○○○○○２～４１３０演習AudioVisualEnglishIVEN２２C０１E１１２１０８

×××××××１～４１３０演習ConversationIEN１１C０１E１１２１４８

×××××××１～４１３０演習ConversationIIEN１２C０１E１１２１４９

×××××××２～４１３０演習AdvancedConversationEN２０C０１E１１２１５０

×××××××２～４１３０演習DiscussionIEN２１C０２E１１２１５１

×××××××２～４１３０演習DiscussionIIEN２２C０２E１１２１５２

×××××××３～４１３０演習AdvancedDiscussionEN３０C０１E１１２１５３

×××××××１①３０演習ReadingIEN１１A０３E１１２０１２

×××××××１①３０演習ReadingIIEN１２A０３E１１２０１３

○○○○○○○２～４１３０演習AdvancedReadingEN２０C０２E２１２０１４

×××××××１①３０演習ListeningIEN１１A０４E１１２００４

×××××××１①３０演習ListeningIIEN１２A０４E１１２００５

○○○○○○○２～４１３０演習AdvancedListeningEN２０C０３E２１２００６

○○○○○○○１～４１３０演習PronunciationIEN１１C０２E２１２００８

○○○○○○○１～４１３０演習PronunciationIIEN１２C０２E２１２００９

××××××△２～４１３０演習PresentationEN２０C０４E３１２０１０

○○○○○○○１～４１３０演習GrammarIEN１１C０３E２１２０１６

○○○○○○○１～４１３０演習GrammarIIEN１２C０３E２１２０１７

○○○○○○○２～４１３０演習WritingIEN２１C０３E２１２０１８

○○○○○○○２～４１３０演習WritingIIEN２２C０３E２１２０１９

×××××××１～４１３０演習ControlledIndependentStudyIEN１０C０１E１１２１７８

×××××××１～４１３０演習ControlledIndependentStudyIIEN１０C０２E１１２１７９

×××××××１～４２３０講義コミュニケーション概論EN１０C０３K１１２１５８グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

専
門
科
目

○○○○○○○２～４２３０講義異文化間コミュニケーションEN２０C０５K１１２０４７

×××××××２～４２３０演習グローバルイングリッシュEN２０C０８E１１２１８０

×××××××２～４２３０演習メディエーション入門EN２０C０９E１１２１５９

×××××××２～４２３０演習チームワーク演習EN２０C１０E１１２１６０

×××××××２～４２３０演習グループ・マネジメントEN２０C１１E１１２１６１

×××××××２～４２３０演習ソーシャル・ネットワーキング演習EN２０C１２E１１２１６２

×××××××２～４２３０演習デジタル・コミュニケーションEN２０C１３E３１２０６３

○○○○○○○１～４２３０講義ホスピタリティ論EN１０C０４K１１２１６５

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

○○○○○○○２～４２３０講義国際観光論EN２０C１４K１１２０４８

×××××××２～４２３０演習日本文化発信演習EN２０C１５E２１２１１７

○○○○○○○２～４２３０演習ホテル業界研究EN２０C１６E１１２１６９

○○○○○○○２～４２３０講義ホテル英語EN２０C１７K１１２０４３

×××××××２～４２３０演習ホテル演習EN２０C１８E１１２１７０

×××××××２～４２３０演習エアライン業界研究EN２０C１９E１１２１７１

×××××××２～４２３０講義エアライン英語EN２０C２０K１１２０４２

×××××××２～４２３０演習エアライン演習（国内）EN２０C２１E２１２１０９

××××〇××２～４２３０演習エアライン演習（国外）EN２０C２２E１１２１８５

×××××××２～４２３０演習観光業界研究EN２０C２３E１１２１７２

○○○○○○○２～４２３０講義観光英語EN２０C２４K２１２０４１

○○○○○○○１～４２３０講義言語習得論EN１０C０５K２１２０７２

言
語
教
育

×××××××２～４２３０講義言語発達心理学EN２０C２５K１１２１７３

○○○○○○○２～４２３０講義異文化理解教育EN２０C２６K１１２０７１

×××××××２～４２３０演習外国語指導技術EN２０C２７E２１２１７４

○○○○○○○２～４２３０講義子供の英語教育EN２０C２８K１１２０６９

×××××××１～４２３０講義英語教材論（幼児）EN１０C２９K２１２１１９

×××××××１～４２３０講義英語教材論（児童）EN１０C３０K２１２１２０

（２）学科科目〔現代英語学科〕

必修１０単位
を含め２０単
位以上選択

合計７６単位
以上選択



５１

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPcPe

×××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（幼児）ⅠEN３１C０１E１１２１２１

言
語
教
育

専
門
科
目

×××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（幼児）ⅡEN３２C０１E１１２１２２

×××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（児童）ⅠEN３１C０２E１１２１２３

×××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（児童）ⅡEN３２C０２E１１２１２４

×××××××３～４２３０演習英語教育実践研究（中等）EN３０C０２E１１２１２５

×××××××２～４２３０演習英語教育演習EN２０C３１E２１２１２６

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅠEN３０C０３E１１２１２７

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅡEN３０C０４E１１２１２８

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅢEN３０C０５E１１２１２９

××××××△３～４２３０演習英語科教育法ⅣEN３０C０６E１１２１３０

×××××××２～４２３０演習日本語教育演習AEN２０C３２E３１２１７５

×××××××２～４２３０演習日本語教育演習BEN２０C３３E３１２１７６

○○○○○○○２～４２３０演習通訳入門EN２０C３４E２１２０４９

言
語
と
文
化

○○○○○○○１～４２３０演習翻訳入門EN１０C０６E２１２１１１

○○○○○○○３～４２３０講義地域研究（英語圏）EN３０C０７K３１２１１６

○○○○○○○２～４２３０演習政治・経済の英語EN２０C３５E３１２０５５

○○○○○○○２～４２３０演習文化・社会の英語EN２０C３６E３１２０５８

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論AEN２０C３７K２１２１３１

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論BEN２０C３８K３１２０７５

○○○○○○○２～４２３０講義英語学概論CEN２０C０６K２１２１３２

○○○○○○○２～４２３０講義英語文学概論AEN２０C３９K３１２０７８

○○○○○○○２～４２３０講義英語文学概論BEN２０C４０K２１２１３６

○○○○○○○２～４２３０演習英語文学講読EN２０C４１E３１２１１５

○○○○○○○２～４２３０講義児童文学（英語圏）EN２０C４２K３１２０７９

○○○○○○○２～４２３０講義児童文化（英語圏）EN２０C４３K２１２１３５

○○○○○○○２～４２３０講義人権と英語表現EN２０C４４K２１２１３３

×××××××１②３０演習現代英語基礎演習ⅠEN１０A０１E１１２１３８

演
習

×××××××２②３０演習現代英語基礎演習ⅡEN２０A０１E３１２１３９

×××××××３②３０演習現代英語演習ⅠEN３１A０１E１１２０８２

×××××××３②３０演習現代英語演習ⅡEN３２A０１E１１２０８３

×××××××４②３０演習現代英語演習ⅢEN４３A０１E１１２０８４

×××××××４②３０演習現代英語演習ⅣEN４４A０１E１１２０８５

××××××△２～４２３０演習特殊演習EN２０C４５E３１２１４０

×××××××３～４２３０演習論文作成法EN３０C０７E１１２１４２

×××××××４４卒業研究EN４０C０１S１１２１４３

×××××××１～４１３０演習ActivitiesⅠEN１０C０７E１１２０２０

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

×××××××１～４１３０演習ActivitiesⅡEN１０C０８E１１２０２１

×××××××１～４２６０演習EducationActivitiesⅠEN１１C０５E１１２１５４

×××××××１～４２６０演習EducationActivitiesⅡEN１２C０５E１１２１５５

×××××××２～４２６０演習EducationActivitiesⅢEN２３C０３E１１２１５６

×××××××２～４２６０演習EducationActivitiesⅣEN２４C０３E１１２１５７

×××××××２～４２６０実習InternshipAEN２０C４６J１１２１８６

×××××××２～４２６０実習InternshipBEN２０C４７J１１２１８７

××××〇〇〇２～４２６０実習プロジェクト実習ⅠEN２０C４８J１１２１８９

××××〇〇〇２～４２６０実習プロジェクト実習ⅡEN２０C４９J１１２１９０

×○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座AEN１０C０９E３１２０８６

資
格
サ
ポ
ー
ト
科
目

×○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座BEN１０C１０E３１２０８７

×○○○○○○１～４２３０演習英語検定試験対策講座CEN１０C１１E３１２０８８

○○○○×○○２～４２３０演習旅行業務資格講座EN２０C５０E２１２０９１

○○○○○○○２～４２３０演習秘書検定講座ⅠEN２１C０４E１１２０９２

○○○○○○○２～４２３０演習秘書検定講座ⅡEN２２C０４E１１２０９３

×××××××２～４２３０演習英語教員採用試験対策講座AEN２０C５１E４１２０９７

×××××××２～４２３０演習英語教員採用試験対策講座BEN２０C５２E２１２１８３

×××××××２～４２３０講義日本語教員試験対策講座EN２０C５３K１１２１８８

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。△が付いている科目については、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。

１２単位必修
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（１）全学教養科目

＜児童教育学科 児童教育専攻＞

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

外国語

１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３

同一言語
６単位必修

１１３０演習多言語に触れるLA１０B０１E１１００６４
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５
１～２課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１～２課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０３E１１００６９
２～３課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３B０４E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４B０４E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１～２課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１～２課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０５E１１００７７
２～３課３０演習フランス語ⅣALA２４B０５E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３B０６E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４B０６E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１～２課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１～２課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０７E１１００８５
２～３課３０演習中国語ⅣALA２４B０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３B０８E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４B０８E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９
１～２課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１～２課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０９E１１００９３
２～３課３０演習コリアンⅣALA２４B０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３B１０E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４B１０E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０C０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０C０５E１１０１００

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１B１１E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２B１１E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１B１２E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２B１２E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３B１１E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４B１１E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３B１２E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４B１２E１１０１０８

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ALA１０A０２J２１００２８
健康

スポーツ
１～４①３０実技体育実技BLA１０A０３J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０C０６K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０７K１１００３０

２０１５年度～
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１２K１１００４９

必修６単位を含
め１４単位以上選
択

１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０４K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C１３K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C１４K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１５K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１６K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１９K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C２０K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C２１K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C２２K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C２４K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２５K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０５K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２７K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２８K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２９K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C３０K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C３１K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C３３K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C３４K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３８K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３９K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C４０K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C４４K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０６K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４５K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４７K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４９K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C５０K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C５３K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C５４K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５５K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１３E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１３E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
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認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育専攻の学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語
を引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は２０２０（令和２）年度入学生から適用される。＞
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２０１９年度～

基幹科目２０単位、専門科目５４単位、学科科目合計７４単位以上

（２）学科科目〔児童教育学科 児童教育専攻〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPcE

○×○○○×○

基幹科目 ２０単位必修

１②３０講義キリスト教教育論PE１０A０１K２１３０００

基
幹
科
目

○×○○○×○１①３０演習音楽ⅠPE１１A０１E１１３５３６

○×○○○×○１①３０演習音楽ⅡPE１２A０１E１１３５３７

×××××××１①３０演習美術ⅠPE１１A０２E１１３５３８

×××××××１①３０演習美術ⅡPE１２A０２E１１３５３９

×××××××３①３０演習労作体験ⅠPE２１A０１E２１３５４０

×××××××３①３０演習労作体験ⅡPE２２A０１E２１３５４１

×××××××２②３０演習基礎演習PE２０A０１E２１３００９

○×○○○×○３①３０実技児童体育ⅠPE３１A０１J１１３５４２

○×○○○×○３①３０実技児童体育ⅡPE３２A０１J１１３５４３

×××××××３②３０演習児童教育演習ⅠPE３１A０２E１１３５４４

×××××××３②３０演習児童教育演習ⅡPE３２A０２E１１３５４５

×××××××４②３０演習児童教育演習ⅢPE４１A０１E１１３５４６

×××××××４②３０演習児童教育演習ⅣPE４２A０１E１１３５４７

×××××××１２３０講義教職論PE１０C０１K１１３０４７

専
門
科
目

○×○○○×○１２３０講義教育原理PE１０C０２K２１３００２

××××××△１２３０講義教育課程論PE１０C０３K１１３０９１

×××××××１２３０講義教育心理学ⅠPE１１C０１K１１３００４

×××××××１２３０講義教育心理学ⅡPE１２C０１K１１３００５

××××××△１２３０講義道徳教育の理論と方法PE１０C０４K２１３０４９

××××××△１２３０講義特別活動の理論と方法PE１０C０５K２１３０５０

××××××△１２３０講義教育方法論PE１０C０６K４１３０５１

×××××○△３２３０講義総合的な学習の時間の教育法PE３０C２１K１１３５５９

×××××××１２３０講義教育行政学PE２０C０１K２１３０１５

○×○○○×○２１３０演習音楽ⅢPE２１C０１E１１３５４８

○×○○○×○２１３０演習音楽ⅣPE２２C０１E１１３５４９

××××××△２２３０講義小学校音楽科教育法PE２０C０２K３１３０６７

×××××××２１３０演習美術ⅢPE２１C０２E１１３５５０

×××××××２１３０演習美術ⅣPE２２C０２E１１３５５１

××××××△２２３０講義小学校図工科教育法PE２０C０３K３１３０６８

×××××××２２３０講義小学校体育科研究PE２０C０４K１１３０６９

×××××××２２３０講義小学校体育科教育法PE２０C０５K２１３０７０

××××××△２２３０講義小学校国語科研究PE２０C０６K２１３０５７

××××××△２２３０講義小学校国語科教育法PE２０C０７K３１３０５８

××××××△１１１５演習書写PE１０C１２E１１３５６０

××××××△２２３０講義小学校社会科研究PE２０C０８K１１３０５９

××××××△２２３０講義小学校社会科教育法PE２０C０９K２１３０６０

××××××△２２３０講義小学校算数科研究PE２０C１０K２１３０６１

××××××△２２３０講義小学校算数科教育法PE２０C１１K３１３０６２

××××××△２２３０講義小学校理科研究PE２０C１２K２１３０６３

××××××△２２３０講義小学校理科教育法PE２０C１３K３１３０６４

×××××××２２３０講義小学校生活科研究PE２０C１４K２１３０６５

×××××××２２３０講義小学校生活科教育法PE２０C１５K３１３０６６

×××××××２２３０講義小学校家庭科研究PE２０C１６K２１３０７１

×××××××２２３０講義小学校家庭科教育法PE２０C１７K３１３０７２

×××××××２２３０講義外国語（英語）教育法PE２０C２３K１１３５６１

×××××××２～３２４５講・実介護等体験（事前事後指導含む）PE２０C１８J２１３０５２

××××××△３３７５実習初等教育実習Ⅰ（事前事後指導１単位を含む）PE３１C０１J２１３０５３

×××××××３２６０実習初等教育実習ⅡPE３２C０１J２１３０５４

×××××○△３２３０講義生徒・進路指導の理論と方法PE３１C０２K２１３５５２

×××××○△３２３０講義教育相談の基礎PE３２C０２K２１３５５３

×××××○×４２３０講義教育相談実践PE４０C０１K３１３０２７

×××××××４２３０演習教職実践演習（小学校・幼稚園）PE４０C０２E１１３０８９

○×○○○○○１～２２３０講義教育統計学PE１０C０７K２１３０１７

○×○○○○○１～４２３０講義児童文化ⅠPE１１C０２K１１３０２８

○×○○○○○１～４２３０講義児童文化ⅡPE１２C０２K１１３０２９

専門科目
５４単位以上選択



５７

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPcE

○×○○○○○１～４２３０講義言語教育ⅠPE１１C０３K１１３０３０

専
門
科
目

○×○○○○○１～４２３０講義言語教育ⅡPE１２C０３K１１３０３１

○×○○○○○１～４２３０講義数学教育PE１０C０８K２１３０３３

○×○○○○○１～４２３０講義自然科学教育PE１０C０９K２１３０３５

×××××××１～４２３０講義特別支援教育PE１０C１３K１１３５６２

○×○○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅠPE１１C０４K１１３５５４

○×○○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅡPE１２C０４K１１３５５５

○×○○○○○２～３２６０演習野外活動PE２０C１９E１１３５５６

○×○○○○○２～４２３０講義教育史PE２０C２０K２１３０１２

○×○○○○○２～４２３０講義学習心理学PE２０C２１K２１３０１９

×××××○×２２３０演習小学校英語教育ⅠPE３１C０３E２１３０４１

×××××○×２２３０演習小学校英語教育ⅡPE３２C０３E２１３０４２

×××××××３２３０演習保育方法の研究PE３０C０８E１１３５０８

○×○○○○○３～４２３０講義児童教育特講APE３０C０１K２１３０４５

○×○○○○○３～４２３０講義児童教育特講BPE３０C０２K１１３０９２

×××××××４１３０実習教育実践研究APE４０C０３J１１３０８７

×××××××４１３０実習教育実践研究BPE４０C０４J１１３０８８

×××××××４４卒業研究PE４０C０５S１１３０４６

×××××××３２３０講義保育内容総論PE３０C３４K１１３５６５

資
格
科
目
Ⅰ

×××××××３２３０演習保育内容教育法・健康PE３０C０４E２１３５０２

×××××××３２３０演習保育内容教育法・人間関係PE３０C０５E２１３５０３

×××××××３２３０演習保育内容教育法・環境PE３０C０６E２１３５０４

×××××××３２３０演習保育内容教育法・言葉PE３０C０７E２１３５０５

×××××××３２３０演習保育内容教育法・表現ⅠPE３１C０４E２１３５０６

×××××××３２３０演習保育内容教育法・表現ⅡPE３２C０４E２１３５０７

×××××××３１１５演習幼児理解PE３０C２２E１１３５６３

×××××××３１１５演習教育相談PE３０C２３E１１３５６４

×××××××４３７５実習初等教育実習Ⅲ（事前事後指導１単位を含む）PE４０C０６J１１３５１０

×××××××３２３０講義特別支援教育総論PE１０C１０K２１３５１１

資
格
科
目
Ⅱ

×××××××１２３０講義特別支援教育原論PE１０C１１K１１３５１２

×××××××２２３０講義発達障害児教育論PE２０C２２K１１３５１３

×××××××３２３０講義知的障害児の教育ⅠPE３１C０５K１１３５１４

×××××××３２３０講義知的障害児の教育ⅡPE３２C０５K１１３５１５

×××××××３２３０講義知的障害児の心理・生理・病理PE３０C１０K１１３５５７

×××××××３２３０講義肢体不自由児の教育PE３０C１１K１１３５１８

×××××××３２３０講義肢体不自由児の心理・生理・病理PE３０C１２K１１３５１９

×××××××３２３０講義病弱児の教育PE３０C１３K１１３５２０

×××××××３２３０講義病弱児の心理・生理・病理PE３０C１４K１１３５２１

×××××××３２３０講義重度重複障害児教育論PE３０C１５K１１３５２２

×××××××３２３０講義感覚障害児教育論PE３０C１６K１１３５５８

×××××××３２３０講義言語の発達と障害PE３０C１７K１１３５２４

×××××××３２３０講義発達障害児の心理検査法PE３０C１８K１１３５２６

×××××××３２３０講義障害児福祉論PE３０C１９K１１３５２７

×××××××３２３０講義世界の障害児教育PE３０C２０K１１３５２８

×××××××４４６０演習特別支援教育実地演習PE４０C０７E１１３５２９

×××××××４３３０実習特別支援教育実習（事前事後指導１単位を含む）PE４０C０８J１１３５３０

×××××××３～４２３０講義学校経営と学校図書館PE３０C２１K１１３５３１
資
格
科
目
Ⅲ

×××××××３～４２３０講義学校図書館メディアの構成PE３０C２２K１１３５３２

×××××××３～４２３０講義学習指導と学校図書館PE３０C２３K１１３５３３

×××××××３～４２３０講義読書と豊かな人間性PE３０C２４K１１３５３４

×××××××３～４２３０講義情報メディアの活用PE３０C２５K１１３５３５

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。△が付いている科目については、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。



５８

（１）全学教養科目

＜児童教育学科 幼児保育専攻＞

２０１５年度～

備考修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １２３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２C０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

※選択必修４単
位を含め、外国
語より６単位必
修

ただし「英語以
外の外国語」は
同一言語２単位
または同一言語
４単位とする

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

外国語

１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２１３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６
２１３０演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０
２１３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７
２１３０演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習多言語に触れるLA１０B０１E１１００６４
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０２E１１００６５
１～２課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０２E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０３E１１００６７
１～２課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０３E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９
２～３１３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３B０２E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４B０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０４E１１００７３
１～２課３０演習フランス語ⅡALA１２B０４E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０５E１１００７５
１～２課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０５E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
２～３１３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３B０４E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４B０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０６E１１００８１
１～２課３０演習中国語ⅡALA１２B０６E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０７E１１００８３
１～２課３０演習中国語ⅡBLA１２B０７E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２～３１３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３B０６E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４B０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０８E１１００８９
１～２課３０演習コリアンⅡALA１２B０８E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０９E１１００９１
１～２課３０演習コリアンⅡBLA１２B０９E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２～３１３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３B０８E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４B０８E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０B０１E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０B０２E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０B０３E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０B０４E１１０１００

外国において中等教育を受けた学
生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１B１０E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２B１０E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１B１１E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２B１１E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３B０９E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４B０９E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３B１０E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４B１０E１１０１０８

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ALA１０A０２J２１００２８
健康

スポーツ
１～４①３０実技体育実技BLA１０A０３J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０C０１K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０

同一言語
２単位必修
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備考修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７K１１００４９

必修６単位を含
め１４単位以上選
択

１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０４K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C０８K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C０９K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１０K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１１K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１４K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１５K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１６K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C１７K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C１９K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２０K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０５K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２２K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２３K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２４K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２５K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２６K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C２８K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C２９K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３３K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３４K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３５K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C３９K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０６K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４０K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４２K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４３K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４５K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C４８K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C４９K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５０K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１２E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（Ａ系列の科目）ⅠＡの単位を修得していなければⅡＡを履修することはできない。ⅡＡの単位を修得していればⅢＡ
またはⅣＡを履修することができる。
２）（Ｂ系列の科目）ⅠＢの単位を修得していなければⅡＢを履修することはできない。ⅡＡまたはⅡＢの単位を修得して
いればⅢＢまたはⅣＢを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢＢおよびⅣＢについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重
複の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位とし
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て認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ｂ．児童教育学科幼児保育専攻の学生は、外国語科目６単位を次の１）または２）の方法で履修すること。
１）英語２単位＋英語以外の同一外国語４単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
においてⅠＡとⅠＢを、および１年次後期においてⅡＡとⅡＢを履修する。（以上１年次４単位）。
２）英語４単位＋英語以外の同一外国語２単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
において（ⅠＡとⅠＢ）を、または１年次の通年にわたって（ⅠＡとⅡＡ）もしくは（ⅠＢとⅡＢ）を履修する。（以
上１年次２単位）。

＜この規程は２０２０（令和２）年度入学生から適用される。＞
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２０１９年度～

基幹科目２０単位、専門科目６０単位、学科科目合計８０単位以上

（２）学科科目〔児童教育学科 幼児保育専攻〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPeE

×××××××

２０単位必修

２②３０講義キリスト教教育論PC２０A０１K１１３１００

基
幹
科
目

×××××××１①３０演習音楽ⅠPC１１A０１E１１３１９２

×××××××１①３０演習音楽ⅡPC１２A０１E１１３１９３

×××××××１①３０演習美術ⅠPC１１A０２E１１３１９４

×××××××１①３０演習美術ⅡPC１２A０２E１１３１９５

×××××××３①３０演習労作体験ⅠPC３１A０２E２１３１９６

×××××××３①３０演習労作体験ⅡPC３２A０２E２１３１９７

×××××××１②３０演習基礎演習PC１０A０１E１１３１０９

×××××××２①３０実技幼児体育ⅠPC２１A０２J１１３１９８

×××××××２①３０実技幼児体育ⅡPC２２A０２J１１３１９９

×××××××３②３０演習幼児保育演習ⅠPC３１A０１E１１３２００

×××××××３②３０演習幼児保育演習ⅡPC３２A０１E１１３２０１

×××××××４②３０演習幼児保育演習ⅢPC４１A０１E１１３２０２

×××××××４②３０演習幼児保育演習ⅣPC４２A０１E１１３２０３

×××××××１２３０講義保育原理PC１０C０１K２１３１１４

専
門
科
目

×××××××１２３０講義教育原理PC１０C０２K２１３１０２

×××××○×１２３０講義保育者論PC１０C０３K３１３１１５

×××××××１２３０講義保育の心理学PC１０C０８K３１３１０３

×××××××２２３０講義子ども家庭支援の心理学PC２０C２３K１１３２１３

×××××××１１１５演習子どもの理解と援助PC１０C０９E２１３１７９

×××××××１２３０講義保育の計画と評価PC１０C１０K２１３１８２

×××××××１２３０講義幼児教育課程論PC１０C１１K１１３２１４

×××××××１２３０演習保育内容教育法・人間関係PC１０C１２E２１３１５２

×××××××１２３０演習保育内容教育法・言葉PC１０C１３E２１３１５４

×××××××２２３０演習保育内容教育法・健康PC２０C２４E２１３１５１

×××××××２２３０演習保育内容教育法・環境PC２０C２５E２１３１５３

×××××××２２３０演習保育内容総論PC２０C３２E１１３２２１

×××××××２１３０演習音楽ⅢPC２１C０１E１１３２０４

×××××××２１３０演習音楽ⅣPC２２C０１E１１３２０５

×××××××２１３０演習美術ⅢPC２１C０２E１１３２０６

×××××××２１３０演習美術ⅣPC２２C０２E１１３２０７

×××××××２２３０講義社会福祉PC２０C０４K１１３１１８

×××××××２２３０講義社会的養護ⅠPC２１C０５K３１３１１６

×××××××２２３０演習社会的養護ⅡPC２２C０５E３１３１３２

×××××××２２３０講義子ども家庭支援論PC２０C２６K３１３１３３

×××××○×２２３０講義子育て支援論PC２０C０８K２１３１０５

×××××××２１１５演習子育て支援演習PC２０C２７E１１３２１５

×××××××２１１５演習幼児理解PC２０C２８E１１３２１６

×××××××２１１５演習教育相談PC２０C２９E１１３２１７

×××××××２２３０講義乳児保育ⅠPC２１C０６K１１３２１８

×××××××２１１５演習乳児保育ⅡPC２２C０６E１１３２１９

×××××××２２３０講義子ども文化論PC２０C１３K１１３１２１

×××××××２２３０講義子どもの保健PC２０C３０K２１３２０８

×××××××３２３０演習保育実習指導ⅠPC３１C０１E２１３１８４

×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（施設）PC３２C０１J３１３１６１

×××××××２～４２３０講義キリスト教保育PC２０C１４K１１３１２０

○○○○○○○２～４２３０講義発達障害学PC２０C１５K１１３１２５

×××××××２～４２３０講義言語発達心理学PC２０C１６K１１３１２９

×××××○×２～４２３０演習身体表現PC２０C１７E２１３１４２

×××××××２～４２３０講義特別支援教育PC２０C３１K１１３２２０

×××××××３２３０演習保育内容教育法・表現ⅠPC３０C１２E２１３１５５

×××××××３２３０演習保育内容教育法・表現ⅡPC３０C１３E２１３１５６

×××××××３２３０演習保育方法の研究PC３０C０１E１１３１５７

×××××××３２３０演習子どもの食と栄養PC３０C０２E２１３１４０

×××××××３１３０演習子どもの健康と安全PC３０C１４E３１３１８１

×××××××３２３０講義子ども家庭福祉PC３０C１５K３１３１１７

６０単位以上選択
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他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWCPeE

×××××××３２３０演習障害児保育PC３０C０４E１１３１３１

専
門
科
目

×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（保育所）PC３２C０３J２１３１６０

×××××××４１１５演習保育実習指導ⅡPC４１C０１E２１３１６７

×××××××４２９０実習保育実習Ⅱ（保育所）PC４２C０１J３１３１６２

×××××××４２９０実習保育実習Ⅲ（施設）PC４２C０２J３１３１６３

○○○○○○○３～４２３０講義地域発達臨床論PC３０C０５K１１３１３５

×××××○×３～４２３０演習地域子育て支援実践演習PC３０C１６E３１３１３４

×××××○×３～４２３０演習地域発達支援実践演習PC３０C１７E２１３１８９

×××××○×２～４２３０演習幼児保育特殊演習APC２０C１８E１１３２１０

×××××○×２～４２３０演習幼児保育特殊演習BPC２０C１９E１１３２１１

○○○○○○○２～４２３０演習幼児保育特殊演習CPC２０C２０E１１３２１２

×××××××４１３０実習保育実践研究APC４０C０１J１１３１６５

×××××××４１３０実習保育実践研究BPC４０C０２J１１３１６６

×××××××４４卒業研究PC４０C０３S１１３１４８

×××××××１２３０講義教職論PC１０C０７K１１３１６８

資
格
科
目

×××××××２２３０講義教育行政学PC２０C２１K１１３１６９

×××××××２２３０講義教育方法論PC２０C２２K３１３１７０

×××××××２２４５実習初等教育実習Ⅲ（事前事後指導１単位を含む）PC２１C０４J１１３１８５

×××××××３２３０講義小学校国語科研究PC３０C０８K１１３１７３

×××××××３２３０講義小学校算数科研究PC３０C０９K１１３１７４

×××××××３２３０講義小学校生活科研究PC３０C１０K１１３１７５

×××××××３２３０講義小学校体育科研究PC３０C１１K１１３１７６

×××××××２３９０実習初等教育実習ⅣPC２２C０４J２１３１８６

×××××××４２３０演習保育・教職実践演習（幼稚園）PC４０C０４E１１３１７７

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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（１）全学教養科目

＜文化交流学科＞

２０１５年度～

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

８単位必修

１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４

外国語

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２①３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３A０２E１１００５６
２①３０演習総合英語ⅢLA２３A０１E１１００６０
２①３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４A０２E１１００５７
２①３０演習総合英語ⅣLA２４A０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０２E１１００６３

同一言語
６単位必修

１１３０演習多言語に触れるLA１０B０１E１１００６４
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５
１～２課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１～２課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９
２～３課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３B０２E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４B０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１～２課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１～２課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
２～３課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３B０４E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４B０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１～２課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１～２課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２～３課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３B０６E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４B０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１～２課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１～２課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２～３課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３B０８E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４B０８E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０B０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０B０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０B０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０B０５E１１０１００

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１B０９E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２B０９E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１B１０E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２B１０E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３B０９E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４B０９E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３B１０E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４B１０E１１０１０８

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ALA１０A０２J２１００２８
健康

スポーツ
１～４①３０実技体育実技BLA１０A０３J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０C０１K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７K１１００４９

必修６単位を含
め１４単位以上選
択

１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０４K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C０８K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C０９K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１０K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１１K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１４K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１５K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１６K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C１７K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C１９K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２０K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０５K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２２K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２３K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２４K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２５K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２６K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C２８K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C２９K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３３K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３４K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３５K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C３９K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０６K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４０K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４２K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４３K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４５K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C４８K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C４９K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５０K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１１E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（Ａ系列の科目）ⅠＡの単位を修得していなければⅡＡを履修することはできない。ⅡＡの単位を修得していればⅢＡ
またはⅣＡを履修することができる。
２）（Ｂ系列の科目）ⅠＢの単位を修得していなければⅡＢを履修することはできない。ⅡＡまたはⅡＢの単位を修得して
いればⅢＢまたはⅣＢを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢＢおよびⅣＢについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重
複の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位とし



６６

て認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

Ａ．現代英語学科、文化交流学科、児童教育学科児童教育専攻の学生は、以下の履修方法によること。
ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期においてⅠAとⅠBを、および１年
次後期においてⅡAとⅡBを履修すること（以上１年次４単位）。２年次においては１年次に履修した外国語と同じ外国語を
引き続き履修し、前期においてⅢAを、および後期においてⅣAを履修すること（以上２年次２単位、合計６単位）。

＜この規程は2020（令和2）年度入学生から適用される。＞
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２０１９年度～

基幹科目３０単位、「文化交流を実践する」科目の中の「応用する」４単位を含み、学科科目合計７０単位以上

（２）学科科目〔文化交流学科〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWPcPeE

×××××××１②３０演習文化交流入門CC１０A０１E１１４２４５

基
幹
科
目

×××××××３②３０講義地球市民論CC３０A０１K２１４１０１

×××××××１②３０演習基礎演習ⅠCC１０A０２E２１４１７８

×××××××２②３０演習基礎演習ⅡCC２１A０１E２１４１７９

×××××××２②３０演習基礎演習ⅢCC２２A０１E２１４１８０

×××××××３②３０演習文化論演習ⅠCC３１A０１E１１４１８２

×××××××３②３０演習文化論演習ⅡCC３２A０１E１１４１８３

×××××××４②３０演習文化論演習ⅢCC４１A０１E１１４１８４

×××××××４②３０演習文化論演習ⅣCC４２A０１E１１４１８５

○○○×○○○１～２嘩３０講義文化人類学ACC１０B０１K２１４１８６

○○○×○○○１～２嘩３０講義文化人類学BCC１０B０２K２１４１８７

××××○○○１～２嘩３０講義社会学ACC１０B０３K２１４１８８

××××○○○１～２嘩３０講義社会学BCC１０B０４K２１４１８９

○×○○○○○１～２嘩３０講義歴史学ACC１０B０５K４１４１５５

○×○○○○○１～２嘩３０講義歴史学BCC１０B０６K３１４１９０

××○×○○○１～２嘩３０講義人文地理学ⅠCC１０B０７K１１４１９１

××○×○○○１～２嘩３０講義人文地理学ⅡCC１０B０８K１１４１９２

×××××××４６卒業研究CC４０C０１S１１４１１５

○×○○○○○１～４２３０講義海外事情CC１０C０１K１１４２３１体
験
す
る

文
化
交
流
を
実
践
す
る

×××××××１～４４１２０実習文化交流実習CC１０C０２J１１４１１６

×××××××１～４２６０実習文化交流体験CC１０C０３J３１４１１７

×××××××１～４２３０演習身体と表現CC１０C０４E１１４２３２
表
現
す
る

×××××××１～４２３０演習編集技法CC１０C０５E２１４２３３

○×○○○○○３～４２３０講義情報社会論CC３０C０１K２１４１２７

○×○○○○×３～４２３０講義ジャーナリズム研究CC２０C０１K２１４１２２

○○○○○○○１～４２６０実習海外ボランティアCC１０C０６J１１４２３６

国
際
共
生

応
用
す
る

×××××××３～４２６０実習海外フィールドワークCC３０C０２J１１４２３７

○○○○○○×３～４２３０講義異文化間コミュニケーションCC３０C０３K２１４１２９

○×○○○○○３～４２３０講義国際協力ACC３０C０４K３１４１２０

○×○○○○○３～４２３０講義国際協力BCC３０C０５K２１４２０１

○×○○○○○３～４２３０講義国際関係論ACC３０C０６K３１４１５３

○×○○○○○３～４２３０講義国際関係論BCC３０C０７K３１４１５４

○×○○○○○３～４２３０講義観光学CC３０C０８K１１４１１８

観
光

×××××××３～４２３０講義観光地理学CC３０C０９K２１４１７２

×××××××３～４２３０講義旅行業A（約款・法令）CC３０C１０K３１４１７３

×××××××３～４２３０講義旅行業B（ホテル経営）CC３０C１１K２１４１９３

○×○○○○×３～４２３０演習観光英語CC３０C１２E１１４１２１

○×○○○○○３～４２３０演習観光実務CC３０C１３E１１４１９４

○×○○○○○１～４２３０講義ボランティア論CC１０C０７K２１４２３８

地
域
貢
献

○×○○○○○１～４２３０講義ひたち学CC１０C０８K１１４１９５

○×○○○○○１～４２３０演習地域貢献研究CC１０C０９E１１４１９６

○×○○○○○３～４２３０講義地方行政学CC３０C１４K１１４２３９

○×○○○○○３～４２３０演習地域メディア研究CC３０C１５E２１４２００

○×○○○○○２～４２３０講義日本語学ACC２０C０２K３１４１３３

日
本
語
教
育

○×○○○○○２～４２３０講義日本語学BCC２０C０３K３１４１３４

××××○○×２～４２３０演習日本語教育演習ACC２０C０４E３１４１３１

××××○○×２～４２３０演習日本語教育演習BCC２０C０５E３１４１３２

××××○○×２～４２３０演習外国語指導技術CC２０C０６E１１４２４０

○×○○○○○２～４２３０講義言語学ACC２０C０７K２１４２０２

○×○○○○○２～４２３０講義言語学BCC２０C０８K２１４２０３

○×○○○○○２～４２３０講義民俗学CC２０C０９K２１４２０４

文
化
を
学
ぶ

○×○○○○○２～４２３０講義考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

○×○○○○○２～４２３０講義考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

××○×○○○２２３０講義自然地理学ⅠCC２１C０２K１１４２４６

××○×○○○２２３０講義自然地理学ⅡCC２２C０２K１１４２４７

××○×○○○２２３０講義地誌CC２０C１０K１１４２４８

合計１２単位
選択必修

合計３０単位
選択必修

４単位以上
（いずれか１区分から）
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他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFWPcPeE

××○×○○○２～４２３０講義西洋史CC２０C１１K２１４１４７

文
化
を
学
ぶ

××○×○○○２～４２３０講義東洋史CC２０C１２K２１４１４２

××○×○○○２～４２３０講義日本史ACC２０C１３K２１４２０６

××○×○○○２～４２３０講義日本史BCC２０C１４K２１４２０７

○×○○○○○２～４２３０講義日本の歴史と文化CC２０C１５K３１４２１１

○×○○○○○２～４２３０講義中国の歴史と文化ACC２０C１６K２１４２１２

○×○○○○○２～４２３０講義中国の歴史と文化BCC２０C１７K２１４２１３

○×○○○○○２～４２３０講義東南アジアの歴史と文化CC２０C１８K１１４２１４

○×○○○○○２～４２３０講義韓国の歴史と文化CC２０C１９K１１４２１５

○×○○○○○２～４２３０講義インドの歴史と文化CC２０C２０K１１４２１６

○×○○○○○２～４２３０講義イスラムの歴史と文化CC２０C２１K１１４２１７

○×○○○○○２～４２３０講義ヨーロッパの歴史と文化ACC２０C２２K２１４２１８

○×○○○○○２～４２３０講義ヨーロッパの歴史と文化BCC２０C２３K２１４２１９

○×○○○○○２～４２３０講義フランスの歴史と文化CC２０C２４K１１４２２９

○×○○○○○２～４２３０講義ドイツの歴史と文化CC２０C２５K１１４２３０

○×○○○○○２～４２３０講義北アメリカの歴史と文化CC２０C２６K２１４１４６

○×○○○○○２～４２３０講義アジアの宗教CC２０C２７K２１４１６４

○×○○○○○２～４２３０講義キリスト教思想ACC２０C２８K２１４２２０

○×○○○○○２～４２３０講義キリスト教思想BCC２０C２９K２１４２２１

○○○○○○○２～４２３０講義日本文学CC２０C３０K２１４１３９

○×○○○○○２～４２３０講義アジアの文学CC２０C３１K２１４１６０

○○○○○○○２～４２３０講義欧米の文学CC２０C３２K２１４１５２

○×○○○○○２～４２３０講義アジアの映画CC２０C３３K２１４１６６

○×○○○○○２～４２３０講義欧米の映画CC２０C３４K２１４１６７

×××××××２～４２３０講義法学CC２０C４５K１１４２４９

×××××××２～４２３０講義生活と政治CC２０C４６K１１４２５０

×××××××２～４２３０講義生活と国際経済CC２０C４７K１１４２５１

×××××××２～４２３０講義女性学CC２０C４８K１１４２５２

○×○○○○○２～４２３０講義比較文化論ACC２０C３５K２１４１５８

○×○○○○○２～４２３０講義比較文化論BCC２０C３６K２１４１５９

○×○○○○○２～４２３０講義比較社会論ACC２０C３７K２１４１６１

○×○○○○○２～４２３０講義比較社会論BCC２０C３８K２１４１６２

○×○○○○○２～４２３０講義比較教育論ACC２０C３９K３１４１６８

○×○○○○○２～４２３０講義比較教育論BCC２０C４０K２１４２２３

○×○○○○○２～４２３０講義比較宗教論CC２０C４１K２１４１６３

○×○○○○○２～４２３０講義比較言語論CC２０C４２K１１４１６５

○○○○○○○１～４２３０講義特殊講義ACC１０C１０K２１４２２４

特
別
研
究

○○○○○○○１～４２３０講義特殊講義BCC１０C１１K２１４２２５

×××××××１～４２３０演習特別演習ACC１０C１２E２１４２４１

×××××××１～４２３０演習特別演習BCC１０C１３E２１４２４２

×××××××１～４２３０演習語学演習ACC１０C１４E２１４２４３

×××××××１～４２３０演習語学演習BCC１０C１５E２１４２４４

×××××××１～３２６０実習インターンシップACC１０C１７J４１４１７１
キ
ャ
リ
ア
教
育

×××××××１～３２６０実習インターンシップBCC１０C１８J３１４２２８

×××××××２～４２３０講義情報処理関連資格対策講座CC２０C４３K２１４１７４

××××○○○３～４２３０講義日本語教員試験対策講座（実践）CC３０C１６K２１４１７５

××××○○×２～４２３０講義日本語教員試験対策講座（入門）CC２０C４４K３１４１７６

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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１．卒業に必要な最低修得単位
生活科学部

＜２０２０（令和２）年度入学生＞

〔心理福祉学科〕 ２０１９年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２７単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
４単位（英語）

外国語
（英語以外）

１単位健康スポーツ
留学

１４単位
人文
社会
自然

２単位情報

合計
９２単位

１８単位基幹科目
学
科
科
目

１０単位以上専門基礎科目
４単位以上心理カウンセリング系科目
４単位以上福祉系科目
４単位以上心理福祉教育系科目

５単位自由選択※

１２４単位以上合計

※全学教養科目、学科科目、他学科科目、他学部科目の中から履修。

〔食物健康科学科〕 ２０１７年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２５単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
４単位（英語）

外国語
（英語以外）

１単位健康スポーツ
留学

１２単位
人文
社会
自然

２単位情報

合計
１０３単位

１４単位基幹科目
学
科
科
目

８９単位

３５単位専門基礎分野
４７単位専門分野
２単位人間生活領域
５単位応用専門分野

１２８単位以上合計
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１．自由に選択できる単位について

卒業に必要な最低修得単位は心理福祉学科が１２４単位、食物健康科学科は１２８単位となっているが、全学

教養科目と学科科目の最低修得単位数を合計しても心理福祉学科においては１２４単位にはならず、５単位

の不足が生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分が所属する学科の学科科目・他学科及び他

学部の学科科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる科目群である）の中から自由に履修し、単位を修

得して充足させることができる。ただし、他学科及び他学部の学科科目の履修に際しては、受講制限をす

る科目もあるので注意すること。

２．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

留意事項

重複履修回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技Ａ ４

体育実技Ｂ ４

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ２

ドイツ語ⅣＢ ２

フランス語ⅢＢ ２

フランス語ⅣＢ ２

重複履修回数

中国語ⅢＢ ２

中国語ⅣＢ ２

コリアンⅢＢ ２

コリアンⅣＢ ２

外国語としての日本語ⅢＢ ２

外国語としての日本語ⅣＢ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

その他の外国語Ｃ ３

その他の外国語Ｄ ３

海外ボランティア ２

＜この規程は２０１７（平成２９）年度入学生から適用される。＞
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履修に関しては次のことに注意すること。

１．○印は必修科目を示す。

２．□印は選択必修科目を示す。

３．〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

４．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

５．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔生活科学部〕

（１）全学教養科目

＜心理福祉学科＞

２０１５年度～

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０建学

の
精神

１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

外国語

１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習多言語に触れるLA１０C０１E１１００６４
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５
１～２１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１～２１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２～３１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１～２１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１～２１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２～３１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１～２１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１～２１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２～３１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１～２１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１～２１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２



７４

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３

外国語

２～３１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０C０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０C０５E１１０１００

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１C０９E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２C０９E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１C１０E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２C１０E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３C０９E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４C０９E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３C１０E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４C１０E１１０１０８

１単位必修

１～４１３０実技体育実技ALA１０B０１J２１００２８
健康

スポーツ
１～４１３０実技体育実技BLA１０B０２J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０B０３K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９
１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０２K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C１１K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C１２K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１３K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１４K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１７K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１８K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１９K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C２０K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C２２K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２３K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０３K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２５K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２６K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２７K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２８K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２９K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C３１K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C３２K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３６K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３７K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３８K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C４２K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０４K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４３K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４５K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４８K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０

必修６単位を
含め１４単位以
上選択
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１

自然
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C５１K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C５２K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５３K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０３E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０３E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。



７６

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFCPcPeE

×××××××

９科目１８単位必修

１②３０演習基礎演習WP１０A０１E１２１０００

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９

×××××××１②３０講義心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００

×××××××１②３０講義現代社会と福祉ⅠWP１１A０２K１２１１０１

×××××××１②３０講義現代社会と福祉ⅡWP１２A０２K１２１１０２

×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅠWP３１A０２E１２１１０３

×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅡWP３２A０１E１２１１０４

×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅢWP４３A０１E１２１１０５

×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅣWP４４A０１E１２１１０６

○○○○○○○

１０単位以上選択

１～２２３０講義人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

専
門
基
礎
科
目

○○○○○○○１～２２３０講義人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

×○○○○○○１～２２３０講義キリスト教福祉WP１０C１４K１２０００８

○○○○○○○２～４２３０講義愛と死の人間学WP２０C２８K１２１０９２

×××××××２～４２３０講義人体の構造と機能及び疾病WP２０C２９K１２１１０９

×××××××２～４２３０講義神経・生理心理学WP２０C３０K１２１１１０

×××××××２２３０演習発展演習AWP２０C３１E２２１０９７

×××××××２２３０演習発展演習BWP２０C３２E２２１０９８

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講AWP２０C３３K３２１０６２

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講BWP２０C３４K３２１０６３

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講CWP２０C３５K１２１１１１

○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講DWP２０C３６K１２１１１２

×××××××１２３０講義相談援助技術総論ⅠWP１１C０２K１２１１１３

×××××××１２３０講義相談援助技術総論ⅡWP１２C０１K１２１１１４

×○○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

×○○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

×××××××１～２２３０講義臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

×××××××１～３２３０演習心理福祉実習指導ⅠWP１１C０４E１２１１１９

×××××××１～３２３０演習心理福祉実習指導ⅡWP１２C０３E１２１１２０

×××××××１～３２６０実習心理福祉実習WP１０C２６J２２１０６７

×××××××１～２２３０講義心理福祉海外研修ⅠWP１１C０５K１２１１２１

×××××××２～３２６０実習心理福祉海外研修ⅡWP２２C０８J１２１１２２

×××××××４４卒業研究WP４０C０２S１２１０６９

×××××××１～２２３０講義福祉心理学WP１０C２９K１２１１２３

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××１～２２３０講義健康・医療心理学WP１０C３０K１２１１２４

×××××××１～２２３０講義発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

×××××××２～３２３０講義感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

×××××××１～４２３０講義心理学的支援法WP１０C３２K２２１０４３

○○○○○○○２～４２３０講義深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

×××××××２～４２３０講義障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

○○○○○○○２～４２３０講義老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

×××××××２～４２３０講義心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

×××××××２～４１３０実習心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５

×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

×××××××３～４２６０実験心理学実験ⅠWP３１C０３J１２１１２６

×××××××３～４１３０実験心理学実験ⅡWP３２C０１J１２１１２７

×××××××２～４２３０演習心理演習WP２０C２４E２２１０８７

×××××××２～４２３０講義知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８

○○○○○○○３～４２３０講義トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

×××××××３～４２３０講義産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８

×××××××３～４２３０講義司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８

×××××××２～４２３０講義精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

○○○○○○○３～４２３０講義癒しのセラピーWP３０C０４K１２１０５３

２０１９年度～

（２）学科科目〔心理福祉学科〕

４単位以上選択

基幹科目１８単位、専門基礎科目１０単位以上、心理カウンセリング系科目４単位以上、福祉系科目４単位

以上、心理福祉教育系科目４単位以上、学科科目合計９２単位以上



７７

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFCPcPeE

×××××××１～２２３０講義公認心理師の職責WP１０C３３K１２１１６７心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××２～４２３０講義心理学統計法WP２０C４０K１２１１３０

×××××××２～４２３０講義学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１

×××××××２～４２３０講義教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２

×××××××２～４２３０講義関係行政論WP２０C４３K１２１１３３

×××××××３～４３９０実習心理実習WP３０C１０J１２１１３４

×××××××

４単位以上選択

２～３２３０講義相談援助技術各論ⅠWP２１C０７K１２１１３５

福
祉
系
科
目

×××××××２～３２３０講義相談援助技術各論ⅡWP２２C０９K１２１１３６

×××××××２～３２３０講義相談援助技術各論ⅢWP２３C０２K１２１１３７

×××××××２～３２３０講義相談援助技術各論ⅣWP２４C０１K１２１１３８

○○○○○○○１～４２３０講義児童福祉論ⅠWP１１C０６K１２１１３９

○○○○○○○１～４２３０講義児童福祉論ⅡWP１２C０４K１２１１４０

○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉論ⅠWP１１C０７K１２１１４１

○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉論ⅡWP１２C０５K１２１１４２

○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉論ⅠWP１１C０８K１２１１４３

○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉論ⅡWP１２C０６K１２１１４４

○○○○○○○２～４２３０講義介護概論WP２０C１３K１２１０３７

○○○○○○○２２３０演習介護技術WP２０C１４E１２１０７８

○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉論ⅠWP２１C０８K１２１１４５

○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉論ⅡWP２２C１０K１２１１４６

○○○○○○○２～４２３０講義社会保障論ⅠWP２１C０９K１２１１４７

○○○○○○○２～４２３０講義社会保障論ⅡWP２２C１１K１２１１４８

○○○○○○○２～４２３０講義公的扶助論WP２０C０９K１２１０２９

×××××××２～４２３０講義福祉運営管理論AWP２０C４４K１２１１４９

×××××××２～４２３０講義福祉運営管理論BWP２０C４５K１２１１５０

×××××××２～４２３０講義社会福祉調査法WP２０C０７K１２１０７６

×××××××２～４２３０講義就労支援サービス論WP２０C４６K１２１１５１

×××××××２～４２３０講義権利擁護と成年後見WP２０C４７K１２１１５２

×××××××２～４２３０講義医療福祉論ⅠWP２１C１０K１２１１５３

×××××××２～４２３０講義医療福祉論ⅡWP２２C１２K１２１１５４

○○○○○○○２～４２３０講義ジェンダー福祉論WP２０C１０K１２１０３３

○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅠWP２１C１１K１２１１５５

○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅡWP２２C１３K１２１１５６

○×○○○○○２～４２３０講義司法福祉論AWP２０C４８K１２１１５７

○×○○○○○２～４２３０講義司法福祉論BWP２０C４９K１２１１５８

×××××××３～４２３０講義福祉行財政論AWP３０C１１K１２１１５９

×××××××３～４２３０講義福祉行財政論BWP３０C１２K１２１１６０

×××××××１～２２３０演習相談援助技術演習ⅠWP１１C０１E２２１０２３

×××××××２～３２３０演習相談援助技術演習ⅡWP２２C０２E２２１０２４

×××××××２～３２３０演習相談援助技術演習ⅢWP２３C０１E３２１０２５

×××××××３～４２３０演習相談援助技術演習ⅣWP３４C０１E２２１０２７

×××××××３～４２３０演習相談援助技術演習ⅤWP３５C０１E２２１０７７

×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅠWP４１C０１K１２１１６１

×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅡWP４２C０３K１２１１６２

×××××××２～４２３０演習相談援助実習指導ⅠWP２１C１２E１２１１６３

×××××××２～４２３０演習相談援助実習指導ⅡWP２２C１４E１２１１６４

×××××××２～４６１８０実習相談援助実習ⅠWP３１C０２J２２１０８１

×××××××４２３０演習相談援助実習指導ⅢWP４３C０１E２２１０８０

×××××××４２９０実習相談援助実習ⅡWP４２C０２J２２１０８２

×○○×○○○１～２２３０講義法学WP１０C１７K１２００１４

心
理
福
祉
教
育
系
科
目

×○○××××１～２２３０講義社会学WP１０C１６K１２００１３

○○○○○○○２～４２３０講義社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

○○○○○○○１～２２３０講義高齢者生活論WP１０C１８K１２００１７

○○○○○○○１～２２３０講義人権と教育WP１０C２１K１２０００６

×××××××１～２２３０講義生活と政治WP１０C２３K１２００１５

×××××××１～２２３０講義生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

××××○○○１～２２３０講義女性学WP１０C２４K１２００１８

×××××××１～２２３０講義人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

×××××××１～２２３０講義生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅠWP１１C０９K１２１１６５

×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅡWP１２C０７K１２１１６６

×××××××１～２２３０講義日本史AWP１０C３４K１２１１６８

×××××××１～２２３０講義日本史BWP１０C３５K１２１１６９

４単位以上選択
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他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNFCPcPeE

×××××××１～２２３０講義東洋史WP１０C３６K１２１１７０
心
理
福
祉
教
育
系
科
目

×××××××１～２２３０講義西洋史WP１０C３７K１２１１７１

×××××××２～４２３０講義人文地理学ⅠWP２１C１３K１２１１７２

×××××××２～４２３０講義人文地理学ⅡWP２２C１５K１２１１７３

×××××××２～４２３０講義自然地理学ⅠWP２１C１４K１２１１７４

×××××××２～４２３０講義自然地理学ⅡWP２２C１６K１２１１７５

×××××××２～４２３０講義地誌WP２０C５０K１２１１７６

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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８０

（１）全学教養科目

＜食物健康科学科＞

２０１５年度～

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

外国語

１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１単位必修
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０

１単位必修
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習多言語に触れるLA１０C０１E１１００６４
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５
１～２１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１～２１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２～３１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１～２１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１～２１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２～３１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１～２１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１～２１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２～３１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０習演コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１～２１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１～２１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２～３１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０C０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０C０５E１１０１００

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１C０９E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２C０９E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１C１０E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２C１０E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３C０９E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４C０９E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３C１０E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４C１０E１１０１０８

１単位必修

１～４１３０実技体育実技ALA１０B０１J２１００２８
健康

スポーツ
１～４１３０実技体育実技BLA１０B０２J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０B０３K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９
１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０２K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C１１K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C１２K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１３K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１４K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１７K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１８K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１９K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C２０K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C２２K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２３K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０３K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２５K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２６K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２７K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２８K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２９K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C３１K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C３２K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３６K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３７K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３８K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C４２K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０４K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４３K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４５K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４８K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C５１K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C５２K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５３K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０３E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０３E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

必修６単位を
含め１２単位以
上選択

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
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の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。
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２０１７年度～

基幹科目１４単位、学科科目８９単位以上

（２）学科科目〔食物健康科学科〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNWCPcPeE

×××××××

８科目１４単位必修

１②３０講義有機化学FS１０A０１K１２２１００

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

×××××××１②３０講義食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

×××××××１②３０講義基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

×××××××２②３０講義公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

×××××××３①３０演習総合演習ⅠFS３１A０１E１２２１９５

×××××××３①３０演習総合演習ⅡFS３２A０１E１２２１９６

×××××××４②３０演習卒業演習FS４０A０１E２２２１６９

×××××××

２３科目３５単位必修

３②３０講義公衆衛生学ⅡFS３２A０２K１２２１０６

専
門
基
礎
分
野

×××××××４①４５実験公衆衛生学実験FS４０A０２J１２２１９７

×××××××３②３０講義社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

×××××××１②３０講義解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

×××××××２②３０講義解剖生理学ⅡFS１２A０１K２２２１０９

×××××××１①４５実験解剖生理学実験FS１０A０２J２２２１１０

×××××××３②３０講義運動生理学FS１０A０３K１２２１８０

×××××××４①４５実験運動栄養生理学実験FS４０A０３J２２２１８１

×××××××２②３０講義生化学ⅡFS２２A０１K２２２１１１

×××××××３①４５実験生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

×××××××３②３０講義医学一般ⅠFS３１A０２K１２２１８２

×××××××４②３０講義医学一般ⅡFS３２A０３K１２２１８３

×××××××２②３０講義食品学ⅡFS２２A０２K３２２１１５

×××××××１①４５実験食品学実験FS１０A０４J１２２１８４

×××××××１①４５実験分析化学実験FS１０A０５J２２２１１７

×××××××１２３０講義食品化学FS１０C０１K１２２１１８

×××××××３②３０講義食品加工学FS３０A０３K２２２１１９

×××××××３①４５実習食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義食文化論FS１０C０２K１２２１２１

×××××××２②３０講義食品衛生学FS２０A０１K１２２１２３

×××××××２①４５実験食品衛生学実験FS２０A０２J１２２１２４

×××××××１①４５実習調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

×××××××１①４５実習調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

×××××××２②３０講義調理学FS２０A０３K２２２１２６

×××××××２①４５実験調理学実験FS２０A０４J２２２１２７

×××××××１②３０講義管理栄養士入門ⅠFS１１A０６K１２２１８５

専
門
分
野

×××××××３①１５講義管理栄養士入門ⅡFS１２A０３K１２２１７３

×××××××１①１５講義食事摂取基準論FS１０A０６K１２２１８６

×××××××３②３０講義基礎栄養学ⅡFS３２A０４K４２２１２２

×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

×××××××４②３０講義疾病予防のための栄養学FS４０A０４K１２２１３０

×××××××２①４５実験栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

×××××××３①４５実習応用栄養学実習ⅠFS３１A０３J２２２１７４

×××××××３①４５実習応用栄養学実習ⅡFS３２A０５J１２２１８８

×××××××２②３０講義栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

×××××××２②３０講義栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

×××××××３②３０講義栄養教育論ⅢFS３３A０１K２２２１３５

×××××××３①４５実習栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅢFS３３A０２K２２２１３９

×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅣFS３４A０１K２２２１４１

×××××××２①４５実習臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

×××××××３①４５実習応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３

×××××××２②３０講義公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

×××××××３②３０講義公衆栄養学ⅡFS３２A０６K２２２１４４

×××××××３①４５実習公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

３１科目４７単位必修
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他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MNWCPcPeE

×××××××１②３０講義給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

専
門
分
野

×××××××２①１５講義給食経営管理論ⅡFS２２A０６K３２２１６４

×××××××１①３０演習給食実務演習FS１０A０７E１２２１７７

×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

×××××××３①４５実習臨地実習Ⅰ（給食経営管理）FS３１A０２J３２２１５０

×××××××３②９０実習臨地実習Ⅱ（臨床栄養）FS３２A０７J３２２１５２

×××××××４①４５実習臨地実習Ⅲ（公衆栄養）FS４３A０１J３２２１５１

〇〇〇〇〇〇〇

２単位以上選択

１～４２３０講義人間と社会環境FS１０C０３K１２２１７８

人
間
生
活
領
域

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義保育学FS１０C０４K１２２１５４

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義居住環境論FS１０C０７K１２２１５７

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義家庭電気・機械及び情報処理FS１０C０８K１２２１５８

〇〇〇〇〇〇〇２～４２３０実習栄養統計処理FS２０C０１J１２２１７９

×××××××

国家試験対策演習Ⅰを含めて
５単位以上選択

４２卒業研究FS４０C０１S１２２１７０

応
用
専
門
分
野

×××××××３１１５講義学外実習事前事後指導ⅠFS３１C０１K２２２１６５

×××××××３１１５講義学外実習事前事後指導ⅡFS３２C０１K１２２１９３

×××××××４１１５講義学外実習事前事後指導ⅢFS４３C０１K１２２１９４

×××××××４②６０演習国家試験対策演習ⅠFS４１A０１E２２２１７１

×××××××４２６０演習国家試験対策演習ⅡFS４２A０１E１２２２０２

×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅠFS３１C０２K１２２１６７

×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅡFS３２C０２K１２２１６８

〇〇〇〇〇〇〇１～２２３０講義生活経営論FS１０C０９K１２００１０

×〇〇〇〇〇〇１～２２３０講義生活経済学FS１０C１０K１２００１１
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３．生活科学部食物健康科学科の進級要件に関する規程

この規程は、生活科学部食物健康科学科の進級要件を定めるものである。

１．進級要件の設定年次

２年次から３年次への進級について要件を設ける。

２．進級要件の内容

３年次に進級するためには、２年以上在学し、学科科目（必修科目）について未修得の単位が１０単位

未満でなければならない。未修得単位が１０単位以上の者は留年者とし、２年次とする。

３．その他

この規程に定めるもののほか、必要な事項は生活科学部教授会が定める。

４．規程の改定

この規程の改定は、生活科学部教授会の議を経て行なう。

附 則

１．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１５年４月１日から施行する。

３．この規程は、２０１６年４月１日から施行する。

ただし、２０１４年度入学生から適用される。

４．この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

５．この規程は、２０２０年４月１日から施行する。

総単位学科科目全学教養科目年次

２１１６１年次

３３

９

２年次

３３３年次

１１４年次

１２８９８＋５２５計

＜履修単位数＞
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４．生活科学部食物健康科学科の臨地実習に関わる履修規程

この規程は、生活科学部食物健康科学科の臨地実習に関わる科目の履修要件を定めるものである。

１．管理栄養士養成課程における臨地実習科目（必修）を履修するためには、各実習において関連科目

（下表）の単位を全て修得済みであることが条件となる。

２．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する定期健康診断を受診していなければならない。やむを

得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で受診し、大学に診断書を提出する。

３．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する感染症に対する指定の抗体検査を受けなければならな

い。やむを得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日まで

に大学へ検査結果を報告する。検査の結果が陰性の場合、指示された項目のワクチンを指定された日

までに必ず接種する。

４．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する腸内細菌検査を受けなければならない。やむを得ず検

査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日までに大学へ検査結果

を報告する。検査結果が陽性の場合は実習取りやめとなり、陰性への改善を確認後、別日程で行う。

５．臨地実習科目を履修するには、傷害・賠償等保険に加入しなければならない。

６．この規程に定めるもののほか、必要な事項は生活科学部教授会が定める。

附 則

１．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１７年４月１日から施行する。

６単位

給食経営管理論Ⅰ （１年次 ２単位）

臨地実習Ⅰ（給食経営管理）
（３年次）

給食実務演習 （１年次 １単位）

給食経営管理論Ⅱ （２年次 １単位）

給食経営管理実習Ⅰ（２年次 １単位）

給食経営管理実習Ⅱ（２年次 １単位）

５単位

臨床栄養学Ⅰ （２年次 ２単位）
臨地実習Ⅱ（臨床栄養）

（３年次） 臨床栄養学Ⅱ （２年次 ２単位）

臨床栄養学実習 （２年次 １単位）

５単位

公衆栄養学Ⅰ （２年次 ２単位）
臨地実習Ⅲ（公衆栄養）

（４年次） 公衆栄養学Ⅱ （３年次 ２単位）

公衆栄養学実習 （３年次 １単位）
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履修要項Ⅲ 看護学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕
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〔看護学科〕
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１．卒業に必要な最低修得単位
看護学部

＜２０２０（令和２）年度入学生＞

１．科目の重複履修について

全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで

きないので注意すること。

２０１８年度～
最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
２５単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
４単位（英語）

外国語
（英語以外）

１単位健康スポーツ
留学

１２単位
人文
社会
自然

２単位情報

合計
９９単位

２７単位専門基礎科目学
科
科
目 ７２単位専門科目

１２４単位以上合計

留意事項

重複履修回数

キリスト教の精神と文化Ⅱ ２

キリスト教の精神と文化Ⅲ ２

体育実技Ａ ４

体育実技Ｂ ４

総合英語Ⅴ ２

総合英語Ⅵ ２

ドイツ語ⅢＢ ２

ドイツ語ⅣＢ ２

フランス語ⅢＢ ２

フランス語ⅣＢ ２

重複履修回数

中国語ⅢＢ ２

中国語ⅣＢ ２

コリアンⅢＢ ２

コリアンⅣＢ ２

外国語としての日本語ⅢＢ ２

外国語としての日本語ⅣＢ ２

その他の外国語Ａ ３

その他の外国語Ｂ ３

その他の外国語Ｃ ３

その他の外国語Ｄ ３

海外ボランティア ２

＜この規程は２０１７（平成２９）年度入学生から適用される。＞
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔看護学部〕

履修に関しては次のことに注意すること。

１．○印は必修科目を示す。

２．□印は選択必修科目を示す。

３．〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

４．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

５．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

（１）全学教養科目

＜看護学科＞

２０１５年度～

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習

４単位必修

１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４

外国語

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２１３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６
２１３０演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０
２１３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７
２１３０演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習多言語に触れるLA１０C０１E１１００６４
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５
１～２１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１～２１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０３E１１００６９
２～３１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０４E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０４E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１～２１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１～２１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０５E１１００７７
２～３１３０演習フランス語ⅣALA２４C０５E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０６E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０６E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１～２１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１～２１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０７E１１００８５
２～３１３０演習中国語ⅣALA２４C０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０８E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４C０８E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１～２１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１～２１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２１３０演習コリアンⅢALA２３C０９E１１００９３

外国語

２～３１３０演習コリアンⅣALA２４C０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C１０E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４C１０E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０C０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０C０５E１１０１００

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１１３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１C０９E１１０１０１
１１３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２C０９E１１０１０２
１１３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１C１０E１１０１０３
１１３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２C１０E１１０１０４
２１３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３C１１E１１０１０５
２１３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４C１１E１１０１０６
２１３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３C１２E１１０１０７
２１３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４C１２E１１０１０８

１単位必修

１～４１３０実技体育実技ALA１０B０１J２１００２８
健康

スポーツ
１～４１３０実技体育実技BLA１０B０２J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０B０３K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９
１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０２E１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C１１K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C１２K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C１３K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C１４K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１７K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１８K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１９K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C２０K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C２２K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C２３K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０３K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２５K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２６K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２７K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２８K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２９K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C３１K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C３２K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３６K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３７K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３８K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C４２K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０４K１１０１４３

自然

１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C４３K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４５K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８
１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４８K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０

必修６単位を
含め１2単位以
上選択
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１

自然
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C５１K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C５２K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C５３K１１０１５４

２単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０１E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０１E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。
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２０１８年度～

専門基礎科目２７単位、専門科目７２単位以上

（２）学科科目〔看護学科〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MFWCPcPeE

×××××××

２７単位必修

１②３０講義人体構造機能学ＡNU１０A０１K３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
、
疾
病
の

成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

×××××××１②３０講義人体構造機能学ＢNU１０A０２K１３１１８６

×××××××２①３０演習人体構造機能学演習NU２０A０１E１３１１８７

×××××××１①１５講義生化学NU１０A０３K１３１１０３

×××××××１①１５講義栄養・代謝学NU１０A０４K２３１１０４

×××××××２１３０実習食物健康実習NU２０C０１J２３１１０５

×××××××１①１５講義感染と防御（微生物学）NU１０A０５K２３１１０６

×××××××２②３０講義病理病態学NU２０A０２K１３１１０７

×××××××２②３０講義薬理学NU２０A０３K１３１１０８

×××××××２③４５講義疾病治療論Ａ（成人・高齢者）NU２０A０４K２３１１０９

×××××××２③４５講義疾病治療論Ｂ（小児・母性・精神）NU２０A０５K１３１１８８

×××××××１②３０講義医療倫理NU１０A０６K１３１１８９
健
康
支
援
と

倫
理
・
社
会

×××××××１②３０講義社会保障制度論NU１０A０７K２３１１１１

×××××××１②３０講義保健医療福祉行政論NU１０A０８K２３１１１２

×××××××１１１５講義保健医療看護経済学NU１０C０１K１３１１１３

×××××××２１１５講義カウンセリング技術NU２０C０２K１３１２１２

×××××××１①１５講義公衆衛生学NU１０A０９K１３１１７８健
康
現
象
の

疫
学
と
統
計

×××××××２②３０講義疫学NU２０A０６K２３１１１５

×××××××３２３０講義保健統計NU３０C０１K１３１１７９

×××××××

１８単位必修

１①１５講義看護学概論NU１０A１０K１３１１１７

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

×××××××２①１５講義看護倫理NU２０A０７K１３１１９０

×××××××１①３０演習科学的思考基礎演習Ⅰ（看護学へのアプローチ）NU１１A０１E１３１１１８

×××××××１①３０演習科学的思考基礎演習Ⅱ（コミュニケーションと人間関係）NU１２A０１E１３１１９１

×××××××１①３０演習科学的思考基礎演習Ⅲ（ヘルスアセスメントの基礎）NU１３A０１E２３１１１９

×××××××２①３０演習科学的思考基礎演習Ⅳ（ヘルスアセスメントの応用）NU２４A０１E２３１１２０

×××××××１②６０演習援助技術論Ａ（日常生活の援助技術）NU１０A１１E２３１１２３

×××××××２②６０演習援助技術論Ｂ（診療に伴う援助技術）NU２０A０８E２３１１２４

×××××××１①１５講義看護関係法規NU１０A１２K２３１１２５

×××××××２①３０演習精神保健（発達段階と場に応じたメンタルヘルス）NU２０A０９E２３１１２６

×××××××２②６０演習健康教育論（理論・実践）NU２０A１０E１３１１９２

×××××××１①４５実習早期看護体験実習NU１０A１３J１３１１２９

×××××××２③１３５実習基礎看護学実習NU２０A１１J１３１１３０

×××××××

９単位必修

２①３０演習科学的思考基礎演習Ⅴ（看護実践力の基礎）NU２５A０１E２３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

×××××××２①１５講義成人看護学概論NU２０A１２K２３１１３５

×××××××２①１５講義高齢者看護学Ａ（高齢者の健康と障害）NU２０A１３K２３１１３６

×××××××２①１５講義小児看護学Ａ（健康な小児の生活支援）NU２０A１４K１３１１９３

×××××××２①１５講義母性看護学Ａ（リプロダクティブヘルスケア）NU２０A１５K１３１１９４

×××××××２①１５講義精神看護学Ａ（心の基本理解と健康）NU２０A１６K１３１１９５

×××××××２②３０講義公衆衛生看護学概論NU２０A１７K２３１１４０

×××××××２①１５講義在宅看護学Ａ（在宅療養者・家族の理解）NU２０A１８K１３１１９６

×××××××３①３０演習科学的思考基礎演習Ⅵ（看護実践力の応用）NU２６A０１E１３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

×××××××２②６０演習成人看護学Ａ（セルフケア）NU２０A１９E２３１１４２

×××××××３①３０演習成人看護学Ｂ（ペリオペレイティブケア・クリティカルケア）NU３０A０１E１３１１９８

×××××××３②６０演習高齢者看護学Ｂ（高齢者の健康障害と看護）NU３０A０２E２３１１４４

×××××××３②６０演習小児看護学Ｂ（小児の健康障害と看護）NU３０A０３E１３１１９９

×××××××３②６０演習母性看護学Ｂ（ペリネイタルケア）NU３０A０４E２３１１４６

×××××××３②６０演習精神看護学Ｂ（心を病む人の理解とセルフマネジメント）NU３０A０５E１３１２００

×××××××３②６０演習在宅看護学Ｂ（在宅療養を支える看護）NU３０A０６E１３１２０１

×××××××２①１５講義公衆衛生看護活動展開論Ａ（発達・健康課題と看護）NU２０A２０K１３１２０２

×××××××３２６０演習公衆衛生看護活動展開論Ｂ（公衆衛生看護技術）NU３０C０２E２３１１８０

×××××××３１１５講義公衆衛生看護活動展開論Ｃ（組織活動・社会資源）NU３０C０３K１３１２０３

×××××××４１１５講義公衆衛生看護管理論（健康危機管理を含む）NU４０C０１K２３１１８１

×××××××２①３０演習学校保健NU２０A２１E１３１２０４

×××××××４１１５講義学校健康相談NU４０C０２K１３１２０５

×××××××４１１５講義産業保健NU４０C０３K１３１１８２

×××××××３④１８０実習成人看護学実習NU３０A０７J１３１１５５

３２単位必修
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他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

MFWCPcPeE

×××××××３③１３５実習高齢者看護学実習NU３０A０８J２３１１５６

看
護
展
開
の
応
用

専
門
科
目

×××××××３②９０実習小児看護学実習NU３０A０９J１３１１５７

×××××××３②９０実習母性看護学実習NU３０A１０J１３１１５８

×××××××３②９０実習精神看護学実習NU３０A１１J１３１１５９

×××××××３②９０実習在宅看護学実習NU３０A１２J１３１１６０

×××××××２①４５実習公衆衛生看護学実習Ａ（活動展開の基礎）NU２０A２２J２３１１８３

×××××××４４１８０実習公衆衛生看護学実習Ｂ（活動展開の応用）NU４０C０４J１３１２０６

×××××××

１１単位必修を
含めて１３単位
選択

４①１５講義国際看護論NU４０A０１K１３１１６３

看
護
学
の
発
展

×××××××１～４２６０演習国際看護論演習NU１０C０２E１３１２０７

×××××××４①１５講義看護マネジメント（医療安全含む）NU４０A０２K１３１１６４

×××××××４１１５講義看護教育学NU４０C０５K１３１１６５

×××××××４①１５講義研究方法論NU４０A０３K１３１１６７

×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅠNU４１A０１E１３１２０８

×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅡNU４２A０１E１３１２０９

×××××××４１１５講義看護生体情報論NU４０C０６K１３１１６９

×××××××４１１５講義リハビリテーション看護NU４０C０７K１３１１７０

×××××××４１１５講義がん看護NU４０C０８K１３１１７１

×××××××４①３０演習災害看護（放射線災害を含む）NU４０A０４E１３１２１０

×××××××４①１５講義ターミナルケア論NU４０A０５K１３１１５４

×××××××４１３０演習代替療法と看護NU４０C０９E１３１１７３

×××××××４１１５講義生と死の倫理NU４０C１０K１３１２１１

×××××××４①３０演習科学的思考基礎演習Ⅶ（看護プロフェッショナルへの学び）NU４７A０１E２３１１７６

×××××××４③１３５実習総合実習NU４０A０６J１３１１８５



９６

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

３．看護学部看護学科科目の履修に関する規程

この規程は、看護学部看護学科の臨地実習および研究方法論演習、科学的思考基礎演習Ⅶに関わる科目
の履修要件を定めるものである。
１．看護師養成課程における臨地実習科目（必修）および研究方法論演習Ⅰ、科学的思考基礎演習Ⅶを履
修するためには、履修年次前年までの学科必修科目を修得済みであることが条件となる（ただし、下
表に記載されている科目以外の未修得科目が２科目以内までは履修可とする）。

２．保健師養成課程における公衆衛生看護学実習Ｂを履修するためには、１年次から３年次までの学科必
修科目を全て修得済みであることが条件となる。

３．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する定期健康診断を受診していなければならない。やむを
得ず受診できなかった学生は、該当する項目を他の機関で受診し、大学に診断書を提出する。

４．臨地実習科目を履修するには、大学で実施する感染症に対する指定の抗体検査を受けなければならな
い。やむを得ず検査ができなかった学生は、該当する項目を他の機関で実施し、指定された期日まで
に大学へ検査結果を報告する。検査の結果で陰性の場合、指示された項目のワクチンを指定された期
日までに必ず接種し、大学に証明書を提出する。

５．臨地実習科目を履修するには、傷害・賠償等保険に加入しなければならない。
６．この規程に定めるもののほか、必要な事項は看護学部教授会が定める。

附 則
１．この規程は、２００９年４月１日から施行する。
２．この規程は、２０１０年４月１日から施行する。
３．この規程は、２０１１年４月１日から施行する。
４．この規程は、２０１２年４月１日から施行する。
５．この規程は、２０１３年４月１日から施行する。
６．この規程は、２０１４年４月１日から施行する。ただし、２０１３年度入学生から適用する。
７．この規程は、２０１８年４月１日から施行する。
８．この規程は、２０２０年４月１日から施行する。

履修要件科目
科目配置

年次 学科科目
定期試験の受験資格が必要条件となる科目修得済み科目

科学的思考基礎演習Ⅳ
援助技術論Ｂ

人体構造機能学Ａ
人体構造機能学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅱ
科学的思考基礎演習Ⅲ
援助技術論A

基礎看護学実習
２年次

公衆衛生看護学概論公衆衛生学公衆衛生看護学実習Ａ
成人看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ

科学的思考基礎演習Ⅳ
科学的思考基礎演習Ⅴ
基礎看護学実習

成人看護学実習

３年次

高齢者看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ高齢者看護学実習

小児看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ小児看護学実習

母性看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ母性看護学実習

精神看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ精神看護学実習

在宅看護学Ｂ
科学的思考基礎演習Ⅵ在宅看護学実習

３年次のすべての実習
総合実習

４年次

科学的思考基礎演習Ⅶ
研究方法論演習Ⅰ

研究方法論演習Ⅰ研究方法論演習Ⅱ
保健統計
公衆衛生看護活動展開論Ｂ
公衆衛生看護活動展開論Ｃ

公衆衛生看護学実習Ｂ

成人看護学Ａ



１．卒業に必要な最低修得単位…………………………………………… ９７

２．授業科目、単位数および履修規程
経営学科
（１）全学教養科目…………………………………………………… ９８
（２）学科科目…………………………………………………………１０２

履修要項Ⅳ 経営学部
〔全学教養科目および学科科目の履修〕





９７

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．卒業に必要な最低修得単位
経営学部

＜２０２０（令和２）年度入学生＞

〔経営学科〕 ２０１９年度～

※全学教養科目、学科科目、他学部科目の中から履修。

最低修得単位科目区分

卒
業
に
必
要
な
単
位
お
よ
び
規
程

合計
３５単位

４単位建学の精神

全
学
教
養
科
目

２単位基礎演習
８単位のうち
英語を４単位以上

（英語）外国語 （英語以外）
１単位健康スポーツ

留学

１６単位
人文
社会
自然

４単位情報

合計
７８単位

１８単位基幹科目学
科
科
目

６０単位のうち専門基礎科目６単位以上
専門科目５２単位以上

専門基礎科目
専門科目

１１単位自由選択※
１２４単位以上合計

１．自由に選択できる単位について
卒業に必要な最低修得単位は経営学科１２４単位となっているが、全学教養科目と学科科目の最低修得単位

数を合計しても１２４単位にはならず、１１単位の不足が生じることになる。この不足は、全学教養科目・自分
が所属する学科の学科科目・他学科及び他学部の学科科目（これらは全て卒業要件単位に含まれる科目群
である）の中から自由に履修し、単位を修得して充足させることができる。ただし、他学科及び他学部の
学科科目の履修に際しては、受講制限をする科目もあるので注意すること。

２．科目の重複履修について
全学教養科目について、科目の重複履修が可能である。ただし、同一担当者による同一内容の場合、或

いは同一時期に重複して履修することはできない。下記科目以外は同じ科目を重複して履修することがで
きないので注意すること。

＜この規程は２０１７（平成２９）年度入学生から適用される。＞

留意事項

重複履修回数
キリスト教の精神と文化Ⅱ ２
キリスト教の精神と文化Ⅲ ２
体育実技Ａ ４
体育実技Ｂ ４
総合英語Ⅴ ２
総合英語Ⅵ ２
ドイツ語ⅢＢ ２
ドイツ語ⅣＢ ２
フランス語ⅢＢ ２
フランス語ⅣＢ ２

重複履修回数
中国語ⅢＢ ２
中国語ⅣＢ ２
コリアンⅢＢ ２
コリアンⅣＢ ２
外国語としての日本語ⅢＢ ２
外国語としての日本語ⅣＢ ２
その他の外国語Ａ ３
その他の外国語Ｂ ３
その他の外国語Ｃ ３
その他の外国語Ｄ ３
海外ボランティア ２
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履修に関しては次のことに注意すること。

１．○印は必修科目を示す。

２．□印は選択必修科目を示す。

３．〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

４．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。

５．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が４７単位未満で、総単位数は５６単位以内とする。

ただし、前学年度のGPAが３．０以上の学生は、卒業要件科目については５０単位未満、総単位数は６０

単位以内とする。
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔経営学部〕

修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の
精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１

３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２
１②３０演習大学基礎演習LA１０A０１E１１００５３基礎演習
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

外国語

１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３課３０演習総合英語ⅤLA３５B０１E１１００６２
３課３０演習総合英語ⅥLA３６B０１E１１００６３
１１３０演習多言語に触れるLA１０B０１E１１００６４
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５
１～２課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１～２課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０３E１１００６９
２～３１３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３B０４E１１００７１
２～３１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４B０４E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１～２課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１～２課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３B０５E１１００７７
２～３１３０演習フランス語ⅣALA２４B０５E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３B０６E１１００７９
２～３１３０演習フランス語ⅣBLA２４B０６E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１～２課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１～２課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３B０７E１１００８５
２～３１３０演習中国語ⅣALA２４B０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３B０８E１１００８７
２～３１３０演習中国語ⅣBLA２４B０８E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９

（１）全学教養科目

＜経営学科＞

２０１５年度～

８単位必修
（うち英語
４単位以上）
英語以外の外
国語を含める
場合は同一言
語２単位また
は同一言語４
単位とする
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～２課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０

外国語

１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１～２課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３B０９E１１００９３
２～３１３０演習コリアンⅣALA２４B０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３B１０E１１００９５
２～３１３０演習コリアンⅣBLA２４B１０E１１００９６
１～４１３０演習その他の外国語ALA１０B０２E１１００９７
１～４１３０演習その他の外国語BLA１０B０３E１１００９８
１～４１３０演習その他の外国語CLA１０B０４E１１００９９
１～４１３０演習その他の外国語DLA１０B０５E１１０１００
１課３０演習外国語としての日本語ⅠALA１１B１１E１１０１０１
１課３０演習外国語としての日本語ⅡALA１２B１１E１１０１０２
１課３０演習外国語としての日本語ⅠBLA１１B１２E１１０１０３
１課３０演習外国語としての日本語ⅡBLA１２B１２E１１０１０４
２課３０演習外国語としての日本語ⅢALA２３B１１E１１０１０５
２課３０演習外国語としての日本語ⅣALA２４B１１E１１０１０６
２課３０演習外国語としての日本語ⅢBLA２３B１２E１１０１０７
２課３０演習外国語としての日本語ⅣBLA２４B１２E１１０１０８

１単位必修

１～４１３０実技体育実技ALA１０B０６J２１００２８
健康

スポーツ
１～４１３０実技体育実技BLA１０B０７J１１０１０９
１～４２３０講義健康科学LA１０B０８K１１００２９
１～４２３０講義運動と健康LA１０B０９K１１００３０
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０１J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０２J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４
１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０３J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０４J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０５K１１００４９
１②３０講義人文科学の考え方LA１０A０２K１１０１１０

人文

１～４２３０講義哲学とは何かLA１０C０６K１１０１１１
１～４２３０講義いのちを考えるLA１０C０７K１１０１１２
１～４２３０講義ライフステージの心理学LA１０C０８K１１０１１３
１～４２３０講義人生と儀礼LA１０C０９K１１０１１４
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１０K１１０１１５
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１１K１１０１１６
１～４２３０講義歴史に学ぶLA１０C１２K１１０１１７
１～４２３０講義日本社会の歴史LA１０C１３K１１０１１８
１～４２３０講義ことばと人間LA１０C１４K１１０１１９
１～４２３０講義文学を楽しむLA１０C１５K１１０１２０
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１６K１１０１２１
１～４２３０講義ビジュアルアーツと現代LA１０C１７K１１０１２２
１～４２３０講義本を読む（人文）LA１０C１８K１１０１２３
１②３０講義社会科学の考え方LA１０A０３K１１０１２４

社会

１～４２３０講義日本国憲法LA１０C１９K１１００３６
１～４２３０講義法律と暮らしLA１０C２０K１１０１２５
１～４２３０講義現代社会と政治学LA１０C２１K１１０１２６
１～４２３０講義グローバリゼーションとは何かLA１０C２２K１１０１２７
１～４２３０講義現代社会と経済学LA１０C２３K１１０１２８
１～４２３０講義資本主義の現在LA１０C２４K１１０１２９
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２５K１１０１３０
１～４２３０講義人権から見た教育と労働LA１０C２６K１１０１３１
１～４２３０講義働くということLA１０C２７K１１０１３２
１～４２３０講義共に生きるLA１０C２８K１１０１３３
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C２９K１１０１３４
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３０K１１０１３５
１～４２３０講義お金と税金のはなしLA１０C３１K１１０１３６
１～４２３０講義ICTと暮らしLA１０C３２K１１０１３７
１～４２３０講義メディアとつきあうLA１０C３３K１１０１３８
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３４K１１０１３９
１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３５K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３６J１１０１４１
１～４２３０講義本を読む（社会）LA１０C３７K１１０１４２
１②３０講義自然科学の考え方LA１０A０４K１１０１４３

自然
１～４２３０講義生命科学の基礎知識LA１０C３８K１１０１４４
１～４２３０講義生命倫理LA１０C３９K１１０１４５
１～４２３０講義健康とは何かLA１０C４０K１１０１４６
１～４２３０講義食といのちLA１０C４１K１１０１４７

外国におい
て中等教育
を受けた学
生にのみ適
用

必修６単位を
含め１６単位以
上選択
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修得単位配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４２K１１０１４８

自然

１～４２３０講義資源エネルギーと人間LA１０C４３K１１０１４９
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４４K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４５K１１０１５１
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C４６K１１０１５２
１～４２３０講義宇宙のはなしLA１０C４７K１１０１５３
１～４２３０講義本を読む（自然）LA１０C４８K１１０１５４

４単位必修
１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１３E１１００４４

情報 １２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１３E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する注意事項≫

原則
１）（A系列の科目）ⅠAの単位を修得していなければⅡAを履修することはできない。ⅡAの単位を修得していればⅢAまた
はⅣAを履修することができる。
２）（B系列の科目）ⅠBの単位を修得していなければⅡBを履修することはできない。ⅡAまたはⅡBの単位を修得していれ
ばⅢBまたはⅣBを履修することができる。
３）検定試験等を利用した単位認定については別途定める（「履修登録の手引き」を参照のこと）。
４）ⅢBおよびⅣBについては、授業の内容が異なり、かつ担当教員の了解を得ることを前提として重複履修を認める。重複
の回数はそれぞれ２度を上限とする（初回を含めて合計３度）。重複履修によって修得した単位は自由科目の単位として
認定される。
５）外国において中等教育を受けた学生、編転入・再入学の学生、休学後に復学した学生、留学を予定する学生等、特殊な
事情のある学生は、学務部で相談すること。

≪ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの履修に関する規程≫

経営学部経営学科の学生は、外国語科目８単位を次の１）または２）または３）の方法で履修すること。
１）英語４単位＋英語以外の同一外国語４単位。

英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
においてⅠAとⅠBを、および１年次後期においてⅡAとⅡBを履修する。（以上１年次４単位）。

２）英語６単位＋英語以外の同一外国語２単位。
英語以外の外国語については、ドイツ語・フランス語・中国語・コリアンの各言語からひとつを選択し、１年次前期
において（ⅠAとⅠB）を、または１年次の通年にわたって（ⅠAとⅡA）もしくは（ⅠBとⅡB）を履修する。（以上１
年次２単位）。

３）英語を８単位修得し、それ以外の外国語については上記の「原則」にしたがって自由に履修すること。

＜この規程は２０２０（令和２）年度入学生から適用される。＞
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２０１９年度～

基幹科目１８単位、専門科目６０単位のうち、専門基礎科目６単位以上、専門科目５２単位以上、学科科目合計７８単位以上

（２）学科科目〔経営学科〕

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

NFWCPcPeE

○○○○○○○

９科目１８単位必修

１②３０講義経営学入門ⅠMA１１A０１K１４１００１

基
幹
科
目

○○○○○○○１②３０講義経営学入門ⅡMA１２A０１K１４１００２

×××××××１②３０演習リーダーシップ演習ⅠMA１１A０２E１４１００９

×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅡMA２２A０１E２４１０１２

×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅢMA２３A０１E２４１０１０

×××××××３②３０演習経営演習ⅠMA３１A０１E１４１１１０

×××××××３②３０演習経営演習ⅡMA３２A０１E１４１１１１

×××××××４②３０演習経営演習ⅢMA４３A０１E１４１１１２

×××××××４②３０演習経営演習ⅣMA４４A０１E１４１１１３

○○○○○○○

６単位以上選択

１～２２３０講義公共哲学MA１０B０１K２４０００１

専
門
基
礎
科
目

×××××××１～２２３０講義政治学MA１０B０２K２４０００６

○○○○○○○１～２２３０講義行政学MA１０B０３K１４１１１４

○○○○○○○１～２２３０講義コミュニケーションと言語学MA１０B０４K１４０００８

×××××××１～２２３０講義倫理学MA１０B０５K２４００１１

×××××××１～２２３０講義法学MA１０B０６K１４００１７

×××××××１～２２３０講義社会学MA１０B０７K１４００１８

○○○○○○○１～２２３０講義哲学の歴史MA１０B０８K２４００２０

○○○○○○○１～２２３０講義宗教学MA１０B０９K２４００２３

○○○○○○○１～２２３０講義社会経済史MA１０B１０K２４１０８４

○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅠMA１０B１１K２４１０７２

○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅡMA１０B１２K２４１０７３

×××××××１～２２３０講義日本史AMA１０B１３K１４１１２１

×××××××１～２２３０講義日本史BMA１０B１４K１４１１２２

×××××××１～２２３０講義西洋史MA１０B１５K１４１１２３

×××××××１～２２３０講義東洋史MA１０B１６K１４１１２４

×××××××１２３０講義人文地理学ⅠMA１１C０１K１４１１１５

×××××××１２３０講義人文地理学ⅡMA１２C０１K１４１１１６

×××××××２２３０講義自然地理学ⅠMA２１C０１K１４１１１７

×××××××２２３０講義自然地理学ⅡMA２２C０１K１４１１１８

×××××××２２３０講義地誌MA２０C０１K１４１１１９

×××××××２２３０講義発達心理学MA２０C０２K１４１１２５

○○○○○○○２嘩３０講義経営学総論Ⅰ＊MA２１B０１K２４１００５

戦
略
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

専
門
科
目

○○○○○○○２２３０講義経営学総論ⅡMA２２C０２K２４１００６

○○○○○○○３２３０講義経営戦略論ⅠMA３１C０１K１４１０１６

○○○○○○○３２３０講義経営戦略論ⅡMA３２C０１K１４１０１７

○○○○○○○３２３０講義経営組織論MA３０C０１K２４１０１８

○○○○○○○２２３０講義経営管理論MA２０C０２K２４１０２０

○○○○○○○３２３０講義経営情報論MA３０C０２K３４１０１９

○○○○○○○２２３０講義情報システム論MA２０C０３K２４１０８７

○○○○○○○２２３０講義ITビジネス論MA２０C０４K２４１０８８

×××××××２２３０講義ビジネスリサーチMA２０C０５K１４１００８

○○○○○○○３２３０講義イノベーションマネジメントMA３０C０３K３４１０２６

○○○○○○○３２３０講義ビジネスプラニングMA３０C０４K２４１０２７

○○○○○○○３２３０講義ベンチャービジネス論MA３０C０５K２４１０３１

○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅠMA２１C０２K１４１０２２

○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅡMA２２C０３K１４１０２３

○○○○○○○３２３０講義国際経営論MA３０C０６K１４１０９０

○○○○○○○２２３０講義経営史MA２０C０６K３４１０２８

○○○○○○○２２３０講義英語で学ぶ経営学入門MA２０C０７K２４１０７１

×××××××１２３０講義キャリアデザインMA１０C０１K１４１００７

○○○○○○○２嘩３０講義マーケティング論Ⅰ＊MA２１B０２K１４１０４１
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

○○○○○○○２２３０講義マーケティング論ⅡMA２２C０３K１４１０４２

○○○○○○○２２３０講義流通システム論MA２０C０８K２４１０４３

○○○○○○○２２３０講義サプライチェーン・マネジメント論MA２０C０９K２４１０４４

○○○○○○○３２３０講義マーケティング戦略論MA３０C０７K１４１０４５

○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅠMA３１C０２K１４１０９４

５２単位以上選択
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＊は選択必修科目。指定４科目（８単位）から２科目（４単位）以上を選択。

他学科・他学部科目履修の可否は、各学科カリキュラム表に記載されている。○が付いているものは基本的に履修が可能
であり、卒業要件単位となる。ただし、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必
要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が自学科用にある場合か、②学科必修の科目等で他学科学生を
受け入れる余地がない場合に当てはまる。

他学科・他学部科目履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

NFWCPcPeE

○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅡMA３２C０２K１４１０９５マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

専
門
科
目

○○○○○○○３２３０講義グローバル・マーケティング論MA３０C０８K１４１０９７

○○○○○○○３２３０講義サービス・マーケティング論MA３０C０９K１４１０４６

○○○○○○○３２３０講義マーケティング調査MA３０C１０K１４１１００

○○○○○○○１２３０講義入門簿記論MA１０C０２K３４１０４７

会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
系

会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

○○○○○○○１２３０講義基礎簿記論MA１０C０３K３４１０４８

○○○○○○○２２３０講義応用簿記論MA２０C１０K３４１０４９

○○○○○○○２２３０講義会社簿記論MA２０C１１K３４１０５０

○○○○○○○１嘩３０講義会計学入門Ⅰ＊MA１１B０１K１４１００３

○○○○○○○１２３０講義会計学入門ⅡMA１２C０２K１４１００４

○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅠMA２１C０３K１４１０５１

○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅡMA２２C０４K１４１０５２

○○○○○○○３２３０講義経営分析論MA３０C１１K３４１０５９

○○○○○○○２２３０講義原価計算論MA２０C１２K３４１０５５

○○○○○○○２２３０講義工業簿記論MA２０C１３K３４１０５６

○○○○○○○３２３０講義管理会計論MA３０C１２K２４１０５７

○○○○○○○３２３０講義租税論ⅠMA３１C０３K２４１０６６

○○○○○○○３２３０講義租税論ⅡMA３２C０３K２４１０６７

○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅠMA２１C０４K１４１０６１

○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅡMA２２C０５K１４１０６２

○○○○○○○２２３０講義金融論MA２０C１４K２４１０６３

○○○○○○○２２３０講義国際金融論MA２０C１５K２４１０６４

○○○○○○○２２３０講義証券市場論MA２０C１６K１４１０６５

○○○○○○○１２３０講義マクロ経済学入門MA１０C０４K１４００１６ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
系

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

○○○○○○○１２３０講義ミクロ経済学入門MA１０C０５K１４００１５

○○○○○○○２嘩３０講義ビジネスエコノミクス入門＊MA２０B０１K２４１０３８

○×○○○○○２２３０講義ビジネスエコノミクスⅠMA２１C０５K２４１０３９

○×○○○○○３２３０講義ビジネスエコノミクスⅡMA３２C０４K１４１１０１

○○○○○○○２２３０講義国際貿易論MA３０C１３K１４１１０２

○○○○○○○２２３０講義医療経済学MA２０C１７K１４１１０３

○○○○○○○３２３０講義地域産業経営論ⅠMA３１C０４K１４１０３４
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

○○○○○○○３２３０講義地域産業経営論ⅡMA３２C０５K１４１０３５

○○○○○○○３２３０講義観光ビジネス論MA３０C１４K１４１１２０

○○○○○○○３２３０講義地域ブランド論MA３０C１５K２４１０９８

○○○○○○○２２３０講義公共経済論MA２０C１８K３４１０３６

○○○○○○○３２３０講義ソーシャルビジネス論MA３０C１６K２４１０３０

〇〇〇〇〇〇〇２２３０講義公共経営特講MA２０C１９K２４１０８５

○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅠMA１１C０２K１４１０６８
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
系

○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅡMA１２C０３K１４１０６９

○○○○○○○２２３０講義外書講読MA２０C２０K２４１０７０

○○○○○○○２２３０講義ビジネス英語MA２０C２１K１４１１０４

×××××××３２３０講義時事英語MA３０C１７K１４１１０５

×××××××１２３０講義TOEFL/TOEIC集中講座MA１０C０６K２４１０７６

×××××××２２３０演習グローバルビジネス演習MA２０C２２E１４１１０６
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
系

×××××××３２３０演習地域マネジメント演習MA３０C１８E１４１１０７

×××××××３２３０演習地域インターンシップMA３０C１９E１４１１０８

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅠMA２１C０５K１４１０７９

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅡMA２２C０６K１４１０８０

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅢMA２３C０１K１４１０８１

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅣMA２４C０１K１４１０８２

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅤMA２５C０１K１４１０８３

×××××××４４卒業研究MA４０C０１S１４１１０９
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本学には、文学部・生活科学部・看護学部・経営学部の各学科を卒業する課程と併せて、下記の資格を

取得する課程がある。資格取得のためには、卒業要件に係る科目以外に履修しなければならない科目もあ

る。資格取得にあたっては、自分の将来設計を十分考慮の上、履修計画を立ててほしい。資格の多くは学

外実習を伴っており、かなり質的に高度なものが要求され、対社会的な問題となることも十分認識すべき

である。

学生諸君は、まず第一に卒業を確実にすべきであり、次に取得しようとする資格に優先順位をつけて履

修すべきである。時間割の重複などで資格に必要な科目が履修できない場合もある。将来の可能性を広げ

る資格に対して、強い目的意識と自覚をもちながら履修することを心がけてほしい。

なお、資格取得を希望する場合は、必ずIC-UNIPAで資格登録をすること。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

資格取得にあたって

取得可能な資格＜２０２０（令和２）年度入学生＞

取得可能資格学科名学部名

・小学校英語指導者資格
・中学校教諭一種免許状（英語）
・高等学校教諭一種免許状（英語）

現代英語学科

文学部

・小学校教諭一種免許状
・幼稚園教諭一種免許状
・特別支援学校教諭一種免許状
（知的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）

児童教育学科
児童教育専攻

・保育士資格
・幼稚園教諭一種免許状

児童教育学科
幼児保育専攻

・中学校教諭一種免許状（社会）
・高等学校教諭一種免許状（地理歴史）文化交流学科

・社会教育主事任用資格
・学芸員資格
・日本語教育施設の教員資格

全学科

・社会福祉士国家試験受験資格
・公認心理師国家試験受験資格
※卒業後、大学院での学び、または実務経験が必要

・日本心理学会認定心理士資格
・福祉心理士資格
・中学校教諭一種免許状（社会）
・高等学校教諭一種免許状（公民）
・高等学校教諭一種免許状（福祉）

心理福祉学科

生活科学部
・管理栄養士国家試験受験資格
・栄養士資格
・食品衛生監視員任用資格
・食品衛生管理者資格
・中学校教諭一種免許状（家庭）
・高等学校教諭一種免許状（家庭）
・栄養教諭一種免許状

食物健康科学科

・学校図書館司書教諭
（小中高の教員免許状を取得する場合）

全学科
（幼児保育専攻を除く）

文学部
生活科学部
経営学部

・中学校教諭一種免許状（社会）
・高等学校教諭一種免許状（公民）経営学科経営学部

・看護師国家試験受験資格
・保健師国家試験受験資格
・養護教諭一種免許状

看護学科看護学部

・社会福祉主事任用資格全学科全学部
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本学で取得できる教育職員免許状は、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、「知的障害者」

「肢体不自由者」「病弱者」の特別支援学校教諭一種免許状、「英語」「社会」「家庭」の中学校教諭一種免

許状、「英語」「地理歴史」「公民」「福祉」「家庭」の高等学校教諭一種免許状、養護教諭一種免許状、栄

養教諭一種免許状である。これを取得するためには、次の要件を満たさなくてはならない。（教育職員免

許法、同施行規則による。）

１．教育職員免許状取得の要件 〔２０１９（平成３１）年度以降入学生〕

〔施行規則第６６条の６〕

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１．教育職員免許状取得に関する科目の履修

（１）教育職員免許状取得の要件

基礎資格免許教科免許状の
種類

学士幼稚園一種

学土小学校一種

学士
小学校・中学校・
高等学校又は幼稚
園の普通免許状

知的障害者
肢体不自由者
病弱者

特別支援
学校
一種

学士
英語
社会
家庭

中学校
一種

学士

英語
地理歴史
公民
福祉
家庭

高等学校
一種

学士養護教諭一種

学士
管理栄養士
養成課程修了

栄養教諭一種

合計大学における最低修得単位数

情報機器の操作外国語
コミュニケーション体育日本国憲法

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２

８２２２２
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大学における最低修得単位数

基礎資格免許教科免許状の
種類

特別支援
教育に関
する科目

栄養に係
る教育に
関する科
目

養護に関
する科目

教科及び教職に関する科目等

合計

大学が独
自に設定
する科目

教育の基礎的理解に関する科目等
教科及び
教科の指
導法に関
する科目

領域及び
保育内容
の指導法
に関する
科目

教育実践
に関する
科目

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法（内容）及
び生徒指導、教育相談等
に関する科目

教育の基
礎的理解
に関する
科目

５１１４７４１０１６学士幼稚園一種

５９２７１０１０３０学土小学校一種

２６２６

学士
小学校・中学校・
高等学校又は幼稚
園の普通免許状

知的障害者
肢体不自由者
病弱者

特別支援
学校
一種

５９４７１０１０２８学士
英語
社会
家庭

中学校
一種

５９１２５８１０２４学士

英語
地理歴史
公民
福祉
家庭

高等学校
一種

５６２８７７６８学士養護教諭一種

２２４４６８
学士

管理栄養士
養成課程修了

栄養教諭一種

〔施行規則第２～５、７、９、１０条〕

科目の区分と最低修得単位数免許状の種類

特別支援教
育に関する
科目

栄養に係る
教育に関す
る科目

養護に関す
る科目

教科及び教職に関する科目

学校種別等 大学が独自
に設定する
科目

教育の基礎的理解に関する科目等教科及び教
科の指導法
に関する科
目

領域及び保
育内容の指
導法に関す
る科目

教育実践に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間等の
指導法（内容）及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

教育の基礎
的理解に関
する科目

２７４６１２幼稚園

２７６６１６小学校

１６特別支援

４７６６１２中学校

２４４６３５養護

２４３５栄養

〔参考〕二種免許状取得に必要な単位数
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１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（２）小学校教諭一種（児童教育学科児童教育専攻）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技A２１００２８

２体育 〔 ① 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１ドイツ語ⅠB１１００６７

１ドイツ語ⅡB１１００６８

１フランス語ⅠB１１００７５

１フランス語ⅡB１１００７６

１中国語ⅠB１１００８３

１中国語ⅡB１１００８４

１コリアンⅠB１１００９１

１コリアンⅡB１１００９２

１科目選択必修

２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２情報機器の操作 ２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２コンピュータ実習２１００４６

小一種：児童教育専攻



１０９

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※規則上は、「教科に関する専門的事項」について、小学校１０教科から１以上の科目について修得する。
※規則上は、「各教科の指導法」について、小学校一種では１０教科各１単位以上、小学校二種では１０教科のうち６
教科以上（音楽、図画工作、体育のうち２教科以上を含む）をそれぞれ１単位以上、となっている。

２．教科及び教科の指導法に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

小学校
二種

小学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○小学校国語科研究PE２０C０６K２１３０５７

１６３０

国語（書写を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

１○書写PE１０C０８E１１３５６０

〔 ２ 〕言語教育ⅠPE１１C０３K１１３０３０

〔 ２ 〕言語教育ⅡPE１２C０３K１１３０３１

２○小学校社会科研究PE２０C０８K１１３０５９

社会 〔 ２ 〕地域社会研究ⅠPE１１C０４K１１３５５４

〔 ２ 〕地域社会研究ⅡPE１２C０４K１１３５５５

２○小学校算数科研究PE２０C１０K２１３０６１
算数

〔 ２ 〕数学教育PE１０C０８K２１３０３３

２○小学校理科研究PE２０C１２K２１３０６３
理科

〔 ２ 〕自然科学教育PE１０C０９K２１３０３５

２○小学校生活科研究PE２０C１４K２１３０６５

生活 ①○労作体験ⅠPE２１A０１E２１３５４０

①○労作体験ⅡPE２２A０１E２１３５４１

①○音楽ⅠPE１１A０１E１１３５３６

音楽
①○音楽ⅡPE１２A０１E１１３５３７

１○音楽ⅢPE２１C０１E１１３５４８

１○音楽ⅣPE２２C０１E１１３５４９

①○美術ⅠPE１１A０２E１１３５３８

図画工作
①○美術ⅡPE１２A０２E１１３５３９

１○美術ⅢPE２１C０２E１１３５５０

１○美術ⅣPE２２C０２E１１３５５１

２○小学校家庭科研究PE２０C１６K２１３０７１家庭

２○小学校体育科研究PE２０C０４K１１３０６９

体育
①○児童体育ⅠPE３１A０１J１１３５４２

①○児童体育ⅡPE３２A０１J１１３５４３

〔２〕野外活動PE２０C１９E１１３５５６

２○小学校英語教育ⅠPE３１C０３E２１３０４１
外国語

２○小学校英語教育ⅡPE３２C０３E２１３０４２

２○小学校国語科教育法PE２０C０７K３１３０５８国語（書写を含む。）

各
教
科
の
指
導
法

（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
。）

２○小学校社会科教育法PE２０C０９K２１３０６０社会

２○小学校算数科教育法PE２０C１１K３１３０６２算数

２○小学校理科教育法PE２０C１３K３１３０６４理科

２○小学校生活科教育法PE２０C１５K３１３０６６生活

２○小学校音楽科教育法PE２０C０２K３１３０６７音楽

２○小学校図工科教育法PE２０C０３K３１３０６８図画工作

２○小学校家庭科教育法PE２０C１７K３１３０７２家庭

２○小学校体育科教育法PE２０C０５K２１３０７０体育

２○外国語（英語）教育法PE２０C２３K１１３５６１外国語

小一種：児童教育専攻



１１０

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※「教職実践演習（小学校・幼稚園）」は、履修する年度の当初（通常は４年次４月）までに、初等教育実習Ⅰ・Ⅱ
の単位修得した者のみ受講可能。なお、３年次において留学のため初等教育実習Ⅰ・Ⅱを履修できない者は、４
年次に教育実習を行い受講可能。

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

小学校
二種

小学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理PE１０C０２K２１３００２

６１０

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論PE１０C０１K１１３０４７
・教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

２○教育行政学PE２０C０１K２１３０１５
・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

２○教育心理学ⅠPE１１C０１K１１３００４・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

〔 ２ 〕○特別支援教育PE１０C１３K１１３５６２・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

２○教育課程論PE１０C０３K１１３０９１
・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）

２○道徳教育の理論と方法PE１０C０４K２１３０４９

６１０

・道徳の理論及び指導法道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の
教育法PE３０C２１K１１３５５９・総合的な学習の時間の指導法

２○特別活動の理論と方法PE１０C０５K２１３０５０・特別活動の指導法

２○教育方法論PE１０C０６K４１３０５１・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

２○生徒・進路指導の理論
と方法PE３１C０２K２１３５５２

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論
及び方法

２○教育相談の基礎PE３２C０２K２１３５５３・教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法 ２教育相談実践PE４０C０１K３１３０２７

３
○初等教育実習Ⅰ
（事前事後指導１単位
を含む）

PE３１C０１J２１３０５３

５５・教育実習

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

２○初等教育実習ⅡPE３２C０１J２１３０５４

３
初等教育実習Ⅲ
（事前事後指導１単位
を含む）

PE４０C０６J１１３５１０

２○教職実践演習
（小学校・幼稚園）PE４０C０２E１１３０８９２２・教職実践演習

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に設定する科目
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔２〕○介護等体験
（事前事後指導含む）PE２０C１８J１１３０５２２

小一種：児童教育専攻



１１１

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（３）幼稚園教諭一種（児童教育学科児童教育専攻）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技A２１００２８

２体育 〔 ① 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１ドイツ語ⅠB１１００６７

１ドイツ語ⅡB１１００６８

１フランス語ⅠB１１００７５

１フランス語ⅡB１１００７６

１中国語ⅠB１１００８３

１中国語ⅡB１１００８４

１コリアンⅠB１１００９１

１コリアンⅡB１１００９２

１科目選択必修

２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２情報機器の操作 ２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２コンピュータ実習２１００４６

児童教育学科児童教育専攻学生の幼稚園免許の取得について

１）児童教育学科児童教育専攻学生の教員免許取得の基本は、小学校一種免許状である。

２）幼稚園免許取得のためには、小学校免許取得のための条件に加え、「保育内容総論」、「保育内容教育

法・健康」、「保育内容教育法・人間関係」、「保育内容教育法・言葉」、「幼児理解」、「教育相談」を修

得すれば、免許申請の基準を満たす。教育実習は、「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（小学校）を当てることが

できる。

３）そのため、「初等教育実習Ⅲ」（幼稚園）を履修しようとする者は、幼稚園での教育に強い関心を持ち、

幼稚園に就職することを強く希望する者に限る。Ⅲに関しては学生自身が事前に実習可能な幼稚園を

探し、受け入れの了承を得る必要がある。

幼一種：児童教育専攻



１１２

※１ 施行規則第２条第１項付表備考第１３号による。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。
※規則上の修得単位数
「領域に関する専門的事項」：小学校の教科に関する専門的事項、国語、算数、生活、音楽、図画工作及び体育か
ら１以上の科目について修得する。

２．領域及び保育内容の指導法に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○小学校国語科研究PE２０C０６K２１３０５７

１２１６

国語

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕言語教育ⅠPE１１C０３K１１３０３０

〔 ２ 〕言語教育ⅡPE１２C０３K１１３０３１

２○小学校算数科研究PE２０C１０K２１３０６１
算数

〔 ２ 〕数学教育PE１０C０８K２１３０３３

２○小学校生活科研究PE２０C１４K２１３０６５

生活 ①○労作体験ⅠPE２１A０１E２１３５４０

①○労作体験ⅡPE２２A０１E２１３５４１

①○音楽ⅠPE１１A０１E１１３５３６

音楽
①○音楽ⅡPE１２A０１E１１３５３７

１○音楽ⅢPE２１C０１E１１３５４８

１○音楽ⅣPE２２C０１E１１３５４９

①○美術ⅠPE１１A０２E１１３５３８

図画工作
①○美術ⅡPE１２A０２E１１３５３９

１○美術ⅢPE２１C０２E１１３５５０

１○美術ⅣPE２２C０２E１１３５５１

２○小学校体育科研究PE２０C０４K１１３０６９

体育
①○児童体育ⅠPE３１A０１J１１３５４２

①○児童体育ⅡPE３２A０１J１１３５４３

〔２〕野外活動PE２０C１９E１１３５５６

２○保育内容総論PE３０C３４K１１３５６５

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活
用を含む。）

２○保育内容教育法・健康PE３０C０４E２１３５０２

２○保育内容教育法・人間関係PE３０C０５E２１３５０３

※１２○保育内容教育法・環境PE３０C０６E２１３５０４

２○保育内容教育法・言葉PE３０C０７E２１３５０５

※１２○保育内容教育法・表現ⅠPE３１C０４E２１３５０６

※１２○保育内容教育法・表現ⅡPE３２C０４E２１３５０７

幼一種：児童教育専攻



１１３

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理PE１０C０２K２１３００２

６１０

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論PE１０C０１K１１３０４７
・教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

２○教育行政学PE２０C０１K２１３０１５
・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

２○教育心理学ⅠPE１１C０１K１１３００４・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

〔 ２ 〕○特別支援教育PE１０C１３K１１３５６２・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

２○教育課程論PE１０C０３K１１３０９１
・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）

２○教育方法論PE１０C０６C４１３０５１

４４

・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

１○幼児理解PE３０C２２E１１３５６３・幼児理解の理論及び方法

１○教育相談PE３０C２３E１１３５６４
・教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

３
○初等教育実習Ⅰ
（事前事後指導１単位
を含む）

PE３１C０１J２１３０５３

５５・教育実習

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

２○初等教育実習ⅡPE３２C０１J２１３０５４

３
初等教育実習Ⅲ
（事前事後指導１単位
を含む）

PE４０C０６J１１３５１０

２○教職実践演習
（小学校・幼稚園）PE４０C０２E１１３０８９２２・教職実践演習

幼一種：児童教育専攻

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

※「領域及び保育内容の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大
学が独自に設定する科目」に算入する。

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に設定する科目
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔２〕○介護等体験
（事前事後指導含む）PE２０C１８J１１３０５２１４



１１４

１．特別支援教育に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則に
定める科目区分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

含む領域中心と
なる領域授業科目科目

ナンバリング

科
目
明
細

科目
コード

特
別
支
援
二
種

特
別
支
援
一
種

２○特別支援教育原論PE１０C１１K１１３５１２

２２
特別支援教育の
基礎理論に関する科目

２世界の障害児教育PE３０C２０K１１３５２８

２障害児福祉論PE３０C１９K１１３５２７

２特別支援教育総論PE１０C１０K２１３５１１

２知的障害者○知的障害児の心理・生理・病理PE３０C１０K１１３５５７心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る科目

特別支援
教育領域
に関する
科目

２肢体不自由者○肢体不自由児の心理・生理・病理PE３０C１２K１１３５１９

２病弱者○病弱児の心理・生理・病理PE３０C１４K１１３５２１
８１６

２知的障害者○知的障害児の教育ⅠPE３１C０５K１１３５１４

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る科目

２知的障害者○知的障害児の教育ⅡPE３２C０５K１１３５１５

２知的障害者肢体不自由者○肢体不自由児の教育PE３０C１１K１１３５１８

２知的障害者病弱者○病弱児の教育PE３０C１３K１１３５２０

４肢体不自由者
病弱者知的障害者○特別支援教育実地演習PE４０C０７E１１３５２９

情緒・LD・
ADHD２知的障害者重複・LD等

領域発達障害児の心理検査法PE３０C１８K１１３５２６

５５

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る科目

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目

重複２重複・LD等
領域○重度重複障害児教育論PE３０C１５K１１３５２２・心身に障害のあ

る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

情緒・LD・
ADHD２重複・LD等

領域○発達障害児教育論PE２０C２２K１１３５１３

言語・情緒２知的障害者
聴覚障害者

重複・LD等
領域○言語の発達と障害PE３０C１７K１１３５２４

２視覚障害者
聴覚障害者○感覚障害児教育論PE３０C１６K１１３５５８

３○特別支援教育実習（事前
事後指導１単位を含む）PE４０C０８J１１３５３０３３

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒について
の教育実習

※授業科目の前の○印は特別支援教育に関する科目の必修科目
※備考欄に、重複、言語、情緒、LD、ADHDという記載がある授業科目では、その内容も学ぶ。
重複：重複障害 言語：言語障害 情緒：情緒障害 LD：学習障害 ADHD：注意欠陥多動性障害

（４）特別支援教育〔特別支援学校教諭一種（知的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）〕

特支一種：児童教育専攻



１１５

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（５）幼稚園教諭一種（児童教育学科幼児保育専攻）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技A２１００２８

２体育 〔 ① 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１ドイツ語ⅠB１１００６７

１ドイツ語ⅡB１１００６８

１フランス語ⅠB１１００７５

１フランス語ⅡB１１００７６

１中国語ⅠB１１００８３

１中国語ⅡB１１００８４

１コリアンⅠB１１００９１

１コリアンⅡB１１００９２

１科目選択必修

２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２情報機器の操作 ２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２コンピュータ実習２１００４６

幼一種：幼児保育専攻



１１６

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。
※規則上の修得単位数
「領域に関する専門的事項」：小学校の教科に関する専門的事項、国語、算数、生活、音楽、図画工作及び体育か
ら１以上の科目について修得する。

２．領域及び保育内容の指導法に関する科目

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○小学校国語科研究PC３０C０８K１１３１７３

１２１６

国語

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

２○小学校算数科研究PC３０C０９K１１３１７４算数

２○小学校生活科研究PC３０C１０K１１３１７５生活

①○音楽ⅠPC１１A０１E１１３１９２

音楽
①○音楽ⅡPC１２A０１E１１３１９３

１音楽ⅢPC２１C０１E１１３２０４

１音楽ⅣPC２２C０１E１１３２０５

①○美術ⅠPC１１A０２E１１３１９４

図画工作
①○美術ⅡPC１２A０２E１１３１９５

１美術ⅢPC２１C０２E１１３２０６

１美術ⅣPC２２C０２E１１３２０７

２○小学校体育科研究PC３０C１１K１１３１７６

体育 ①幼児体育ⅠPC２１A０２J１１３１９８

①幼児体育ⅡPC２２A０２J１１３１９９

２○保育内容総論PC２０C３２E１１３２２１

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活
用を含む。）

２○保育内容教育法・健康PC２０C２４E２１３１５１

２○保育内容教育法・人間関係PC１０C１２E２１３１５２

２○保育内容教育法・環境PC２０C２５E２１３１５３

２○保育内容教育法・言葉PC１０C１３E２１３１５４

２○保育内容教育法・表現ⅠPC３０C１２E２１３１５５

２○保育内容教育法・表現ⅡPC３０C１３E２１３１５６

幼一種：幼児保育専攻



１１７

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

幼稚園
二種

幼稚園
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理PC１０C０２K２１３１０２

６１０

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論PC１０C０７K１１３１６８
・教職の意義及び教員の役割・職務
内容（チーム学校運営への対応を
含む。）

２○教育行政学PC２０C２１K１１３１６９
・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

２○保育の心理学PC１０C０８K３１３１０３・幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

〔 ２ 〕○特別支援教育PC２０C３１K１１３２２０・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

２○幼児教育課程論PC１０C１１K１１３２１４
・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）

２○教育方法論PC２０C２２K３１３１７０

４４

・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

１○幼児理解PC２０C２８E１１３２１６・幼児理解の理論及び方法

１○教育相談PC２０C２９E１１３２１７
・教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

２
○初等教育実習Ⅲ
（事前事後指導１単位
を含む）

PC２１C０４J１１３１８５
５５・教育実習

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

３○初等教育実習ⅣPC２２C０４J２１３１８６

２○保育・教職実践演習
（幼稚園）PC４０C０４E１１３１７７２２・教職実践演習

４．大学が独自に設定する科目

「領域及び保育内容の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふ

れは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。
※「保育・教職実践演習（幼稚園）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。

幼一種：幼児保育専攻



１１８

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（６）中学校教諭一種、高等学校一種（現代英語学科、文化交流学科、心理福祉学科、食物健康科学科、経営学科）

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※□印は選択必修科目を示す。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード該当学科単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６全学科２日本国憲法

〔 ① 〕体育実技A２１００２８
現代英語
文化交流

２体育

〔 ① 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

選択必修

〔 １ 〕体育実技A２１００２８
心理福祉
食物健康科 〔 １ 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

体育実技は、Aまた
はB、１単位必修

〔 課 〕体育実技A２１００２８

経営 〔 課 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕○運動と健康１１００３０

①EnglishCommunicationⅠ１１２１４４
現代英語

２外国語コミュニケーション

①EnglishCommunicationⅡ１１２１４５

①英語コミュニケーションⅠ１１００５４

文化交流
①英語コミュニケーションⅡ１１００５５

①英語コミュニケーションⅢ１１００５６

①英語コミュニケーションⅣ１１００５７

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

心理福祉
食物健康科

１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１英語コミュニケーションⅢ１１００５６

１英語コミュニケーションⅣ１１００５７

１総合英語Ⅲ１１００６０

１総合英語Ⅳ１１００６１

２科目選択必修

１英語コミュニケーションⅠ１１００５４

経営
１英語コミュニケーションⅡ１１００５５

１総合英語Ⅰ１１００５８

１総合英語Ⅱ１１００５９

１科目選択必修

２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４
現代英語
文化交流
心理福祉

２情報機器の操作

２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２コンピュータ実習２１００４６

１科目選択必修
２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４食物健康科

経営 ２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

中一種・高一種：現代英語、文化交流、心理福祉、食物健康科、経営



１１９

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔現代英語学科〕中学校教諭一種（英語）、高等学校教諭一種（英語）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
高一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔 ２ 〕○英語学概論AEN２０C３７K２１２１３１

２４１２２８

英語学

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○英語学概論BEN２０C３８K３１２０７５

〔 ２ 〕○英語学概論CEN２０C０６K２１２１３２

〔 １ 〕○GrammarⅠEN１１C０３E２１２０１６

〔 １ 〕○GrammarⅡEN１２C０３E２１２０１７

〔 ２ 〕言語習得論EN１０C０５K２１２０７２

〔 ２ 〕○英語文学概論AEN２０C３９K３１２０７８

英語文学
〔 ２ 〕○英語文学概論BEN２０C４０K２１２１３６

〔 ２ 〕英語文学講読EN２０C４１E３１２１１５

〔 ２ 〕児童文学（英語圏）EN２０C４２K３１２０７９

①○EnglishCommunicationⅢEN２１A０１E１１２１４６

英語コミュニ
ケーション

①○EnglishCommunicationⅣEN２２A０１E１１２１４７

〔 １ 〕○WritingⅠEN２１C０３E２１２０１８

〔 １ 〕○WritingⅡEN２２C０３E２１２０１９

〔 ２ 〕政治・経済の英語EN２０C３５E３１２０５５

〔 ２ 〕文化・社会の英語EN２０C３６E３１２０５８

〔 １ 〕AdvancedListeningEN２０C０３E２１２００６

〔 １ 〕AdvancedReadingEN２０C０２E２１２０１４

〔 １ 〕AdvancedConversationEN２０C０１E１１２１５０

〔１〕AdvancedDiscussionEN３０C０１E１１２１５３

〔 ２ 〕○異文化理解教育EN２０C２６K１１２０７１

異文化理解 〔２〕地域研究（英語圏）EN３０C０７K３１２１１６

〔 ２ 〕児童文化（英語圏）EN２０C４３K２１２１３５

最低修得単位
中一種８単位以上、
高一種４単位以上
（中二種２単位以上）

〔２〕○英語科教育法ⅠEN３０C０３E１１２１２７
各教科の指導法
（情報機器及び教材の
活用を含む。）

〔２〕○英語科教育法ⅡEN３０C０４E１１２１２８

〔２〕○英語科教育法ⅢEN３０C０５E１１２１２９

〔２〕○英語科教育法ⅣEN３０C０６E１１２１３０

中一種・高一種：現代英語



１２０

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔文化交流学科〕中学校教諭一種（社会）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数の□印は卒業要件の選択必修。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔 ２ 〕○日本史ACC２０C１３K２１４２０６

１２２８

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○日本史BCC２０C１４K２１４２０７

〔 ２ 〕○西洋史CC２０C１１K２１４１４７

〔 ２ 〕○東洋史CC２０C１２K２１４１４２

〔 ２ 〕日本の歴史と文化CC２０C１５K３１４２１１

〔 ２ 〕考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

〔 ２ 〕考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

〔 ２ 〕ヨーロッパの歴史と文化ACC２０C２２K２１４２１８

〔 ２ 〕ヨーロッパの歴史と文化BCC２０C２３K２１４２１９

〔 ２ 〕中国の歴史と文化ACC２０C１６K２１４２１２

〔 ２ 〕中国の歴史と文化BCC２０C１７K２１４２１３

〔 ２ 〕イスラムの歴史と文化CC２０C２１K１１４２１７

〔嘩〕○人文地理学ⅠCC１０B０７K１１４１９１

地理学（地誌を含む。）

〔嘩〕○人文地理学ⅡCC１０B０８K１１４１９２

２○自然地理学ⅠCC２１C０２K１１４２４６

２○自然地理学ⅡCC２２C０２K１１４２４７

２○地誌CC２０C１０K１１４２４８

〔 ２ 〕○法学CC２０C４５K１１４２４９

「法律学、政治学」
〔 ２ 〕○生活と政治CC２０C４６K１１４２５０

〔２〕国際関係論ACC３０C０６K３１４１５３

〔２〕国際関係論BCC３０C０７K３１４１５４

〔嘩〕○社会学ACC１０B０３K２１４１８８

「社会学、経済学」
〔嘩〕○社会学BCC１０B０４K２１４１８９

〔 ２ 〕○生活と国際経済CC２０C４７K１１４２５１

〔 ２ 〕女性学CC２０C４８K１１４２５２

〔 ２ 〕○比較宗教論CC２０C４１K２１４１６３

「哲学、倫理学、宗教学」
〔 ２ 〕アジアの宗教CC２０C２７K２１４１６４

〔 ２ 〕キリスト教思想ACC２０C２８K２１４２２０

〔 ２ 〕キリスト教思想BCC２０C２９K２１４２２１

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○社会科教育法ⅠEX３１C０２K１５００９３
各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含
む。）

２○社会科教育法ⅡEX３２C０２K１５００９４

２○社会科・地理歴史科教育法ⅠEX３１C０３K１５００９５

２○社会科・地理歴史科教育法ⅡEX３２C０３K１５００９６

中一種：文化交流



１２１

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔文化交流学科〕高等学校教諭一種（地理歴史）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数の□印は卒業要件の選択必修。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔 ２ 〕○日本史ACC２０C１３K２１４２０６

２４

日本史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔 ２ 〕○日本史BCC２０C１４K２１４２０７

〔 ２ 〕考古学ⅠCC２１C０１K１１４２０８

〔 ２ 〕考古学ⅡCC２２C０１K１１４２０９

〔 ２ 〕日本の歴史と文化CC２０C１５K３１４２１１

〔 ２ 〕○西洋史CC２０C１１K２１４１４７

外国史

〔 ２ 〕○東洋史CC２０C１２K２１４１４２

〔 ２ 〕ヨーロッパの歴史と文化ACC２０C２２K２１４２１８

〔 ２ 〕ヨーロッパの歴史と文化BCC２０C２３K２１４２１９

〔 ２ 〕中国の歴史と文化ACC２０C１６K２１４２１２

〔 ２ 〕中国の歴史と文化BCC２０C１７K２１４２１３

〔 ２ 〕イスラムの歴史と文化CC２０C２１K１１４２１７

〔嘩〕○人文地理学ⅠCC１０B０７K１１４１９１

人文地理学・自然地理学
〔嘩〕○人文地理学ⅡCC１０B０８K１１４１９２

２○自然地理学ⅠCC２１C０２K１１４２４６

２○自然地理学ⅡCC２２C０２K１１４２４７

２○地誌CC２０C１０K１１４２４８地誌

最低修得単位
４単位以上

２○社会科・地理歴史科教育法ⅠEX３１C０３K１５００９５各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） ２○社会科・地理歴史科教育法ⅡEX３２C０３K１５００９６

高一種：文化交流



１２２

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕中学校教諭一種（社会）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔２〕○日本史AWP１０C３４K１２１１６８

１２２８

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○日本史BWP１０C３５K１２１１６９

〔２〕○西洋史WP１０C３７K１２１１７１

〔２〕○東洋史WP１０C３６K１２１１７０

〔 ２ 〕社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

〔 ２ 〕社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

〔 ２ 〕○人文地理学ⅠWP２１C１３K１２１１７２

地理学（地誌を含む。）

〔 ２ 〕○人文地理学ⅡWP２２C１５K１２１１７３

〔 ２ 〕○自然地理学ⅠWP２１C１４K１２１１７４

〔 ２ 〕○自然地理学ⅡWP２２C１６K１２１１７５

〔 ２ 〕○地誌WP２０C５０K１２１１７６

〔２〕○法学WP１０C１７K１２００１４

「法律学、政治学」

〔２〕○生活と政治WP１０C２３K１２００１５

〔２〕人権と教育WP１０C２１K１２０００６

〔 ２ 〕司法福祉論AWP２０C４８K１２１１５７

〔 ２ 〕司法福祉論BWP２０C４９K１２１１５８

〔２〕福祉行財政論AWP３０C１１K１２１１５９

〔２〕○社会学WP１０C１６K１２００１３

「社会学、経済学」

〔２〕○生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

〔２〕女性学WP１０C２４K１２００１８

〔２〕社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

〔 ２ 〕社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

〔 ２ 〕福祉運営管理論AWP２０C４４K１２１１４９

〔２〕○人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

「哲学、倫理学、宗教学」
〔２〕○生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

〔２〕人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

〔２〕人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○社会科教育法ⅠEX３１C０２K１５００９３
各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含
む。）

２○社会科教育法ⅡEX３２C０２K１５００９４

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１５００９７

２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１５００９８

中一種：心理福祉



１２３

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕高等学校教諭一種（公民）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○法学WP１０C１７K１２００１４

２４

「法律学（国際法を含む。）、政治
学（国際政治を含む。）」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○生活と政治WP１０C２３K１２００１５

〔２〕人権と教育WP１０C２１K１２０００６

〔 ２ 〕司法福祉論AWP２０C４８K１２１１５７

〔 ２ 〕司法福祉論BWP２０C４９K１２１１５８

〔２〕福祉行財政論AWP３０C１１K１２１１５９

〔２〕○社会学WP１０C１６K１２００１３

「社会学、経済学（国際経済を含
む。）」

〔２〕○生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２

〔２〕女性学WP１０C２４K１２００１８

〔２〕社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

〔 ２ 〕社会病理学WP２０C２６K１２１０６１

〔 ２ 〕福祉運営管理論AWP２０C４４K１２１１４９

〔２〕○人間と哲学WP１０C２０K１２０００４

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

〔２〕○生命と倫理WP１０C１９K２２０００３

〔２〕人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

〔２〕人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８

〔２〕発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

最低修得単位
４単位以上

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１５００９７各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） ２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１５００９８

高一種：心理福祉



１２４

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔心理福祉学科〕高等学校教諭一種（福祉）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

高一種免（福祉）単独で取得希望することは認めないので注意すること。

中一種免（社会）と高一種免（公民）を合わせて取得希望すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○福祉教育論ⅠWP１１C０９K１２１１６５

２４

社会福祉学
（職業指導を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○福祉教育論ⅡWP１２C０７K１２１１６６

〔２〕○福祉行財政論BWP３０C１２K１２１１６０

〔 ２ 〕社会保障論ⅠWP２１C０９K１２１１４７

〔 ２ 〕社会保障論ⅡWP２２C１１K１２１１４８

〔 ２ 〕公的扶助論WP２０C０９K１２１０２９

〔 ２ 〕福祉運営管理論BWP２０C４５K１２１１５０

〔 ２ 〕○児童福祉論ⅠWP１１C０６K１２１１３９

高齢者福祉・児童福祉・障害者福
祉

〔 ２ 〕○児童福祉論ⅡWP１２C０４K１２１１４０

〔 ２ 〕○障害者福祉論ⅠWP１１C０７K１２１１４１

〔 ２ 〕○障害者福祉論ⅡWP１２C０５K１２１１４２

〔 ２ 〕○高齢者福祉論ⅠWP１１C０８K１２１１４３

〔 ２ 〕○高齢者福祉論ⅡWP１２C０６K１２１１４４

２○相談援助技術総論ⅠWP１１C０２K１２１１１３

社会福祉援助技術

２○相談援助技術総論ⅡWP１２C０１K１２１１１４

〔２〕相談援助技術各論ⅠWP２１C０７K１２１１３５

〔２〕相談援助技術各論ⅡWP２２C０９K１２１１３６

〔２〕相談援助技術各論ⅢWP２３C０２K１２１１３７

〔２〕相談援助技術各論ⅣWP２４C０１K１２１１３８

〔 ２ 〕○介護概論WP２０C１３K１２１０３７
介護理論・介護技術

２○介護技術WP２０C１４E１２１０７８

〔２〕○相談援助技術演習ⅠWP１１C０１E２２１０２３

社会福祉総合実習（社会福祉援助
実習及び社会福祉施設等における
介護実習を含む。）

〔２〕○相談援助技術演習ⅡWP２２C０２E２２１０２４

〔 ２ 〕○心理福祉実習指導ⅠWP１１C０４E１２１１１９

〔 ２ 〕○心理福祉実習指導ⅡWP１２C０３E１２１１２０

〔 ２ 〕○心理福祉実習WP１０C２６J２２１０６７

〔２〕相談援助技術演習ⅢWP２３C０１E３２１０２５

〔２〕相談援助技術演習ⅣWP３４C０１E２２１０２７

〔 ２ 〕相談援助実習指導ⅠWP２１C１２E１２１１６３

〔 ２ 〕相談援助実習指導ⅡWP２２C１４E１２１１６４

〔 ６ 〕相談援助実習ⅠWP３１C０２J２２１０８１

〔２〕○高齢者生活論WP１０C１８K１２００１７人体構造に関する理解・日常生活
行動に関する理解

〔 ２ 〕○障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９加齢に関する理解・障害に関する
理解 〔 ２ 〕○老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

最低修得単位
４単位以上

２○福祉科教育法ⅠEX３１C０５K１５００９９各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） ２○福祉科教育法ⅡEX３２C０５K１５０１００

高一種：心理福祉



１２５



１２６

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔食物健康科学科〕中学校教諭一種（家庭）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔２〕○生活経営論FS１０C０９K１２００１０

１２２８

家庭経営学（家族関係学
及び家庭経済学を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○生活経済学FS１０C１０K１２００１１

②○社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

〔 ２ 〕○衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６被服学（被服製作実習を
含む。）

②○ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

食物学（栄養学、食品学
及び調理実習を含む。）

②○基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

①○栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

②○食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

②○食品学ⅡFS２２A０２K３２２１１５

②○食品加工学FS３０A０３K２２２１１９

①○食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

②○基礎栄養学ⅡFS３２A０４K４２２１２２

①○食品学実験FS１０A０４J１２２１８４

①○調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

①○調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

②○調理学FS２０A０３K２２２１２６

①○調理学実験FS２０A０４J２２２１２７

〔 ２ 〕食文化論FS１０C０２K１２２１２１

２食品化学FS１０C０１K１２２１１８

〔 ２ 〕○居住環境論FS１０C０７K１２２１５７住居学

〔 ２ 〕○保育学FS１０C０４K１２２１５４
保育学（実習を含む。）

〔 ２ 〕児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○家庭科教育法ⅠEX２１C０１K１５００１１
各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含
む。）

２○家庭科教育法ⅡEX２２C０１K１５００１２

２○家庭科教育法ⅢEX３３C０１K１５００１３

２○家庭科教育法ⅣEX３４C０１K１５００１４

中一種：食物健康科



１２７

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔食物健康科学科〕高等学校教諭一種（家庭）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○生活経営論FS１０C０９K１２００１０

２４

家庭経営学（家族関係学及び家庭
経済学を含む。）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○生活経済学FS１０C１０K１２００１１

②○社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

〔 ２ 〕○衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６被服学（被服製作実習を含む。）

②○ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

食物学（栄養学、食品学及び調理
実習を含む。）

②○基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

①○栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

②○食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

②○食品学ⅡFS２２A０２K３２２１１５

②○食品加工学FS３０A０３K２２２１１９

①○食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

②○基礎栄養学ⅡFS３２A０４K４２２１２２

①○食品学実験FS１０A０４J１２２１８４

①○調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

①○調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

②○調理学FS２０A０３K２２２１２６

①○調理学実験FS２０A０４J２２２１２７

〔 ２ 〕食文化論FS１０C０２K１２２１２１

２食品化学FS１０C０１K１２２１１８

〔 ２ 〕○居住環境論FS１０C０７K１２２１５７住居学

〔 ２ 〕○保育学FS１０C０４K１２２１５４保育学
（実習及び家庭看護を含む。） 〔 ２ 〕児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５

〔 ２ 〕○家庭電気・機械及び情報処理FS１０C０８K１２２１５８
家庭電気・家庭機械・情報処理

２コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

最低修得単位
４単位以上

２○家庭科教育法ⅢEX３３C０１K１５００１３各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） ２○家庭科教育法ⅣEX３４C０１K１５００１４

高一種：食物健康科



１２８

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔経営学科〕中学校教諭一種（社会）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数の□印は卒業要件の選択必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得単位数免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
中一種２０単位以上
（中二種１０単位以上）

〔２〕○日本史AMA１０B１３K１４１１２１

１２２８

日本史・外国史

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○日本史BMA１０B１４K１４１１２２

〔２〕○西洋史MA１０B１５K１４１１２３

〔２〕○東洋史MA１０B１６K１４１１２４

２○人文地理学ⅠMA１１C０１K１４１１１５

地理学（地誌を含む。）

２○人文地理学ⅡMA１２C０１K１４１１１６

２○自然地理学ⅠMA２１C０１K１４１１１７

２○自然地理学ⅡMA２２C０１K１４１１１８

２○地誌MA２０C０１K１４１１１９

〔２〕○法学MA１０B０６K１４００１７

「法律学、政治学」
〔２〕○政治学MA１０B０２K２４０００６

〔２〕会社法ⅠMA１０B１１K２４１０７２

〔２〕会社法ⅡMA１０B１２K２４１０７３

〔２〕○社会学MA１０B０７K１４００１８

「社会学、経済学」

２○ミクロ経済学入門MA１０C０５K１４００１５

２○マクロ経済学入門MA１０C０４K１４００１６

②経営学入門ⅠMA１１A０１K１４１００１

②経営学入門ⅡMA１２A０１K１４１００２

嘩会計学入門ⅠMA１１B０１K１４１００３

２会計学入門ⅡMA１２C０２K１４１００４

嘩経営学総論ⅠMA２１B０１K２４１００５

２経営学総論ⅡMA２２C０２K２４１００６

嘩マーケティング論ⅠMA２１B０２K１４１０４１

２マーケティング論ⅡMA２２C０３K１４１０４２

〔２〕○哲学の歴史MA１０B０８K２４００２０

「哲学、倫理学、宗教学」 〔２〕倫理学MA１０B０５K２４００１１

〔２〕宗教学MA１０B０９K２４００２３

最低修得単位
中一種８単位以上
（中二種２単位以上）

２○社会科教育法ⅠEX３１C０２K１５００９３
各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含
む。）

２○社会科教育法ⅡEX３２C０２K１５００９４

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１５００９７

２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１５００９８

中一種：経営



１２９

２．教科及び教科の指導法に関する科目

〔経営学科〕高等学校教諭一種（公民）

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。
※単位数の□印は卒業要件の選択必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

中学校一種免許・高等学校一種免許の取得について

中一種免・高一種免のいずれか一方のみを取得希望することは認めないので注意すること。

備考

配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

最低修得単位
２０単位以上

〔２〕○法学MA１０B０６K１４００１７

２４

「法律学（国際法を含む。）、政治
学（国際政治を含む。）」

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

〔２〕○政治学MA１０B０２K２４０００６

〔２〕会社法ⅠMA１０B１１K２４１０７２

〔２〕会社法ⅡMA１０B１２K２４１０７３

〔２〕○社会学MA１０B０７K１４００１８

「社会学、経済学（国際経済を含
む。）」

２○ミクロ経済学入門MA１０C０５K１４００１５

２○マクロ経済学入門MA１０C０４K１４００１６

②経営学入門ⅠMA１１A０１K１４１００１

②経営学入門ⅡMA１２A０１K１４１００２

嘩会計学入門ⅠMA１１B０１K１４１００３

２会計学入門ⅡMA１２C０２K１４１００４

嘩経営学総論ⅠMA２１B０１K２４１００５

２経営学総論ⅡMA２２C０２K２４１００６

嘩マーケティング論ⅠMA２１B０２K１４１０４１

２マーケティング論ⅡMA２２C０３K１４１０４２

〔２〕○哲学の歴史MA１０B０８K２４００２０

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」
〔２〕倫理学MA１０B０５K２４００１１

〔２〕宗教学MA１０B０９K２４００２３

２発達心理学MA２０C０２K１４１１２５

最低修得単位
４単位以上

２○社会科・公民科教育法ⅠEX３１C０４K１５００９７各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） ２○社会科・公民科教育法ⅡEX３２C０４K１５００９８

高一種：経営



１３０

※「教職実践演習（中学校・高等学校）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目最低修得

単位数
免許法施行規則上の

科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１５０００１

１０６１０

・教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１５００００
・教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１５０００３
・教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１５０００２・幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１５００８９
・特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１５００５５
・教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

中免のみ２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２５００１５

８６１０

・道徳の理論及び指導法道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の
教育法EX３０C１８K１５００９０・総合的な学習の時間の指

導法

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２５００１６・特別活動の指導法

２○教育方法論EX２０C０６K４５００１７
・教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を
含む。）

１○生徒指導論EX３０C１９K１５００９１・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２５００１８・教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法 ２学校カウンセリング実践EX４０C０１K２５００２０

１○進路指導論EX３０C２０K２５００９２・進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法

中一種免必修

３
○中等教育実習Ⅰ
（事前事後指導１単位
を含む）

EX４１C０１J１５００２５
３５５・教育実習教

育
実
践
に

関
す
る
科
目

２中等教育実習ⅡEX４２C０１J１５００２６

２○教職実践演習
（中学校・高等学校）EX４０C０２E１５００７０２２２・教職実践演習

４．大学が独自に設定する科目

備考

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位数

大学が独自に
設定する科目

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

高等学校
一種

中学校
二種

中学校
一種

中一種免必修〔２〕介護等体験
（事前事後指導含む）EX２０C０８J２５００３１１２４４

※「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大学
が独自に設定する科目」に算入する。

中一種・高一種：現代英語、文化交流、心理福祉、食物健康科、経営



１３１



１３２

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（７）養護教諭

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

〔 １ 〕体育実技A２１００２８

２体育 〔 １ 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕○運動と健康１１００３０

①英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション
①英語コミュニケーションⅡ１１００５５

①総合英語Ⅰ１１００５８

①総合英語Ⅱ１１００５９

１科目選択必修
２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２情報機器の操作
２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１５０００１

８

・教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想教

育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１５００００・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１５０００３
・教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１５０００２・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１５００８９・特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１５００５５・教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２５００１５

６

・道徳、総合的な学習の時間及び特別活
動に関する内容

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の教育法EX３０C１８K１５００９０

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２５００１６

２○教育方法論EX２０C０６K４５００１７・教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

１○生徒指導論EX３０C１９K１５００９１・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２５００１８・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

５○養護実習
（事前事後指導１単位を含む）EX４０C０５J１５００６９５・養護実習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目 ２○教職実践演習（養護）EX４０C０６E１５００７２２・教職実践演習

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※修得した単位のあふれは、大学が独自に設定する科目に算入する。
※「教職実践演習（養護）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

養教一種：看護



１３３

３．養護に関する科目

備考配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

予防医学を含む②○疫学NU１０A０９K１３１１１５

４衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。） ２保健統計NU３０C０１K１３１１７９

②○保健医療福祉行政論NU１０A０８K２３１１１２

②○公衆衛生看護学概論NU２０A１７K２３１１４０

２学校保健 ①○学校保健NU２０A２１E１３１２０４

①○小児看護学A
（健康な小児の生活支援）NU２０A１４K１３１１９３

２○養護概説EX３０C１７K１５００７３２養護概説

①○公衆衛生看護活動展開論A
（発達・健康課題と看護）NU２０A２０K１３１２０２

２健康相談活動の理論・健康相談
活動の方法

２公衆衛生看護活動展開論B
（公衆衛生看護技術）NU３０C０２E２３１１８０

１○学校健康相談NU４０C０２K１３１２０５

①○科学的思考基礎演習Ⅱ
（コミュニケーションと人間関係）NU１２A０１E１３１１９１

食品学を含む①○栄養・代謝学NU１０A０４K２３１１０４

２栄養学
（食品学を含む。） ①○生化学NU１０A０３K１３１１０３

１食物健康実習NU２０C０１J２３１１０５

②○人体構造機能学ANU１０A０１K３３１１０１
２解剖学・生理学

②○人体構造機能学BNU１０A０２K１３１１８６

②○薬理学NU２０A０３K１３１１０８
２「微生物学、免疫学、薬理概論」

①○感染と防御（微生物学）NU１０A０５K２３１１０６

①
○精神保健
（発達段階と場に応じたメンタル
ヘルス）

NU２０A０９E２３１１２６

２精神保健 ①○精神看護学A
（心の基本理解と健康）NU２０A１６K１３１１９５

②
○精神看護学B
（心を病む人の理解とセルフマネ
ジメント）

NU３０A０５E１３１２００

①○看護学概論NU１０A１０K１３１１１７

１０
看護学
（臨床実習及び救急処置を含
む。）

②○小児看護学B
（小児の健康障害と看護）NU３０A０３E１３１１９９

③○疾病治療論B
（小児・母性・精神）NU２０A０５K１３１１８８

救急処置を含む①
○成人看護学B
（ペリオペレイティブケア・クリテ
ィカルケア）

NU３０A０１E１３１１９８

臨床実習②○小児看護学実習NU３０A０９J１３１１５７

臨床実習④○成人看護学実習NU３０A０７J１３１１５５

臨床実習４公衆衛生看護学実習B
（活動展開の応用）NU４０C０４J１３１２０６

※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※修得した単位のあふれは、「大学が独自に設定する科目」に算入する。

４．大学が独自に設定する科目

「養護に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得した単位のあふれは、「大学が独自に設

定する科目」に算入する。

養教一種：看護



１３４

１．免許法施行規則第６６条の６に定める科目の履修

（８）栄養教諭

※科目ナンバリングは、学科の全学教養科目を参照すること。
※授業科目の前の○印は教職必修科目。
※単位数が〇印で囲まれているものは卒業するための必修科目。
※〔 〕印は〔 〕内のいずれの年次に履修してもよいことを示す。

備考

左記に対応する授業科目及び単位数免許法施行規則に定める科目区分

配置年次および
単位数

該当授業科目科目
明細

科目
コード単位数科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔 ２ 〕○日本国憲法１１００３６２日本国憲法

選択必修

〔 １ 〕体育実技A２１００２８

２体育 〔 １ 〕体育実技B１１０１０９

〔 ２ 〕運動と健康１１００３０

①英語コミュニケーションⅠ１１００５４

２外国語コミュニケーション
①英語コミュニケーションⅡ１１００５５

①総合英語Ⅰ１１００５８

①総合英語Ⅱ１１００５９

１科目選択必修
２コンピュータ基礎Ⅰ１１００４４

２情報機器の操作
２コンピュータ基礎Ⅱ１１００４５

２．栄養に係る教育に関する科目

備考配置年次および
単位数

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

２○学校栄養指導論ⅠFS３１C０２K１２２１６７
４

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する
事項

２○学校栄養指導論ⅡFS３２C０２K１２２１６８
・食生活に関する歴史的及び文化的事項

・食に関する指導の方法に関する事項

※授業科目の前の○印は教職必修科目。

栄教一種：食物健康科
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３．教育の基礎的理解に関する科目等

備考配置年次および
単位数本学開設科目免許法施行規則上の科目区分等

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

最低修得
単位

各科目に含める
ことが必要な事項

２○教育原理EX２０C０１K１５０００１

８

・教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想教

育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

２○教職論EX１０C０１K１５００００・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

２○教育行政学EX２０C０３K１５０００３
・教育に関する社会的、制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

２○教育心理学EX２０C０２K１５０００２・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

２○特別支援教育EX２０C２０K１５００８９・特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解

２○教育課程論EX３０C０１K１５００５５・教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

２○道徳教育の理論と方法EX２０C０４K２５００１５

６

・道徳、総合的な学習の時間及び特別活
動に関する内容

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
内
容
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

２○総合的な学習の時間の教育法EX３０C１８K１５００９０

２○特別活動の理論と方法EX２０C０５K２５００１６

２○教育方法論EX２０C０６K４５００１７・教育の方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）

１○生徒指導論EX３０C１９K１５００９１・生徒指導の理論及び方法

２○教育相談の基礎EX３０C０７K２５００１８・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

２○栄養教育実習
（事前事後指導１単位を含む）EX４０C０３J１５００５６２・栄養教育実習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目 ２○教職実践演習（栄養）EX４０C０４E１５００７１２・教職実践演習

※授業科目の前の○印は教職必修科目
※「教職実践演習（栄養）」は、教育実習が終了した者のみ受講可能。

栄教一種：食物健康科
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中学校・小学校教諭の免許状を取得する場合、介護等の体験を義務づける法律、いわゆる「介護等体験

特例法」が１９９７（平成９）年に公布された。それにより、１９９８（平成１０）年４月以降の大学入学者等から、

７日間以上の介護等体験が義務づけられている。

この体験をとおして、①人間の尊さや人権を理解する ②一人一人が違った個性と能力を有することを

実感し、様々な価値観があることを理解する ③諸施設やそこで働いている人々を理解する、ことを学ぶ

ことになっている。

本学の位置する茨城県でも、介護等体験について関係各機関が協議を重ね、該当者は福祉施設で５日間

（以上）、特別支援学校で２日間の介護、介助、交流等の体験を行うことになっている。近年一部の学生

の心構えや態度に問題があるとの指摘が全国的に受入れ施設側からなされており、本学では事前指導の徹

底をはかっている。なお、介護等体験中の学生の態度に著しい問題があり、施設利用者に不利益をあたえ

るおそれがある場合には、該当学生の介護等体験を中止することもあり得る。

本学では、２０００年度入学生より上記のとおり「介護等体験」は授業（半期科目、２単位）として開講し

ている。中学校及び小学校一種免許状取得希望の学生は、必ず履修すること。

介護等体験を実施するにあたって、様々な調整や準備が必要となるので、学生諸君は以下の留意事項

（手続きの流れ）を十分理解してもらいたい。

１）事前指導

介護等体験実施にあたっては、授業での事前指導を必ず受けること。事前指導を欠席した場合は、介護

等体験の実施ができなくなる。

２）介護等体験実施のための手続き

申込み用紙に必要事項（実施月日、施設種別、地域等）を記入し、学務部が一括して実習先に申し込み

手続を行う。申込みから、介護等体験実施までの手順は以下のとおり。

介護等体験申込書の提出（学務部受付）
学務部より申込書を送付

学務部より介護等体験実施希望学生に受入決定
報告（掲示）、介護等体験費の納入（一括納入）

介護等体験実施（社会福祉施設、老人保健施設、
特別支援学校）→終了後、実習証明書発行

大学へ受入決定通知書の送付

●県内社会福祉施設
受入調整機関
茨城県社会福祉協議会

●県内老人保健施設
受入調整機関
茨城県社会福祉協議会

●県内特別支援学校
受入調整機関
茨城県教育庁特別支援教育課

（９）「介護等体験」について
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３）実施期間及び費用

実施期間（日数）は以下のとおりだが、実施日は各受入れ施設が決定するので、必ずしも希望どおりに

なるとは限らない。費用は、大学でまとめて、社会福祉協議会へ振り込む。

５日間（申込みは年２回、実施時期は１０～１２月、１～２月）

介護等体験費、８，０００円（一人１日 １，０００円×５日、調整費用 ３，０００円）

・県内特別支援学校 ２日間（申込みは年２回、実施時期は６月～翌年２月）

手数料（証明書代）４００円

※その他、実習施設等への交通費、昼食代は自己負担となる。

４）介護等体験の証明書発行とその保管について

介護等体験を実施した施設（学校）では、終了後介護等体験証明書を発行する。その証明書は、教員免

許状申請時（卒業年次）に使用するので、介護等体験実施後ただちに学務部に提出し、コピーを本人が保

管しておくこと。証明書を紛失すると再発行されない場合もあるので注意すること。

教育実習は、大学が実習校（園）に対してお願いし、実施可能となる特殊な科目である。実習の受講に
ついて学生の希望は尊重されるが、権利ではない。
したがって、たとえ、下記の履修条件を満たしている場合でも、学科会および本学教職課程委員会が、

実習生として適正に欠けると判断する場合は、実習を許可しない場合や実習途中でも実習を中止させる場
合がある。
なお、初等教育実習Ⅰ・Ⅱ、中等教育実習Ⅰ・Ⅱを履修しようとする者は、下記の履修条件に加え、教

職課程委員会が実施する「教職課程一般教養試験」を受験し、これに合格しておくこと。
また、教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であることが求
められる。

教職課程一般教養試験について
※１ この試験は毎年度末（２月上旬～中旬）に実施する。
※２ 試験の内容（範囲）や試験日等の詳細については、毎年６月上旬に学務部掲示版に掲示する。
※３ この試験は１年次末に受験し、合格しておくことが望ましい。不合格となり、さらに教員免許状の
取得を目指す者は、次年度以降に再受験することができる。

＜初等教育実習（小学校）を行うための履修条件＞
「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（小学校）を履修しようとする者は、卒業後、教職に就くことを強く希望する者
であること。実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、下記の科目を修得していなければなら
ない。
① 卒業に必要な単位のうち２分の１（ ）以上。
② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学Ⅰ、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と
方法、特別活動の理論と方法、教育方法論、計１８単位のうち 以上。

③ 小学校各教科研究（小学校英語教育Ⅰ及びⅡ及び書写を含む）及び、各科教育法（外国語（英語）
教育法を含む）、計３９単位のうち 以上。

④ 音楽Ⅰ、音楽Ⅱ、美術Ⅰ、美術Ⅱ、体育実技Ａ（水泳）、計 単位。
※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

６２単位

１４単位

３０単位
５

・県内社会福祉施設
・県内老人保健施設

（１０）教育実習に関わる履修規程
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＜特別支援学校教諭一種免許状取得課程の履修要件＞

特支一種免取得課程を履修する場合、特支免課程が開始される年度の当初（通常は３年次の４月）まで

に、下記の要件を満たしていなければならない。

① 「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」（小学校）の履修条件を満たしていること。

② 「特別支援教育原論」を修得すること。なお、「特別支援教育」及び「発達障害児教育論」も修得

していることが望ましい。また、特支免課程の履修は、一定の人数制限を設けるため、上記要件を

満たしている場合であっても、課程の履修が認められない場合がある。

＜特別支援教育実習を行うための履修条件＞

「特別支援教育実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くこ

とを強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修得

していなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 初等教育実習Ⅰ・Ⅱ、計 。

③ 発達障害児教育論、知的障害児の教育Ⅰ、知的障害児の教育Ⅱ、知的障害児の心理・生理・病理、

肢体不自由児の教育、肢体不自由児の心理・生理・病理、病弱児の教育、病弱児の心理・生理・病

理、重度重複障害児教育論、言語の発達と障害、感覚障害児教育論、計２２単位のうち 以上。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

＜初等教育実習Ⅲ（幼稚園）を行うための履修条件 （児童教育学科児童教育専攻）＞

児童教育学科児童教育専攻で「初等教育実習Ⅲ」（幼稚園）を履修しようとする者は、当該年度に卒業見

込みが確実で、卒業後、教職に就くことを強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４

年次４月）までに、下記の科目を修得していなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 初等教育実習Ⅰ・Ⅱ、計 。

③ 音楽Ⅲ、音楽Ⅳ、美術Ⅲ、美術Ⅳ、計 。

④ 保育内容総論、保育内容教育法・健康、保育内容教育法・人間関係、保育内容教育法・言葉、幼

児理解、教育相談、計１０単位のうち 以上。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

＜初等教育実習Ⅲ（幼稚園）を行うための履修条件 （児童教育学科幼児保育専攻）＞

児童教育学科幼児保育専攻で「初等教育実習Ⅲ」（幼稚園）を履修しようとする者は、実習を行う年度の

当初（通常は２年次４月）までに、下記の科目を修得していなければならない。

教育原理、教職論、保育の心理学、幼児教育課程論、保育原理、子どもの理解と援助、保育者論、

保育の計画と評価、保育内容教育法・人間関係、保育内容教育法・言葉、音楽Ⅰ、音楽Ⅱ、美術Ⅰ、

美術Ⅱ、合計２３単位のうち 以上。

※GPAは問わない。

＜初等教育実習Ⅳ（幼稚園）を行うための履修条件 （児童教育学科幼児保育専攻）＞

教育実習を行う前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

９３単位

５単位

１４単位

９３単位

５単位

４単位

８単位

１４単位
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＜中等教育実習を行うための履修条件＞

「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就く

ことを強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修

得していなければならない。

【免許状の教科（領域）が英語以外の場合】

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（９３単位。食物健康科学科は９６単位）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論、生徒指導論、進路指導論、

教育相談の基礎、計２４単位のうち１８単位以上。

③ 各科教育法

④ 教科及び教科の指導法に関する科目２０単位以上（各科教育法は含めない）。

【免許状の教科（領域）が英語の場合】

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（９３単位）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論、生徒指導論、進路指導論、

教育相談の基礎、計２４単位のうち１８単位以上。

③ 英語科教育法Ⅰ、英語科教育法Ⅱ、英語科教育法Ⅲ、英語科教育法Ⅳ、計８単位。

④ ③の４科目と英語学概論Ａ、英語学概論Ｂ、英語学概論Ｃ、GrammarⅠ、GrammarⅡ、英語文学

概論Ａ、英語文学概論Ｂ、EnglishCommunicationⅢ、EnglishCommunicationⅣ、WritingⅠ、Writing

Ⅱ、異文化理解教育、計１６科目中１２科目以上。

※留学等の理由により、履修することができなかった科目がある場合は、１０科目以上の単位を修得し

ていれば、『中等教育実習』の履修を認める場合がある。

さらに下記の条件を満たしていなければならない。

「③および④の１６科目のうち、履修した科目のGPAが２．５以上であること。」

「中等教育実習を行うために必要な英語力を有していること。教育実習を行う前年度末の定められた

期日までに、下記の条件のうちいずれかを必ず満たすこと。」

（１）英語力診断テスト（５２０点以上）

（２）TOEICListening＆ReadingTest（４７０点以上）

（３）TOEFLITP（４５５点以上）

※いずれも大学入学後に受験した結果のみ有効とする。

※教育実習を行う年度の前年度末に履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。（免許状の教

科に関わらず共通の条件）

＜養護実習を行うための履修条件＞

「養護実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くことを強く

希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修得していな

ければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論、生徒指導論、教育相談の

基礎、計２３単位のうち 以上。

９３単位

１８単位
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○教育実習の実習年次、期間と場所

「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」は、３年次に、日立市近辺の小学校（実習協力校）において、４週間にわたって

行う。実習Ⅰには、事前・事後指導１単位分が含まれ、一日観察実習も行う。

児童教育専攻の「初等教育実習Ⅲ」は、原則として、学生自身が探した幼稚園で４年次９月に２週間に

わたって行う。幼児保育専攻の「初等教育実習Ⅲ」は、２年次前期に大学附属認定こども園で計１週間に

わたって行う。「初等教育実習Ⅳ」は、２年次２月に大学附属認定こども園や実習協力園で計３週間にわた

って行う。実習園を学生自身が探すこともできる。両専攻とも実習Ⅲには、事前事後指導１単位分が含ま

れ、一日観察実習も行われる。

「特別支援教育実習」は、４年次に特別支援学校において２週間にわたって行う。実習には事前事後指導

１単位分が含まれる。

「中等教育実習Ⅰ・Ⅱ」は、４年次に、原則として出身中学校・高等学校において、１５日間にわたって行

う。実習Ⅰには事前・事後指導１単位分が含まれる。

「養護実習」は４年次に、原則として日立市内の小学校（実習協力校）または出身小学校・中学校におい

て、１５日間にわたって行う。実習には事前事後指導１単位分が含まれる。

「栄養教育実習」は４年次に、小・中学校において５日間にわたって行う。なお、４年次６月に事前準備

として一日観察実習を行う。

③ 公衆衛生看護学概論、学校保健、小児看護学Ａ（健康な小児の生活支援）、養護概説、計 。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

＜栄養教育実習を行うための履修条件＞

「栄養教育実習」を履修しようとする者は、当該年度に卒業見込みが確実で、卒業後、教職に就くことを

強く希望する者であること。実習を行う年度の当初（通常は４年次４月）までに、下記の科目を修得して

いなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち４分の３（ ）以上。

② 教育原理、教職論、教育行政学、教育心理学、特別支援教育、教育課程論、道徳教育の理論と方

法、総合的な学習の時間の教育法、特別活動の理論と方法、教育方法論、生徒指導論、教育相談の

基礎、計２３単位のうち 以上。

③ 学校栄養指導論Ⅰ、学校栄養指導論Ⅱ、計 。

※教育実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

６単位

９６単位

１８単位

４単位
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＜１＞教職課程費および教育実習費

教育職員免許状を取得しようとする者は教育実習の履修登録をする際、以下の表の通り、教職課程費

および教育実習費を納入しなければならない。

納期納入年次納入者金額取得予定の免許学科

５月下旬

２年次
履修者５，０００中一種免（英語）

現代英語学科
履修者５，０００高一種免（英語）
履修者１０，０００小一種免

児童教育学科
（児童教育専攻） ３年次

履修者５，０００幼一種免
履修者５，０００特支一種免

２年次履修者５，０００幼一種免児童教育学科
（幼児保育専攻）

２年次

履修者５，０００中一種免（社会）
文化交流学科

履修者５，０００高一種免（地歴）
履修者５，０００中一種免（社会）

心理福祉学科 履修者５，０００高一種免（公民）
履修者５，０００高一種免（福祉）
履修者５，０００中一種免（家庭）

食物健康科学科 履修者５，０００高一種免（家庭）
履修者５，０００栄教一種免
履修者５，０００養教一種免看護学科
履修者５，０００中一種免（社会）

経営学科
履修者５，０００高一種免（公民）

・教職課程費は、取得予定の免許状の種類ごとに納入することになる。たとえば、中一種免（社会）と高一種免（公民）お
よび高一種免（福祉）を取得予定の学生は、１５，０００円を納入することになる。
２年次以降に受講可となる教職課程科目は、教職課程費を納入しなければ履修できないので注意すること。
なお、「初等教育実習Ⅰ・Ⅱ」を除く教育実習には教育実習費（下表参照）が必要となる。

教職課程費

・上記教育実習費は予定額である。詳細については実習前に指示する。

教育実習費

納期納入年度納入者金額（予定）種別
７月上旬履修登録年度履修者８，０００初等教育実習Ⅲ（Pe）
別途指示履修登録年度履修者１０，０００特別支援教育実習
５月下旬履修登録年度履修者４，０００初等教育実習Ⅲ（Pc）
別途指示履修登録年度履修者１２，０００初等教育実習Ⅳ（Pc）
実 習 時履修登録年度履修者１５，０００中等教育実習Ⅰ・Ⅱ
７月中旬履修登録年度履修者５，０００栄養教育実習
別途指示履修登録年度履修者１５，０００養護実習

（１１）その他
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＜２＞免許状授与申請の手続
Ａ．幼一種免、小一種免、特支一種免、中一種免、高一種免、養教一種免
１）本学から茨城県教育委員会への教員免許状一括申請（所属学科課程認定教科免許状）は、教職課程
認定上の必修科目を含めた単位を修得した場合に限られる。

２）教育職員免許状授与申請にあたっては、次の手続きを必要とする。
〔提出すべき書類〕
① 教育職員免許状授与願（茨城県の指定様式）
② 個人事項証明書（戸籍抄本）
③ 履歴書（茨城県の指定様式）
④ 宣誓書（茨城県の指定様式）
⑤ 介護等体験証明書（社会福祉施設及び特別支援学校による証明）
⑥ 学力に関する証明書

以上のうち①・③・④（茨城県の指定様式）は、説明会時に学務部より配付する。②は各自入手する。
⑤は介護等体験後学務部へ提出する。（申請書類作成時一度本人に返却される）⑥は、本学所定の証明書
交付願により申し込むこと。（⑥は、本学より直接県に提出）
書類は①・②・③・④・⑤の順に綴じて、決められた期日までに学務部に提出する。高等学校（一
種）、中学校（一種）の両方の免許状を申請する場合は各１部ずつ提出する。
※授与手数料は、高等学校・中学校・小学校各々茨城県収入証紙３，４００円を教育職員免許状授与願の表面
に貼付すること。証紙には捺印しないこと。

※提出書類については、異なる可能性があるため説明会に出席すること。

Ｂ．栄教一種免
１）栄養教諭一種免許状申請のための要件
① 卒業見込みである者。
② 「免許法施行規則第６６条の６に定める科目」、「栄養に係る教育に関する科目」、「教育の基礎的理解
に関する科目等」の単位修得が確実な者。

③ 卒業後、「栄養士」の免許状が取得できる者。
２）教育職員免許状授与申請にあたっては、次の手続きを必要とする。
〔提出すべき書類〕
① 教育職員免許状授与願（茨城県の指定様式）
② 個人事項証明書（戸籍抄本）
③ 履歴書（茨城県の指定様式）
④ 宣誓書（茨城県の指定様式）
⑤ 学力に関する証明書
⑥ 栄養士免許状の写し

以上のうち①・③・④（茨城県の指定様式）は、説明会時に学務部より配付する。②は各自入手する。
⑤は、本学所定の証明書交付願により申し込むこと。（⑤は、本学より直接県に提出）⑥は卒業後に、写
しを大学へ郵送。書類は、⑤・⑥を除く全てを順に綴じて、決められた期日までに学務部に提出する。
※免許状は卒業後に受取ることになる。
※授与手数料は、茨城県収入証紙３，４００円を教育職員免許状授与願の表面に貼付すること。証紙には捺印
しないこと。

※提出書類については、年度によって異なる可能性があるため、説明会に出席すること。
※卒業の翌年度に栄養教諭として働くことが確定した場合、速やかに学務部に申し出ること。
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４年次３年次２年次１年次授業科目科目ナンバリング科目明細科目コード

〔 ２ 〕学校経営と学校図書館PE３０C２１K１１３５３１

〔 ２ 〕学校図書館メディアの構成PE３０C２２K１１３５３２

〔 ２ 〕学習指導と学校図書館PE３０C２３K１１３５３３

〔 ２ 〕読書と豊かな人間性PE３０C２４K１１３５３４

〔 ２ 〕情報メディアの活用PE３０C２５K１１３５３５

４年次３年次２年次１年次授業科目科目ナンバリング科目明細科目コード

〔 ２ 〕学校経営と学校図書館EX３０C１３K１50050

〔 ２ 〕学校図書館メディアの構成EX３０C１４K１50051

〔 ２ 〕学習指導と学校図書館EX３０C１５K１50052

〔 ２ 〕読書と豊かな人間性EX３０C１６K１50053

〕２〔情報メディアの活用EX２０C１７K１50054

司書教諭は、学校図書館の専門的職務を担当する者であり、学校図書館法によって小学校、中学校及び

高等学校に置くように規定されている。学校図書館法には、司書教諭になるためには学校図書館司書教諭

講習を修了する必要があると定められている。本学の児童教育学科児童教育専攻には、資格の取得を希望

する者のために、学校図書館司書教諭講習規程に定められた科目が開設されている。

＜１＞資格取得の要件

１）教育職員免許状（幼稚園教諭、栄養教諭、養護教諭は除く）を有する者であること。

したがって教職課程科目と併せて履修しなければならない。

２）大学において、この資格を取得するに必要な科目の単位を修得していること。

この単位は司書教諭講習会を受講することによって修得するものであるが、本学に開講されている

科目の単位の修得により、この要件をみたすことができる。

３）必修科目とその単位数

必修科目は５科目１０単位である。

① 児童教育学科児童教育専攻学生の場合、児童教育学科児童教育専攻資格科目Ⅲにある以下の科目

を履修すること。

② 中等教職課程履修者の場合

原則として３年次からの履修となる。

このため、児童教育学科児童教育専攻資格科目と同様の科目が、「卒業要件外の科目」に配置さ

れているので、その科目コードで登録すること。
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２．学校図書館司書教諭資格に関する科目の履修
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＜２＞学校図書館司書教諭資格申請

申請は以下のとおり行う。単位の修得状況により申請時期が異なるので注意すること。

１）対象

＜前年度終了（３年次修了）までに、以下の条件を全て満たしている者＞

① ３年次修了までに、学校図書館司書教諭に関する科目全てを修得済の者

② 児童教育学科児童教育専攻の学生は初等教育実習Ⅰ・Ⅱの単位を修得済の者、もしくは４年次で

教育実習参加が確実な者。中等教職課程履修者の場合は４年次での教育実習参加が確実な者

③ ３年次修了までに、卒業に必要な単位のうち６２単位以上を修得済の者

※上記の条件を一つでも満たせない場合には学校図書館司書教諭資格申請を取り消すものとする。

※申請は４年次の前期に行う。修了証書は卒業した年の３月頃までに郵送される。ただし、教育職員

免許状を取得できなかった場合には資格として認められない。

＜４年次修了までに、以下の条件を全て満たす者＞

① ４年次修了までに、学校図書館司書教諭に関する科目全てを修得見込みの者

② ４年次修了までに、教育職員免許状取得が可能な者で、教育職員免許状一括申請者（または、教

育職員免許状を既に取得している者）。

※上記の条件を一つでも満たせない場合には学校図書館司書教諭資格申請を取り消すものとする。

※４年次後期に申請についての説明会を行い、申請は卒業後に行う。修了証書は卒業後司書教諭資格

および教育職員免許状を取得した翌年の３月頃までに郵送される。

２）学校図書館司書教諭資格申請ガイダンス

申請手続きに関するガイダンスを実施する。具体的な手続き方法や提出すべき書類についてはガイ

ダンス時に指示する。日時・場所については掲示で告知する。
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

３．社会福祉主事任用資格に関する科目の履修
〔文学部・生活科学部・看護学部・経営学部〕

社会福祉主事任用資格に関する科目

社会福祉主事任用資格は公務員試験に合格し、市町村の福祉サービス担当課や福祉事務所に配属になり、

福祉職として仕事をする際に名乗ることのできる資格である。

しかし、実際には民間の社会福祉法人等で就職の採用条件とされる場合もあり、福祉の職場に就職した

いと考えている人は取得しておいた方がよい。

この資格は右記の科目の単位を３科目以上（ただし、福祉に関わる専門科目を１科目以上選択するよう

にしてほしい）修得し、本学を卒業すると取得できる。なお、社会福祉主事任用資格は、社会福祉士試験

受験資格と異なる。混同しないよう注意すること。
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＜文学部・生活科学部・看護学部・経営学部 ２０１９年度以降入学生＞

科目については、福祉の内容に関する科目を１つは履修することが望ましい。
※科目が複数の科目に区分される場合（「Ⅰ、Ⅱ」「A、B」など）は、社会福祉主事任用資格に関する科目上、当
該区分された科目の全てを修得して１科目とみなす。
例）「心理学概論Ⅰ」と「心理学概論Ⅱ」を修得して、１科目とみなす。

※「相談援助技術総論Ⅰ」「相談援助技術総論Ⅱ」「相談援助技術各論Ⅰ」「相談援助技術各論Ⅱ」「相談援助技術各
論Ⅲ」「相談援助技術各論Ⅳ」は社会福祉主事任用資格に関する科目上、６科目修得して１科目とみなす。

備考

履修可能学科配置年次及び
単位数

指定授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

ＭＮＦＷＣPcPeＥ
４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

×○○○××××〔２〕社会学WP１０C１６K１２００１３

○×××××××〔２〕社会学MA１０B０７K１４００１８

××××○×××２法学CC２０C４５Ｋ１１４２４９

×○○○×○○○〔２〕法学WP１０C１７K１２００１４

○×××××××〔２〕法学MA１０B０６K１４００１７

２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××２心理学概論Ⅰ※WP１１A０１K１２１０９９

×××○××××２心理学概論Ⅱ※WP１２A０１K１２１１００

２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××２現代社会と福祉Ⅰ※WP１１A０２K１２１１０１

×××○××××２現代社会と福祉Ⅱ※WP１２A０２K１２１１０２

２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××〔２〕福祉行財政論A※WP３０C１１K１２１１５９

×××○××××〔２〕福祉行財政論B※WP３０C１２K１２１１６０

６科目修得して
１科目とみなす

×××○××××２相談援助技術総論Ⅰ※WP１１C０２K１２１１１３

×××○××××２相談援助技術総論Ⅱ※WP１２C０１K１２１１１４

×××○××××〔２〕相談援助技術各論Ⅰ※WP２１C０７K１２１１３５

×××○××××〔２〕相談援助技術各論Ⅱ※WP２２C０９K１２１１３６

×××○××××〔２〕相談援助技術各論Ⅲ※WP２３C０２K１２１１３７

×××○××××〔２〕相談援助技術各論Ⅳ※WP２４C０１K１２１１３８

２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○〔 ２ 〕地域福祉論Ⅰ※WP２１C０８K１２１１４５

○○○○○○○○〔 ２ 〕地域福祉論Ⅱ※WP２２C１０K１２１１４６

２科目修得して
１科目とみなす

×××○××××〔 ２ 〕医療福祉論Ⅰ※WP２１C１０K１２１１５３

×××○××××〔 ２ 〕医療福祉論Ⅱ※WP２２C１２K１２１１５４

×××○××××〔 ２ 〕社会福祉調査法WP２０C０７K１２１０７６

２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○〔 ２ 〕社会保障論Ⅰ※WP２１C０９K１２１１４７

○○○○○○○○〔 ２ 〕社会保障論Ⅱ※WP２２C１１K１２１１４８

○○○○○○○○〔 ２ 〕公的扶助論WP２０C０９K１２１０２９

２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○〔 ２ 〕児童福祉論Ⅰ※WP１１C０６K１２１１３９

○○○○○○○○〔 ２ 〕児童福祉論Ⅱ※WP１２C０４K１２１１４０

２科目修得して
１科目とみなす

○○○○○○○○〔 ２ 〕高齢者福祉論Ⅰ※WP１１C０８K１２１１４３

○○○○○○○○〔 ２ 〕高齢者福祉論Ⅱ※WP１２C０６K１２１１４４

○○○○○○○○〔 ２ 〕介護概論WP２０C１３K１２１０３７

×××○××××〔 ２ 〕人体の構造と機能及び疾病WP２０C２９K１２１１０９

××○×××××２社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

２科目修得して
１科目とみなす

××○×××××２医学一般Ⅰ※FS３１A０２K１２２１８２

××○×××××２医学一般Ⅱ※FS３２A０３K１２２１８３

×○××××××１看護学概論NU１０A０８K１３１１１７

×××××○××２社会福祉PC２０C０４K１１３１１８



１４８

１．概要

社会教育主事は、都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に置かれる専門的職員で社会教育を行う

者に対する専門的技術的な助言・指導に当たる役割を担う。また、２０１８年度の文部科学省法改正により、

２０２０年度から「社会教育主事任用資格」を得た者は、「社会教育士（養成課程）」と称することができる

ようになった。

従来社会教育主事は任用資格（≒教育委員会や公民館等、必要な部署に就いた時のみ有効）だったが、

この改正では「学習成果を活かし、NPOや企業等の多様な主体と連携・協働し、社会教育施設における

活動のみならず、環境や福祉、まちづくり等の社会の多様な分野における学習活動の支援を通じて、人

づくりや地域づくりに携わる役割」が求められた。地域において、子供のみならず大人、高齢者をも対

象とした多様な学習活動を計画、実施、支援し、住民の生きがいを生み出し、地域を活性化するような

活動が期待されている。

そのため社会教育主事任用資格と同様の単位取得証明書をもって「社会教育士」という称号を付与で

きるようになった。

２．資格取得に関する規程

下記の要件及び次ページの科目群における所定の単位を修得することによって、社会教育主事任用資

格及び社会教育士（養成課程）を同時に取得することができる。

１．社会教育実習Ⅰ・Ⅱまたは社会教育演習を履修しようとするものは、実習を行う年度の当初まで

に生涯学習概論Ⅰ・Ⅱ及び社会教育経営論Ⅰ・Ⅱを履修し、単位を修得していなければならない。

２．社会教育実習Ⅰ・Ⅱの履修を予定している者は、社会教育実習費２０,０００円を納入すること。

３．省令科目における各分野（科目名）から、必要な単位数を修得すること。

・生涯学習概論から４単位を修得すること。

・生涯学習支援論から４単位を修得すること。

・社会教育経営論から４単位を修得すること。

・社会教育特講から８単位を修得すること。

・社会教育実習から１単位を修得すること。

・社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究から３単位を修得すること。（大学開設科目の

社会教育実習Ⅱの単位を含み３単位修得のこと）

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

４．社会教育主事任用資格に関する科目の履修
〔文学部〕

（１）社会教育主事任用資格及び社会教育士（養成課程）
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＜文学部 ２０１９（令和元）年度以降入学生＞

備考配置
年次

大学開設科目省令科目

単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

単
位
数

科目名
選択必修

１～２
１～２

２
２

生涯学習概論Ⅰ
生涯学習概論Ⅱ

EX２１C０３K
EX２２C０３K

２
２

50081

50082
４生涯学習概論

２～３
２～３

２
２

生涯学習支援論Ⅰ
生涯学習支援論Ⅱ

EX２１C０６K
EX２２C０６K

１
１

50102

50103
４生涯学習支援論

２～３
２～３

２
２

社会教育経営論Ⅰ
社会教育経営論Ⅱ

EX２１C０７K
EX２２C０７K

１
１

50104

50105
４社会教育経営論

文化交流学科
文化交流学科を除く
他学部履修

児童教育学科
児童教育専攻
児童教育学科
幼児保育専攻
現代英語学科・
文化交流学科

児童教育学科
児童教育専攻
児童教育学科
幼児保育専攻

児童教育学科
幼児保育専攻を除く
児童教育学科
幼児保育専攻を除く

現代英語学科・
文化交流学科

１～４
１～４
２～４
２～４
２～４
１～２
１～２
１
２～３
２～３
２～３

１

2

2

２～３

１

１

１～４
１～４
２～３

３

３

２～４
２～４
２～４

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2

2

2

2

2
2
2

1

1

2
2
2

2

地域社会研究Ⅰ
地域社会研究Ⅱ
比較社会論Ａ
比較社会論Ｂ
女性学
女性学
高齢者生活論
博物館概論
博物館経営論
博物館資料論
博物館情報・メディア論

教育行政学

教育行政学

教育行政学

体育及びレクリ
エーション指導

教育原理

教育原理

児童文化Ⅰ
児童文化Ⅱ
野外活動

児童体育Ⅰ

児童体育Ⅱ

比較文化論Ａ
比較文化論Ｂ
日本の歴史と文化

教育原理

ＰＥ１１Ｃ０４Ｋ
ＰＥ１２Ｃ０４Ｋ
ＣＣ２０Ｃ３７Ｋ
ＣＣ２０Ｃ３８Ｋ
ＣＣ２０Ｃ４８Ｋ
ＷＰ１０Ｃ２４Ｋ
ＷＰ１０Ｃ１８Ｋ
ＥＸ１０Ｃ０２Ｋ
ＥＸ２０Ｃ０９Ｋ
ＥＸ２０Ｃ１０Ｋ
ＥＸ２０Ｃ１１Ｋ

ＰＥ２０Ｃ０１Ｋ

ＰＣ２０Ｃ２１Ｋ

ＥＸ２０Ｃ０３Ｋ

ＥＸ２０Ｃ１２Ｋ

ＰＥ１０Ｃ０２Ｋ

ＰＣ１０Ｃ０２Ｋ

ＰＥ１１Ｃ０２Ｋ
ＰＥ１２Ｃ０２Ｋ
ＰＥ２０Ｃ１９Ｅ

ＰＥ３１Ａ０１Ｊ

ＰＥ３２Ａ０１Ｊ

ＣＣ２０Ｃ３５Ｋ
ＣＣ２０Ｃ３６Ｋ
ＣＣ２０Ｃ１５Ｋ

ＥＸ２０Ｃ０１Ｋ

1
1
2
2
1
1
1
2
1
1
1

2

1

1

1

2

2

1
1
1

1

1

2
2
3

1

１３５５４
１３５５５
１４１６１
１４１６２
１４２５２
２００１８
２００１７
５００３７
５００７５
５００７６
５００７９

１３０１５

１３１６９

５０００３

５００４０

１３００２

１３１０２

１３０２８
１３０２９
１３５５６

１３５４２

１３５４３

１４１５８
１４１５９
１４２１１

５０００１

８社会教育特講

社会教育実習Ⅱ
同時履修３～４１社会教育実習ⅠEX３１C０６K１501061社会教育実習

社会教育実習Ⅱ
を含め３単位以
上修得

３～４
３～４
３～４

2
1
2

社会教育演習
社会教育実習Ⅱ
社会教育課題研究

EX３０C２２E
EX３２C０６K
EX３０C１０K

2
2
１

50085

50035

50036

選
択
必
修
３

社会教育演習
社会教育実習
社会教育課題研究

（２）社会教育主事任用資格に関する科目



１５０

学芸員資格に関する科目

学芸員となるには、大学において法定の単位を修得するか、または文部科学大臣による資格認定を受け

る必要がある。本課程は前者に相当するが、これによってその資格を取得するには博物館法、博物館法施

行規則によって定められた必修科目と選択科目（考古学含む）を修得し、併せて学士の学位を取得しなけ

ればならない。

また、資格取得に必要な博物館実習の履修にあたっては、博物館の機能に関する相当な専門知識と研究

心が必要とされる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

５．学芸員資格に関する科目の履修
〔文学部〕

その他関連科目は考古学Ⅰ・Ⅱ４単位を含めて８単位以上修得すること。

＜文学部 ２０１７（平成２９）年度以降入学生＞

備考配置
年次

大学開設科目省令科目

単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

単
位
数

科目名 選
択

必
修

１～２
１～２

２
２

生涯学習概論Ⅰ
生涯学習概論Ⅱ

EX２１C０３K
EX２２C０３K

２
２

50081

50082
２生涯学習概論

１２博物館概論EX１０C０２K２50037２博物館概論

２～３２博物館経営論EX２０C０９K１50075２博物館経営論

２～３２博物館資料論EX２０C１０K１50076２博物館資料論

２～３２博物館資料保存論EX２０C１３K１50077２博物館資料保存論

２～３２博物館展示論EX２０C１４K１50078２博物館展示論

２～３２博物館情報・メディア論EX２０C１１K１50079２博物館情報・メディア論

１２博物館教育論EX１０C０３K１50080２博物館教育論

（事前事後指導１単位含む）３３博物館実習EX３０C１１J１50041３博物館実習

２～４
２～４
２～４
２～４
２～４
２～４
２～４
２～４
２～４
１～２
１～２

２
２
２
２
２
２

２
２
２

２
２

日本の歴史と文化
ヨーロッパの歴史と文化Ａ
ヨーロッパの歴史と文化Ｂ
中国の歴史と文化Ａ
中国の歴史と文化Ｂ
イスラムの歴史と文化
考古学Ⅰ
考古学Ⅱ
民俗学
文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

CC２０C１５K
CC２０C２２K
CC２０C２３K
CC２０C１６K
CC２０C１７K
CC２０C２１K
CC２１C０１K
CC２２C０１K
CC２０C０９K
CC１０B０１K
CC１０B０２K

３
２
２
２
２
１
１
１
２
２
２

１４２１１
１４２１８
１４２１９
１４２１２
１４２１３
１４２１７
１４２０８
１４２０９
１４２０４
１４１８６
１４１８７

その他関連科目
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＜１＞博物館実習

学芸員資格に関する科目のうち、博物館実習は、茨城県内の博物館等において行っている。その他、

県外における博物館見学も実施しているので、日程等に留意してほしい。

尚、履修者は原則として３年次生以上とし、博物館実習費を納入しなければならない。実習の登録は、

実習する年の前年度１２月中に実施する説明会に出席し、希望届けを学務部に提出すること。

＜２＞実習の履修に関する規程

博物館実習を履修しようとする場合は、前年度終了までに、下記の科目を修得していなければ、その

履修は認められない。

① 卒業に必要な単位のうち、２分の１以上。

② 「博物館概論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」及び「考古

学Ⅰ」「考古学Ⅱ」の７科目、計１４単位。

③ 「生涯学習概論Ⅰ」及び「生涯学習概論Ⅱ」の２科目、もしくは「博物館経営論」「博物館情報・

メディア論」のうち１科目以上。

④ その他関連科目のうち、「考古学Ⅰ」、「考古学Ⅱ」を除いて４単位以上。
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日本語教育施設の教員資格に関する科目

２０００年３月の文化庁「日本語教育のための教員養成について」で示された基準に基づき「日本語教育施

設の教員資格に関する科目」が定められている。修得科目・単位数に従って「主専攻コース」「副専攻コ

ース」のいずれかの修了を認定する。

主専攻コース

「日本語教育施設の教員資格に関する科目」から、必修科目１２単位および選択必修科目１６単位を含め、

合計４８単位以上を修得した場合、「主専攻コース」の修了を認定する。

主専攻コースの「日本語教育実習Ａ」（必修科目）は、主に学外の日本語教育施設で実施される。実習履

修者は、学外の日本語教育施設において責任ある行動をとれる者に限られるため、複数の教員による面接・

審査を経て選抜される。審査結果によっては「修得単位上の条件」を満たしていても履修不可とすること

がある。

「日本語教育実習Ａ」履修上の条件

日本語教育実習Ａを行うためには、実習を行う年度の当初までに以下の条件を満たすこと。

① 必修科目「日本語教育概論」を修得していること。

② 必修科目「日本語と社会」「日本語と心理」「異文化間コミュニケーション」「日本語の構造Ａ」

のうち、少なくとも１科目を修得していること。

③ 以上を含んで、日本語教員資格科目を合計２０単位以上修得していること。

④ 実習を行う年度の前年度までに履修登録した科目について、GPAが２．０以上であること。

副専攻コース

「日本語教育施設の教員資格に関する科目」から、必修科目１１単位および選択必修科目１６単位を含め、

合計２７単位以上を修得した場合、「副専攻」コースの修了を認定する。

２０１７年８月に施行された法務省「日本語教育機関の告示基準」に基づき、２０１７年度以降の入学者は副専

攻においても「日本語教育実習」が必修となった。副専攻コースの「日本語教育実習Ｂ」は、主に学内の

授業等で実施される。実習履修者の選抜を行わないが、副専攻コースの実習履修者にも主専攻コース同様、

責任ある行動をとることを強く求める。

「日本語教育実習Ｂ」履修上の条件

日本語教育実習Ｂを行うためには、実習を行う年度の当初までに以下の条件を満たすこと。

・必修科目「日本語教育概論」を修得していること。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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６．日本語教育施設の教員資格に関する科目の履修
〔文学部〕
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＜文学部 ２０１７（平成２９）年度以降入学生＞

備考
副専攻
コース
※２

主専攻
コース
※１

配置年次および単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

区
分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

◎◎〔 ２ 〕日本語教育概論EX１０C０４K１50059

社
会
・
文
化
・
地
域

文化交流学科のみ○○〔 ２ 〕地球市民論CC３０A０１K２１４１０１

○○〔 ２ 〕日本の歴史と文化CC２０C１５K３１４２１１

〔 ２ 〕中国の歴史と文化ＡCC２０C１６K２１４２１２

〔 ２ 〕中国の歴史と文化ＢCC２０C１７K２１４２１３

〔 ２ 〕東南アジアの歴史と文化CC２０C１８K１１４２１４

〔 ２ 〕韓国の歴史と文化CC２０C１９K１１４２１５

〔 ２ 〕国際協力ＡCC３０C０４K３１４１２０

〔 ２ 〕国際協力ＢCC３０C０５K２１４２０１

〔 ２ 〕国際関係論ＡCC３０C０６K３１４１５３

〔 ２ 〕国際関係論ＢCC３０C０７K３１４１５４

〔 ２ 〕歴史学ＡCC１０B０５K４１４１５５

〔 ２ 〕歴史学ＢCC１０B０６K３１４１９０

○○〔 ２ 〕比較文化論ＡCC２０C３５K２１４１５８

○○〔 ２ 〕比較文化論ＢCC２０C３６K２１４１５９

〔 ２ 〕アジアの文学CC２０C３１K２１４１６０

〔 ２ 〕日本文学CC２０C３０K２１４１３９

◎◎〔 ２ 〕日本語と社会EX１０C０５K１50060

言
語
と
社
会

現代英語学科のみ○○〔 ２ 〕日本語教育演習ＡEN２０C３２E３１２１７５

現代英語学科を除く○○〔 ２ 〕日本語教育演習ＡCC２０C０４E３１４１３１

〔 ２ 〕文化人類学ＡCC１０B０１K２１４１８６

〔 ２ 〕文化人類学ＢCC１０B０２K２１４１８７

〔 ２ 〕社会学ＡCC１０B０３K２１４１８８

〔 ２ 〕社会学ＢCC１０B０４K２１４１８９

◎◎〔 ２ 〕日本語と心理EX２０C１５K１50061

言
語
と
心
理

○○〔 ２ 〕言語習得論EN１０C０５K２１２０７２

○○〔 ２ 〕学習心理学PE２０C２１K２１３０１９

現代英語学科のみ○○〔 ２ 〕言語発達心理学EN２０C２５K１１２１７３

児童教育学科幼児保育専攻のみ○○〔 ２ 〕言語発達心理学PC２０C１６K１１３１２９

現代英語学科のみ○○〔 ２ 〕日本語教育演習ＢEN２０C３３E３１２１７６

現代英語学科を除く○○〔 ２ 〕日本語教育演習ＢCC２０C０５E３１４１３２
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※１ 主専攻コースをめざす者は、◎必修科目１２単位および○選択必修科目から１６単位を含め、合計４８単位以上を
修得すること。

※２ 副専攻コースをめざす者は、◎必修科目１１単位および○選択必修科目から１６単位を含め、合計２７単位以上を
修得すること。

備考
副専攻
コース
※２

主専攻
コース
※１

配置年次および単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

区
分 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

現代英語学科のみ◎◎〔 ２ 〕異文化間コミュニケーションEN２０C０５K１１２０４７

言
語
と
教
育

現代英語学科を除く◎◎〔 ２ 〕異文化間コミュニケーションCC３０C０３K２１４１２９

◎〔 ２ 〕日本語教育実習ＡEX３０C１２J２50062

◎〔 １ 〕日本語教育実習ＢEX３０C２１J１５０１０１

○○〔 ２ 〕異文化理解教育EN２０C２６K１１２０７１

○○〔 ２ 〕言語教育ⅠPE１１C０３K１１３０３０

〔 ２ 〕言語教育ⅡPE１２C０３K１１３０３１

現代英語学科のみ○○〔 ２ 〕外国語指導技術EN２０C２７E２１２１７４

現代英語学科を除く○○〔 ２ 〕外国語指導技術CC２０C０６E１１４２４０

○○〔 ２ 〕比較教育論ＡCC２０C３９K３１４１６８

○○〔 ２ 〕比較教育論ＢCC２０C４０K２１４２２３

現代英語学科のみ○〔 ２ 〕日本語教員試験対策講座EN２０C５３K１１２１８８

○〔 ２ 〕日本語教員試験対策講座（実践）CC３０C１６K２１４１７５

現代英語学科を除く○〔 ２ 〕日本語教員試験対策講座（入門）CC２０C４４K３１４１７６

◎◎〔 ２ 〕日本語の構造ＡEX２１C０５K２50065

言
語

〔 ２ 〕言語学ＡCC２０C０７K２１４２０２

〔 ２ 〕言語学ＢCC２０C０８K２１４２０３

○○〔 ２ 〕日本語の歴史EX２０C１６K１50067

〔 ２ 〕通訳入門EN２０C３４E２１２０４９

主専攻コースは履修が望ましい〔 ２ 〕日本語学ＡCC２０C０２K３１４１３３

主専攻コースは履修が望ましい〔 ２ 〕日本語学ＢCC２０C０３K３１４１３４

○○〔 ２ 〕比較言語論CC２０C４２K１１４１６５

〔 ２ 〕日本語学各論Ａ（音声）EX１１C０２K２50063

〔 ２ 〕日本語学各論Ｂ（文字）EX１２C０２K２50064

〔 ２ 〕日本語の構造ＢEX２２C０５K２50066
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７．小学校英語指導者認定協会資格認定に関する科目の履修
〔文学部現代英語学科〕

１．小学校英語指導者認定協会とは

小学校英語指導者認定協会（略称：J-Shine）とは２００２年に設立したNPO法人で、小学校における英語

活動指導者を育成し、高水準の指導者を小学校に供給するために活動している団体である。指導者に統一

資格を付与し、資格者の情報を協議会のホームページ上（http://www.j-shine.org/）で公開することによ

って各地の教育委員会などに有資格者の採用を働きかけている。J-Shineの指導者資格は、現在日本の小学

校英語活動の専門家に与えられる唯一の資格となっている。

２．J-Shineの小学校英語指導者資格の取得方法

現代英語学科は、J-Shineの認定教育機関となっており、必要な科目（下記）を履修し、その単位を修得

した学生を学科からJ-Shineに推薦することができる。J-Shineが指導者として認めた学生には認定証が発

行され、「小学校英語指導者」として活動する資格が与えられる。

◆資格取得までの流れ

ガイダンスに出席 指定の授業を
履修

学科に資格認定の
申し込み

学科内審査 学科からJ-Shineへ
資格認定の推薦

J-Shine認定委員会での
審査

資格認定合格 資格認定証の
発行

J-ShineのHPに
掲載



１５７

３．J-Shineの小学校英語指導者資格取得に関する科目

現代英語学科の学生で、J-Shineの資格取得を希望する者は、卒業までに次表の「本学設置科目」を修得

することが必要となる。

＜文学部現代英語学科 ２０１９（平成３１）年度以降入学生＞

配置
年次単位数

本学設置科目小学校英語指導者認定協
会資格認定科目の履修方
法 科目名科目

ナンバリング
科目
明細科目コード

１～４１PronunciationⅠEN１１C０２E２１２００８

（１）必修科目

１～４１PronunciationⅡEN１２C０２E２１２００９

２～４２子供の英語教育EN２０C２８K１１２０６９

３～４２英語科教育法ⅠEN３０C０３E１１２１２７

１～４２言語習得論EN１０C０５K２１２０７２

３～４２英語教育実践研究（児童）ⅠEN３１C０２E１１２１２３

３～４２英語教育実践研究（児童）ⅡEN３２C０２E１１２１２４

１～４２英語教材論（幼児）EN２０C２９K２１２１１９（２）選択必修科目
※２科目中１科目以
上選択 １～４２英語教材論（児童）EN２０C３０K２１２１２０

４．学科推薦の基準

①推薦基準：卒業要件科目のGPAが２．５以上であること。

②上記の資格取得に関する科目のGPAが２．７５以上であること。



１５８

学則第３７条第６項に定められている保育士の資格を取得するためには、以下の要件を満たさなければな

らない。

○児童福祉法施行規則（第６条の２第１項第三号）による授業科目の最低修得単位数

＜１＞保育士資格取得の要件（細則）

１）本学を卒業し、学士の学位を有すること。

２）児童福祉法施行規則（第６条の２第１項第三号）に基づく保育士養成のための本学所定の授業科目

の単位を、以下の１～３に従い修得すること。

１．全学教養科目（教養科目） 開設科目２２単位中１２単位必修

・「キリスト教の精神と文化Ⅰ」（２単位）および「キリスト教の精神と文化Ⅲ」（２単位）、計４単位必

修（卒業要件上必修）

・「英語コミュニケーションⅠ」または「総合英語Ⅰ」（１単位）、「英語コミュニケーションⅡ」または

「総合英語Ⅱ」（１単位）、計２単位選択必修（卒業要件上必修）

・「コンピュータ基礎Ⅰ」（２単位）、「コンピュータ基礎Ⅱ」（２単位）、「コンピュータ実習」（２単位）

より２単位選択必修（卒業要件上必修）

・「運動と健康」（２単位）必修

・「体育実技Ａ」（１単位）、「体育実技Ｂ」（１単位）、計２単位必修（卒業要件上必修）

２．必修科目（「告示別表第１による教科目」） 開設科目６２単位すべて必修

「音楽Ⅰ」（１単位）、「音楽Ⅱ」（１単位）、「美術Ⅰ」（１単位）、「美術Ⅱ」（１単位）、「幼児体育Ⅰ」

（１単位）、「幼児体育Ⅱ」（１単位）は卒業要件上必修

３．選択科目（「告示別表第２による教科目」） 開設科目２９単位中１９単位以上選択必修

「保育実習Ⅱ（保育所）」または「保育実習Ⅲ（施設）」（２単位）はいずれかを必ず修得しなければな

らない。

また、「保育実習指導Ⅱ」（１単位）は、「保育実習Ⅱ（保育所）」または「保育実習Ⅲ（施設）」のた

めに必修である。

したがって、上記３単位のほかに１６単位以上を選択し修得する必要がある。

本学における最低修得単位数本学開設科目の単位数設置単位数教科目の種類

１２２２１０単位以上教 養 科 目

６２６２５１単位以上告示別表第１による教科目

１９２９１８単位以上告示別表第２による教科目

９３１１３小計

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

８．保育士資格に関する科目の履修
〔文学部児童教育学科幼児保育専攻〕



１５９

１．教養科目

備考
配置年次および単位数

当該養成施設における教科の開設告示による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目単
位
数

授
業
形
態

教
科
目

系

列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

②講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

６
以
上

不
問

外
国
語
、
体
育
以
外
の
科
目

教
養
科
目

②講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

２演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１２J１１００４４

２演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２J１１００４５

２演習コンピュータ実習LA２０B０１J２１００４６

総合英語Ⅰ
または英語
コミュニケーションⅠ
から１単位
選択必修

総合英語Ⅱ
または英語
コミュニケーションⅡ
から１単位
選択必修

１演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

２
以
上

演
習

外
国
語

１演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６

１演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７

１演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

１演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９

１演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０

１演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１

保育士資格必修〔 ２ 〕講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０１講
義

体
育 〔 ① 〕実技体育実技ＡLA１０A０２J２１００２８

１実
技

〔 ① 〕実技体育実技ＢLA１０A０３J１１０１０９

本学において１２単位必修２２単位開設１０単位
以上合計

○印は卒業要件上の必修科目を意味する。

２単位
選択必修

券
献
献
献
献
献
鹸

券
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
鹸



１６０

２．必修科目

○印は卒業要件上の必修科目を意味する。

備考

配置年次および
単位数

指定保育士養成施設における教科の開設告示別表第による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目単
位
数

授業教科目系
列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

２講義保育原理PC１０C０１K２１３１１４２講義保育原理保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

２講義教育原理PC１０C０２K２１３１０２２講義教育原理

２講義子ども家庭福祉PC３０C１５K３１３１１７２講義子ども家庭福祉

２講義社会福祉PC２０C０４K１１３１１８２講義社会福祉

２講義子ども家庭支援論PC２０C２６K３１３１３３２講義子ども家庭支援論

２講義社会的養護ⅠPC２１C０５K３１３１１６２講義社会的養護Ⅰ

２講義保育者論PC１０C０３K３１３１１５２講義保育者論

２講義保育の心理学PC１０C０８K３１３１０３２講義保育の心理学
保
育
の
対
象
の
理

解
に
関
す
る
科
目

２講義子ども家庭支援の心理学PC２０C２３K１１３２１３２講義子ども家庭支援の心理学

１演習子どもの理解と援助PC１０C０９E２１３１７９１演習子どもの理解と援助

２講義子どもの保健PC２０C３０K２１３２０８２講義子どもの保健

２演習子どもの食と栄養PC３０C０２E２１３１４０２演習子どもの食と栄養

２講義保育の計画と評価PC１０C１０K２１３１８２２講義保育の計画と評価

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

２演習保育内容総論PC２０C３２E１１３２２１１演習保育内容総論

２演習保育内容教育法・健康PC２０C２４E２１３１５１

５演習保育内容演習

２演習保育内容教育法・人間関係PC１０C１２E２１３１５２

２演習保育内容教育法・環境PC２０C２５E２１３１５３

２演習保育内容教育法・言葉PC１０C１３E２１３１５４

２演習保育内容教育法・表現ⅠPC３０C１２E２１３１５５

２演習保育内容教育法・表現ⅡPC３０C１３E２１３１５６

①演習音楽ⅠPC１１A０１E１１３１９２

４演習保育内容の理解と方法

①演習音楽ⅡPC１２A０１E１１３１９３

①演習美術ⅠPC１１A０２E１１３１９４

①演習美術ⅡPC１２A０２E１１３１９５

①実技幼児体育ⅠPC２１A０２J１１３１９８

①実技幼児体育ⅡPC２２A０２J１１３１９９

２講義乳児保育ⅠPC２１C０６K１１３２１８２講義乳児保育Ⅰ

１演習乳児保育ⅡPC２２C０６E１１３２１９１演習乳児保育Ⅱ

１演習子どもの健康と安全PC３０C１４E３１３１８１１演習子どもの健康と安全

２演習障害児保育PC３０C０４E１１３１３１２演習障害児保育

２演習社会的養護ⅡPC２２C０５E３１３１３２１演習社会的養護Ⅱ

１演習子育て支援演習PC２０C２７E１１３２１５１演習子育て支援演習

２実習保育実習Ⅰ（施設）PC３２C０１J３１３１６１
４実習保育実習Ⅰ保

育
実
習

２実習保育実習Ⅰ（保育所）PC３２C０３J２１３１６０

２演習保育実習指導ⅠPC３１C０１E２１３１８４２演習保育実習指導Ⅰ

２演習保育・教職実践演習
（幼稚園）PC４０C０４E１１３１７７２演習保育実践演習総合

演習

本学において６２単位開設６２単位開設５１単位合計



１６１

３．選択必修科目

備考

配置年次および
単位数

指定保育士養成施設における教科の開設告示別表第による教科目

授業
形態

左に対応して開設されている教科目
単位数授業

形態教科目系
列 ４年次３年次２年次１年次授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード

２講義子育て支援論PC２０C０８K２１３１０５

１５
単
位
以
上

不
問

各
指
定
保
育
士
養
成
施
設
に
お
い
て
設
定

券
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
鹸

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

〔 ２ 〕講義キリスト教保育PC２０C１４K１１３１２０

〔 ２ 〕演習地域子育て支援実践演習PC３０C１６E３１３１３４

〔 ２ 〕演習地域発達支援実践演習PC３０C１７E２１３１８９

〔 ２ 〕講義地域発達臨床論PC３０C０５K１１３１３５

〔 ２ 〕講義発達障害学PC２０C１５K１１３１２５
保
育
の
対
象
の
理
解

に
関
す
る
科
目

〔 ２ 〕講義言語発達心理学PC２０C１６K１１３１２９

１演習幼児理解PC２０C２８E１１３２１６

１演習教育相談PC２０C２９E１１３２１７

２演習保育方法の研究PC３０C０１E１１３１５７
保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

１演習音楽ⅢPC２１C０１E１１３２０４

１演習音楽ⅣPC２２C０１E１１３２０５

１演習美術ⅢPC２１C０２E１１３２０６

１演習美術ⅣPC２２C０２E１１３２０７

〔 ２ 〕演習身体表現PC２０C１７E２１３１４２

２実習保育実習Ⅱ（保育所）PC４２C０１J３１３１６２
２実習

保育実習Ⅱ
又は

保育実習Ⅲ保
育
実
習

２実習保育実習Ⅲ（施設）PC４２C０２J３１３１６３

１演習保育実習指導ⅡPC４１C０１E２１３１６７１演習
保育実習指導Ⅱ
又は

保育実習指導Ⅲ

本学において
１９単位以上修得２９単位開設１８単位以上合計



１６２

＜２＞保育実習を行うための履修条件

１）「保育実習指導Ⅰ」の履修

「保育実習指導Ⅰ」（演習２単位 ３年次）は保育実習Ⅰ（保育所）・保育実習Ⅰ（施設）のための

実習事前事後指導なので必ず受講しなければならない。

２）保育実習Ⅰ（保育所）（２単位 ３年次５月）

保育実習Ⅰ（保育所）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、

次の①②の単位を修得していなければならない。

① 全学教養科目の１年次配置のうちキリスト教の精神と文化Ⅰ２単位、コンピュータ基礎Ⅰ２単位、

運動と健康２単位、体育実技Ａ１単位、体育実技Ｂ１単位の計８単位中４単位以上。

② 必修科目（「告知別表第１による教科目」）１年次配置（保育原理、教育原理、保育者論、保育の

心理学、子どもの理解と援助、保育の計画と評価、保育内容教育法・人間関係、保育内容教育

法・言葉、音楽Ⅰ、音楽Ⅱ、美術Ⅰ、美術Ⅱ）の１９単位中１３単位以上。

３）保育実習Ⅰ（施設）（２単位 ３年次９月）

保育実習Ⅰ（施設）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通常は３年次４月）までに、次

の①～③の単位を修得していなければならない。

① 卒業に必要な単位のうち二分の一（６２単位）以上を修得していること。

② 全学教養科目の１・２年次配置（上記１年次科目に英語コミュニケーションⅠまたは総合英語Ⅰ、

英語コミュニケーションⅡまたは総合英語Ⅱのうち２単位が加わる）の１０単位のうち６単位以上。

③ ２年次配置までの必修科目（「告知別表第１による教科目」）計４３単位中３３単位以上。〔１年次科

目に加わる２年次配置の科目＝社会福祉、子育て支援演習、社会的養護Ⅰ、子ども家庭支援の心

理学、子どもの保健、子ども家庭支援論、保育内容総論、保育内容教育法・健康、保育内容教育

法・環境、乳児保育Ⅰ、乳児保育Ⅱ、社会的養護Ⅱ、幼児体育Ⅰ、幼児体育Ⅱ ２４単位。〕

４）「保育実習指導Ⅱ」の履修

「保育実習指導Ⅱ」（演習１単位 ４年次）は保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習Ⅲ（施設）のための

実習事前事後指導なので必ず受講しなければならない。

５）保育実習Ⅱ（保育所）（４年次５月 ２単位）

保育実習Ⅲ（施設） （４年次９月 ２単位）

保育実習Ⅱ（保育所）または保育実習Ⅲ（施設）を履修するためには、実習を行う年度の当初（通

常は４年次４月）までに保育実習Ⅰ（施設）と同じ履修条件を満たしていなければならない。

※なお、保育実習Ⅱまたは保育実習Ⅲを履修するためには３年次終了までに保育実習Ⅰ（保育所）・

保育実習Ⅰ（施設）の所定の実習期間を終えなければならない。

なお、保育実習履修の最終的な可否は、児童教育学科幼児保育専攻会議の合議により決定する。上記の

履修条件すべて満たしている場合であっても専攻会議が実習生としての適正に欠けると判断する場合は実

習の履修を許可しない場合がある。
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＜３＞保育士登録申請（２０２０年３月現在）

保育士登録申請は、都道府県知事委託保育士登録機関である登録事務処理センター発行の『保育士登録

の手引き』に則って申請を行う。具体的な申請手続きについては説明会で指示する。

なお、①登録申請書類に添付する証明書（２種）の発行手数料として８００円、②登録手数料として登録

事務処理センターに４，２００円の払い込みが必要となるので留意すること。

保育士登録申請から「保育士証」の交付までの流れ

保育士登録一括申請説明会で申請に係る資料の受領 …………１０月下旬～１１月上旬

登録手数料（４，２００円）の払い込み ……………………………………………１１月上旬

………………１１月上旬～中旬

「保育士登録済通知書」の受領および記載内容の確認 ………………………４月上旬

「保育士証」受領 …………………………………………………………６月上旬～中旬

保育士登録申請書類の作成、添付書類の用意および
申請関係書類の提出



１６４

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

９．社会福祉士国家試験受験資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

社会福祉士とは、国家資格である「社会福祉士」の名称を用いて、社会で生活するにあたって様々な困

難を感じ、サポートを必要とする人々に対し、その人権を尊重し、社会福祉の専門知識・技術を駆使して

支援するソーシャルワーク専門職をいう。

社会福祉の仕事は、大きく相談援助業務と介護業務にわけることができる。具体的には社会福祉士は、

地域や施設で福祉サービスを利用する人たち（日常生活の支援を必要とする高齢者や障害児・者、親と生

活することのできない児童、経済的な課題のある人など）やその家族の相談に応じたり、必要な交渉や手

続きを手伝ったり、仕事や住まいを探したりすることを仕事としている。

したがって、福祉の知識や技術はもちろんのこと、法律や医学など関連領域の専門知識のほか、一人の

社会人として生活する際の常識や日常の知識が併せて必要となる。

社会福祉士は、「全ての人の人権を尊重しその生活を支えること」を専門職として守ることを旨とし、

本学では、社会福祉の専門職としての知識と技術を学ぶとともに、この人権尊重の価値観を育むことを目

指す。

なお、社会福祉の仕事に関する国家資格には、上記介護業務を担う介護福祉士がある。

社会福祉士の資格は、『社会福祉士及び介護福祉士法』によって定められた課程を経て社会福祉士国家試

験受験資格を取得し、年一回実施される国家試験に合格した後、資格登録をすることによって得られる。

心理福祉学科の学生で社会福祉士国家試験受験資格取得を希望する者は、卒業までに次表の「大学開設

科目」を順次取得することが必要となる。

なお、相談援助実習等の科目の履修については、それぞれ以下に定める科目について修得・履修を条件

とする。

１）心理福祉実習、心理福祉実習指導Ⅰ・Ⅱおよび相談援助技術演習Ⅱ・Ⅲを履修しようとする者は、

以下の科目を修得していることが必要である。

①現代社会と福祉Ⅰ・Ⅱ ②相談援助技術総論Ⅰ・Ⅱ ③相談援助技術演習Ⅰ ④心理学概論Ⅰ・Ⅱ

２）相談援助実習Ⅰおよび相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱを履修しようとする者は、１）に示した科目に加え

て、以下の科目のうち①②③が修得済みであること。なお、④⑤⑥については、同時履修が条件となる。

①心理福祉実習、心理福祉実習指導Ⅰ・Ⅱおよび相談援助技術演習Ⅱ・Ⅲ

②相談援助技術各論Ⅰ～Ⅳ

③高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ、障害者福祉論Ⅰ・Ⅱ、児童福祉論Ⅰ・Ⅱ、公的扶助論、医療福祉論Ⅰ・Ⅱの

うち、自分の実習希望配属先に関連する科目

（１）社会福祉士とは

（２）社会福祉士の資格の取得方法は

（３）社会福祉士国家試験受験資格に関する科目
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④福祉行財政論A・B

⑤相談援助技術演習Ⅳ

⑥相談援助技術演習Ⅴ

３）その他の科目については、以下の条件となる。

①相談援助技術総論Ⅰの科目を修得していなければ、相談援助技術総論Ⅱを履修することはできない。

②相談援助技術演習Ⅱの科目を修得していなければ、相談援助技術演習Ⅲを履修することはできない。

③相談援助技術演習Ⅲの科目を修得していなければ、相談援助技術演習Ⅳを履修することはできない。

④相談援助技術演習Ⅳの科目を修得していなければ、相談援助技術演習Ⅴを履修することはできない。

⑤心理福祉実習指導Ⅰの科目を修得していなければ、心理福祉実習指導Ⅱを履修することはできない。

⑥相談援助実習指導Ⅰの科目を修得していなければ、相談援助実習指導Ⅱを履修することはできない。

３年目２年目１年目

後期前期後期前期後期前期

講

義

演
習

実
習

実
習
指
導

社会福祉士国家試験受験資格関係科目履修モデル

※１「社会学」は１年次または２年次のうちに履修することが望ましい。
※２「高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ」「障害者福祉論Ⅰ・Ⅱ」「児童福祉論Ⅰ・Ⅱ」のうち、いずれかは１年次に履修す

ることが望ましい。残りの科目も２年次までに履修することが望ましい。
※３「地域福祉論Ⅰ・Ⅱ」「社会保障論Ⅰ・Ⅱ」「公的扶助論」「医療福祉論Ⅰ・Ⅱ」「就労支援サービス論」「権

利擁護と成年後見」は、可能な限り２年次に履修することが望ましい。
※４「人体の構造と機能及び疾病」「福祉運営管理論A・B」「社会福祉調査法」「司法福祉論A・B」は３年次で

履修することが望ましい。

福祉行財政論
A

福祉行財政論
B

人体の構造と機能及び疾病、福
祉運営管理論A・B、社会福祉調
査法、司法福祉論A・B

※４

相談援助
技術演習Ⅰ

相談援助
技術演習Ⅱ

相談援助
技術演習Ⅲ

相談援助
技術演習Ⅳ

相談援助
技術演習Ⅴ

心理福祉実習 相談援助実習
Ⅰ

心理福祉
実習指導Ⅰ

心理福祉
実習指導Ⅱ

相談援助
実習指導Ⅰ

相談援助
実習指導Ⅱ

現代社会と
福祉Ⅰ

現代社会と
福祉Ⅱ

相談援助
技術総論Ⅰ

相談援助
技術総論Ⅱ

心理学概論Ⅰ 心理学概論Ⅱ

相談援助
技術各論Ⅰ

相談援助
技術各論Ⅱ

地域福祉論Ⅰ・Ⅱ、社会保障論
Ⅰ・Ⅱ、公的扶助論、医療福祉
論Ⅰ・Ⅱ、就労支援サービス論、
権利擁護と成年後見

※３

相談援助
技術各論Ⅲ

相談援助
技術各論Ⅳ

社会学 ※１

高齢者福祉論Ⅰ・Ⅱ、障害者福祉論Ⅰ・Ⅱ、児童福祉論Ⅰ・Ⅱ ※２
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〔社会福祉士資格科目〕 〔２０１９（平成３１）年度以降入学生〕

※実習施設の種類については、社会福祉法施行規則にある指定施設のみとする。

配置年次および
単位数本学指定授業科目

社会福祉士及び介護福祉法第７条第一号
の規定に基づく社会福祉に関する科目 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

〔 ２ 〕人体の構造と機能及び疾病WP２０C２９K１２１１０９人体の構造と機能及び疾病

２心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９
心理学理論と心理的支援 のうち１科目

２心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００

〔２〕社会学WP１０C１６K１２００１３社会理論と社会システム

２現代社会と福祉ⅠWP１１A０２K１２１１０１
現代社会と福祉

２現代社会と福祉ⅡWP１２A０２K１２１１０２

〔 ２ 〕社会福祉調査法WP２０C０７K１２１０７６社会調査の基礎

２相談援助技術総論ⅠWP１１C０２K１２１１１３
相談援助の基盤と専門職

２相談援助技術総論ⅡWP１２C０１K１２１１１４

〔２〕相談援助技術各論ⅠWP２１C０７K１２１１３５

相談援助の理論と方法
〔２〕相談援助技術各論ⅡWP２２C０９K１２１１３６

〔２〕相談援助技術各論ⅢWP２３C０２K１２１１３７

〔２〕相談援助技術各論ⅣWP２４C０１K１２１１３８

〔 ２ 〕地域福祉論ⅠWP２１C０８K１２１１４５
地域福祉の理論と方法

〔 ２ 〕地域福祉論ⅡWP２２C１０K１２１１４６

〔２〕福祉行財政論AWP３０C１１K１２１１５９
福祉行財政と福祉計画

〔２〕福祉行財政論BWP３０C１２K１２１１６０

〔 ２ 〕福祉運営管理論AWP２０C４４K１２１１４９
福祉サービスの組織と経営

〔 ２ 〕福祉運営管理論BWP２０C４５K１２１１５０

〔 ２ 〕社会保障論ⅠWP２１C０９K１２１１４７
社会保障

〔 ２ 〕社会保障論ⅡWP２２C１１K１２１１４８

〔 ２ 〕高齢者福祉論ⅠWP１１C０８K１２１１４３
高齢者に対する支援と介護保険制度

〔 ２ 〕高齢者福祉論ⅡWP１２C０６K１２１１４４

〔 ２ 〕障害者福祉論ⅠWP１１C０７K１２１１４１
障害者に対する支援と障害者自立支援制度

〔 ２ 〕障害者福祉論ⅡWP１２C０５K１２１１４２

〔 ２ 〕児童福祉論ⅠWP１１C０６K１２１１３９児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉
制度 〔 ２ 〕児童福祉論ⅡWP１２C０４K１２１１４０

〔 ２ 〕公的扶助論WP２０C０９K１２１０２９低所得者に対する支援と生活保護制度

〔 ２ 〕医療福祉論ⅠWP２１C１０K１２１１５３
保健医療サービス

〔 ２ 〕医療福祉論ⅡWP２２C１２K１２１１５４

〔 ２ 〕就労支援サービス論WP２０C４６K１２１１５１就労支援サービス

〔 ２ 〕権利擁護と成年後見WP２０C４７K１２１１５２権利擁護と成年後見制度 のうち１科目

〔 ２ 〕司法福祉論AWP２０C４８K１２１１５７
更生保護制度

〔 ２ 〕司法福祉論BWP２０C４９K１２１１５８

〔２〕相談援助技術演習ⅠWP１１C０１E２２１０２３

相談援助演習

〔２〕相談援助技術演習ⅡWP２２C０２E２２１０２４

〔２〕相談援助技術演習ⅢWP２３C０１E３２１０２５

〔２〕相談援助技術演習ⅣWP３４C０１E２２１０２７

〔２〕相談援助技術演習ⅤWP３５C０１E２２１０７７

〔 ２ 〕相談援助実習指導ⅠWP２１C１２E１２１１６３
相談援助実習指導

〔 ２ 〕相談援助実習指導ⅡWP２２C１４E１２１１６４

〔 ６ 〕相談援助実習ⅠWP３１C０２J２２１０８１相談援助実習

券
献
犬
献
鹸

券
元犬
献
献
鹸
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１０．公認心理師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

公認心理師とは、心の健康に関わる諸活動の実践に際して必要な高度の専門性を有する者に与えられる

国家資格である。公認心理師法（第２条）においては、「公認心理師」とは、公認心理師登録簿への登録を

受け、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教育、司法、産業等の分野において、心理学に関す

る専門的知識及び技術をもって、次に掲げる行為を行うことを業とする者であることが規定されている。

① 心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その結果の分析

② 心理に関する支援を要する者に対する、その心理に関する相談及び助言、指導その他の援助

③ 心理に関する支援を要する者の関係者に対する相談及び助言、指導その他の援助

④ 心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供

公認心理師には、国民の心の健康の保持増進にむけて、医師、教員その他の関係者と連携し、幅広く多

様な職務を担うことが期待されている。

（１）公認心理師とは

（３）履修登録上の留意点

① 公認心理師国家試験受験資格を得るためには、（４）で示した表の公認心理師法施行規則第１条に定め

られた科目の２５科目（本学設置科目２６科目）すべての単位修得が必須である。なお、１科目でも未修

得の科目がある状態で卒業した場合、卒業後の科目等履修などによる追加の履修は不可能であり、改

めて公認心理師養成課程（学部）を有する大学に入学し直す必要がある。

② 進級に伴い他の卒業要件科目等の履修も必要となるため、（５）の履修モデル（一部、履修要件科目

有）を踏まえつつ１年次からの計画的かつ余裕をもった履修登録が必要である。

公認心理師の資格は、公認心理師法によって定められた課程（大

学４年間と大学院２年間で心理学その他の公認心理師となるため

に必要な科目として文部科学省令、厚生労働省令で定める科目を

修めて卒業／修了していることなど）を経て、公認心理師試験受

験資格を取得し、国家試験に合格した後、資格登録をすることに

よって得られる（第７条第１号及び第２号）。学部を卒業したのち

に所定の専門機関における定められた期間の実務経験を経て受験

資格が発生するルート（区分Ｂ；第７条第１号）も設けられてい

るが、基本的には公認心理師養成に対応した大学院（修士課程）

へ進学して受験資格を得るルート（区分Ａ；第７条第１号）を想

定しておくことが望ましい。なお、この資格を取得した者は、法

に定められた職責に反する行為を行わない限り、永続的にその資

格を有する。

（２）公認心理師資格の取得方法

公認心理師資格（登録）

区
分
Ａ

区
分
Ｂ

公認心理師試験

大学院において
施行規則第２条
で定める科目を
履修

施行規則第５条
で定める施設で
施行規則第６条
で定める期間以
上の実務経験

４年制大学にお
いて施行規則第
１条で定める科
目を履修

４年制大学にお
いて施行規則第
１条で定める科
目を履修

法第７条第１号 法第７条第２号
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＜２０１９年（平成３１年）度以降入学生＞

（４）公認心理師法施行規則に定められた科目及び本学設置科目

本学設置科目

公認心理師法施行規則
第１条に定められた科目

配置年次

形式科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード科目名 ４

年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

〔２〕講義WP１０C３３K１２１１６７○公認心理師の職責①公認心理師の職責

②講義WP１１A０１K１２１０９９○心理学概論Ⅰ②心理学概論

〔２〕講義WP１０C０８K２２１０４６○臨床心理学概論③臨床心理学概論

〔 ２ 〕講義WP２１C０４K１２１０８５○心理学研究法Ⅰ④心理学研究法

〔 ２ 〕講義WP２０C４０K１２１１３０○心理学統計法⑤心理学統計法

〔２〕実験WP３１C０３J１２１１２６○心理学実験Ⅰ⑥心理学実験

〔 ２ 〕講義WP２０C２５K２２１０５８○知覚・認知心理学⑦知覚・認知心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C４１K１２１１３１○学習・言語心理学⑧学習・言語心理学

〔２〕講義WP２０C１６K２２１０４２○感情・人格心理学⑨感情・人格心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C３０K１２１１１０○神経・生理心理学⑩神経・生理心理学

〔２〕
〔２〕

講義
講義

WP１１C０３K
WP１２C０２K

１
１

２１１１７
２１１１８

○社会・集団・家族心理学Ⅰ
○社会・集団・家族心理学Ⅱ

⑪社会・集団・家族心理学

〔２〕講義WP１０C３１K１２１１２５○発達心理学⑫発達心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C１９K２２１０４９○障害者・障害児心理学⑬障害者・障害児心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C２１K３２１０８３○心理的アセスメント⑭心理的アセスメント

〔 ２ 〕講義WP１０C３２K２２１０４３○心理学的支援法⑮心理学的支援法

〔２〕講義WP１０C３０K１２１１２４○健康・医療心理学⑯健康・医療心理学

〔２〕講義WP１０C２９K１２１１２３○福祉心理学⑰福祉心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C４２K１２１１３２○教育・学校心理学⑱教育・学校心理学

〔２〕講義WP３０C０９K１２１１２８○司法・犯罪心理学⑲司法・犯罪心理学

〔２〕講義WP３０C０５K２２１０８８○産業・組織心理学⑳産業・組織心理学

〔 ２ 〕講義WP２０C２９K１２１１０９○人体の構造と機能及び疾病嬰人体の構造と機能及び疾病

〔 ２ 〕講義WP２０C３９K１２１１２９○精神疾患とその治療影精神疾患とその治療

〔 ２ 〕講義WP２０C４３K１２１１３３○関係行政論映関係行政論

〔 ２ 〕演習WP２０C２４E２２１０８７○心理演習曳心理演習

〔３〕実習WP３０C１０J１２１１３４○心理実習栄心理実習

※授業科目の前の〇印は公認心理師資格必修科目である。
丸数字は卒業要件上の必修科目の単位数である。
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「心理実習」および「心理学実験Ⅰ」の履修に際しては、下記に示す履修要件や科目履修の順序性がある

ことを十分に留意して履修計画を立てる必要がある。

１．「心理実習」の履修要件

① 「心理学概論Ⅰ」と「臨床心理学概論」の単位修得の後に「心理演習」を履修できる。

② 「公認心理師の職責」の単位修得の後に「関係行政論」を履修できる。

③ 「心理演習」と「関係行政論」の単位修得の後に「心理実習」を履修できる。

なお、必須ではないが「心理実習」の履修に先行して「心理学的支援法」と「心理的アセスメント」を

単位修得済であることが望ましい。

（５）「心理実習」および「心理学実験Ⅰ」を履修するには

※１ 公認心理師関連科目は「心理学概論Ⅰ」のみだが、心理学概論ⅠはⅡと合わ
せて卒業要件であるため、Ⅰ、Ⅱともに単位修得すること。

２．「心理学実験Ⅰ」の履修要件

① 「心理学研究法Ⅰ」と「心理学統計法」の単位修得の後に「心理学実験Ⅰ」を履修できる。

３年次２年次１年次

心理学研究法Ⅰ

心理学統計法
心理学実験Ⅰ

①

喰

３年次２年次１年次

心理学概論Ⅰ※１

臨床心理学概論

公認心理師の職責

心理学的支援法

心理実習

心理的アセスメント

①

②

③

喰

必修要件
推奨要件

喰
喰

関係行政論喰

心理演習喰



１７１



１７２

日本心理学会が認定する資格で、心理学の専門家としての職務を遂行する上で必要な最少限の標準的、

基礎的学力と技能を修得していると認定された人に対して与えられる資格である。下記の科目を修得し、

本学心理福祉学科を卒業すれば、申請資格を有することになる。なお、資格申請は個人で行うことになる

が、卒業時に資格申請手続きについての説明会を行うので取得希望者は必ず出席すること。

〔２０１９（平成３１）年度以降入学生〕
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１１．認定心理士資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

単位数配置
年次

本学設置科目
認定心理士該当科目

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

２１心理学概論Ⅰ※WP１１A０１K１２１０９９
（ａ）心理学概論

（１）基礎科目
１２単位以上

２１心理学概論Ⅱ※WP１２A０１K１２１１００

２２～４心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５
（ｂ）心理学研究法

２２～４心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

２３～４心理学実験ⅠWP３１C０３J１２１１２６

（ｃ）心理学実験 １３～４心理学実験ⅡWP３２C０１J１２１１２７

１２～４心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

２２～４知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８（ｄ）知覚心理学・学習心理学

（２）選択科目
１６単位以上

（ｅ）生理心理学・比較心理学

２１～２発達心理学WP１０C３１K１２１１２５
（ｆ）教育心理学・発達心理学

２２教育心理学EX２０C０２K１５０００２

２２～３感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

（ｇ）臨床心理学・人格心理学

２１～４心理学的支援法WP１０C３２K２２１０４３

２１～２臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

２２～４深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

２２～４障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

２３～４トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

２３～４司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８

２２～４心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

２２～４心理演習WP２０C２４E２２１０８７

２１～２社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

（ｈ）社会心理学・産業心理学 ２１～２社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

２１～２福祉心理学WP１０C２９K１２１１２３

（ｉ）心理学関連の科目・卒業
論文・卒業研究

（３）その他の科目
（最大４単位）

（ａ），（ｃ）：各領域４単位以上
（ｂ），（ｃ）：領域の合計が８単位以上
（ｄ）～（ｈ）：５領域中３領域以上で各領域４単位以上、かつ、５領域の小計が１６単位以上

（１）「基礎科目」、（２）「選択科目」、（３）「その他の科目」（ｉ）の単位を加えて総計３６単位以上

※は、心理福祉学科必修科目

小計が１２単位以上
券
犬
鹸
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認定心理士資格申請の手順（２０１９年３月現在）
１．認定心理士の資格取得希望者は、４年次の１月中旬頃に説明会を予定しているので、必ず出席すること。

認定心理士資格申請の流れ

※ 心理学関係科目修得単位表は、指導教員の署名・捺印が必要になる。

※ ３月初旬卒業生氏名発表時に配付される成績通知票をもとに、書類を各自整備し、指定期日までに学

務部窓口に提出すること。同時に卒業証明書並びに成績証明書の申し込みを行うこと、学位授与式当日

に署名捺印がすんだ書類を返却する。

※ 申請時に修得科目のシラバスが必要になるので、当該科目の履修登録時にIC-UNIPAよりシラバスを

印刷しておき全て保管しておくこと。

※ 審査料１０，０００円と認定料３０，０００円は個人負担。

認定心理士資格申請書類入手

受 付 通 知 受 領

審 査

認定証・ＩＤカード受領

申請書類提出（資格申請）
審査料振込

再 申 請

認 定 料 振 込

合 格 不 合 格

申請に必要な書類は説明会時に配付。または、
日本心理学会のホームページからダウンロー
ドするか、郵送によって学会事務局から申請
書類を入手してください。

認定委員が審査して、合格・不合格を文書で
お知らせします。
不合格の場合は、条件を整えた上で再審査を
うけることができます。

※認定料 ３０，０００円
認定料払込確認後に認定証とIDカードが送
付されます。

※審査料 １０，０００円を振り込んでください。
年６回認定委員会があります。通常３ヶ月
ほどかかります。

卒業後に各自が申請してください。提出書類
に不足があった場合には、その都度返却し、
追加資料を提出することがあります。
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１２．福祉心理士資格に関する科目の履修
〔生活科学部心理福祉学科〕

福祉心理士とは日本福祉心理学会が認定する民間資格で、専門家として、福祉職場で福祉心理支援など

を行うことができる基礎学力・技能を有していると認定された人のことである。福祉サービスの利用者へ

の心理相談援助の他に、利用者の家族やそこで働く職員への心理相談援助を行う。

本学が開講している科目のうち日本福祉心理学会が指定している科目で３２単位以上修得し、学部を卒業

もしくは大学院を修了すれば資格認定の申請ができる。審査の結果、認定されると福祉心理士資格を取得

できる。

学部生３年次以降で既に指定科目３２単位以上修得している者は資格の仮認定申請ができる。審査の結果

認定されると、卒業までの期間は仮認定の福祉心理士資格を取得できる。卒業時に卒業証明書を提出する

と本認定の福祉心理士資格を取得できる。

なお、この資格は日本福祉心理学会会員に対して認定される資格であるため、申請時などに日本福祉心

理学会に入会することが必要である。

資格認定の申請は、必要書類を揃えて個人で行うことになるが、事前に担当教員に相談するのもよい。

申請に必要な書類は担当教員から、もしくは日本福祉心理学会ホームページから入手できる。

資格認定に必要な費用は

認定審査料 ２０，０００円

認定料 １０，０００円（審査に合格した後に必要な費用）

である。資格認定申請と同時に日本福祉心理学会へ入会する場合は、準会員（学部学生）の学会費３，０００円

が別に必要となる。

福祉心理士資格の認定申請をするためには、「福祉心理士資格認定のための指定科目」表の「大学開設

科目」の修得が必要である。

（１）福祉心理士とは

（２）福祉心理士資格の取得方法

（３）福祉心理士資格に関する科目



１７５

単位数配置年次必要科目・単位数
本学設置科目

指定科目
科目名科目ナンバリング科目明細科目コード

２１

２科目以上
４単位以上

心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９

心理学
福祉心理学
社会福祉学

基
礎
科
目

２１心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００

２１～２福祉心理学WP１０C２９K１２１１２３

２１現代社会と福祉ⅠWP１１A０２K１２１１０１

２１現代社会と福祉ⅡWP１２A０２K１２１１０２

２１～２

４科目
８単位以上

臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６

臨床心理学
心理査定法
カウンセリング（心理相談）
心理療法
発達心理、児童心理
障害者の心理
高齢者の心理

心
理
学
関
係
科
目

２２～４心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３

１２～４心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６

２１～４心理学的支援法WP１０C３２K２２１０４３

２２～４心理演習WP２０C２４E２２１０８７

２１～２発達心理学WP１０C３１K１２１１２５

２２～４障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９

２２～４老年心理学WP２０C２０K１２１０５０

２１～２

４単位以上

社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７

その他の心理学関係＊１

２１～２社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８

２２～３感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２

２２～４深層心理学WP２０C１８K１２１０４８

２２～４知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８

２３～４司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８

２２～４精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

２３～４トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１

２３～４癒しのセラピーWP３０C０４K１２１０５３

２２～４心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５

２２～４心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６

２３～４心理学実験ⅠWP３１C０３J１２１１２６

１３～４心理学実験ⅡWP３２C０１J１２１１２７

２１～２健康・医療心理学WP１０C３０K１２１１２４

２３～４産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８

２２～４心理学統計法WP２０C４０K１２１１３０

２２～４学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１

２２～４教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２

２１

１科目
２単位以上

相談援助技術総論ⅠWP１１C０２K１２１１１３

相談援助
精神保健福祉援助技術

社
会
福
祉
学
関
係
科
目

２１相談援助技術総論ⅡWP１２C０１K１２１１１４

２２～３相談援助技術各論ⅠWP２１C０７K１２１１３５

２２～３相談援助技術各論ⅡWP２２C０９K１２１１３６

２２～３相談援助技術各論ⅢWP２３C０２K１２１１３７

２２～３相談援助技術各論ⅣWP２４C０１K１２１１３８

２１～２相談援助技術演習ⅠWP１１C０１E２２１０２３

２２～３相談援助技術演習ⅡWP２２C０２E２２１０２４

２２～３相談援助技術演習ⅢWP２３C０１E３２１０２５

２３～４相談援助技術演習ⅣWP３４C０１E２２１０２７

２３～４相談援助技術演習ⅤWP３５C０１E２２１０７７

２２～４相談援助実習指導ⅠWP２１C１２E１２１１６３

２２～４相談援助実習指導ⅡWP２２C１４E１２１１６４

２４相談援助実習指導ⅢWP４３C０１E２２１０８０

６２～４相談援助実習ⅠWP３１C０２J２２１０８１

２４相談援助実習ⅡWP４２C０２J２２１０８２

福祉心理士資格認定のための指定科目 〔２０１９（平成３１）年度以降入学生〕
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単位数配置年次必要科目・単位数
本学設置科目

指定科目
科目名科目ナンバリング科目明細科目コード

２２～４

１０単位以上

社会保障論ⅠWP２１C０９K１２１１４７

その他の社会福祉学関係＊２

社
会
福
祉
学
関
係
科
目

２２～４社会保障論ⅡWP２２C１１K１２１１４８

２３～４福祉行財政論AWP３０C１１K１２１１５９

２３～４福祉行財政論BWP３０C１２K１２１１６０

２２～４司法福祉論AWP２０C４８K１２１１５７

２２～４司法福祉論BWP２０C４９K１２１１５８

２２～４福祉運営管理論AWP２０C４４K１２１１４９

２２～４福祉運営管理論BWP２０C４５K１２１１５０

２２～４医療福祉論ⅠWP２１C１０K１２１１５３

２２～４医療福祉論ⅡWP２２C１２K１２１１５４

２２～４地域福祉論ⅠWP２１C０８K１２１１４５

２２～４地域福祉論ⅡWP２２C１０K１２１１４６

２２～４就労支援サービス論WP２０C４６K１２１１５１

２２～４権利擁護と成年後見WP２０C４７K１２１１５２

２２～４公的扶助論WP２０C０９K１２１０２９

２１～４児童福祉論ⅠWP１１C０６K１２１１３９

２１～４児童福祉論ⅡWP１２C０４K１２１１４０

２１～４障害者福祉論ⅠWP１１C０７K１２１１４１

２１～４障害者福祉論ⅡWP１２C０５K１２１１４２

２１～４高齢者福祉論ⅠWP１１C０８K１２１１４３

２１～４高齢者福祉論ⅡWP１２C０６K１２１１４４

２２～４社会福祉調査法WP２０C０７K１２１０７６

２２～４社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５

２２～４社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６

２２～４介護概論WP２０C１３K１２１０３７

２２介護技術WP２０C１４E１２１０７８

３２単位合計

＊１：「臨床心理学」「心理査定法」「カウンセリング（心理相談）」「心理療法」「発達心理」「児童心理」「障害者の心理」「高齢者の心理」で４科目１２
単位以上を修得し、かつ全体で３２単位以上を修得している場合は、修得しなくてもよい。

＊２：「相談援助」で３科目１２単位以上を修得し、かつ全体で３２単位以上を修得している場合は、修得しなくてもよい。
※：科目が複数の科目に区分される場合（「Ⅰ、Ⅱ」「A、B」など）は、当該区分された科目の全てを修得して１科目とみなす。

例）「心理学概論Ⅰ」と「心理学概論Ⅱ」を修得して、１科目とみなす。
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１３．管理栄養士国家試験受験資格・栄養士資格に関する科目の履修
〔生活科学部食物健康科学科〕

高齢社会をむかえ、がん、心疾患、脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病に悩む人が増えており、健康

課題も深刻化している。また、同時に食をめぐる問題も深刻化・多様化しており、疾病を予防し、健康づ

くりを果たす上で生涯を通じた食育の実施が重要視されている。そのため、専門的な栄養の知識に基づき、

人々の栄養状態、食行動を総合的に判断し、対象者に応じた適切な栄養教育ができる優れた技能と人格を

備えた人材の育成が求められている。管理栄養士は、健康づくりを「食」の領域から支援する専門家とし

て、社会から大きな期待が寄せられている。

栄養士法（第１条第２項）において、管理栄養士は以下の３項目に該当する業務を行うことを業とする

者であることが規定されている。

① 傷病者に対する療養のため必要な栄養の指導

② 個人の身体状況、栄養状態等に応じた高度の専門知識及び技術を要する健康の保持のための栄養の

指導

③ 特定多数人に対して継続的に食事を供給する施設における利用者の身体の状況、栄養状態、利用の

状況等に応じた特別の配慮を必要とする給食管理及びこれらの施設に対する栄養改善上必要な指導等

を行う。

なお、①を行う場合、医師等の医療職種との連携（医師の指導）のもとに栄養量や摂取方法などの指導

を行うことが義務づけられている（栄養士法第５条の５）。

管理栄養士の免許は、管理栄養士国家試験に合格した者に対して厚生労働大臣から与えられる（栄養法

第２条３項）。管理栄養免許取得後は、病院、学校、保健所・保健センター、社会福祉施設（高齢者・児

童）等の専門職員として、また、食品関係の技術員、研究員として活躍が期待できる。

生活科学部食物健康科学科は、厚生労働大臣により、栄養士及び管理栄養士の養成施設に指定されてい

る。本学科において栄養士の免許、及び管理栄養士国家試験受験資格を取得するためには、本学学則の定

める規定に基づき、管理栄養士学校指定規則に定める次頁以降の必修科目について所定の単位を修得し、

併せて学士の資格を取得しなければならない。なお、所定の単位を修得したものは、４年次に実施される

管理栄養士国家試験を受験することができる。

（１）管理栄養士とは

（２）管理栄養士養成施設の指定科目（管理栄養士国家試験受験資格）
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管理栄養士学校指定規則に定める科目及び本学設置科目（管理栄養士養成課程）

〔２０１７（平成２９）年度以降入学生〕

本学設置科目管理栄養士学校指定規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

６社会・環境と
健康＊

専
門
基
礎
分
野

３２公衆衛生学ⅡFS３２A０２K１２２１０６

３２社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

４１公衆衛生学実験FS４０A０２J１２２１９７

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

１４
人体の構造と
機能及び疾病
の成り立ち＊

２２解剖生理学ⅡFS１２A０１K２２２１０９

１１解剖生理学実験FS１０A０２J２２２１１０

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

２２生化学ⅡFS２２A０１K２２２１１１

３１生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

３２医学一般ⅠFS３１A０２K１２２１８２

４２医学一般ⅡFS３２A０３K１２２１８３

３２運動生理学FS１０A０３K１２２１８０

４１運動栄養生理学実験FS４０A０３J２２２１８１

１２食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

１０

８食べ物と健康＊

２２食品学ⅡFS２２A０２K３２２１１５

１１食品学実験FS１０A０４J１２２１８４

１１分析化学実験FS１０A０５J２２２１１７

１２食品化学FS１０C０１K１２２１１８

３２食品加工学FS３０A０３K２２２１１９

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

２２食品衛生学FS２０A０１K１２２１２３

２１食品衛生学実験FS２０A０２J１２２１２４

１１調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

１１調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

２２調理学FS２０A０３K２２２１２６

２１調理学実験FS２０A０４J２２２１２７

１２基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

２基礎栄養学＊

専
門
分
野

３２基礎栄養学ⅡFS３２A０４K４２２１２２

２１栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

６応用栄養学＊
２２ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

３１応用栄養学実習ⅠFS３１A０３J２２２１７４

３１応用栄養学実習ⅡFS３２A０５J１２２１８８

４２疾病予防のための栄養学FS４０A０４K１２２１３０
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１８０

臨地実習にある「臨地実習Ⅰ（給食経営管理）」「臨地実習Ⅱ（臨床栄養）」には給食の運営に係る校外実習の１
単位を含む。
＊管理栄養士国家試験科目

本学設置科目管理栄養士学校指定規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

６栄養教育論＊

専
門
分
野

２２栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

３２栄養教育論ⅢFS３３A０１K２２２１３５

３１栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

８

８臨床栄養学＊

２２臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

３２臨床栄養学ⅢFS３３A０２K２２２１３９

３２臨床栄養学ⅣFS３４A０１K２２２１４１

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

３１応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

４公衆栄養学＊ ３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

３２公衆栄養学ⅡFS３２A０６K２２２１４４

１２給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

４給食経営管理
論＊

２１給食経営管理論ⅡFS２２A０６K３２２１６４

１１給食実務演習FS１０A０７E１２２１７７

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

３１総合演習ⅠFS３１A０１E１２２１９５
２総合演習

３１総合演習ⅡFS３２A０１E１２２１９６

３１臨地実習Ⅰ（給食経営管理）FS３１A０２J３２２１５０

４臨地実習 ３２臨地実習Ⅱ（臨床栄養）FS３２A０７J３２２１５２

４１臨地実習Ⅲ（公衆栄養）FS４３A０１J３２２１５１

２４６４累計２２６０累計

８８合計８２合計
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１８１

栄養士法施行規則に定める科目及び本学設置科目（栄養士養成課程）

〔２０１７（平成２９）年度以降入学生〕

本学設置科目栄養士法施行規則に定める科目・単位数

配置
年次

単位数

科目名科目
ナンバリング

科目
明細

科目
コード

単位数

教育内容 実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４
４社会生活と健康

３２社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

４

８人体の構造と機能

１１解剖生理学実験FS１０A０２J２２２１１０

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

３２医学一般ⅠFS３１A０２K１２２１８２

４２医学一般ⅡFS３２A０３K１２２１８３

１２食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２

６食品と衛生

１１食品学実験FS１０A０４J１２２１８４

１１分析化学実験FS１０A０５J２２２１１７

３２食品加工学FS３０A０３K２２２１１９

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

２２食品衛生学FS２０A０１K１２２１２３

１２基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

８栄養と健康

２１栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

３１応用栄養学実習ⅠFS３１A０３J２２２１７４

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

２２臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０

２２栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３

１０６栄養の指導

３１栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４

２２栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

１２給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６

４給食の運営

１１給食実務演習FS１０A０７E１２２１７７

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

２２調理学FS２０A０３K２２２１２６

１１調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９

１１調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００

３１臨地実習Ⅰ（給食経営管理）FS３１A０２J３２２１５０

１４３７小計１４３６小計

５１合計５０合計
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１８２

○臨地実習

臨地実習は、２～４名の学生を１組として各実習施設に配属する。実習を効果的に進めるため、事前指導

では学習課題の作成に取り組み、実習の意義・目的の明確化に努める。

実習中には「実習記録」の記録を、また、終了後には「実習報告書」の提出を義務付ける。各自が十分

な目的意識を持ち、主体的、意欲的に実習に臨む事を期待する。

○管理栄養士養成に関わる４年間の実験・実習科目

備考履修方法単位履修科目履修年次

週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週

１
１
１
１
１

調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
食品学実験
分析化学実験
解剖生理学実験

１年次

週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週３コマ×１０週
週３コマ×１０週

１
１
１
１
１
１

栄養学実験
調理学実験
食品衛生学実験
臨床栄養学実習
給食経営管理実習Ⅰ
給食経営管理実習Ⅱ

２年次

Ａ
Ｂ

週２コマ×１５週
週２コマ×１５週

集中
集中

週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週
週２コマ×１５週

１
１
１
２
１
１
１
１
１

食品加工学実習
生化学実験
臨地実習Ⅰ（給食経営管理）
臨地実習Ⅱ（臨床栄養）
応用臨床栄養学実習
応用栄養学実習Ⅰ
応用栄養学実習Ⅱ
栄養教育論実習
公衆栄養学実習

３年次

Ｃ

週２コマ×１５週
週２コマ×１５週

集中

１
１
１

公衆衛生学実験
運動栄養生理学実験
臨地実習Ⅲ（公衆栄養）

４年次

（３）学内外実験・実習計画



１８３

Ａ．臨地実習Ⅰ（給食経営管理）

特定給食施設に位置づけられる学校給食センター（共同調理場）または単独調理方式の小・中学校にお

ける給食経営管理の実際ならびに管理栄養士の役割を学ぶ。各施設の実習担当者の指導に従い、現場実習

を通して経営管理（原価管理、帳票類の扱い方）、栄養管理（基準栄養量の扱い方、献立作成法、喫食状

況の把握）、衛生・安全管理、食材料管理（発注、検品・検収の方法）、作業管理（作業計画のあり方、作

業の効率化・標準化の方法）、施設設備管理について要点を学習する。また、栄養教育教材の作成、食指

導の実際を通して栄養教育の手法を体得する。

Ｂ．臨地実習Ⅱ（臨床栄養）

栄養士法において、病院などの医療施設における傷病者に対する栄養食事指導は管理栄養士の業務に位

置づけられている。傷病者に対する栄養管理の実際を通して、各実習施設の特性をふまえながら、臨床栄

養管理（栄養アセスメント、各種調査、栄養食事指導、チーム医療など）の要点、方法および管理栄養士

の役割を理解する。

また、医療の一環として提供される病院給食について、種類・特性、食数管理などの要点を学ぶと同時

に、入院時食事療養制度の運用と併せて給食経営管理の視点からの運営システムを学習する。

Ｃ．臨地実習Ⅲ（公衆栄養）

行政機関である保健所・市町村保健センターの役割と、そこでの管理栄養士の役割を学び、国民の健康

づくり推進のための仕組みや地域保健対策についての理解を深める。

特に、保健所では、地域保健栄養体制の整備業務、市町村に対する支援業務、広域的または専門的な知

識や技術を必要とする栄養指導業務、特定給食施設・栄養関連企業等への実施体制の調整業務、栄養相

談・一般的栄養指導業務などの要点および住民の栄養改善の推進、地域組織の育成・啓発・普及の方法等

についての理解を深める。

管理栄養士資格取得まで〔該当年次に詳細説明あり〕

管理栄養士国家試験願書の提出（一括申請）

管理栄養士国家試験受験 栄養士免許の申請（一括申請）／１月

栄養士免許交付合格
（３月中）

管理栄養士免許の交付



１８４

食品衛生監視員とは、食品衛生法の規定に基づき、食品に起因する衛生上の危害を防止するために営業

施設等への立入検査や食品衛生に関する指導の職務等を行う公務員のことをいい、任用されるには本資格

が必要となる。（食品衛生法第３０条）。国の食品衛生監視員は、検疫所における輸入食品の監視指導や地方

厚生局における総合衛生管理製造過程の承認等を行っている。一方、自治体の食品衛生監視員は、保健所

などにおいて各自治体の所管地域の営業施設等への監視指導を行う。平成１５年の法改正により、国は、監

視指導実施に関する統一的な考え方である「食品衛生に関する監視指導指針」を策定し、その指針に基づ

き国は輸入食品について「輸入食品監視指導計画」を策定し、自治体は「都道府県等監視指導計画」を策

定し、それぞれの計画に従って監視指導を行うことになっている。

また食品衛生管理者とは、乳畜肉製品、食品添加物、及び特に衛生上の考慮を必要とする食品の製造、

加工を行う施設で、監督、指導の業務にあたる者をいう。なお、このような施設では資格者を置くことが

法律で義務づけられている。（食品衛生法第４８条）。

生活科学部食物健康科学科は、厚生労働大臣により、食品衛生監視員（任用）、及び食品衛生管理者の養

成施設に指定されている。本学科において食品衛生法（施行令第９条第１項第１号及び法第４８条第６項第

３号）に定める食品衛生監視員任用資格及び食品衛生管理者の資格を取得するためには、本学学則の定め

る規程に基づき、所定の科目を修得することが必要である。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１４．食品衛生監視員任用資格・食品衛生管理者資格に関する科目の履修
〔生活科学部食物健康科学科〕

（１）食品衛生監視員・食品衛生管理者とは

（２）食品衛生監視員任用資格・食品衛生管理者資格に関する科目



１８５

配置
年次

本学設置科目

区分 単位数
科目名科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード 選択必修

１２有機化学FS１０A０１K１２２１００
Ａ群 化学関係

１１分析化学実験FS１０A０５J２２２１１７

１２生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１

Ｂ群 生物化学関係
２２生化学ⅡFS２２A０１K２２２１１１

３１生化学実験FS３０A０２J１２２１９８

１２食品化学FS１０C０１K１２２１１８

３２食品加工学FS３０A０３K２２２１１９
Ｃ群 微生物学関係

３１食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０

２２公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４

Ｄ群 公衆衛生学関係

３２公衆衛生学ⅡFS３２A０２K１２２１０６

４１公衆衛生学実験FS４０A０２J１２２１９７

２２食品衛生学FS２０A０１K１２２１２３

２１食品衛生学実験FS２０A０２J１２２１２４

４１臨地実習Ⅲ（公衆栄養）FS４３A０１J３２２１５１

１２基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３

Ｅ群 その他の関連科目

１２解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８

２２解剖生理学ⅡFS１２A０１K２２２１０９

１１解剖生理学実験FS１０A０２J２２２１１０

３２医学一般ⅠFS３１A０２K１２２１８２

４２医学一般ⅡFS３２A０３K１２２１８３

２２ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８

２２ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９

２１栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１

３１応用栄養学実習ⅠFS３１A０３J２２２１７４

３１応用栄養学実習ⅡFS３２A０５J１２２１８８

２２臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７

２１臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９

２２公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２

３１公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

２１給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１

２１給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２

３１臨地実習Ⅰ（給食経営管理）FS３１A０２J３２２１５０

３２臨地実習Ⅱ（臨床栄養）FS３２A０７J３２２１５２

（１）Ａ群～Ｄ群までの各群において、それぞれ１科目以上修得すること。
（２）Ａ群～Ｄ群までの科目の中から、合計２２単位以上修得すること。
（３）上記２２単位を含み、Ａ群～Ｅ群までの各科目の中から、合計４０単位以上修得すること。

〔２０１７（平成２９）年度以降入学生〕



１８６



１８７

少子・高齢化や医療の高度化、社会や自然環境の変化に伴い、看護をめぐる情勢は著しく変化し、保健・

医療・福祉の一端を担う看護職への期待はかつてなく高まっている。

看護職とは、保健師・助産師・看護師の総称であり、すべて「看護」を基盤に持つ専門職である。看護

職能団体である日本看護協会は「看護とは、健康のあらゆるレベルにおいて個人が健康的に正常な日常生

活ができるように援助することであり、この場合のあらゆるレベルにおける援助というのは、健康危機、

健康回復など健康のどのレベルにおいても、対象となる人が、それまで持ち続けていた生活リズム（健康

な状態）にまで整えることである」と述べている。

このように看護職の行う仕事は、人々のさまざまなレベルの健康状態に関心を持って、その人の生活上

に起こる諸問題に対して専門的な知識と技術を活用して健康問題の改善や解決をめざす援助活動であり、

人間にとって最も大切な健康、すなわち生命に直接関わる仕事といえる。

看護師の具体的な役割としては、①健康を障害した人々の身の回りの世話、②疾病に罹患した者に対し

て医師の行う診断や治療・検査の介助、③健康を保持し疾病の回復に必要な生理的、心理的、社会的環境

づくり、④疾病予防に対する保健指導や健康教育、⑤円滑な医療遂行のための医療従事者との協力・調整

などがあげられる。これらの役割を果たすためには専門的な知識・技術・態度が必要である。看護の三大

要素とも言われるものである。

看護師は、人間を対象とする仕事であるところから、学習内容も多岐にわたる。健康や疾病に関する医

学的知識、心理や情緒に関する心理学的知識、社会や経済に関する社会学的知識などである。また、看護

は実践の科学といわれるように科学的な根拠を持った技術の修得が必要であり、看護専門職業人としての

態度面の学習も欠かせない。これらは、講義だけでなく演習や学外の病院、保健所、老人保健施設など医

療施設や福祉施設などの実習を合わせて実施することによって修得できる。

本学看護学部では、これらの一般教養から専門知識や技術を修得する内容を含む科目を整え、学習の場

を準備しており、所定の単位を修得すれば看護師国家試験受験資格が得られる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１５．看護師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔看護学部看護学科〕

看護師とは



１８８

○

２７単位必修

２１人体構造機能学A３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
、

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

○２１人体構造機能学B１３１１８６
○１２人体構造機能学演習１３１１８７
○１１生化学１３１１０３
○１１栄養・代謝学２３１１０４
○１２食物健康実習２３１１０５
○１１感染と防御（微生物学）２３１１０６
○２２病理病態学１３１１０７
○２２薬理学１３１１０８
○３２疾病治療論A（成人・高齢者）２３１１０９
○３２疾病治療論B（小児・母性・精神）１３１１８８
○２１医療倫理１３１１８９

健
康
支
援
と

倫
理
・
社
会

○２１社会保障制度論２３１１１１
○２１保健医療福祉行政論２３１１１２
○１１保健医療看護経済学１３１１１３
○１２カウンセリング技術１３１２１２
○１１公衆衛生学１３１１７８健

康
現
象
の

疫
学
と
統
計

○２２疫学２３１１１５
○２３保健統計１３１１７９
２７０２７計

２
２
１
１
１

１
２
２
３
３
２
２
２

１
２

２７００

専門基礎
分野

基礎
分野

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

人
体
の
構
造
と
機
能

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

科
学
的
思
考
の
基
盤

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
２１１３選択必修

○
１６単位必修

＋
９単位選択必修

全学教養科目全学教養
科目

０２５２５計

計

臨地実習統合
分野

専門分野

統合
分野

専門分野ⅡⅠ
ⅡⅠ看

護
の
統
合
と
実
践

在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

基
礎
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

基
礎
看
護
学

９７２３４０

２

２５００

教育課程と指定規則の対比表 〔２０１８（平成３０）年度以降入学生〕

教育課程

指定規則の教育内容

看護師課程

１８単位必修

１１看護学概論１３１１１７

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

○１２看護倫理１３１１９０
１１科学的思考基礎演習Ⅰ（看護学へのアプローチ）１３１１１８
１１科学的思考基礎演習Ⅱ（コミュニケーションと人間関係）１３１１９１
１１科学的思考基礎演習Ⅲ（ヘルスアセスメントの基礎）２３１１１９
１２科学的思考基礎演習Ⅳ（ヘルスアセスメントの応用）２３１１２０
２１援助技術論A（日常生活の援助技術）１３１１２３
２２援助技術論B（診療に伴う援助技術）１３１１２４
１１看護関係法規２３１１２５
１２精神保健（発達段階と場に応じたメンタルヘルス）２３１１２６
２２健康教育論（理論・実践）１３１１９２
１１早期看護体験実習１３１１２９
３２基礎看護学実習１３１１３０

０１１８計

９単位必修

１２科学的思考基礎演習Ⅴ（看護実践力の基礎）２３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

１２成人看護学概論２３１１３５
１２高齢者看護学A（高齢者の健康と障害）２３１１３６
１２小児看護学A（健康な小児の生活支援）１３１１９３
１２母性看護学A（リプロダクティブヘルスケア）１３１１９４
１２精神看護学A（心の基本理解と健康）１３１１９５
２２公衆衛生看護学概論２３１１４０
１２在宅看護学A（在宅療養者・家族の理解）１３１１９６

００９計

１○
１
１○○○○○○○
１○○○○○○○
１○○
１○○○
２○
２○
１○
１○○○○○
２○○○○○
１○○○○○○○
３○
１８４１３
１○○○○
１○
１○
１○
１○
１○
２○○○○○
１○
９０９

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。



１８９

１１単位必修
＋

２単位選択

１４国際看護論１３１１６３

看
護
学
の
発
展

２１－４国際看護論演習１３１２０７
１４看護マネジメント（医療安全含む）１３１１６４

１４看護教育学１３１１６５
１４研究方法論１３１１６７
１４研究方法論演習Ⅰ１３１２０８
１４研究方法論演習Ⅱ１３１２０９

１４看護生体情報論１３１１６９
１４リハビリテーション看護１３１１７０
１４がん看護１３１１７１

１４ターミナルケア論１３１１５４
１４代替療法と看護１３１１７３
１４生と死の倫理１３１２１１

１４災害看護（放射線災害を含む）１３１２１０
１４科学的思考基礎演習Ⅶ（看護プロフェッショナルへの学び）２３１１７６
３４総合実習１３１１８５

００１３計

２７２６１２４卒業要件単位数

６１３指定規則に対する増単位数

１３

○
○
○
○
○
○
○
○

○○○
○
○○○○○○
○
○○○
○
○○○○○○○○

○○○○○○○○
１２３１０（選択２単位を含む）

１２４２３４８（選択２単位を含む）

２７０８

３２単位必修

１３科学的思考基礎演習Ⅵ（看護実践力の応用）１３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

２２成人看護学A（セルフケア）２３１１４２
１３成人看護学B（ペリオペレイティブケア・クリティカルケア）１３１１９８
２３高齢者看護学B（高齢者の健康障害と看護）２３１１４４
２３小児看護学B（小児の健康障害と看護）１３１１９９
２３母性看護学B（ペリネイタルケア）２３１１４６
２３精神看護学B（心を病む人の理解とセルフマネジメント）１３１２００
２３在宅看護学B（在宅療養を支える看護）１３１２０１
１２公衆衛生看護活動展開論A（発達・健康課題と看護）１３１２０２

２３公衆衛生看護活動展開論B（公衆衛生看護技術）２３１１８０
１３公衆衛生看護活動展開論C（組織活動・社会資源）１３１２０３
１４公衆衛生看護管理論（健康危機管理を含む）２３１１８１

１２学校保健１３１２０４
１４学校健康相談１３１２０５
１４産業保健１３１１８２

４３成人看護学実習１３１１５５
３３高齢者看護学実習２３１１５６
２３小児看護学実習１３１１５７
２３母性看護学実習１３１１５８
２３精神看護学実習１３１１５９
２３在宅看護学実習１３１１６０
１２公衆衛生看護学実習A（活動展開の基礎）２３１１８３

４４公衆衛生看護学実習B（活動展開の応用）１３１２０６
００３２計

１○○○○○○
２○
１○
２○
２○
２○
２○
２○
１○○○○○

○
○
○

１○
○

○
４○
３○
２○
２○
２○
２○
１○○○○○

○
３２１６１６

専門基礎
分野

基礎
分野

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

人
体
の
構
造
と
機
能

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

科
学
的
思
考
の
基
盤

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
２１１３選択必修

計

臨地実習統合
分野

専門分野

統合
分野

専門分野ⅡⅠ
ⅡⅠ看

護
の
統
合
と
実
践

在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

基
礎
看
護
学

看
護
の
統
合
と
実
践

在
宅
看
護
論

精
神
看
護
学

母
性
看
護
学

小
児
看
護
学

老
年
看
護
学

成
人
看
護
学

基
礎
看
護
学

９７２３４０

教育課程

指定規則の教育内容

専
門
科
目

看護師課程

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
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１９１

日本は世界屈指の先進国、長寿国といわれているが、地域では虐待や登校拒否、中・高年者の過労死や

自殺など、身体に現れた病気だけでなく「生きる」「生活する」「学び、発達する」「働く」という場面でさ

まざまな障害が発生している。また、地球の温暖化や自然の破壊が進行し、生命そのものが危機に曝され

ている。このような状況下で、身体と心の悩みを総合的に捉えるヒューマンケアや保健・予防の考え方を

重視して、人々が生活の場で自らの健康の決定要因をコントロールし続けられるように、地域（個人、家

庭、地域社会、学校、職場）の環境条件を整備支援する活動がますます期待されている。

看護師が病気や障害などの援助を必要とする人に対して、個人個人の健康を取り戻す過程へのケアを中

心に行うのに対して、保健師は、地域で生活するすべての人々を対象にして、援助を求めてくる人だけで

なく、家庭の事情や経済的問題などさまざまな理由で必ずしも援助を求めてこない人々を見つけ出し、保

健・予防の観点から地域住民の健康を守る活動をする。つまり、保健師は、看護技術、予防的・公衆衛生

的援助技術、社会事業的援助技術を駆使して、地域の人々の健康を守り、その人の持っている生命力や能

力を最大限に発揮して楽しく生活が続けられるよう支援する専門職である。

保健師の具体的な役割として、①人々の健康ならびに疾病・障害の予防、発生、回復及び改善の過程を、

社会的条件の中でとらえた支援、②地域の人々が自らの健康状態を認識して健康の保持・増進を図れるよ

う健康学習や自助グループ活動を実施し、また社会資源を活用できるような支援活動、③地域に潜在して

いる健康問題を見出すとともに、潜在している健康問題を予測し、これらの問題を組織的に解決していく

こと、④保健・医療・福祉行政の基本的知識を踏まえ、地域の健康問題の解決に必要な社会資源の開発や、

保健・医療・福祉サービスを評価し、調整することなどがあげられる。

保健師教育は、看護教育の大学化に伴い、養成所・短大専攻科から学部での保健師看護師統合カリキュ

ラム、そして学部選択制・選抜制と移行し、さらに大学院教育へと多様化している。すなわち、高度実践

者として活躍できる専門職人材の育成が、ますます求められているところである。保健師のアイデンティ

ティを持ち、保健師として「保健指導」できる知識・技術の基礎を修得できる教育体制として、本学看護

学部も、2020年度より学部選抜制を導入する。選抜方法は以下の通りである。

１．募集定員 ２０名

２．出願時期 ２年次２月初旬（後期定期試験期間終了後）

３．出願資格 ２年次前期までのGPA２.５以上の者であり、かつ、１年次および２年次の必修全科目が、

３年次進級当初に履修済みであること。

在学期間中、出願できるのは１回限りとする。

４．選抜方法

出願者の中から、２年次前期までのGPAおよび２年次後期までに履修する公衆衛生看護学領域科

目（公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護活動展開論Ａ、健康教育論、公衆衛生看護学実習Ａ）の成

績上位者から定員数を選抜する。

選抜合格者は、看護師国家試験受験資格に関する科目の履修に加えて所定の単位を修得すれば、保健師

国家試験受験資格を得ることができる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

１６．保健師国家試験受験資格に関する科目の履修
〔看護学部看護学科〕

保健師とは
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教育課程と指定規則の対比表 〔２０１８（平成３０）年度以降入学生〕
保健師課程

計

公衆衛生看護学
実習

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

保
健
統
計
学

疫
学

公衆衛生看護学

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
２８（２５）５２３（２０）選択必修

１６単位必修
＋

９単位選択必修
全学教養科目全学教養

科目
０００２５計

２９単位必修

２１人体構造機能学A３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
、

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

２１人体構造機能学B１３１１８６
１２人体構造機能学演習１３１１８７
１１生化学１３１１０３
１１栄養・代謝学２３１１０４

１２食物健康実習２３１１０５
１１感染と防御（微生物学）２３１１０６
２２病理病態学１３１１０７
２２薬理学１３１１０８
３２疾病治療論A（成人・高齢者）２３１１０９
３２疾病治療論B（小児・母性・精神）１３１１８８
２１医療倫理１３１１８９

健
康
支
援
と

倫
理
・
社
会

２１社会保障制度論２３１１１１
２○２１保健医療福祉行政論２３１１１２

１１保健医療看護経済学１３１１１３
１２カウンセリング技術１３１２１２

１○１１公衆衛生学１３１１７８健
康
現
象
の

疫
学
と
統
計

２○２２疫学２３１１１５
２○２３保健統計１３１１７９
７０７２９計

１８単位必修

１１看護学概論１３１１１７

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

１２看護倫理１３１１９０
１１科学的思考基礎演習Ⅰ（看護学へのアプローチ）１３１１１８
１１科学的思考基礎演習Ⅱ（コミュニケーションと人間関係）１３１１９１
１１科学的思考基礎演習Ⅲ（ヘルスアセスメントの基礎）２３１１１９
１２科学的思考基礎演習Ⅳ（ヘルスアセスメントの応用）２３１１２０
２１援助技術論A（日常生活の援助技術）１３１１２３
２２援助技術論B（診療に伴う援助技術）１３１１２４

１○１１看護関係法規２３１１２５
１○１２精神保健（発達段階と場に応じたメンタルヘルス）２３１１２６
２○２２健康教育論（理論・実践）１３１１９２

１１早期看護体験実習１３１１２９
３２基礎看護学実習１３１１３０

４０４１８計

９単位必修

１２科学的思考基礎演習Ⅴ（看護実践力の基礎）２３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

１２成人看護学概論２３１１３５
１２高齢者看護学A（高齢者の健康と障害）２３１１３６
１２小児看護学A（健康な小児の生活支援）１３１１９３
１２母性看護学A（リプロダクティブヘルスケア）１３１１９４
１２精神看護学A（心の基本理解と健康）１３１１９５

２○２２公衆衛生看護学概論２３１１４０
１○１２在宅看護学A（在宅療養者・家族の理解）１３１１９６
３０３９計

教育課程

指定規則の教育内容

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
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保健師課程

計

公衆衛生看護学
実習

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

保
健
統
計
学

疫
学

公衆衛生看護学

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

履修方法及び
卒業要件

単位数配置
年次

授業科目
科目
明細

科目
コード

区分
２８（２５）５２３（２０）選択必修

４１単位必修

１３科学的思考基礎演習Ⅵ（看護実践力の応用）１３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

２２成人看護学A（セルフケア）２３１１４２
１３成人看護学B（ペリオペレイティブケア・クリティカルケア）１３１１９８
２３高齢者看護学B（高齢者の健康障害と看護）２３１１４４
２３小児看護学B（小児の健康障害と看護）１３１１９９
２３母性看護学B（ペリネイタルケア）２３１１４６
２３精神看護学B（心を病む人の理解とセルフマネジメント）１３１２００

２○２３在宅看護学B（在宅療養を支える看護）１３１２０１
１○１２公衆衛生看護活動展開論A（発達・健康課題と看護）１３１２０２
２○２３公衆衛生看護活動展開論B（公衆衛生看護技術）２３１１８０
１○１３公衆衛生看護活動展開論C（組織活動・社会資源）１３１２０３
１○１４公衆衛生看護管理論（健康危機管理を含む）２３１１８１
１○１２学校保健１３１２０４

１４学校健康相談１３１２０５
１○１４産業保健１３１１８２

４３成人看護学実習１３１１５５
３３高齢者看護学実習２３１１５６
２３小児看護学実習１３１１５７
２３母性看護学実習１３１１５８
２３精神看護学実習１３１１５９
２３在宅看護学実習１３１１６０

１○１２公衆衛生看護学実習A（活動展開の基礎）２３１１８３
４○○４４公衆衛生看護学実習B（活動展開の応用）１３１２０６
１４５９４１計

１１単位必修
＋

２単位選択

１４国際看護論１３１１６３

看
護
学
の
発
展

２１－４国際看護論演習１３１２０７
１４看護マネジメント（医療安全含む）１３１１６４

１４看護教育学１３１１６５
１４研究方法論１３１１６７
１４研究方法論演習Ⅰ１３１２０８
１４研究方法論演習Ⅱ１３１２０９

１４看護生体情報論１３１１６９
１４リハビリテーション看護１３１１７０
１４がん看護１３１１７１

１４ターミナルケア論１３１１５４
１４代替療法と看護１３１１７３
１４生と死の倫理１３１２１１

１○１４災害看護（放射線災害を含む）１３１２１０
１４科学的思考基礎演習Ⅶ（看護プロフェッショナルへの学び）２３１１７６

３○○３４総合実習１３１１８５
４３１１３計
３２８２４１２４卒業要件単位数
３２８２４１３５保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数
４３１指定規則に対する増単位数

教育課程

指定規則の教育内容

専
門
科
目

※科目ナンバリングは、学科科目を参照すること。
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卒業研究提出にかかわる注意事項、指示事項がある場合は掲示にて指示する。

提出締切日 学事暦及び掲示で確認すること

提出先 学務部（文化交流学科を除く）

文学部
現代英語学科

１．研究内容の範囲 英語学・英米文学・英語教育・異文化間コミュニケーション・観光学・メディア論・

その他英語および英語（圏）文化に関連するテーマであること。

２．卒業研究の様式：

Ａ．論文

◆英文の場合、A４判用紙を使用。１ページ２５行程度で１２枚以上に相当するワード数であること。さ

らに、和文（４００字詰原稿用紙３枚程度）の要旨を付けること。ただし、表紙、目次、要旨はページ

数に入れない。参考文献、図表は本文のページ数に入れる。

◆和文の場合、A４判用紙を使用。４００字詰原稿用紙３０枚以上に相当する字数であること。さらに、本

文の前に英文（４００語程度）の要旨を付けること。ただし、表紙、目次、要旨はページ数に入れな

い。参考文献、図表は本文のページ数に入れる。

Ｂ．ドラマ・プレゼンテーション：指導教員の指示に従い、ＣＤ、ＤＶＤ等に保存し、概要とともに提

出する。概要はA４判用紙を使用し、４００字程度とする。

Ｃ．その他：学科の担当教員に問い合わせること。

３．注意点

指導教員と十分にコミュニケーションをとりながら研究を進めること。

児童教育学科

１．研究内容の範囲 教育学、教育心理学、児童学に関わる論文（作品、演奏等を含む）とする。

２．卒業研究の様式 担当教員の指示に従うものとする。

文化交流学科

１．研究内容の範囲 文化交流学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

２．指導教員 原則として学科所属の教員とする。

学科外教員の指導を希望する場合には、学科主任に相談すること。
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１．卒業研究規程
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生活科学部
心理福祉学科

１．研究内容の範囲 心理福祉にかかわる研究（調査等を含む）で卒業研究にふさわしいテーマとする。

※様式の詳細は、学科の申し合わせに基づく担当教員の指示に従うものとする。

２．用紙規格・枚数

A４用紙（和文４０字×３０行）、本文（表紙、目次、図表等を除く）１０枚以上を目安とする。原則として、

日本語ワープロでの作成とする。ただし、担当者の指示があった場合はそれに従うこととする。

３．指導教員

心理福祉演習の担当者を原則とする。

心理福祉演習を担当しない学科専任教員の指導を希望する場合は、当該教員の了解を得るものとする。

他学科の専任教員の指導を希望する場合は、学科主任ならびに当該教員に相談すること。

兼任講師の指導は認めない。

食物健康科学科

１．研究内容の範囲 （１）食物健康科学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

（２）指導は、学科所属の担当教員が行う。

２．用紙規格・枚数 （１）A４判用紙を使用し、横とじとすること。

（２）構成は表紙、目次、本文、図表、謝辞、参考文献とする。

経営学部
経営学科

１．研究内容の範囲 経営学科の卒業研究にふさわしいテーマであること。

２．指導は、学科所属の担当教員が行う。

３．その他詳細については、卒業研究要項にて説明する。
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○○○○年度

卒業研究
題目
担当教員 ○○○○教授

茨城キリスト教大学
○○学部 ○○○学科

学籍番号０００ 氏名○○○○

●卒業研究の体裁例（文学部・生活科学部・経営学部共通）

表紙 黒表紙か厚紙を使用

中表紙（表紙と同じものを記入する）

目次・本文

※上部または横２ヶ所をとじひもでとじる。

食物健康科学科は横２ヶ所をとじる。

※児童教育学科は学科名の後に専攻名を記載

する。

Title
Subtitle

By
YourName

StudentNumber

Adviser
Adviser'sName

SeniorThesis
Submittedto

TheDepartmentofContemporaryEnglish
CollegeofLiterature

IbarakiChristianUniversity

December○○○○

●現代英語学科卒業研究（英文）体裁例

表紙 黒表紙か厚紙を使用

中表紙（表紙と同じものを記入する）

目次・本文

※上部２ヶ所をとじひもでとじる。
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（目的）

第１条 茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）は、本学の学術研究の信頼性と公正性を確保するこ

とを目的とし、研究を遂行する上で求められる研究者および研究に関与する事務職員の行動、態度の倫

理的指針をここに定める。

（研究の基本）

第２条 研究者は、良心と信念に従って、自らの責任で研究を遂行し、不当な圧力により研究成果の客観

性を歪めることがあってはならない。

２ 研究者は、生命の尊厳を重んじ、個人のプライバシーに配慮し、基本的人権を尊重しなければならな

い。

３ 研究者は、国際的に認められた規範、規約および条約等、国内の法令、告示等および本学の諸規程を

遵守しなければならない。

（定義）

第３条 「研究者」は、次の者とする。

（１）本学教育職員任用規程第２条（１）から（７）に定める者

（２）前（１）と共同で研究を行う全ての者

２ 「研究」とは、研究計画の立案、計画の実施、成果の発表、評価にいたる全ての過程における行為、決

定およびそれに付随する全ての事項をいう。

３ 「発表」とは、自己の研究に係る新たな知見、発見または専門的知見を公表する全ての行為をいう。

４ 「研究に関与する事務職員」とは、本学の研究に対する事務、管理等（以下「研究事務等」という。）

に携わる専任事務職員、嘱託員、臨時職員、およびアルバイト職員をはじめとする全ての研究事務等に

従事する者をいう。

（研究者の態度）

第４条 研究者は、自己の専門研究が及ぶ範囲を自覚し、他分野の専門研究を尊重するとともに、自己研

鑽に努めなければならない。

２ 研究者は、他の国、地域、組織等の研究活動における、文化、慣習、規律の理解に努めなければなら

ない。

３ 研究者は、他の研究者と共同で研究活動を行う場合は、相互の学問的立場を尊重しなければならない。

４ 研究者は、研究協力者、研究支援者等に対しては、謝意をもって接しなければならない。

５ 研究者は、学生が共に研究活動に関わる場合は、学生が不利益を蒙らないよう十分に配慮をしなけれ

ばならない。

６ 研究者は、自己の研究計画について、分かり易く、明瞭に説明できるよう努めなければならない。

７ 研究者は、研究遂行中において、計画進捗状況の自己点検を行い、適切な時期に途中経過の報告がで

きるよう努めなければならない。

（研究のための情報、データ等の収集）

第５条 研究者は、科学的かつ一般的に妥当な方法、手段で、研究のための資料、情報、データ等を収集

しなければならない。

２ 研究者が、研究のために資料、情報、データ等を収集する場合は、その目的に適う必要な範囲におい
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２．茨城キリスト教大学研究倫理指針
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て収集するよう努めなければならない。

（インフォームド・コンセント）

第６条 研究者が、人の行動、環境、心身等に関する個人の情報、データ等の提供を受けて研究を行う場

合は、提供者に対してその目的、収集方法等について、分かり易く説明し、提供者の明確な同意を得な

ければならない。

２ 組織、団体等から、当該組織、団体等に関する資料、情報、データ等の提供を受ける場合も前項に準

じるものとする。

（個人情報の保護）

第７条 研究者は、プライバシー保護の重要性に鑑み、研究のために収集した資料、情報、データ等で、

個人を特定できるものは、これを他に洩らしてはならない。

（実験ノート、情報、データ等の利用および管理）

第８条 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等の滅失、漏洩、

改ざん等を防ぐために適切な措置を講じなければならない。

２ 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等を適切な期間保存し

なければならない。ただし、法令または規程等に保存期間の定めのある場合はそれに遵うものとする。

（機器、薬品・材料等の安全管理）

第９条 研究者が、研究実験において研究装置・機器等および薬品・材料等を用いるときは、関係取扱規

程、要領等を遵守し、その安全管理に努めなければならない。

２ 研究者は、研究の過程で生じた残渣物、使用済みの薬品・材料等について、責任をもってその最終処

理をしなければならない。

（研究成果の発表）

第１０条 研究者は、研究の成果を広く社会に還元するため、公表しなければならない。ただし、産業財産

権等の取得およびその他合理的理由のため公表に制約のある場合は、その合理的期間内において公表し

ないものとすることができる。

２ 研究成果は、学問的誠実性と論理的忠実性によって導かれた、新たな知見、発見であることに鑑み、

研究者は、他者の成果を自己の成果として発表してはならない。

３ 研究者は、研究成果の発表に際しては、先行研究を精査し尊重するとともに、他者の知的財産を侵害

してはならない。

４ 研究者は、研究成果発表における不正な行為は、本学および研究者に対する社会の信頼性を喪失する

行為であることを自覚し、次に掲げる不正な行為は、絶対にこれをしてはならない。

（１）捏造（存在しないデータの作成）

（２）改ざん（データの変造、偽造）

（３）盗用（他人のデータや研究成果等を適切な引用なしで使用）

５ 研究者は、研究発表における不適切な引用、引用の不備、誇大な表現、都合のよい誤解をさせる表現

等は、不正行為とみなされる恐れがあることを自覚し、適切な引用、誤解のない完全な引用、そして真

摯な表現をしなければならない。

（オーサーシップ）

第１１条 研究者は、研究活動に実質的な関与をし、研究内容に責任を有し、研究成果の創意性に十分な貢

献をしたと認められる場合に、適切なオーサーシップを認められる。

（研究費の取扱い）

第１２条 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の源泉が、学生納付金、国・地方公共団体等か
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らの補助金、財団、企業等からの助成金、受託・共同研究費、寄附金等によって賄われていることを常

に留意し、研究費の適正な使用および管理に努め、その負託に応えなければならない。

２ 研究者は、交付された研究費を当該研究に必要な経費のみに使用しなければならない。

３ 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の使用および管理に当たっては、法令、本学の諸規

程、当該研究費の使用規定等を遵守しなければならない。

４ 研究者および研究に関与する事務職員は、証憑書類等を適切に管理し、実績報告においては、研究遂

行の真実を明瞭に記載しなければならない。

（他者の業績評価）

第１３条 研究者が、レフリー、論文査読、審査委員等の委嘱を受けて、他者の研究業績の評価に関わると

きは、被評価者に対して予断を持つことなく、評価基準、審査要綱等に従い、自己の信念に基づき評価

しなければならない。

２ 研究者は、他者の業績評価に関わり知り得た情報を不正に利用してはならない。当該業績に関する秘

密は、これを保持しなければならない。

（本学の責務）

第１４条 本学は、研究者の研究倫理意識を高揚するために、必要な啓発、倫理教育の計画を策定し、実施

するものとする。

２ 本学は、この指針の運用を実効あるものとするため、研究者の研究倫理に反する行為および研究に関

与する事務職員の研究倫理に反する行為に加担する行為に対しては適切な措置を講じるものとする。

３ 前２項に関する事項は別に定める。

（改定）

第１５条 この指針の改定は、研究支援委員会の議を経、合同教授会の承認を得てこれを行う。

附則

１ この指針は、２０１０年４月１日から施行する。

２ この指針は、２０１４年４月１日から施行する。

３ この指針は、２０１５年４月１日から施行する。
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海外語学研修は、学部・学科・学年を問わず全ての学生を対象として、夏期／春期休業中の約２週間ま

たは４週間で実施される。語学研修を中心に、それぞれの国の歴史や文化などを直接体験できる内容が盛

り込まれている。参加に伴い、海外語学研修の単位修得が可能である。

なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。

○研修先

アメリカ合衆国

機 関 名：オクラホマ・クリスチャン大学（OklahomaChristianUniversity:OC）

所 在 地：オクラホマ州 オクラホマ市

時期・内容：春期休業中の約４週間。英語、米国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

機 関 名：アッシュランド大学（AshlandUniversity）

所 在 地：オハイオ州 アッシュランド市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。英語、米国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

機 関 名：ウェストアラバマ大学（TheUniversityofWestAlabama）

所 在 地：アラバマ州 リビングストン市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。英語、米国文化に関する授業を受講する。ESLコースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

カ ナ ダ

機 関 名：ファンショーカレッジ（FanshaweCollege）

所 在 地：オンタリオ州 ロンドン市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。ESLコースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）
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３．海外研修制度

（１）海外語学研修
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イギリス

機 関 名：コヴェントリーカレッジ（CoventryCollege）

所 在 地：コヴェントリー市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。ESLコースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）

ニュージーランド

機 関 名：ワイカト大学パスウェイズカレッジ（TheUniversityofWaikatoPathwaysCollege）

所 在 地：ハミルトン市

時期・内容：春期休業中の約４週間。一般英語コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

フランス共和国

機 関 名：現代フランス語視聴覚センター カヴィラム

（Centred'ApprochesVivantesdesLanguesetdesMédias:CAVILAM）

所 在 地：ヴィシー市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。フランス語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）

ドイツ連邦共和国

機 関 名：ブレーメン州立大学外国語センター

（FremdsprachenzentrumderHochschulenimLandBremen）

所 在 地：ブレーメン市

時期・内容：夏期休業中の約４週間。ドイツ語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）

機 関 名：インターナショナル・コミュニケーション研究所デュッセルドルフ校

（InstitutfürInternationaleKommunikationinDüsseldorf）

所 在 地：デュッセルドルフ市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間。ドイツ語学習コースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ または Ｂ（４単位）、Ｃ または Ｄ（２単位）
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中華人民共和国

機 関 名：天津師範大学（TianjinNormalUniversity）

所 在 地：天津市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。中国語、中国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

最低催行人数：５名

大韓民国

機 関 名：明知大学校（MyongjiUniversity）

所 在 地：ソウル市、龍仁市

時期・内容：夏期休業中の約２週間。韓国語、韓国文化に関する授業を受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ｃ または Ｄ（２単位）

フィリピン共和国

機 関 名：ネグロス・オクシデンタル－レコレトス大学（UniversityofNegrosOccidental-Recoletos）

所 在 地：バコロド市

時期・内容：夏期／春期休業中の約４週間または２週間ESLコースを受講する。

修 得 単 位：海外語学研修Ａ またはB（４単位）、

C またはＤ（２単位）

最低催行人数：３名
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海外文化研修は、学部・学科・学年を問わず全ての学生を対象として、当該年度の引率教員がデザイン

したテーマに沿って、夏期／春期休業中の約２週間で実施される。参加に伴い、海外文化研修の単位修得

が可能である。

修得単位：海外文化研修（２単位）

（２）海外文化研修
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協定を結んでいる大学に、学生を約１年間派遣する制度である。

また、留学中に修得した単位の一部は本学の単位として認定される（最大３０単位）。認定方法としては、

留学先で修得した科目の内容及び時間数と、本学の単位として認定を希望する科目の内容及び時間数を勘

案し、認定となる。そのため、留学先で修得したすべての単位が認定されるとは限らないため注意するこ

と。なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。

留学期間は本学における在学期間として算入されるため、４年間で卒業することも可能であり、経済的

な支援制度もある。

○留学先

アメリカ合衆国

機 関 名：オクラホマ・クリスチャン大学（OklahomaChristianUniversity:OC）

所 在 地：オクラホマ州 オクラホマ市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：ウェストアラバマ大学（TheUniversityofWestAlabama）

所 在 地：アラバマ州 リビングストン市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：ハワイ大学マノア校（UniversityofHawai'iatMānoa）

所 在 地：ハワイ州 ホノルル市

留学先授業料：全額免除

カ ナ ダ

機 関 名：ファンショーカレッジ（FanshaweCollege）

所 在 地：オンタリオ州 ロンドン市

留学先授業料：全額免除

スウェーデン王国

機 関 名：リンネ大学（LinnaeusUniversity）

所 在 地：ヴェクショー市

留学先授業料：全額免除

（３）交換留学
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中華人民共和国

機 関 名：天津師範大学（TianjinNormalUniversity）

所 在 地：天津市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：広東海洋大学（GuangdongOceanUniversity）

所 在 地：湛江市

留学先授業料：全額免除

台 湾

機 関 名：南華大学（NanhuaUniversity）

所 在 地：嘉義県

留学先授業料：全額免除

大韓民国

機 関 名：明知大学校（MyongjiUniversity）

所 在 地：ソウル市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：韓瑞大学校（HanseoUniversity）

所 在 地：瑞山市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：KC大学校（KCUniversity）

所 在 地：ソウル市

留学先授業料：全額免除

ベトナム社会主義共和国

機 関 名：ホーチミン市外国語情報技術大学

（HoChiMinhCityUniversityofForeignLanguagesandInformationTechnology:HUFLIT）

所 在 地：ホーチミン市

留学先授業料：全額免除

機 関 名：フエ大学外国語カレッジ（HueUniversityCollegeofForeignLanguages）

所 在 地：フエ市

留学先授業料：全額免除



２０８

機 関 名：ホーチミン市テクノロジー大学（HoChiMinCityUniversityofTechnology:HUTECH）

所 在 地：ホーチミン市

留学先授業料：全額免除

カンボジア王国

機 関 名：アンコール大学（AngkorUniversity）

所 在 地：シェムリアプ市

留学先授業料：全額免除

インドネシア共和国

機 関 名：リアウ大学（UniversityofRiau）

所 在 地：プカンバル市

留学先授業料：全額免除

キルギス共和国

機 関 名：ビシケク国立大学（BishkekStateUniversity）

所 在 地：ビシケク市

留学先授業料：全額免除

ウクライナ

機 関 名：イワン・フランコ記念リヴィウ国立大学（IvanFrankoNationalUniversityofLviv）

所 在 地：リヴィウ市

留学先授業料：全額免除

※詳細（内容、手続き方法等）は、本学ホームページを参照するか、直接、地域・国際交流センター国際

交流課に問い合わせること。

申込みにあたっては、通常の授業に支障をきたさないよう注意して計画を立てること。
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文学部現代英語学科の学生のみを対象とし、提携している大学に約７ヵ月間派遣する制度である。

また、留学中に修得した単位の一部は本学の単位として認定される（最大２０単位）。認定方法としては、

留学先で修得した科目の内容及び時間数と、次ページのリストから認定を希望する科目の内容及び時間数

を勘案し、認定となる。そのため、留学先で修得したすべての単位が認定されるとは限らないため注意す

ること。なお、成績評価は「認」となり、GPA算出の対象とはならない。

留学期間は本学における在学期間として算入されるため、４年間で卒業することも可能であり、経済的

な支援制度もある。

○留学先

アメリカ合衆国

機 関 名：ハワイ大学マノア校（UniversityofHawai'iatMānoa）

所 在 地：ハワイ州 ホノルル市

留学先授業料：１０％免除

対 象 学 年：１年～３年次後期

修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

オーストラリア連邦

機 関 名：クイーンズランド大学 生涯教育・英語教育センター

（InstituteofContinuing&TESOLEducation，TheUniversityofQueensland）

所 在 地：クイーンズランド州 ブリスベン市

留学先授業料：１０％免除

対 象 学 年：１年～３年次後期

修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

フィリピン共和国

機 関 名：ネグロス・オクシデンタル－レコレトス大学（UniversityofNegrosOccidental-Recoletos）

所 在 地：バコロド市

留学先授業料：１０％免除

対 象 学 年：１年～３年次後期

修 得 単 位：必修科目及び選択科目最大２０単位

※詳細（内容、手続き方法等）は、本学ホームページを参照するか、直接、地域・国際交流センター国際

交流課に問い合わせること。

申込みにあたっては、通常の授業に支障をきたさないよう注意して計画を立てること。

（４）セメスター留学〔文学部現代英語学科〕
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年次単位数必修／選択授業科目科目ナンバリング科目コード

１１選択ListeningIEN１１A０４E１２００４1

１１選択ListeningIIEN１２A０４E１２００５２

＊２～４１選択AdvancedListeningEN２０C０３E１２００６３

１～４１選択PronunciationIEN１１C０２E１２００８４

１～４１選択PronunciationIIEN１２C０２E１２００９５

２～４１選択PresentationEN２０C０４E１２０１０６

１１選択ReadingIEN１１A０３E１２０１２７

１１選択ReadingIIEN１２A０３E１２０１３８

＊２～４１選択AdvancedReadingEN２０C０２E１２０１４９

＊２～４１選択WritingIEN２１C０３E１２０１８１０

＊２～４１選択WritingIIEN２２C０３E１２０１９１１

１～４１選択ActivitiesIEN１０C０７E１２０２０１２

１～４１選択ActivitiesIIEN１０C０８E１２０２１１３

２～４２選択異文化間コミュニケーションEN２０C０５K１２０４７１４

３２必修現代英語演習IIEN３２A０１E１２０８３１５

１１必修AudioVisualEnglishIEN１１A０２E１２１０５１６

１１必修AudioVisualEnglishIIEN１２A０２E１２１０６１７

２～４１選択AudioVisualEnglishIIIEN２１C０１E１２１０７１８

２～４１選択AudioVisualEnglishIVEN２２C０１E１２１０８１９

２～４１選択特殊演習EN２０C４５E１２１４０２０

１１必修EnglishCommunicationIEN１１A０１E１２１４４２１

１１必修EnglishCommunicationIIEN１２A０１E１２１４５２２

２１必修EnglishCommunicationIIIEN２１A０１E１２１４６２３

２１必修EnglishCommunicationIVEN２２A０１E１２１４７２４

１～４１選択ConversationIEN１１C０１E１２１４８２５

１～４１選択ConversationIIEN１２C０１E１２１４９２６

＊２～４１選択AdvancedConversationEN２０C０１E１２１５０２７

２～４１選択DiscussionIEN２１C０２E１２１５１２８

２～４１選択DiscussionIIEN２２C０２E１２１５２２９

１～４１選択ControlledIndependentStudyIEN１０C０１E１２１７８３０

１～４１選択ControlledIndependentStudyIIEN１０C０２E１２１７９３１

２～４２選択グローバルイングリッシュEN２０C０８E１２１８０３２

セメスター留学における単位認定可能科目
セメスター留学で修得した単位は、下記の授業科目の単位（最大20単位）として充当することができる。

＊のついた科目は教職課程に必要な科目であるため、教員免許状取得を希望する学生は単位認定ができ

ない。

１）単位認定は留学する学年次内で履修できる科目に限る。

２）留学によって認定できる単位数の上限は２０単位である。各科目で単位数や授業期間、授業時間が異な

ることがあるので、よく確認すること。

（２０２０年２月２５日教務委員会承認）
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４．『異文化体験』の履修

授業科目『異文化体験』のねらい

『異文化体験』は、「学ぶ者の主体的な体験」を尊重し、「学生個人が自発的に準備し、計画を練り、実行

に移した海外研修」を、大学の授業科目として認めるものである。

そのため、手がかりとなる現代英語学科科目『異文化間コミュニケーション』（２単位）または、文化交

流学科科目『異文化間コミュニケーション』（２単位）を事前に履修しているか、履修中であることが望ま

しい。

想定される『異文化体験』

（１）本学とは提携関係にない海外の教育機関への短期留学。

（２）明確な研究テーマを設定して、海外において調査を行う場合。

いずれの場合も実施時期は、夏期休業中・冬期休業中・春期休業中を原則とする。

同時に修得できる外国語の単位

上記（１）の場合、『異文化体験』（２単位）に加えて、その教育機関において学習する外国語科目の単位

（１～２単位）を認定する。

認定される外国語科目は、

『総合英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ』

『英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』

『フランス語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『ドイツ語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『中国語ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『コリアンⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB』

『その他の外国語A、B、C、D』

のいずれか１外国語とする。ただし、現代英語学科の学生の場合は、『総合英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』および

『英語コミュニケーションⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ』は該当しない。

履修登録から単位の修得まで

希望者は、履修登録から単位修得に至るまでのスケジュールを右表で確認し、所定書類の提出や期限等

を遵守すること。（不明な点は随時、学務部窓口にて相談すること）
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春期休業中
（卒業年次は不可）

冬期休業中
（卒業年次は不可）夏期休業中体験期間

手続き

体験しようとする年度の
４月または９月

（後期科目として登録）

体験しようとする年度の
４月

（後期科目として登録）

履修登録
（夏期・冬期休業中に

体験する場合）

所属学科の教務委員に相談し、体験前に詳細な計画書を作成すること。計画書作成

１２月下旬１０月末５月末計画書提出期限
（提出先：学務部窓口）

１月１１月６月教務委員会による
計画書審査結果通知

体験実施

帰国後、その成果をレポートにまとめること。教育機関において外国語を学ん
できた場合は、合計６０時間（２単位分）の学習を証明する文書も同時に準備し
ておくこと。

レポート作成必要書類準備

体験・帰国後の４月
（前期科目として登録）

履修登録
（春期休業中に体験する場合）

４月末２月中旬１０月末レポート提出期限
（提出先：学務部窓口）

５月２月下旬１１月教務委員による
口頭試問

６月２月下旬１２月教務委員会による
成績認定審査

９月
（前期成績として通知）

３月
（後期成績として通知）

３月
（後期成績として通知）成績通知

※提出締切等の具体的な日時については毎年度、IC-UNIPAにて掲示する。

手続きのスケジュール
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本学では、茨城大学、茨城県立医療大学、茨城工業高等専門学校、常磐大学及び常磐短期大学、沖縄大

学、放送大学との間で、単位互換に関する協定を結んでいる。

この制度は、「相互の交流と協力を促進し、教育内容の充実を図る」ことを目的とし、各大学がお互いの

独自性を生かした授業を公開し合い、それぞれの学生が自由に他大学で学べるようにしたものである。

（１）茨城大学、茨城県立医療大学、茨城工業高等専門学校、常磐大学及び常磐短期大学との単位互換制度

前年度末から、単位互換可能な授業科目を学生に明示するので、その中から希望する科目を選択しても

らうことになる。特に単位互換科目は、単位数や授業期間、授業時限が異なることがあるので、よく確認

してから申し込むこと。受講できる科目数は、一人３科目までである。修得した単位は、本学の卒業要件

単位として認定される。

なお、申込期間は、履修登録との関係上、短くなっているので、〆切日および必要書類等をよく確認す

ること。書類は大学を通して受入れ大学（茨城大学 他）に一括申請することになるので、期日までに遅

れないよう提出すること。

また、受入れ大学と定期試験の日時が重なる場合には追試験の対象となるため、早めに学務部に相談す

ること。

●申込みに必要な書類

① 特別聴講学生願（指定用紙）

② 在学証明書

③ 成績証明書

④ 健康診断書（本学健康診断受診後、提出）

・上記書類の提出〆切日 ４月上旬、詳しくは掲示等で確認すること。

・受入学生の決定（許可） ４月中旬

・聴講開始時期 ４月中旬以降

※受講希望者は、正式な受入許可が決定する前に授業が始まることになるので、第１回目の授業から

出席するよう、心がけること。

（２）沖縄大学との単位互換制度

本学に在籍したまま沖縄大学で１年間学ぶことができる単位互換制度に関わる協定が２００５年度に締結さ

れた。この協定は、相互に学生を派遣する制度で、沖縄大学からの学生も本学で受け入れている。

この制度は、２０１２年度より全学部全学科の学生を対象とする制度に変更されている。沖縄大学との単位

互換制度については、１０月（予定）に説明会を行うので、希望者は必ず出席すること。

沖縄大学における受講科目単位数の上限は４８単位となっているが、本学で認定できる単位数は３０単位ま

でとなっている（「派遣学生および特別聴講学生に関する規程」第４条」）。沖縄大学における受講科目につ

いては、申込時から所属学科と随時相談し、決定することになる。なお、受講に際し、有料となる科目も

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

５．単位互換制度

単位互換制度
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あるので、事前によく確認すること。

沖縄大学への派遣は、１年間となるので、保護者ともよく相談し、十分な理解を得たうえで、応募する

こと。

●申込みに必要な書類

① 特別科目等履修生願書（指定用紙）

② 派遣学生志望動機（指定用紙）

③ 成績証明書（派遣決定時）

・上記書類の提出〆切日 １１月上旬、詳しくは掲示等で確認すること。

・派遣学生の決定 １１月中旬（面接等実施）

・聴講開始時期 翌年度４月

※説明会は１０月を予定しているが、希望者は前期中に学務部窓口で相談することが望ましい。

（３）放送大学との単位互換制度

本学との単位互換制度の対象として、２０１７年度から放送大学が加わった。従来型の教室における授業と

は異なり、放送による自宅での学習も可能になり、また受講時間の制約も大幅に緩和されることが予想さ

れる。（逆に自分自身をしっかりと管理していかないと、失敗の元にもなるので、注意すること。）

本学の学生が修得できる放送大学の単位は、在学期間を通じて２０単位、１学期間では４単位が上限とな

っている。また、単位を修得するためには、放送大学が定める通信指導あるいは単位認定試験を受けて、

合格しなければならない。

放送大学の授業を受講する場合は、放送大学が定める額の授業料を支払わなければならない。

申込方法、必要書類、受講開始時期等については、後日掲示するので、注意すること。
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第１章 総則

（趣旨）

第１条 茨城キリスト教大学（以下「本学」とする。）の学生で、本学学則第５６条の規程により、他大学

又は短期大学等（以下「他大学等」とする。）の授業科目を履修しようとする派遣学生、及び他

大学等の学生で、本学学則第５７条の規程により、本学の授業科目を履修しようとする特別聴講学

生の取扱については、本規程の定めるところによる。

（他大学等との協議）

第２条 本学学則第５６条及び第５７条の規程による派遣学生の派遣及び特別聴講学生の受入れについては、

次の各号に掲げる事項について、他大学等と協議し、合同教授会の承認を得るものとする。

（１）履修を認める授業科目の範囲

（２）履修を認める学生数

（３）単位の認定方法と評価方法

（４）履修期間

（５）学生の身分

（６）授業料等の費用

（７）その他必要と思われる事項

第２章 派遣学生

（履修願と許可）

第３条 本学学生が他大学等の授業の履修を希望する場合には、所属する学部教授会の承認を得て当該大

学等に履修願を提出し、当該大学等の許可を得なければならない。

２ 前項の規定する許可を得た者の当該大学等における身分は、当該大学等の規定するものとする。

（単位と評価）

第４条 派遣学生としての許可を受けた者は、大学にあっては３０単位、短期大学にあっては１５単位を超え

ない範囲で、本学の卒業要件中の科目の単位として認定を受けることができる。

２ 前項の単位数は、本学学則第１４条の算定基準によるものとする。

３ 本学の卒業要件中の科目の単位として認定を受ける科目の成績評価については、本規程第２条に

規定するとおり、本学と当該大学等との協議によってその評価基準を設定し、当該大学等は成績

証明書を交付するものとする。

（検定料・入学金・授業料等）

第５条 派遣学生としての許可を受けた者は、当該大学等に対し、本学との協議によって決定される額の

検定料・入学金・授業料等を支払わなければならない。

（学生証と規則等の遵守）

第６条 派遣学生の許可を受けた者で当該大学等から所定の学生証又はそれに準ずる証明書の交付を受け

た者は、当該大学等に滞在する間はそれを携帯しなければならない。

２ 派遣学生は、当該大学等の規則を遵守しなければならない。
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６．派遣学生および特別聴講学生に関する規程
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第３章 特別聴講学生

（履修願と許可）

第７条 他大学等の学生が本学の授業の履修を希望する場合には、当該大学等を通して本学に履修願を提

出し、本学学部教授会または合同教授会の承認を得なければならない。

２ 前項の規定する許可を得た者の本学における身分は、特別聴講学生とする。

（単位と評価）

第８条 特別聴講学生の許可を得て本学の授業を履修する者の単位は、本学との協議に基づいて、当該大

学等における単位として認定される。

２ 本学は当該大学等と協議して評価基準を設定し、成績証明書を交付するものとする。

（検定料・入学金・授業料等）

第９条 特別聴講学生は、本学と当該大学等との協議によって決定される額の検定料・入学金・授業料等

を本学に支払わなければならない。

（身分証明書と規則等の遵守）

第１０条 特別聴講学生の許可を受けた者に対し、本学は特別聴講学生としての学生証を交付する。この学

生証は当該特別聴講学生が本学に滞在する間はそれを携帯しなければならない。

２ 特別聴講学生は、本学の規則を遵守しなければならない。

第４章 その他

（規程の改正）

第１１条 本規程の改正は、教授会の議を経て学長がこれを行うことができる。

附 則

１ この規程は、１９９６年４月１日より施行する。

２ この規程は、１９９９年４月１日より施行する。

３ この規程は、２０１３年４月１日より施行する。

４ この規程は、２０１７（平成２９）年４月１日より施行する。

５ この規程は、２０１９（平成３１）年４月１日より施行する。
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第１条（目的）

この規程は、茨城キリスト教大学（以下、「本学」と記す）学則第３４条に則り、本学とデュアル・ディ

グリー制に関する協議が成立した国外大学との間のデュアル・ディグリー制運営に関して規定すること

を目的とする。

第２条（用語の定義）

デュアル・ディグリー制とは、本学と国外大学での学位取得要件を充足した者に、両大学で学位を授与

する制度のことである。

第３条（修学期間および身分）

１．デュアル・ディグリー取得を目指す学生（以下、「デュアル・ディグリー生」と記す）の修学期間

は、本学で２年、国外大学で２年を基本とする。ただし、修学期間を調整する必要がある場合は、

学長の承認を受けなければならない。

２．国外大学で修学しているデュアル・ディグリー生は、修学期間中、本学の学籍を維持する在学留学

生として扱う。

第４条（志願要件）

デュアル・ディグリー取得を志願する者は、以下の要件を満たさなければならない。

（１）本学で１学期以上を修了し、GPAが２．５以上の者。

（２）国外大学の使用言語で受講が可能な者。

（３）学則による懲戒履歴がない者。

（４）海外旅行資格停止などの処分を受けたことがない者。

第５条（申請手続および選抜手続）

１．デュアル・ディグリーを志願する学生は、所定の期日までに申請書を学務部に提出しなければなら

ない。

２．学務部は、当該学生の所属する学科と連携し、申請者の資格要件、修学能力などに関して審査を行

い、教務委員会の議を経てデュアル・ディグリー候補生を選抜する。

３．デュアル・ディグリー候補生の選抜が完了したら、学務部は学生の氏名等必要事項を地域・国際交

流センターに通知しなければならない。

４．前項の通知を受け、地域・国際交流センターは当該学生を特別在学留学生とすることの可否につい

て当該委員会の議を経て決定しなければならない。

５．上記３．および４．を経てデュアル・ディグリー候補生として選抜された学生は、所属教授会の議を

経て、学長の承認を受けなければならない。

第６条（派遣・受け入れ・時期および人数）

１．派遣・受け入れの時期は、毎学期開始時とする。

２．派遣・受け入れの人数は、国外大学との協定による。ただし、両大学間での別途の協議によって、

派遣・受け入れ・人数等の調整をおこなうことができるものとする。

第７条（登録および授業料）

１．デュアル・ディグリー生は、両大学の登録手順により、所定の登録をしなければならない。

２．デュアル・ディグリー生の授業料は、両大学間の協定による。
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７．国外大学とのデュアル・ディグリー制度運営規程
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３．授業料以外の生活費等は、両大学間の協定によって定める。

第８条（卒業単位認定）

１．デュアル・ディグリー生は、国外大学の教育課程を履修しなければならない。

２．国外大学で履修した科目の成績評価は、当該国外大学の規程により、卒業単位および成績認定は本

学の規程による。

３．国外大学からのデュアル・ディグリー生の一学期当たりの取得単位の範囲は、本学の学則による。

第９条（学位授与）

１．国外大学からのデュアル・ディグリー生は、本学卒業に必要な単位の二分の一以上を取得しなけれ

ばならない。

２．デュアル・ディグリー生は、本学と国外大学両校の規程に定められるそれぞれの卒業要件を満たし

た場合に、双方の大学から学位を取得できる。

第１０条（遵守事項）

１．デュアル・ディグリー生は、本学と国外大学の学則および諸規程を遵守しなければならない。

２．デュアル・ディグリー生は、出入国管理法および諸般の法規を遵守しなければならない。

第１１条（途中放棄）

１．デュアル・ディグリー生は国外大学で修学中、本学学長の承認なく就学放棄および休学はできない。

２．デュアル・ディグリー生として派遣された者が途中放棄する場合、デュアル・ディグリー履修放棄

願を学務部に提出しなければならない。取得済みの単位の扱いについては本学の規程を適用する。

第１２条（その他）

この規程に明示されていない事項は、国外大学との相互協議により定める。

第１３条（改定）

この規程の改定は、合同教授会の議を経て行う。

附 則

１．この規程は、２０１５年４月１日から施行する。

２．この規程は、２０１８（平成３０）年４月１日から施行する。



２２０

（目的）

第１条 この規程は本学学則第２１章の各条文に基づき、科目等履修生の取扱いに関し必要事項を定めるも

のである。

（出願資格）

第２条 科目等履修生として出願できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

（１）短期大学または高等専門学校を卒業した者。

（２）大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得して中途退学した者。

（３）大学を卒業した者。

（４）本学の卒業生で、教職関連科目および各種資格関連科目の修得を希望する者。

（５）本学と提携関係にある外国の大学からの留学生。

２ 外国人については、前項各号のいずれかに該当し、履修する年度の４月より１年間以上の日本在

留資格を有している者。または、本学と提携関係にある外国の大学の留学生。

（受講科目の制限）

第３条 科目等履修生は、本学の開講科目中、次の各号に該当する科目の履修は認められない。

（１）実験・実技関連科目および外国語科目

（２）教職関連科目（教育実習を含む）および各種資格関連科目

（３）その他本学が受講を認めない科目

２ 前項（２）に掲げる科目については、本学の卒業生および大学院生、その他本学がその受講を特

に認めた者に限り、受講できるものとする。

（受講期間）

第４条 受講期間は１年以内とする。ただし、希望により第６条の手続きを経て継続を許可することがあ

る。

（履修単位等の制限）

第５条 科目等履修生が履修できる単位数は３０単位までとする。

（出願手続きおよび審査料）

第６条 科目等履修生を志願する者は、次の各号に定める審査料と書類を期日までに提出しなければなら

ない。ただし本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。

（１）審査料：１０，０００円（本学の卒業生は、５，０００円）

なお、継続する場合、審査料は無料とする。

（２）提出書類：科目等履修生願書、卒業証明書、単位修得証明書、写真１枚

（３）外国人については、前項のいずれかに該当する書類の他、在留資格証明書を添付すること。

（選考方法および許可）

第７条 科目等履修生の選考は書類審査と面接とし、教務委員会が審査に当たり、教授会に諮り許可する。

ただし、本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。

（登録料および受講料等）

第８条 科目等履修生として入学を許可された者は、定められた期間内に次の各号に該当する登録料およ

び受講料を納入する。ただし、本学と提携関係にある外国の大学の留学生については別に定める。
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８．科目等履修生に関する規程



２２１

（１）登録料：８，０００円（本学の卒業生は、４，０００円）

（２）受講料：１単位 １７，０００円

（許可の取消）

第９条 前条に定められた納付金を所定の期日までに納入しない場合は、許可を取り消すことがある。

（納付金の返還）

第１０条 既に納入された納入金は、原則として返還しない。

（証明書の発行）

第１１条 科目等履修生から願い出があったときは、単位修得証明書を発行する。

（規程の改定）

第１２条 本規程の改定は、合同教授会の議を経て学長がこれを行うことができる。

附 則

１ この規程は２００５年４月１日より施行する。

尚、この規程の発効をもって「聴講生および科目等履修生に関する規程」は廃止する。

２ この規程は２０１１年４月１日より施行する。

尚、２０１１年度より科目等履修生となることを希望する者については、その募集および審査を２０１０

年度末より行う。

３ この規程は２０１５年４月１日より施行する。

ただし、２０１５年度より科目等履修生となることを希望する者については、その募集および審査を

本規程に則り、２０１４年度末より行う。

４ この規程は２０１７（平成２９）年４月１日より施行する。

ただし、２０１７年度より科目等履修生となることを希望する者については、その募集および審査を

本規程に則り、２０１６年度末より行う。

５ この規程は２０１９（平成３１）年４月１日より施行する。

ただし、２０１９年度より科目等履修生となることを希望する者については、その募集および審査を

本規程に則り、２０１８年度末より行う。



２２２

（目的）

第１条 この規程は本学学則第２１章の各条文に基づき、聴講生の取扱いに関し必要事項を定めるものであ

る。

（出願資格）

第２条 聴講生として出願できる者は、高等学校卒業者と同等以上の学力があると認められた者とする。

２ 外国人については、履修する年度の４月より１年間以上の日本在留資格を有している者。または、

本学と提携関係にある外国の大学の留学生。

（受講科目の制限）

第３条 本学の開講科目中、聴講生の受講できない授業科目は、次の各号に該当するものとする。

（１）実習・実技関連科目および外国語科目

（２）教職科目および各種資格関連科目

（３）その他本学が受講を認めない科目

（受講期間）

第４条 受講期間は１年以内とする。ただし、希望により第６条の手続きを経て継続を許可することがあ

る。

（履修単位等の制限）

第５条 聴講生が１年以内に履修できる授業科目は、通年科目の場合は５科目まで、半期科目の場合は１０

科目までとする。

（出願手続きおよび審査料）

第６条 聴講生を志願する者は、次の書類を期日までに提出しなければならない。

提出書類：聴講生願書、写真２枚

ただし、外国人については在留資格証明書を添付すること。

２ 第８条に規定される登録料および受講料において割引を受けようとする者は、必要な証明書を添

付すること。

（選考方法および許可）

第７条 聴講生の選考は書類審査とする。

（登録料および受講料等）

第８条 聴講生として許可された者は、定められた期間内に次の各号に該当する登録料および受講料を納

入する。

（１）登録料：４，０００円（本学の卒業生または６０歳以上の場合は半額とする。）

（２）受講料：１科目（通年）３２，０００円 （半期科目）１６，０００円

（本学の卒業生または６０歳以上の場合は、それぞれの半額とする。）

（許可の取消）

第９条 前条に定められた納付金を所定の期日までに納入しない場合は、許可を取り消すことがある。

（納付金の返還）

第１０条 既に納入された納入金は、原則として返還しない。
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９．聴講生に関する規程
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（証明書の発行）

第１１条 聴講生から願い出があったときは、聴講証明書を発行する。

（規程の改正）

第１２条 本規程の改正は、合同教授会の議を経てこれを行うことができる。

附 則

１ この規程は２００５年４月１日より施行する。

尚、この規程の発効をもって「聴講生および科目等履修生に関する規程」は廃止する。

２ この規程は、２０１５（平成２７）年９月１日より施行する。



２２４

学内には学生が利用できるコンピュータが下記のとおり設置されています。これらのコンピュータは授

業で使用するほか、IC-UNIPA、電子メールの送受信、ホームページの閲覧、図書館システム、レポート

作成などに利用することができます。全てのコンピュータは茨城キリスト教学園LAN（IC-Net）に接続さ

れており、学内LANを経由してインターネットに接続できるようになっています。

＜コンピュータ教室＞

焔６号館２階６２０４教室 （Windows１０×４８台）

焔７号館４階７４０１教室 （Windows１０×５２台）

焔１１号館３階１１３０１教室（Windows１０×４８台）

焔１１号館３階１１３０２教室（Windows１０×４０台 ノートPC）

焔シオン館３階３２５教室（Windows１０×４８台）

＜コンピュータ自習室（PC－Room）＞

焔PC－RoomⅠ（１０号館２階１０２０４教室）（Windows１０×１０台）

焔PC－RoomⅡ（７号館４階７４０２教室）（Windows１０×４０台）

＜利用時間＞

① コンピュータ教室

授業以外でコンピュータ教室を利用できる時間は、掲示でお知らせします。学務部掲示板にて確認

してください。

※夏・冬・春期休業期間については、原則として利用することは出来ません。

② コンピュータ自習室（PC－Room）

PC－RoomⅠ 月曜日～金曜日 ９：００～２０：００ 土曜日 ９：００～１４：１０

PC－RoomⅡ 月曜日～金曜日 ９：００～２０：００ 土曜日 ９：００～１１：３０

※利用時間は授業時間帯（１時限単位）で区切っています。他の利用者の迷惑にならないよう節度を

もって利用してください。

※授業・年末年始・学内行事による使用不可日は、学務部より掲示にてお知らせしますので確認して

ください。
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１０．その他

（１）コンピュータ教室・コンピュータ自習室の利用について
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＜コンピュータの利用方法＞

① 認証方法

ユーザーIDとパスワードはIC-UNIPAと同一です。

② 学生用個人フォルダの割り当て

ユーザー認証に成功すると、学生用ファイルサーバーの中に設定されている個人フォルダを利用す

ることができるようになります（Windows上のライブラリがこの個人フォルダになっています）。フォ

ルダの容量は上限３００MB（メガバイト）です。授業の課題やレポートなど個人のファイルを保存する

ことが出来ます。また、この個人フォルダは、学内のどのコンピュータからログインしても同じとな

ります。

※私用データ（画像や音楽）を保存すると容量超過につながります。

③ ユーザーID・パスワードの管理

ユーザーIDとパスワードは、コンピュータを起動させるために必要なだけでなく、自分の個人的な

データが保存されている個人フォルダを開く鍵でもあります。同時に自分宛の電子メールを読むため

の鍵でもありますので、個人の責任において厳重に管理してください。万一、他人があなたのユーザ

ーIDやパスワードを使った場合、自分の個人情報が盗まれるだけでなく、悪意のあるものが犯罪行為

に利用した際、あなたがその責任に問われることがあります。厳重に管理すると同時に、パスワード

は他の人が推測できないものにしましょう。

＜ユーザーIDと仮パスワードの配付について＞

① ユーザーIDと仮パスワードは、入学時全員に配付します。

② パスワードの変更方法については、履修ガイダンス時に説明します。

③ 仮パスワードは、４月２０日まで有効です。それまでの間に自分だけがわかるパスワードに変更して

ください。

ユーザーIDと
パスワードを入力

ユーザー認証
に成功

Windows
が起動

ネットワーク
に接続される→ → →
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IC-UNIPAは、さまざまな情報を一つの共有サーバに蓄積することにより、学生・教職員がその情報を

有効に活用することを可能にしたWEBサービスシステムです。各種お知らせ、休講情報の確認をはじめ、

WEB履修登録、シラバス照会、成績照会、授業資料のダウンロード等の機能があり、それらを学内外から

利用できます。

（２）IC-UNIPAについて

１０号館３階にある『ピアノ練習室』は、音楽科目の予習・復習に利用したり、趣味でピアノをひきたい

という学生が利用しています。

希望者は空いている練習室を自由に利用できます。利用の際は、他の利用者の迷惑にならないようモラ

ルをもって使用してください。

（３）ピアノ練習室の利用について

10号館
３階ピアノ練習室
２階 PC RoomⅠ

６号館
２階 6204教室

７号館
４階 情報センター
7401教室
PC RoomⅡ

シオン館
３階 325教室 11号館

３階 11301教室
３階 11302教室

PCRoom・コンピュータ教室・ピアノ練習室配置図
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学生が、正規授業に係る学外実習で授業を欠席する場合は、学務部窓口カウンターに備え付けの、「授

業欠席届」（下記様式）に記入し朱肉印を押して、欠席授業１週間前までに授業担当教員へ本人が直接提出

すること。

詳細は、各実習に関する説明会や授業等で説明する。

就職活動や個人的事由で欠席する場合に、この様式を使用してはいけない。

なお、当該授業が休講になる場合は、提出しなくてよい。

＜様式＞

（４）正規授業に係る実習による授業欠席届について



２２８
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２２９

本専攻の教育課程は、英米文学・英語学・英語教育の３つの分野と関連科目群から編成されている。

英米文学の分野では、「リベラル・アーツとしての英米文学」というテーマが設定されている。これは英

米の文学を、西欧キリスト教文化圏の精神が生み、古代ギリシア文明が育んだものとして捉えようという

意図からである。

英語学の分野では、最新の言語理論に基づいて高度な英語分析を行うことによって英語への理解を深め

る事を目標としている。

近年、英語教育の分野への関心が高まっている。すでに英語教育に携わっている人や、これから英語教

育に携わろうとしている人を主な対象とし、本学園の伝統である英語教育をさらに充実、発展させるため

に力を注いでいる。

教育職員免許状の取得

中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）を有する者が、本専攻において、教育職員免許法及び同施行

規則に定められている単位を修得した場合、中学校・高等学校教諭専修免許状（英語）を取得することが

できる。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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１．文学研究科英語英米文学専攻／修士課程

英語英米文学専攻科目 （２０１９年度以降）

単位数科目単位数科目単位数科目単位数科目

２
２
２
２
２
２
２

〔関連科目〕
言語学研究
応用言語学研究
社会言語学研究
コーパス言語学研究
小学校英語教育
特殊演習A
特殊演習B

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔英語教育の分野〕
英語教育特論A
英語教育演習A
英語教育特論B
英語教育演習B
英語教育研究A
英語教育研究B
英語教育課題研究Ⅰ
英語教育課題研究Ⅱ
英語教育課題研究Ⅲ
英語教育課題研究Ⅳ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔英語学の分野〕
英語学特論A
英語学演習A
英語学特論B
英語学演習B
英語学研究A
英語学研究B
英語学課題研究Ⅰ
英語学課題研究Ⅱ
英語学課題研究Ⅲ
英語学課題研究Ⅳ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔英米文学の分野〕
英米文学特論A
英米文学演習A
英米文学特論B
英米文学演習B
英米文学研究A
英米文学研究B
英米文学課題研究Ⅰ
英米文学課題研究Ⅱ
英米文学課題研究Ⅲ
英米文学課題研究Ⅳ

備考
英語英米文学専攻では、課題研究を行う分野から課題研究８単位を含め１２単位以上、課題研究を行う分

野以外からそれぞれ計４単位以上、総計３０単位以上を修得すること。関連科目も修了単位に算入される。
（２０１０年度入学生から）



２３０

「先取り履修制度」とは、文学部もしくは生活科学部の４年次生（以上）が、後期期間中に大学院科目
等履修生として大学院の科目を履修する制度のことです。この制度を利用すれば、大学院進学前に大学院
の授業を受講することができますし、単位を取得できれば、大学院に進学後、文学研究科が定めた修了要
件の一部として認定されます。さらに、本学在校生がこの「先取り履修制度」を利用して大学院科目を履
修する場合、科目等履修生の審査料・登録料・受講料がすべて半額になります。

「先取り履修制度」を利用するには？
（１）学務部から「先取り履修可能科目」と「先取り履修希望届・推薦書」を入手します。
（２）履修したい科目の決定および推薦状の依頼

科目等履修生として履修したい科目が決まったら、ゼミの先生に推薦状の作成をお願いしてください。
（３）科目等履修生の申し込み

「先取り履修制度」希望者受付期間が設定（IC-UNIPAおよび学務部の大学院掲示版参照）されま
すので、その期間中に「先取り履修希望届・推薦書」を提出します。「先取り履修制度」に申し込み
ができる資格は下記の通りです。

（４）「先取り履修制度」申込者の面接
（５）「先取り履修制度」許可者の発表
（６）科目等履修生として登録
（７）大学院科目履修開始および大学院Ｉ期試験の受験申込

後期の授業開始日から、科目等履修生として大学院の授業を履修し、大学院Ｉ期試験の申し込み
をします。大学院Ⅱ期試験を受験することも可能です。

○１年半履修制度と３年履修制度について
文学研究科では、これまで２年間かけて授業を受講し、修士論文を書いて修士課程を修了することが一

般的でした。この「２年履修制度」に加えて、２０１２年度より、「１年半履修制度」と「３年履修制度」が
新設されました。
１．「１年半履修制度」とは、通常より早く修士号を取得したい学生のために新設された制度です。こ

の「１年半履修制度」のメリットは、短期間で修士号を取得できるだけでなく、学納金の総支払金額も軽
減されることです。ただし、１年半で３２単位を取得し、さらに修士論文を修了期間内に仕上げるのは困難
ですので、「１年半履修制度」を希望する学生は、４年次後期に「先取り履修制度」により、大学院の授
業を履修し、単位をなるべく多く取得しておく必要があります。
２．「３年履修制度」とは、通常よりも時間をかけて研究し、修士号を取得する希望を持つ学生のため

に新設される制度です。この「３年履修制度」のメリットは、３年間の在籍に対して、学納金は２年分で
済みますので、１年間で支払う金額が軽減されることです。
◎「１年半」、「２年」、「３年」、いずれの履修制度を選択するのが最適であるか、大学院の試験を受験

する前に、事前相談を受けて、慎重に検討してください。事前相談は入試広報部で受け付けています。
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２．文学研究科先取り履修制度と、１年半・３年履修制度について

１）茨城キリスト教大学文学部または生活科学部に３年以上在学し、かつ卒業要件単位１０８単位以上
取得している者。

２）３年次までのGPAが２．５以上の者。
３）９月に大学院文学研究科Ｉ期入学試験に出願予定の者。



２３１

茨城キリスト教大学大学院 生活科学研究科食物健康科学専攻（修士課程）では、食物を介した人間の
健康における諸問題を科学的に探究し解決する能力を養い、食品管理、健康管理、医療、食育分野で地域
社会に貢献する人材の養成を目指す。
基本となる教育・研究のフィールドとして、「食物科学」と、「人間栄養学」の２分野を配置した。
「食物科学」分野では、食物中の機能成分、危害因子等、人間の健康やQOL（QualityofLife）に影響を
与える因子を研究し、食品機能分析、食品有害物質対策等の専門技能をみがく。
「人間栄養学」分野では、摂取後の栄養素の機能発現、食物と健康や疾病との関係を神経機能など心の
側面からも研究し、専門職業人としての知識技術を身につける。
また、両分野の発展系として［専門応用科目］と［食教育支援科目］の科目群を設けて、高度な専門性

と倫理性を培い、崇高な精神、高い指導力を有する教育者の養成を目指す。
修了することにより、修士（食物健康科学）の学位が授与されるほか、中学校・高等学校教諭（家庭）

の一種免許状の取得者、栄養教諭一種免許状の取得者は、必要な単位を履修することにより、それぞれの
専修免許状を取得することができる。昼夜間開講制、３年間の長期履修制度を設けているので、仕事をも
ちながらの学びも可能である。
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３．生活科学研究科食物健康科学専攻／修士課程

食物健康科学専攻科目

単位数科目単位数科目単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

専門関連分野
〔専門応用科目〕
分子栄養学特論
栄養生理学特論
神経栄養学特論
神経生理学特論
病態臨床栄養学特論
保健統計学特論
食教育特論
人間栄養学特論Ⅳ
ライフステージ栄養学特論
医療栄養学特論
食行動科学特論
食品開発特論
調理科学特論
〔食教育支援科目〕
教育方法学特論
教育方法学演習
教育支援特論
教育支援演習
臨床心理学特論
障害者支援特論
障害児教育研究
発達心理学特論
発達心理学演習

２
２
２
２
１
８

〔人間栄養学分野〕
人間栄養学特論Ⅰ
人間栄養学特論Ⅱ
人間栄養学特論Ⅲ
人間栄養学演習
人間栄養学特別実習
人間栄養学特別研究

２
２
２
２
１
８

〔食物科学分野〕
食物科学特論Ⅰ
食物科学特論Ⅱ
食物科学特論Ⅲ
食物科学演習
食物科学特別実習
食物科学特別研究

備考
・生活科学研究科を修了し修士の学位を得るためには３０単位以上を修得しなければならない。
・専門教育を構成する「食物科学」、「人間栄養学」の２分野を総合的に履修するため、各分野の特論Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲの３科目６単位、合計１２単位必修の履修のほか、修士論文を含め、専攻する分野の選択科目１１単位の履修、
及び選択科目７単位以上の履修が必要（修了要件３０単位以上）。

（２０１９年度以降）



２３２

茨城キリスト教大学大学院生活科学研究科心理学専攻（修士課程）では、建学の精神の下、心理に関す

る支援や研究を行う上で求められる優れた思考力・判断力・表現力とともに倫理性の深化を通して、将来、

高度心理専門職業人として託された責務を適正に行い、広く市民の福祉に貢献する人材の育成をめざして

いる。

心理学専攻を修了した者には、修士（心理学）の学位が授与される。また公認心理師法の定めに従い、

学部教育においてすべての指定科目を取得済みの者であり、かつ本専攻において同法が定めるすべての大

学院指定科目を修得した者は、課程修了と同時に公認心理師国家試験受験資格を得ることができる。公認

心理師には、いじめや不登校、自死・自殺、虐待など、現代社会において専門的介入によって当事者やそ

の関係者の心理や生活の質の向上、発達の支援等に寄与することが期待されている。

本専攻の教育課程は、「心理教育科目」「心理実践科目」「実習科目」の３群、全２９科目から編成されている。

「心理教育科目」群は、建学の精神と歴史に深い関係のある教育支援系科目を含む全１０科目から構成さ

れている。人間の生涯に渡る発達や学習の機序に関する科学的・専門的知識を深めるための科目が配置さ

れている。心理教育課題研究Ⅰ～Ⅳは、自ら批判的思考を持って研究に従事することを通して現代社会に

おける心理社会的課題を読み解く能力とともに心理専門職として科学的視点を持って実践に臨む能力を養

うことをめざすものであり、その成果は修士論文として結実される。

「心理実践科目」群には、心理学の理論と技能との相互連環と有機的な関連付けを図るための科目が配

置されている。全１６科目のうち９科目は、公認心理師指定科目である。この資格の取得をめざす者には必

修科目となる。心理実践課題研究Ⅰ～Ⅳでは、自らの心理的支援体験を題材とした研究活動への取り組み

を通して、生物心理社会モデルに基づいたアセスメント力、多職種多機関と協働して支援実践に臨む力な

ど、現代社会における心理専門職従事者としてふさわしい態度の形成を図る。研究活動の成果は、ケース

研究論文として結実される。

「実習科目」群は、「心理実践実習Ⅰ～Ⅲ」から構成されている。「心理教育科目」と「心理実践科目」

の各群において培われた専門知識と技術を病院や学校等、学内外における実習協力施設において実際に試

行、体現する学びを通して実践者として求められる力の涵養を図る。

本専攻では、心理学を基盤とし、そこに自らの学びの志向と将来像を加えることによって、それぞれの

興味関心と進路に応じた多様な履修展開が可能である。また昼夜間開講制、３年間の長期履修制度の利用

によって、仕事や子育て、留学等と就学の両立など、ニーズに応じた多様な形態による学びが可能になっ

ている。
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４．生活科学研究科心理学専攻／修士課程
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心理学専攻科目

単位数科目単位数科目単位数科目

5
5
5

〔実習科目〕
心理実践実習Ⅰ
心理実践実習Ⅱ
心理実践実習Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2
2

〔心理実践科目〕
臨床心理学特論
保健医療分野に関する理論と支援の展開
福祉分野に関する理論と支援の展開
教育分野に関する理論と支援の展開
学校カウンセリング特論
司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開
産業・労働分野に関する理論と支援の展開
心理的アセスメントに関する理論と実践
心理支援に関する理論と実践Ⅰ
心理支援に関する理論と実践Ⅱ
家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践
心の健康教育に関する理論と実践
心理実践課題研究Ⅰ
心理実践課題研究Ⅱ
心理実践課題研究Ⅲ
心理実践課題研究Ⅳ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔心理教育科目〕
教育方法学特論
教授学習心理学特論
教授学習心理学演習
発達心理学特論
発達心理学演習
特別支援教育特論
心理教育課題研究Ⅰ
心理教育課題研究Ⅱ
心理教育課題研究Ⅲ
心理教育課題研究Ⅳ

備考
・「実習科目」の「心理実践実習Ⅰ」５単位を修得し、「心理教育課題研究Ⅰ～Ⅳ」または「心理実践課題研究Ⅰ
～Ⅳ」の８単位を含め、総計３０単位以上を修得しなければならない。

（２０２０年度以降）



２３４

茨城キリスト教大学大学院 看護学研究科看護学専攻（修士課程）は、

１．社会の保健医療福祉ニーズに応える高度専門職業人の育成

２．高度専門能力を支える実践看護学研究やその教育の担い手の育成

３．慢性病者の在宅医療ケアシステムの開発

４．専門職業人の自立とキャリア形成

５．EvidencebasedNursingを支える基礎看護科学研究やその教育の担い手の育成

を教育研究の目標として、「基礎看護科学」分野及び「実践看護学」分野（慢性看護専攻教育課程・クリ

ティカルケア看護専攻教育課程を含む）の２分野を設置した。「基礎看護科学」分野では、基盤実証看護

学領域として、看護学のより高度な科学化と学問としての体系化のための実験的実証研究や、看護技術の

安全性に関する実験的研究、新たな看護技術の開発研究をおこなう。さらに社会の要請もあり看護管理学

と看護教育学をおいた。「実践看護学」分野では、多様化・複雑化する看護機能に的確な対応ができる高度

な看護実践実現のための専門的な知識や技術を修得することや、看護実践上の諸問題の実態把握や構造分

析をとおして、科学的かつ論理的に課題解決に取り組むことのできる研究的能力を育成することを目指し

ていく。この分野には、生活支援看護学領域、発達支援看護学領域、精神看護学領域の３領域がある。特

に注目すべきは、生活支援看護学領域において、慢性疾患患者への看護の実践と実践方法の開発を目指す

慢性疾患看護のCNSコースを履修できることである。

社会人にも広く学びの場を提供するため、昼夜間開講制・３年間の長期履修制度を設け、少人数教育で、

丁寧な指導を実施する。
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５．看護学研究科看護学専攻／修士課程
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単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔共通選択科目〕
保健統計学特論
教育方法学特論
発達心理学特論
カウンセリング特論
栄養生理学特論
障害者支援特論
マネジメント特論
ヘルスアセスメント特論
病態生理学特論
臨床薬理学特論

２
２
２
２
２
２
２
２
２

〔専門共通科目〕
看護学研究法特論
看護理論特論
看護倫理特論
看護形態機能学
ヘルスプロモーション特論
コンサルテーション特論
看護管理学特論
看護教育論
看護政策論

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８

２
２
２
２
２
２
２
２
４
４
２
２
２

専門科目
基礎看護科学分野

〔基盤実証看護学領域〕
看護生体情報学特論
看護生体情報学演習
応用看護技術学
応用看護技術学演習
看護マネジメント特論Ⅰ
看護マネジメント特論Ⅱ
看護マネジメント演習
看護教育学特論Ⅰ
看護教育学特論Ⅱ
看護教育学演習
看護学特別研究（基盤実証看護学）
実践看護学分野

〔生活支援看護学領域〕
慢性看護学特論
慢性看護学援助特論Ⅰ
慢性看護学援助特論Ⅱ
慢性看護学援助特論Ⅲ
慢性看護学援助特論Ⅳ
慢性看護学演習Ⅰ
慢性看護学演習Ⅱ
慢性看護学実習Ⅰ
慢性看護学実習Ⅱ
慢性看護学実習Ⅲ
生活支援看護学特論Ⅰ
生活支援看護学特論Ⅱ
生活支援看護学特論Ⅲ

単位数科目

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８
２
２
３
５

生活支援看護学演習Ⅰ
生活支援看護学演習Ⅱ
急性期看護学特論
急性期看護学援助特論Ⅰ
急性期看護学援助特論Ⅱ
急性期看護学援助特論Ⅲ
急性期看護学演習Ⅰ
急性期看護学演習Ⅱ
急性期看護学演習Ⅲ
急性期看護学演習Ⅳ
看護学特別研究（生活支援看護学）
課題研究
クリティカルケア看護学実習Ⅰ
クリティカルケア看護学実習Ⅱ
クリティカルケア看護学実習Ⅲ

２
２
２
２
２
８

〔発達支援看護学領域〕
発達支援看護学特論Ⅰ
発達支援看護学特論Ⅱ
発達支援看護学特論Ⅲ
発達支援看護学演習Ⅰ
発達支援看護学演習Ⅱ
看護学特別研究（発達支援看護学）

２
２
２
８

〔精神看護学領域〕
精神保健学特論
臨床精神看護学特論
精神看護学演習
看護学特別研究（精神看護学）

看護学専攻科目 （２０２０年度以降）

〈備考〉

・論文コースの場合は、共通選択科目６単位以上、
専門共通科目８単位以上、専門科目の選択した
領域８単位以上、看護学特別研究８単位の合計
３０単位以上を修得しなければならない。

・CNSコースの場合は、共通選択科目６単位以
上、専門共通科目８単位以上、看護専門科目１４
単位以上、看護学実習１０単位、課題研究２単位
の合計４０単位以上を修得しなければならない。
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施設案内図および教員研究室配置図
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施設案内図および教員研究室配置図

★Ａ 大学２号館、３号館、10 号館、
カウンセリング研究所

★Ｂ 大学 11 号館、大学北体育館、図書館
★Ｃ 大学８号館、シオン館、大学南体育館、

大学テニスコート、クラブハウス
★Ｄ 大学４号館、５号館、６号館、７号館、キアラ館、

デザイン館、学生会館、若草寮

学内の場所から★Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに１次避難します。
避難場所について、事前に確認しておきましょう。
災害時には、あわてず、落ち着いて行動しましょう。

・まず自分自身の身を守ってください。

・冷静に対処しましょう。

・揺れが沈静化するまでその場で待機してください。

・衣類や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守ってくだ

さい。

・窓際から離れ、机の下などにもぐり、身を守ってくだ

さい。

・ドア付近の学生はドアを開放して、出口を確保してく

ださい。

・窓ガラスの飛散を防ぐため、カーテン・ブラインドを

閉めてください。

・屋外退避の避難指示放送がなかった場合は、授業を再

・建物（できればコンクリート製）に入り、
ドアを閉めてください。
・窓を閉めてください。
・エアコン・換気扇を止めてください。
・カーテンを開けてください。

開します。

・屋外退避の避難指示放送があった場合は、指定避難場

所へ避難します（１次避難）。

・余震に十分気をつけましょう。

・出口に殺到しないでください（前後のドアを利用）。

・障害者や負傷者の避難をサポートしてください。

・上下階への移動は階段を使用してください。

・移動の際は、姿勢を低く保ちましょう。

・エレベータは使用しないでください。

・全員の退出を確認するので、グループから離れないで

ください。

◇災害時指定１次避難場所

◇地震発生時 ◇地震がおさまったら…

◇原子力災害発生時
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◇施設案内図

小林

佐藤
（希）

階段

階段

会議室会議室

財務課

応接室

休憩室

教職員
女子トイレ

教職員
男子トイレ

役員室・
事務局長室

監査室

会議室

資料室
教職員
男子トイレ

階段

階段

入試広報部 ロビー

総務課・
管財課

総務部

教職員
女子トイレ

認定子ども園
事務室

応接室

EV EV

エントランス

資料室

理事長秘書室・
企画調査室

●２号館

●３号館

〈３階〉

〈２階〉

〈１階〉

〈１階〉 〈２階〉

★ AED（自動体外式除細動器）設置
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●３号館

〈５階〉〈５階〉

〈３階〉

〈４階〉

3306

33073304

3305 3301

3303

3302

EV
階段

階段

女子トイレ 男子トイレ

車椅子用
トイレ

バルコニー

女子トイレ 男子トイレ
室湯給

34103406

3403
34023404

3405 3401

3407

3409

3408

階段

階段

EV

入試広報
倉庫

鈴木（正）

天野

斎藤（遼）

佐藤
（真）

講師室

三橋

椎木

池内 清水
（悦）

高野

小幡（幸）

教職資料室
教職指導室

鈴木（範）

階段

階段

保育実習
指導室分室

EV

小野（司）

中島 安喰 髙橋
（和）

穂積

佐々木（隆）

藤原
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●４号館 ●５号館

〈２階〉 〈２階〉

〈１階〉

〈１階〉

4202

4203
廊下

廊下

階段

4201
生活科学研究科
実験室

生活科学研究科
院生室

生活科学研究科
院生室

4204

大学院
共同
演習室

★ AED（自動体外式除細動器）設置

★ AED（自動体外式除細動器）設置

機械室 男 子
トイレ

エントランス 講師室 倉 庫

5100 5104
臨床栄養実習室

女子トイレ

階段

廊 下

5101 5102 5103

オフィス
スペース

女子トイレ

インターン
オフィス

階 段

廊 下

5201 5202 5203 5204
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●６号館

〈２階〉

〈１階〉 〈３階〉

〈４階〉

EPS

6101
実習食堂6102

食品加工室

前室

UP

ロビー

エントランス
管理室更衣室４

女子トイレ

PS

UP

風除室

6103
集団給食室

多目的トイレ

EV

男子トイレ

6202
6204

コンピュータ教室

機械室

62016203

廊下

女子トイレDN
UP

EPS

DN

UP
階段

EV
PS

EPS 男子トイレコピー
ルーム

女子トイレDN
UP

DN

UP
階段階段

EVEV

湯沸室

PSPS

6409青木

6408藤島

心理福祉学科
共同研究室

心理福祉学科
実習教育室

6405

6404

6403目黒

渡邉（孝）

黒澤

6402会田

6401桐井

6418田家

6417山中

6416櫻井

6415望月（珠）

6414富樫

6413鴨志田

6412小西

6411井川

石川6410

男子トイレ

6306
演習室

6305
演習室

6304

6302
社会コミュニ

ケーション 実験室

6310
社会福祉実習室

6309
介護実習室

6308
演習室

6301
心理学基礎実験室

6307

廊下

女子トイレ

6303
発達・臨床
実習室

EPS

DN
UP

階段
EV ＰＳ

DN

UP



２４２

ポーチ

ポーチ
ロビー

機械室

生活科学
部長室

更衣室3 更衣室1

EV

EV
ホール

プロパン
ボンベ室

受
水
槽

エントランス
ホール

7103
栄養教育・
調理研究室

7102
栄養教育・調理実習室

7101
栄養教育実習室

エントランス

測定室
教職員
女 子
トイレ

女 子
トイレUP

更衣室2

助手控室
2

助手控室
1

食物健康
科学科
共同研究室

UP

階段階段

男子トイレ

EV

ELV
ホール

7306
栄養学
研究室
飯島

7305
生理学実験室

UP
DN

7304
公衆衛生
研究室
鯨井

7301
標本室-1

7302
標本室-2

7303
低温室 UPDN

EPSEPS

廊下

女 子
トイレ

男 子
トイレ

吹抜

ホール・廊下
EV

ELV
ホール

7209
栄養指導
研究室
坂倉

7208
動物実験室
兼飼育室

7210 研究室
熊田UP

DN

7207
微生物実験室

7205
卒業研究
実験室

7203
精密機器室

7201
理化学実験室

7204中村
食品学研究室

7206
臨床栄養学
研究室
梶田

UPDN

EPSEPS

吹抜吹抜

暗室

7202
エーテル 室

DN
女 子
トイレ

EV

ELV
ホール

7401
コンピュータ教室 7402

PC RoomⅡ

情報センター
UPDN

EPSEPS
女 子
トイレ

●７号館

〈４階〉
（情報センター）

〈２階〉

〈３階〉

〈１階〉



２４３

●８号館

〈４階〉

〈２階〉

〈３階〉

〈１階〉

岡本・木下
寺山・長津
福岡

原島

松永

池袋

松澤白木

栗原（加）

男子
トイレ

女子
トイレ

若林

渋谷

大内

櫻本

廣瀬

金子

山本（真）

小幡

小野（加）

男子
トイレ

女子
トイレ

収納庫

8413

叶多

8211
演習室 4b

8210
演習室 4a

8208
演習室 3a

8209
演習室 3b

8212
中野

男子
トイレ

女子
トイレ

女子
トイレ

男子
トイレ

多目的
トイレ

8105

★ AED（自動体外式除細動器）設置

宇留野



２４４

●10号館

●キアラ館

〈２階〉 〈４階〉

〈３階〉〈１階〉

〈１階〉 〈２階〉

Ⅰ

Ⅱ

女子トイレ

男子トイレ

１ 礼拝堂
２ キリスト教センター事務室
３ チャプレン室
４ リエゾン・オフィス
５ アリーナ
６ 男子トイレ
７ 資料センター
８ メディテーション・ルーム
９ 総長室
10 アッパー・ルーム
11 女子トイレ



２４５

●11号館

11401
掛川

11301 11302

11305

11201

11205 11206 11207

11202 11203 11204

11306 11307（11308） 11309 11310

11303 11304

2階へ

学務部学務課

学生生活担当 教務担当講師室

談話室
スチューデントラウンジ

コンピュータ教室 コンピュータ教室

11402
今口

11403
申

11404
田口

11405
大久保

11406
栗原
（正）

11407
M共研

11408 11409
江尻

11410
E共研

11411
岩間

11412
細谷

11414
C共研

11415
中山

11416
堀口

11417
清水
（博）

11428
鈴木
（晋）

11429
東海林

11431 11432
染谷

11433
斎藤
（聖）

11434
村上

11435
志賀

11436
和泉

11418
古井

11419
米岡

11420
浅野

11421
長島

11422
三上

11423
澤端

11426 11427
印刷室

11424
経営学
部長室

11425

全学教養課程センター

女
子
ト
イ
レ

給
湯
室ビュー

ラウンジ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

多目的トイレ

エントランス

11413

11430

EV

EV

EV

EV

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

3階へ

2階へ

2階へ

3階へ

3階へ

3階へ

4階へ

3階へ

2階へ

2階へ

1階へ

4階へ

（教）

〈４階〉

〈３階〉

〈２階〉

〈１階〉

★ AED（自動体外式除細動器）設置



２４６

●シオン館〈１階〉

１ 学長室
２ キャリア支援センター（相談室）
３ キャリア支援センター
４ キャリア支援センター資料室
５ 庶務課
６ 小会議室
７ 地域・国際交流センター
８ ラウンジ
９ 女子トイレ
10 ロッカー室
11 エントランス
12 応接室
13 講師室
14 学術研究センター
15 休憩室
16 清掃員控室
17 倉庫
18 職員更衣室
19 教職員女子トイレ
20 教職員男子トイレ
21 保健室
22 資料室
23 機械室
24 大会議室
25 文学部長室
26 副学長室
★ AED（自動体外式除細動器）設置

女子
トイレ

男
子
ト
イ
レ

上野

小池

三輪

清原

前田

鈴木（昭）

長谷川

桑原

名誉教授

山本（か）

（徹）

Dzyabko

唐戸

國見

沼館

CALL教室

女子
トイレ

男子
トイレ

大貫

シ324

シ325

公務員
対策室

〈２階〉 〈３階〉 〈４階〉



２４７

女子トイレ

男子トイレ

車椅子用トイレ

●図書館

〈２階〉ラーニング・コモンズ

〈１階〉

〈地下１階〉

視聴覚特設

ルームE ルームD

学
術
雑
誌

メインカウンター
コピー機

★ AED（自動体外式
除細動器）設置



２４８

●大学南体育館

〈１階〉 １ ２階大フロアー
２ 女子更衣室
３ シャワー室・トイレ
４ 教材・厚生倉庫
５ 卓球室
６ 講義室
７ テニスフロアー
８ 玄関
９ ホール
10 救護室
11 体育教員室
12 研究室
13 研究室
14 シャワー室
15 男子トイレ
16 女子トイレ
17 シャワー室
18 男子更衣室
19 倉庫
★ AED（自動体外式除細動器）設置

●デザイン館

１ 研究室
２ 男子トイレ
３ 女子トイレ
４ 倉庫
５ 実習室１
６ 電気炉室
７ 研究室
８ 倉庫
９ 事務室
10 実習室２

10

9
8

71

3

2 4

5

6

〈２階〉〈１階〉

●大学北体育館

１ 大フロアー
２ 男子ロッカールーム
３ 男子シャワールーム
４ 男子トイレ
５ 救護室
６ 管理室
７ 玄関・ホール
８ 身障者用トイレ
９ 女子トイレ
10 女子ロッカールーム
11 女子シャワールーム
12 機械室
13 放送室
14 教材用倉庫
15 厚生用倉庫
16 トレーニング室
★ AED（自動体外式除細動器）設置

〈２階〉



２４９

１ 宿泊室（21）
２ 〃 （22）
３ 〃 （23）
４ 〃 （24）
５ 〃 （25）
６ 〃 （26）
７ 〃 （27）
８ 吹抜ホール
９ 機械室
10 倉庫

11 女子トイレ
12 湯沸室
13 洗濯室
14 洗面所
15 脱衣室
16 シャワー室
17 浴室

★ AED（自動体外式除細動器）設置 18 教職員用宿泊室（31）
19 〃 （32）
20 〃 （33）
21 宿泊室（34）
22 〃 （35）
23 〃 （36）
24 〃 （37）
25 〃 （38）
26 倉庫
27 湯沸室
28 洗面所
29 女子トイレ
30 会議室
31 屋上庭園

１ バスケットボール部
２
３ 風まかせの唄
４ 茶道部
５ ICメディア編集部
６ 極真空手部
７ バドミントン部
８ 軟式野球部
９ バレーボール部

〈２階〉〈１階〉 〈３階〉

●クラブハウス

〈１階〉 〈２階〉

●学生会館

10 美術部
11 エレキテルB.B.F.
12 写真部
13 軽音楽部
14 rongorongo
15 学園祭実行委員会
16 学生自治会
17 吹奏楽団
18 硬式テニス部

19 Futsal 部
20 シネマ研究会
21 児童文化研究会
22 ソフトテニス部
23 華道部
24 合唱団
25 クラブ連合委員会



２５０



２５１

＜＜地震発生時の対処法＞＞

【地震発生時】
①まず自分自身の身を守ってください。
②冷静に対処しましょう。
③揺れが沈静化するまでその場で待機してください。
④衣類や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守ってください。
⑤窓際から離れ、机の下などにもぐり、身を守ってください。
⑥ドア付近の学生はドアを開放して、出口を確保してください。
⑦窓ガラスの飛散を防ぐため、カーテン・ブラインドを閉めてください。

【地震沈静後】
①（屋外退避の避難指示放送）の有無→放送なしの場合、授業を再開します。
②放送ありの場合、指示に従って指定避難場所へ移動します。
③余震に十分気をつけましょう。
④出口に殺到しないでください。
（「前半分は前のドアから、後ろ半分は後ろのドアから出てください」等）

⑤障害者や負傷者の避難をサポートしてください。
⑥上下階への移動は階段を使用してください。移動の際は姿勢を
低く保ちましょう。エレベータを使用してはいけません。

⑦全員の退出を確認するのでグループから離れないでください。

【避難場所への移動】
①指定の避難場所へ避難しましょう。
②衣類や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守ってください。
③窓ガラスや外壁等の落下物に注意してください。
④地面の亀裂や陥没、隆起に注意してください。
⑤避難場所では教職員の指示に従ってください。

＜＜台風・暴風雨の接近等に伴う対応指針＞＞
茨城キリスト教大学教務委員会

（１）常磐線が台風・暴風雨等の理由によって大甕駅を含む区間において運行停止となった場合の授業実施
については、次の通りとする。
イ）当日６時の段階で運行停止となっている場合、１・２時限の授業を休講とする。
ロ）当日９時の段階で運行停止となっている場合、３時限以降の授業も休講とする。
なお、大甕駅を含む区間が計画運休となった場合には、（１）の指針にかかわらずイ）またはロ）の休

講を指示することがある。
（２）茨城県北部（県央地域・県北地域）に「特別警報」「暴風警報」等が発令された場合の授業実施につい

ては、次の通りとする。
イ）当日６時の段階で警報が発令中の場合、１・２時限を休講とする。
ロ）当日６時を過ぎ８時４０分までの間に警報が発令された場合（発令中を含む）、１・２時限を休講とする。
ハ）当日９時を過ぎても警報が解除されない場合、３時限以降の授業も休講とする。
ニ）授業実施中、茨城県地方に「暴風警報」等が発令された場合は、速やかに全ての授業等（サークル
活動等を含む）を終了し帰宅することとする。

（３）定期試験実施日における取扱も上記の通りとする。
（４）上記の措置で休講となった授業・試験については、別途日程を調整のうえ代替の授業・試験を実施する。
（５）その他、緊急の場合には学長の判断による。
（６）上記理由により授業が休講となる場合は、大学ホームページ上でその旨掲示する。ただしネットワー

ク障害、停電等生じた場合は掲示できないことがある。
（７）上記理由により授業が休講となる可能性が極めて高いと判断される場合は、大学ホームページ上の掲

示に注意するよう、喚起することがある。
（８）学外実習等に関しては、別途指示が出される場合がある。

以上

＜＜原子力災害発生時の対処方法＞＞

１ 建物（できればコンクリート
製）に入り、ドアを閉めてく
ださい。

２ 窓を閉めてください。
３ エアコン・換気扇を止めてく

ださい。
４ カーテンを開けてください。





失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失
失失失失失失失失失失失失失失

一般注意事項

第６時限第５時限第４時限第３時限昼休み第２時限第１時限時限

１７：４０～
１９：１０

１６：００～
１７：３０

１４：２０～
１５：５０

１２：４０～
１４：１０

１１：５０～
１２：４０

１０：２０～
１１：５０

８：４０～
１０：１０時間

月～土曜日

○チャペルは、火曜日、水曜日、木曜日の１２：００～１２：３０に実施。

授業担当者が公務等で授業ができない場合、そのつど「IC-UNIPA」に掲示する。始業時

より３０分以上経過しても何らの通知もない場合は学務部に問い合わせること。

また、休講等により授業が実施されなかった場合には補講を実施する。日程が決まり次第

「IC-UNIPA」に掲示する。

平 日 午前８時４５分～午後４時４５分

土曜日 午前８時４５分～午前１１時５０分

ただし、平日の午後０時から午後２時は、職員が交代で業務を取り扱うため、

通常の対応ができない場合がある。

（注）日曜日、祝日、その他大学が定める休業日には事務取扱はしない。なお休業期

間その他特別な場合については、そのつど掲示により伝達する。

休講・補講情報は、「IC-UNIPA」から確認できます。

大学公式サイト ：https://www.icc.ac.jp/

携帯電話用ポータルサイト：http://up.icc.ac.jp/

（１）授業時間

（２）休講・補講

（３）事務取扱案内

この履修要覧は卒業するまで大切に扱ってください。
（年度毎には配付しません。）

学生の皆さんへの通知や連絡はすべて

「IC-UNIPA」および掲示により行います。

毎日、必ず、掲示情報を確認してください。

掲示情報を確認しなかったために、思いもか

けない不利益を被る場合もありますので、見落

とさないよう十分注意してください。

掲示情報を必ず見ること

学籍番号 氏名20

学籍番号は入学時に各学生に与えられ、原則として卒業時まで変わりません。

それぞれの数字には下記のような意味があります。

この番号をもとに学内の全ての事務処理が行われますので、覚えておいてくだ

さい。

２０２０（令和２）年度入学生の場合

■学籍番号

２ ０ １ ５ ０ ０ １
鍵検険検顕 鍵検険検顕 鍵検検検検検険検顕

入学年度の
西暦下２桁

学部学科番号
１５…文学部現代英語学科
１３１…文学部児童教育学科児童教育専攻
１３３…文学部児童教育学科幼児保育専攻
１４…文学部文化交流学科
２３…生活科学部心理福祉学科
２２…生活科学部食物健康科学科
３１…看護学部看護学科
４１…経営学部経営学科

五十音順の個人番号
（Ｅ科）
（Pe科）
（Pc科）
（Ｃ科）
（Ｗ科）
（Ｆ科）
（Ｎ科）
（Ｍ科）

（専攻番号）



〒319‐1295 茨城県日立市大みか町６‐11‐１
TEL0294‐52‐3215（代表）
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